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  V.I.アツュコフスキーの著書『分かりやすいエーテル動力学または我々が生きてい

る世界はどんな仕組みになっているか』では，我々が生きている世界の物理的構造に

関する著者の理解が述べられている。その理解は，この世界の万物は，この世界を満

たす気体状媒質であるエーテルから構成されていると予想している。著者は，この予

想にもとづき，物質の構造，既知の物理的相互作用，太陽系と彗星の起源だけでなく，

この世界にはけっして存在しないと現代科学が断定している UFO，テレキネシス，ポ

ルターガイスト，生体場，その他多数の現象についても説明しようと試みている。 

著者は，エーテル動力学的な観点（それは「反科学的」かもしれないが）に立てば，

そこから生まれる新たな技術を利用し，また地球における数多くの好ましからざる事

象を回避することが可能になると考え，それゆえ，一連のエーテル動力学的仮説を提

唱している。ちなみに，エーテルに関しては様々な仮説が多数の人々によって提唱さ

れているが……。V.I.アツュコフスキーはシステム工学，理論物理学，応用哲学および

社会学分野の一連の著書の著者として知られている。 
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るという理解にもとづくエーテル動力学的世界像が，分かりやすく述べられている。 

  本書は学生，上級学年の学校生徒，そして自然科学の諸問題に関心のあるすべての

読者を対象としており，教育科目「現代自然科学のコンセプト」および「科学技術の

哲学」の教師と受講者のための教材として用いることができる。 

©著者，2015 

 

******日本語版について****** 

本訳書は，«В.А.Ацюковский. Популярная эфиродинамика или как устроен мир, 

в котором мы живем. 2-изд. М.: Изд-во «Научный мир», 2015. -375 с.»のロシア語原

文からの全訳である。原文（PDF 版）は下記のサイトで入手することができる。 

著者： ウラジーミル・アキモヴィッチ・アツュコフスキー（Владимир  Акимович 

Ацюковский, Vladimir Akimovich Atsukovsky） 

著者の経歴： 下記のサイトに掲載されている V.A.アツュコフスキー『相対性理論の

基礎に関する批判的分析』の「付録  著者の研究業績」を参照されたい。 

本書で取り上げられている各テーマに関するより詳細な検討は，シリーズ『エーテ

ル動力学的自然科学の始動』（全 6 巻）で与えられている。同シリーズの邦訳は下記の

サイトに掲載されている。 

訳者：吉田  正友 （サイト「物理の旅の道すがら」http://naturalscience.world.coocan.jp） 

日本語版公開：2020 年 11 月 

* 訳文中の角括弧［  ］内は訳注である（文献番号を除く）。 

* 訳文中における「物質*」については巻末の［訳注］を参照されたい。 

 

http://naturalscience.world.coocan.jp/


4    目  次 

 

 

目  次 

まえがき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 

第１章  科学とは何か・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

 1.1. 科学は何のために必要なのか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

 1.2. 科学と生産・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 13 

 1.3. 科学と疑似科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

 1.4. 観念論，唯物論と科学方法論・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18 

 1.5. 物理学における普遍的物理不変量の役割・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

 1.6. 次元の役割と SI 単位系の近代化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25 

 文  献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 

第 2 章  エーテルと自然界におけるその役割・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

 2.1. エーテル小史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 28 

 2.2. エーテル動力学――エーテルに関する科学――の目的・・・・・・・・・・ 34 

 2.3. 科学はいかにしてエーテルを失ったか・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 36 

 2.4. 物理学革命とエーテルの復活・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37 

 2.5. では，エーテルとはいったい何なのか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40 

 2.6. エーテルの運動の種類・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 

 文  献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 

第 3 章  物質の構造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 54 

 3.1. 陽子――微視的世界の主要粒子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 54 

 3.2. 核相互作用と原子核モデル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59 

 3.2.1. 強い核相互作用と電磁相互作用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59 

 3.2.2. 原子核の構造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 61 

 3.2.3. 核異性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64 

 3.2.4. 原子核の放射能・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 65 

 3.3. 原子と分子の構造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 68 

 3.3.1. 原子の構造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 68 

 3.3.2. 化学結合と分子の形成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 73 

 3.3.3. 分子間結合の形成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 76 

 3.3.4. オーラのエーテル動力学的本性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80 

 文  献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 81 

第 4 章  電気と磁気・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 82 

 4.1. 電気とは何か？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 82 

 4.2. 電子と電場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 85 

 4.3. 金属結合と金属の電気伝導および熱伝導の物理的本質・・・・・・・・・・ 87 

 4.4. 電圧および磁場とは何か？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 88 

 4.5. 電流および磁場とは何か？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 90 

 4.6. 電場中および磁場中における電子・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 91 

 4.7. いくつかの電磁気現象に関する研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 92 

 4.7.1. 回路の相互誘導に関する研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 92 

 4.7.2. アンペールの法則に関する研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 93 

 4.7.3. 変圧器の動作に関する研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 95 



5    目  次 

 

 

 4.7.4. 電流の圧縮性に関する研究・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 98 

 4.7.5. 淡水中および海水中における浮遊交流電流の伝播に関する研究・・ 99 

 4.7.6. 海水中における縦方向電波の伝播に関する研究・・・・・・・・・・・ 103 

 文  献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 106 

第 5 章  光学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 107 

 5.1. 光学成立小史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 107 

 5.1.1. 理論光学成立小史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 107 

 5.1.2. 光速度測定小史・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 111 

 5.1.3. 光速度とエーテル風・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 113 

 5.2. 光の構造的組織化・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 120 

 5.2.1. 光子の構造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 120 

 5.2.2. 空間中における光子の移動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 125 

 5.2.3. 遠方銀河のスペクトルの「赤方偏移」・・・・・・・・・・・・・・・・・ 126 

 5.3. 光学現象・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 128 

 5.3.1. 光の反射・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 128 

 5.3.2. 光の屈折・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 130 

 5.3.3. 干渉・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 131 

 5.3.4. 回折・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 132 

 5.3.5. 光行差・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 133 

 5.3.6. 光線の相互作用・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 135 

 文  献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 136 

第 6 章  重力と地球の膨張・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 137 

 6.1. 重力の物理的本性・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 137 

 6.2. 天体の重力膨張・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 140 

 6.3. 天体の磁場の起源・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 142 

 6.4. ジオパソジェニックゾーンとは何か？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 144 

 文  献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 150 

第 7 章  宇宙論，宇宙進化論と自然界におけるエーテルの循環・・・・・・・・・ 151 

 7.1. 宇宙論および宇宙進化論とは何か？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 151 

 7.2. 宇宙の大規模構造・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 152 

 7.3. 宇宙論と自然界におけるエーテルの循環・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 154 

 7.4. 太陽に関する現代的理解・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 162 

 7.5. 太陽と星のエネルギー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 165 

 7.6. 太陽系の成立・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 167 

 7.7. エーテル風と地球の形状・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 172 

 7.8. 彗星の故郷――惑星そして…太陽・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 177 

 7.9. 宇宙論のパラドックスの解決・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 189 

 文  献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 191 

第 8 章  エーテル動力学的仮説・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 192 

 8.1. 球雷とエネルギー供給の見通し・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 192 

 8.2. 星までどうやって飛んで行くか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 197 

 8.3. 金を作り出すことは可能か？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 201 

 8.4. 生体場とは何かを理解することは可能か？・・・・・・・・・・・・・・・・ 210 

 8.5. 騒がしい霊・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 220 



6    目  次 

 

 

 8.6. 石油はどこから現れたのか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 223 

 8.7. 植物はどこから炭素を得ているのか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 225 

 8.8. 匂いは何の匂いがするのか？・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 232 

 8.9. オーラ，勾配と世界認識・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 236 

あとがき  次なる物理学革命の前夜に・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 240 

付録 1. 地球近傍空間におけるエーテルの諸パラメーター・・・・・・・・・・・・ 244 

付録 2. MKS 単位系における電気量と磁気量の単位・・・・・・・・・・・・・・・・ 245 

［訳注］訳文中の「物質*」について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 247 

 



7    まえがき 

 

 

まえがき 

現代自然科学の方法論的危機と自然科学の前に立ちはだかる課題 

 

  我々は，我々にとって未知の世界に生きている。我々は，毎日ベッドから起き上が

ると重力を利用して地球上を歩き回っているが，重力とは何かを理解していない。我々

は，自然法則が他ならぬそのようなものであるのはなぜなのか，自然法則とはいかな

るものなのかを理解しないまま，自然法則を利用している。我々は，物質がどんな構

造になっているかを知らない。なぜなら，我々が物質について知っていることは，き

わめて近似的なモデル，つまり，表面的な理解にすぎないからである。そこには，我

らが科学者たちがどうしても解決することのできない，ありとあらゆるパラドックス

が詰め込まれている。しかも，万事がこの調子だ。 

ある日のこと，「電気とは，いったい何なのかね？」と教授が学生に質問した。 

  「僕，昔は知っていたんだけど，忘れちゃいました」と学生が答えた。 

  「それは人類にとって，何という損失であろうか！」と教授が叫んだ。「電気とは何

かを知っている人間は，世界中に誰もいない。ある人間は知っていたが，彼は忘れて

しまったのだ！ 君が思い出したのなら，どうか我々に教えてくれ，我々もそれを知り

たいのだ」。 

  科学がまったく何も知らないと主張するのは，ちょっと誇張かもしれない。それで

もやはり，科学は多少のことは知っている。例えば，それにもとづいて建物を建て，

機械を設計し，エネルギーを獲得し，穀物を育てることのできる，「十分に確証された」

多数の自然法則を科学は知っている。しかし，それらの法則が何か別のものではなく，

他ならぬそのようなものであるのはなぜなのかを，科学は語ることができない。なぜ

なら，科学は物質*の内部構造を知らないからである。自然法則に関する科学の知識が

きわめて近似的で表面的なのは，そのためだ。 

  ニュートンは，いったいどんな根拠にもとづいて自分の引力の法則を「万有」引力

の法則と名づけたのか？ 彼は，あり得るあらゆる条件下について，太陽系の範囲外に

おける条件下について，自分の法則を検証したとでもいうのか？ 何しろ，この法則は，

ヨハネス・ケプラーの天体力学の法則の単なる一般化としてニュートンが導出した法

則にすぎないのである。ケプラーはデンマークの有名な天文学者ティコ・ブラーエに

よる一部の惑星の観測データを処理した。ケプラーは様々な時期における火星の位置

を分析し，その運動法則を決定した後，今度はその法則をそれ以外の惑星，さらには

月や木星の 4 つの衛星にも適用したのだが，実はその際，惑星がその法則にしたがっ

て運動するのはなぜなのかを説明しなかった。ニュートンは引力の中心力が存在し，

その力が惑星の運動の性格を決定していることを示した。しかし，ニュートンは引力

の本性を理解しようと幾度も試みたにもかかわらず，その中心力がどこから現れるの

か，またそれがそのようなものであるのはなぜなのかについては，何も語ることがで

きなかった。結局，彼はその試みを放棄し，傲慢な口調でこう宣言した。「私は仮説を

でっち上げない！」これは，この問題における彼の完全な敗北を意味していた。 

  後年，水星は万有引力の法則とは正確に一致しない，運動のいくつかの特異性を持

っていることが判明した。冥王星はこの「法則」の枠内にはまったく収まらない。そ

してニュートンの「万有」引力の法則を宇宙全体に適用すると，完全な混乱が生じる。

すなわち，空間の各地点において重力ポテンシャルが無限大となり，その場合，そも

そもいかなる法則も働かなくなるのである。この遺憾な状況は「重力のパラドックス」

と名づけられた。このパラドックスを 19 世紀に我々に教えてくれたのはドイツの天
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文学者で数学者のカール・ノイマンとフーゴ・フォン・ゼーリガーであり，以来，こ

のパラドックスには彼らの名前がつけられている。 

  ニュートンのお手本は伝染性を持っていることが判明した。科学，特にその基礎を

なしている理論物理学はニュートンのお手本と同じ方法論的道筋を進み，これもまた，

物理法則が他ならぬそのようなものであるのはなぜなのか，それはいかなるものなの

かを知る必要はないとみなしている。自然はそのような仕組みになっている――これ

でおしまい。「我々の任務は料理を食べることであり，コックがそれをどうやって作っ

たかを考えることではない」と，大部分の科学者は考えている。しかし，物理学のあ

らゆる領域においてパラドックスと不整合が増加し始めたため，「真面目な科学者た

ち」によって素晴らしい研究方法が発明された。それによれば，自然は，「公準［postulate］」，

「原理」や「公理」を提起することによって発明されなければならない（公理的方法）。

有名なアルベルト・アインシュタインは実にストレートに，「物理学の公理的基礎は自

由に発明されなければならない！」と宣言した。 

  アインシュタインの論文がまだ発表されていない既に 1900 年，彼に劣らず有名な

ドイツの理論物理学者マックス・プランクは，エネルギーは連続的な流れとしてでは

なく，量子として，つまり一定の単位量ずつ放射されるという公準を世界で初めて提

唱した。その後，それは裏づけられた。しかし，このことが前例を作り，以来これま

での間に，自然が従わなければならない多数の「公準」や「原理」が発明された。も

し自然が公準に従っていない場合には，それは自然にとってますますまずいことにな

る！ 公準からのその逸脱に注意を払う必要はまったくない。公準それ自体を証明す

る必要すらない。なぜなら，『ソビエト大百科事典』（第 3 版，第 20 巻）の記事「公

準」で述べられているように，「我々は，結局のところ，我々によって提起される公準

の合理性（「妥当性」）における論拠を顧慮することなく，ただ単にその概念を要求す

る（「公準」という言葉の語源はこれに由来する［訳注］）」のみであるからである。これ，

理解できる？ 

  今日では，物理学には数十の「公準」や「原理」が存在する。それらは互いに何ら

かの形で結びついているが，自然とはまったく結びついていない。自然は「公準」も，

「原理」も，「公理」も知らない。 

  A.アインシュタインの有名な特殊相対性理論は 5 個の（教科書に書かれているよう

に 2 個ではない）公準を持っている。その最初の公準は，自然界には世界媒質――エ

ーテル――は絶対的に存在しないという公準である。 

  同じ創唱者によるそれに劣らず有名な一般相対性理論はそれらの 5 個の公準を利用

しつつ，それらにさらに 5 個の公準を付け加えている。すなわち，一般相対性理論は

全部で 10 個の公準を持っている。その最後の公準は，自然界にはエーテルがやはり同

じように絶対的に存在するという公準である（アインシュタインの 1920 年と 1924 年

の著作［第 1.3 節］を参照されたい）。 

  量子力学は特殊相対性理論の公準を利用しつつ，それらにさらに 10 個の公準を付

け加えている。そして，それに続く諸理論は特殊相対性理論の公準を必ず利用しつつ

（一致の原理），それらに独自の公準と原理を付け加えており，その総数はもはや 10

個どころではない。その「一致の原理」は，今日，「真面目な科学者たち」が，相対性

理論がそれに先行する自然科学の歴史とまったく一致していないことを忘れて，あら

ゆる新理論はアインシュタインの相対性理論の命題と一致していなければならないと

要求しているという点で興味深い。 

 
［訳注］ postulate（公準）の語源はラテン語の postulare（要求する，要請する）である。 
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  最近，一部の「科学者」の間にさらにもう一つの傾

向が現れた。世界がかくも合理的な仕組みを持って

いるからには，それは，それらすべてを創造した神が

存在することを意味する。彼らは今こそ科学と宗教

を統合すべき時であると宣言し，教会もこれに賛同

している。しかし，我々，応用科学者である技術者は，

公準，原理や公理にではなく，真の自然法則に立脚し

て自分の応用的課題を解決しなければならない。

我々には，真の自然法則を理解する必要があるのだ。 

  「神に頼るのもいいが，まず自分がしっかりせよ

［＝天はみずから助くる者を助く］」という戒めの言葉が存

在するとはいえ，神もあまり頼りにならない。だから

我々が欲するのは，物理「法則」が物理的現実を反映

するようになることだ。そのためには，物理法則の内

部メカニズムを理解する，そしてそれらの法則が何か別のものではなく，他ならぬそ

のようなものであるのはなぜなのかを理解する必要がある。我々には非ユークリッド

幾何学は気に入らない。我々は我々の生活において，ユークリッド幾何学のみを利用

しているからだ。多分，非ユークリッド幾何学は我々の現実生活においてではなく，

非ユークリッド的生活において正しいということになるのだろう。 

  それゆえ，現代自然科学は深刻な危機にある。この危機は，現代「科学」が物質*的

形成物の構造，過程および物理現象の内的本質を理解する能力を持たず，そのような

理解という課題すら立てられておらず，新たな発見は事実上，試行錯誤法によって行

われていること，動力学（その発展における物理的本質）よりも現象論が重視され，

構造と現象の物理的内容よりも数学に対して優越的地位が与えられていること，公準，

公理その他の多数の恣意的な主張が適用されていること，個別的カテゴリーを普遍的

カテゴリーと見せかけることが可能であると理解されていること，その他沢山の点に

現れている。 

  理論物理学における新たな（すなわち，すっかり忘れ去られていた［訳注］）潮流，す

なわちエーテル動力学が誕生したのは，まさにこの理由による。エーテル動力学はエ

ーテルに関する理解を復活させ，それにもとづいて公準や公理なしに多くの事柄を理

解することを可能にし，古くからの多数の問題を既に解決し，それ同時に新たな問題

を提起している。特別の才能に恵まれている者だけが理解することのできる現代理論

物理学とは異なり，エーテル動力学は単純であり，学校の生徒から科学アカデミー会

員まで，読み書き計算の能力を持つあらゆる者にとって容易に理解することが可能で

あり，一目瞭然たるものですらある。本当のことを言えば，科学アカデミー会員たち

はこのことを認めたがらない。本書のテーマとなるのは，他ならぬこのエーテル動力

学である。 

  本書において提示される資料は，その本質という点に関して，3 つの部分に分類す

る必要がある。第 1 の部分に分類されるのは，一般的な論理，物理不変量とそれらの

性質に関する理解，そしてそこから導き出される結論である。筆者の意見によれば，

この部分が主要部分であり，その内容には論争の余地はない。ここではすべてが明白

である。 

 
［訳注］ ロシア語には「すべての新しきものは，実は，すっかり忘れ去られていた古きものだ」というこ

とわざがある。このことわざは “Everything new is actually well-forgotten old.”と英訳され，“It’s time to go 

back to basics.”という意味が含まれていると説明されている。 
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  第 2 の部分に分類されるのは，具体的な構造と相互作用――強い核相互作用，弱い

核相互作用，電磁相互作用および重力相互作用――のすべてのモデルである。物理現

象のすべてのモデルもここに含まれる。これらのモデルは物質的形成物，相互作用お

よび物理現象の物理的本質を理解することを可能にする。ただし，あらゆるモデルの

場合と同様，これらのモデルは，これらが記述している構造と現象の本質により深く

分け入っていくにつれて，さらに精緻化され，より充実されなければならない。 

  第 3 の部分に分類されるのは，仮説である。それらは真実と思われる仮説にすぎな

い。しかし，仮説は仮説，すなわち，現象の本質に関する何らかの予想である。それ

らは多くの事柄を考慮に入れておらず，そのため，実際にはすべてが予想されていた

のとはまったく違っていることが判明するかもしれない。これまで既に，何と沢山の

仮説が提示され，棄却されたことだろう！ それゆえ，そこには真理より空想の方が多

い。しかしそれでもやはり，仮説は有益である。なぜなら，仮説は，例えば，いかに

すればそのすべてが可能であるかについて予想を立てることを可能にするからである。

なぜなら，もしその予想を立てることができないとすれば，未だ説明されていない事

実は奇跡であるということになってしまうが，しかし，自然界に奇跡は存在しないか

らである。 

  本書において述べられているすべての内容は，このことを考慮に入れて受け取る必

要がある。 
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第１章  科学とは何か 

 

1.1.科学は何のために必要なのか？ 

自然の理解をその任務としている科学は，自然を理解

することは可能であるという予想から出発し，この命

題に従って研究を行い，結論を下さなければならない。 

H.ヘルムホルツ 

  科学は何のために必要なのか？ この疑問に対しては，様々な人々が様々な答えを

与えてきた。答えの一つは，科学は国家の金を使って自分の好奇心を満足させるため

に必要なのだと言っている。別の答えは，科学は自然に関する我々の知識を向上させ

るために必要だとしているが，しかし，その知識が何のために必要なのかは語ってい

ない。第 3 の答えは，科学はそもそも必要ない，なぜなら，父祖たちは科学なしでや

っていたし，それでもまあちゃんと生きていたのだから，というものだ。もちろん，

この答えは正しい――父祖たちは生きていたのだから。ただし，彼らはとてもいい暮

らしをしていたわけではない。しかも，父祖たちの時代以来，人類の人口は増大した。

それゆえ，もし科学が人間の欲求を満たすための物資を増大させる方法を見出してい

なかったとしたら，人口 1 人当たりの物資量は減少していたはずだ。残る解決策はた

だ一つ，イギリスの大学の政治経済学講座第 1 主任，トマス・マルサスが主張した方

策しかなかったはずだ。地球全体でたった 8 億の人間しか暮らしていなかった 1788

年，この学識ある僧侶は次のような勧告を公表した。「自然（ここでは当然，市場のこ

と）が養うことができなくなった人間に対し，自然はこの世から去るよう命じる」。ま

さにこう言ったのだ！ 

  何よりもまず，人間は自然を正しく知覚しているのか？という疑問が生じてくる。

人間は自然を知覚しているが，しかしそれには大きな歪みが伴っており，完全に誤っ

てさえいるという意見がある。ある人々は，自然とは，人間が心に思い浮かべている

ところのものであるとさえみなしている。それゆえ，ここでは，そのような「学者」

たち，すなわち，何かを学んだにもかかわらず，それを少ししか理解していない人々

に，人間は，種としての人間の存在がそれに依存しているすべてのものを，完璧にで

はないとしても，基本的には正しく知覚しているのだということを納得させる必要が

ある。なぜなら，もしそうでないとすれば，人間は一歩あゆみを進めるたびにつまづ

いて転び，結婚式［＝大人になる］まで生きることができないはずだからだ。そしてその

場合，子孫は生まれず，人間という種は存在しなくなってしまうに違いない。ここで

は，問題は唯物論にとって有利な形で解決される。すなわち，最初に自然（物質*）が

存在し，その次に自然に関する理解（意識）が生まれるのだ。それゆえ，自然は客観

的実在であることを認め，このことから出発して各自の結論を下さなければならない。

もしそれとは逆に振る舞い，観念論者たちがそうしているように，自然は頭の中で考

え出すことが可能だとみなした場合には，人間は誤謬を犯し始め，人類は滅亡し，自

然だけが残る。それはまさに自然による，人類に対する……。 

  科学は何のために必要なのかを理解するためには，人間と，人間がその一部分をな

している自然との相互関係，そして人間に食べ物や飲み物，衣服を与えて養ってくれ

る社会的生産の構造について検討する必要がある。 

  人間が多かれ少なかれ豊かにかつ快適に生きるためには，人間は消費手段――消費

財とサービス――を必要とする。それは食物，衣服，住居，交通手段，通信手段，さ
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らにはコンピューターやインターネットである。しかし，これらすべての消費手段は

クリスマスツリーの上にひとりでに生えてくるものではないから，作らなければなら

ない。使用価値，すなわち人々にとって有用なものを創出する社会的生産は，まさに

そのために存在する。そして社会的生産の効率を上げるために分業が存在する。これ

はもはや政治経済学の問題なので，別の場所で論じることにしよう。 

  ここで注意を払う必要があるのは，それとは別の問題である。すなわち，消費財を

生産し，サービスのための諸条件を創出するためには，技術連鎖の最後の環をなして

いる生産手段（機械，用具など）が必要である。技術は，自然科学，すなわち頭の中

で考え出したのではない，自然に関する真の知識にもとづかなければ創出することが

できない。ここでも再び，問題は唯物論にもとづいて解決される。なぜなら，技術開

発に取り組み始めるより先に，自然法則を知っていなければならないからである。知

らなければならないのは，自然法則は実際にはいかなるものなのかなのであって，そ

れがノーベル賞受賞者であったとしても，天才科学者がでっち上げた自然法則ではな

い。 

  これが意味しているのは，技術の根底をなす理論は，その要因が理論の創始者の気

に入るか否かにかかわりなく，あらゆる現実的要因を考慮に入れなければならないと

いうことである。理論と事実が互いに矛盾していることが判明した場合には，優先権

は事実に対して与えられなければならない。そのとき，理論に対してしなければなら

ないのは，理論をさらに改良するか，または全部そっくり棄却することなのであって，

残念ながら実際に生じているように，流行りの理論にとって都合のいいように事実を

歪曲することではない。まさにこのことが A.アインシュタインの有名な特殊相対性理

論をめぐって生じたことを，遺憾の意を込めて指摘しなければならない。特殊相対性

理論は，エーテル風が検出されたこと，つまり自然界にはエーテルが存在しているこ

とを認めなかった。もしエーテルが存在していれば，もうそれだけで特殊相対性理論

そのものが存在することができなくなる。しかし，それにもかかわらず，棄却された

のはエーテルの方だった。一方，特殊相対性理論は残り，この理論の追随者たちにと

って喜ぶべきことに，そしてすべての自然科学者にとって悲しむべきことに，今なお

存在し続けている。しかし，物事は取り返しがつくものだ。虚偽は遅かれ早かれ暴き

出され，すべてがあるべき所に収まることだろう。 

  このように，自然科学――自然に関す

る科学――は，周囲環境の中における自

分の位置を見定め，現在と未来において

そこから何を期待することが可能である

かを知り，その知識にもとづいて技術を

創出する能力を得るために必要なのであ

る。技術において，その連鎖の最後の環

をなしているのは生産手段である。生産

手段を用いることにより，消費手段を創

出することが可能になる。消費手段がな

ければ，人類は存在することができない。

これはプラグマティックな見方ではある

が，すべては単純明快である。 

 

  

おい，じゃあ科学は， 

何のために必要なんだ？ 
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1.2.科学と生産 

  人間は自然の一部分である。生存するためには，人間は消費手段（消費財とサービ

ス）を必要とする。消費手段の基礎は自然原料である。消費手段を生産するためには，

生産用具が必要である。生産用具は技術連鎖の最後の環をなしている。技術は自然法

則の知識，自然科学にもとづいて創出される。より効率的に生産を行うためには，人々

は分業を伴う社会的生産を創出しなければならない［1］。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会的生産の構造 

 

  自然資源，自然資源と自然法則に関する知識，自然法則にもとづく技術，技術連鎖

の環としての生産手段（用具），それを得るために生産全体が創出されている消費手段，

ならびにこれらすべての環に関与している人間が，社会的生産の要素をなしている

［2］。 

  社会的生産の構造から，少なくとも 2 つの帰結が導き出される。 

  1）自然の構造に関する理論の構築に対しては，唯物論的アプローチを取る必要があ

る。理論からは，技術と用具を含む生産手段の創出に関する提案が導き出されなけれ

ばならないのだから，それらの理論は，公準，「原理」，あるいは公理を用いてでっち

上げられた自然の構造ではなく，客観的な自然の構造を反映していなければならない。 

  2）自然資源，生産手段，および生産過程の直接的な遂行者である人間という形での

生産力だけでなく，自然科学（自然法則に関する知識），技術，およびこれが重要な点

であるが，それを得るために生産全体が組織されている消費手段（消費財とサービス）

もまた，社会的生産の要素をなしている。 

  社会的生産の構造から，科学は自然および社会，すなわち人々および技術と関係し

ており，さらにそれらを通じて消費手段（消費財とサービス）と関係していることが

分かる。このことから，基礎科学としての自然科学の主要任務は，自然法則をでっち

上げることではなく，自然を研究してその法則を究明し，それらの法則を社会の福祉

に役立つ生産の創出のために利用することであるということも分かる。 

  応用科学の任務は，人類の福祉のための生産とその諸要素の創出と発展のために，

基礎科学の成果を利用することにある。 

  

自然 

自然科学 

社会 

・所有者 

・勤労者 

消費手段 

技術 
生産用具 

（機械） 
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1.3.科学と疑似科学 

  『ソビエト大百科事典』（第 3 版，第 17 巻）の記事「科学」においては，科学がい

かなるものでなければならないかについて，次のように述べられている。 

  「科学とは，現実に関する客観的（強調は引用者）データの生成と理論的体系化を

任務とする人間の活動領域であり，人間の認識の一形態である。（略）「科学」の概念

には，新たな知識の獲得に係る活動だけでなく，その活動の結果――その時点までに

獲得された，その総体として科学的世界像を形成している知識（客観的知識！－引用

者）の総和――も含まれている。 

  （略）科学の直接的な目的は，科学によって発見される法則にもとづき，科学の研

究対象を構成している現実の諸過程と諸現象を記述し，予想すること，すなわち，広

い意味においては，現実を理論的に反映することである」。 

  この記事では，さらに，科学においては，知識の獲得がその主要かつ直接的な目的

をなしていることが述べられている。 

  残念ながら『ソビエト大百科事典』では疑似科学という事項は定義されていないの

で，原理的には，疑似科学の概念は自由に解釈することができる。しかし，疑似科学

とは，科学に対するアンチテーゼであり，その任務は，客観的知識ではなく，主観的

知識を生成すること，それが客観的現実と一致していることが必要条件とされていな

い「法則」をでっち上げることであるとみなすことができる。 

  上記における科学の対象の定式化から，科学者は，新たな事実の探索（新たな知識

の獲得に係る活動）および獲得された客観的知識の理論的一般化に取り組み，それに

もとづいて新たな現象について予想を行わなければならない，すなわち，それらの現

象の探索の方法論を決定しなければならないという結論が導き出される。 

  科学は現代の生産活動に直接的に関与しているのだから，科学には，さらに，科学

の成果を技術において具現化する任務もあるという点を付け加えることができる。こ

れはもはや基礎科学の対象ではなく，応用科学（技術分野別の科学）の研究対象であ

る。基礎科学の知識は，技術において導入されなければ，遅かれ早かれ失われてしま

う。 

  最近，公的研究機関によって解決されていない自然科学の個別的問題や一般的問題

を解決しようと試みている，多数の自立的研究者が現れている。残念ながら，それら

の研究者の多くは科学的方法論を持っておらず，その判断は皮相的であり，専門家に

よってすぐに見つけられるような多数の誤りを犯していることを指摘する必要がある。

しかし，そのような研究者たちが出現している事実そのものは，科学，何よりもまず

基礎科学の不満足な状態を物語っている。多くの研究者，とりわけ応用科学者たちの

間には，基礎科学に対する不満が少なからず蓄積されている。 

  理論物理学――現代自然科学全体の基礎――における状況がどうなっているかにつ

いて検討しよう。 

  周知のように，現代理論物理学の基礎を構成しているのはニュートン力学，アイン

シュタインの特殊相対性理論および量子力学である。これら 3 つの基礎は「確固とし

て確立され」，「十分に検証済み」であるとみなされている。それゆえ，新たに創出さ

れるすべての理論は，ニュートン力学，特殊相対性理論および量子力学と一致してい

なければならない。 

擬似理論を真の理論から区別するため，それに関する方法論的装置が「科学者」た

ちによって開発された。 
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  1. 新理論の命題がたった一つでもニュートン力学，特殊相対性理論あるいは量子力

学の何らかの命題と矛盾していれば，その新理論は疑似理論とみなされ，直ちに棄却

される。 

  2. 提案されている新理論における公式が，任意の運動座標系または静止座標系にお

いてその形を保存しない場合には，すなわち，「ローレンツ不変性」の原理（物理学の

すべての方程式は，特殊相対性理論の基礎に横たわっているローレンツ変換に対して

不変でなければならないという原理）と一致していない場合には，その新理論は疑似

理論とみなされ，直ちに棄却される。 

  3. ある理論がその基礎部分において，または考察部分において「エーテル」という

言葉に言及している場合には，その理論は疑似理論とみなされ，直ちに棄却される。

このテーマに関しては，1964 年にソ連科学アカデミー天文学・数学セクションの秘密

決定さえ下された。この決定により，アインシュタインの相対性理論を批判すること

は許されなくなり，「エーテル」――世界媒質――の概念は反科学的であると宣言され

た。エーテル概念は，特殊相対性理論により，その出発点となるすべての公準と絶対

的に一致しない概念として否定されたからである。この決定は今なお取り消されてお

らず，「エーテル」という言葉に言及している論文，あるいはアインシュタインの相対

性理論との不一致が含まれている論文を受理する科学雑誌は一つもない。1950 年代に

科学雑誌において幅広く展開されていた相対性理論に対する批判は，既に 1960 年代

初頭になると科学雑誌から完全に消え失せた。 

  しかし，自立的研究者たちが創出しようと試みている新理論においては，普通，ニ

ュートン力学および量子力学との間の矛盾は生じていないが，アインシュタインの相

対性理論との間では矛盾が生じており，しかもその矛盾は敵対的な性格を持っている

場合が最も多い。そしてその矛盾は，多数の研究者が物理的真空とエーテルの問題に

注意を向け始めた最近 20 年間に特に先鋭化している。この問題が生じた理由は，20

世紀末頃，物質の構造，物理過程の本質，また相互作用の本性を既存の物理理論にも

とづいて理解することは完全に不可能であることが判明したことにある。 

  相対性理論と量子力学は，多数の過程を計算し，いくつかの現象を予言することさ

え可能にする一連の方法を与えたことを認める必要がある。しかし，これらの理論は

物質*の構造についても，過程の内的本質についても，物理現象と相互作用の場の内部

メカニズムについても何も語っていない。それゆえ，すべては現象論――物理現象に

ついての皮相な，きわめて不十分な記述――の枠内にとどまっている。 

  このことが「場とは特殊な種類の物質*である」といった類の定式の出現をもたらし

た。この定式は誰に対しても，何も語っていないが，しかし対象の一種の不可解性を

作り出している。微視的世界の過程はランダム性によって説明されるようになった。

実際，そのランダム性は確率論的方法によって計算されている。 

  理解不可能な多数の現象に出会った応用科学者にとって，そのようなアプローチは

不十分である。しかし，彼らは他ならぬ物質*とその運動の内的本質を理解する必要が

ある。そのため，彼らは新たな道の探索の試みに着手することを余儀なくされた。し

かしそのとき，彼らは相対性理論との矛盾に直面した。しかも，「真面目な科学者たち」

は，疑似科学という理由で彼らを非難した。そして現在，この点において特に先鋭な

問題となっているのは，自然界におけるエーテルの存在を認めるか否かという問題で

ある。 

  古代から 20 世紀初めまでの自然科学のあらゆる発展には，世界空間全体を満たし

ている媒質としてのエーテルに関する理解が伴っていた。ミレトスのタレス，デモク

リトス，アナクシマンドロス，R.デカルト，I.ニュートン，M.V.ロモノーソフ，L.ボル

ツマン，W.トムソン，M.ファラデー，J.C.マクスウェル，J.J.トムソン，D.I.メンデレー



16    第１章  科学とは何か 

 

 

エフ，A.K.チミリャーゼフ，N.P.カステリン，ソ連科学アカデミー会員 V.F.ミトケーヴ

ィッチ，その他多数の人々がこの問題に注意を払っていた。マクスウェルはその有名

な方程式を，理想流体としてのエーテルの渦運動に依拠して導き出した。メンデレー

エフはその表の最初（「ゼロ」）の行にエーテルを掲げた（その後，その行は表から削

除された）。 

  上記の，そしてその他多数の研究者たちは，首尾一貫した矛盾のないエーテル理論

を創出することができなかった。今日では，それは次の理由によって説明することが

できる。最古の知識はほとんど完全に失われ，一方，新たな自然科学は必要とされる

諸段階をまだ通過していなかった。電磁気に関する研究が現われたのはやっと 19 世

紀半ばになってからであり，「素粒子」が発見されたのは 20 世紀半ば近くになってか

らにすぎない。そのようなエーテル理論にとって不可欠であることが判明している気

体力学，またその重要な一部をなしている境界層理論は，航空学の創出との関連で，

すなわち 20 世紀半ば近くになって初めて詳しく研究されるようになった。上に挙げ

た科学者たちは不可欠な材料を手元にまったく持っていなかった。これが彼らを彼ら

のエーテルに関するモデル，仮説，理論における一連の誤りに導いた。そしてようや

く不可欠な材料全体が現われたときには，科学者たちの意識においては，エーテルと

取り組んではならないという考え方がより強固になっていた。アインシュタインの特

殊相対性理論がエーテルを否定したからである。 

  アインシュタインはそのためにいったいいかなる根拠を挙げたか？ 

  1851 年，フランスの物理学者フィゾーは，フレネル係数――運動する媒質（水）に

よる光の引きずり――に関する実験を行い，エーテルが運動する媒質によって部分的

に引きずられていることを裏づけた。1881 年と 1887 年，アメリカの研究者マイケル

ソンは，空間中には絶対的に静止したエーテルが存在するというローレンツの仮説の

検証実験を行ったが，予想されていたエーテル風の速度の値 30 km/s を裏づけること

ができなかった。彼らが得た値はその 10 分の 1，すなわち 3 km/s 以下であった。この

結果はアインシュタインによって「ゼロ結果」と解釈された。 

  その後，アインシュタインは論文「相対性原理とその帰結」（1910 年）（A.アインシ

ュタイン『科学論集』，モスクワ，Nauka，1965，第 1 巻）において次のように書いて

いる。 

  「このように，光は運動する液体によって部分的に引きずられている。この実験は，

エーテル完全引きずり仮説を否定している。したがって，残るのは次の 2 つの可能性

である。 

  1. エーテルは完全に静止している。すなわち，エーテルは物質*の運動に絶対的に

いかなる形でも関与していない。 

  2. エーテルは運動する物質*によって引きずられている。しかし，エーテルは物質*

の運動速度とは異なる速度で運動している。 

  第 2 の仮説を発展させるためには，エーテルと運動する物質*との間の関係につい

ての何らかの仮定を導入する必要がある。第 1 の仮説はきわめて単純であり，マクス

ウェル理論にもとづいてこの仮説を発展させるためには，理論の基礎を複雑化させる

可能性のある，いかなる追加的な仮説も必要とされない」。 

  そしてアインシュタインは次の結論を導き出している。 

  「（略）空間全体を満たしている媒質の存在を否定することなしに，満足すべき理論

を創出することはできない」（前掲書）。 

  まさにこれが根拠のすべてなのだ！ 

  その先，いったい何が起きたか？ 
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  1913 年，N.ボーアはラザフォードの惑星モデルを自分の公準によって飾り立てた。

その公準からは，電子は原子内において許容された（誰によって？－筆者）軌道に沿

って安定的に運動するという結論が導き出されたが，そこではその「許容」の原因の

物理は完全に無視されていた。このことにより，原子内媒質と原子内メカニズムは完

全に追放された。1924 年，シュレーディンガーはポテンシャル場中における物質点集

合体に対するその振動方程式（量子力学全体の基礎の一つ）を得た。しかし，本来こ

こにあるのは純粋なニュートン力学であり，また後にエディントンとマーデルングが

示したように，その物質点集合体は空間中における媒質の質量密度の変化として解釈

することが可能であったにもかかわらず，それは，物理学において「当該空間地点に

おける電子の出現の確率密度」として定着した。すなわち，物理学的概念が数学的概

念によって取って代わられたのである。 

  それ以後のあらゆる理論は，アインシュタインの「物理学の公理的基礎は自由に発

明されなければならない」という垂訓に従い，純粋に数学的な道に沿って進み始めた。 

  20 世紀の理論物理学には公準を提示するという方法が根づいている。「公準」とは

何か？ 

  『ソビエト大百科事典』（第 3 版，1975 年）の記事によれば，「公準とは，証明なし

に，しかし原則として根拠を伴って「採用」される何らかの判断を示す命題である。

そこでは，他ならぬその根拠が，普通，その「採用」を支持する論拠の役割を果たす。

（略），結局のところ，我々はただ単にその「採用」を要求するにすぎない」。つまり，

「我々は要求する，これで終わり！」以上でも以下でもないというわけだ。 

  特殊相対性理論はその基礎において 5 個の（教科書に書かれているように 2 個では

ない）公準を持っている。 

  1. 自然界におけるエーテルの非存在。 

  2. 相対性原理（等速直線運動をしている系におけるすべての過程は，静止系におけ

るのと同一の法則に従って進行する）。 

  3. 任意の基準系（運動系と静止系を問わない）光速度不変の原理。 

  4. 4 次元インターバルの不変性。 

  5. 同時性の原理（到達する光信号にもとづく事象の同時性の判断）。 

  これらすべての公準は，自然界にエーテルが存在する場合には成立することができ

ない。 

  同じ提唱者の一般相対性理論は，上に列挙した公準を重力に適用し，そこへさらに

5 個の公準を付け加えた。その最後の公準は，自然界にエーテルは存在する（！）と

いう公準である。なぜなら，アインシュタインは論文「エーテルと相対性理論」（1920

年）（前掲書，第 1 巻）［訳注］において，次のように書いているからである。 

  「（略）一般相対性理論は空間に物理的性質を付与しているのであって，したがって

この意味において，エーテルは存在すると言うことができる。一般相対性理論によれ

ば，エーテルのない空間は考えられない」。彼は 1924 年にもこれと同じ考え方を論文

「エーテルについて」（前掲書，第 2 巻）において次のように述べている。 

  「（略）理論物理学において，我々はエーテル，すなわち物理的性質を付与された連

続体なしで済ませることができない」。 

  同一の理論が，その理論の第 1 の部分においては，エーテルが存在する場合は存在

することができず，第 2 の部分においては，エーテルが存在しない場合は存在するこ

とができないという結果になっている。この「理論」とやらは，いったい何なんだ?! 

 
［訳注］ この論文の日本語訳（石原純訳）を http://fomalhautpsa.sakura.ne.jp/Science/Einstein/ether-rel.pdf で

入手することができる。 

http://fomalhautpsa.sakura.ne.jp/Science/Einstein/ether-rel.pdf
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  原子内媒質，すなわちそれと同じエーテルの存在を否定した量子力学は現象の内部

メカニズムを公準に取り替えた。そして今日，量子力学の基礎には 10 個の公準が横た

わっている。量子力学は，それらの一連の公準，例えば粒子と波動の二重性を，その

公準が何らかの方法で根拠づけられた際における領域の範囲を遠く越えて適用した。

今日，理論物理学の公準の総数は既に正確に決定できないほどになり，数十個に達し

ている（V.I.アツュコフスキー『唯物論と相対論．現代理論物理学の方法論に対する批

判』，モスクワ，Energoatomizdat，1992）。 

  エーテルの否定は，理論物理学自体をも苦しい状況に置いた。1920 年代末，真空は

空虚ではないことが分かった。なぜなら，真空中において，エネルギーのゆらぎ，偏

極，等々といった様々な効果が姿を現したからである。それゆえ，真空（空虚）は物

理的真空（非空虚）と呼ばれるようになった。しかし，エーテル構想への復帰につい

ては，誰も考えなかった。 

 

1.4.観念論，唯物論と科学方法論 

  科学において観念論が定着し始めたのは 19 世紀末からである。観念論とは何か？ 

観念論についての古典的な説明は，観念論とは，物質*との関係において意識が一次的

なものであるとする考え方である，というものだ。もっと簡単に言えば，虚構が現実

に先行するということだ。それは次のようにして実現される。研究者，あるいは自分

を研究者とみなしている者（ちなみに，現代の事実上すべての理論物理学者がそれで

ある）が何らかの理論を思いつくと，次にその理論に合わせて事実を選び始め，彼の

その理論と一致しない事実は投げ捨て，一致する事実だけを挙げる。そもそもそのや

り方は，厳しく罰せられるべき，事実の指向的選択と呼ばれている。その際，あらゆ

る事実は，その研究者が思いついた理論と矛盾する別の理論とも一致する可能性があ

ることは，まったく考慮されない。 

  その例は，既に多数建造されている素粒子加速器である。アインシュタインの相対

性理論の支持者たちは，普通，自分たちは加速器中における粒子の軌道をアインシュ

タインの公式に従って計算している以上，この理論は正しいと主張している。実際に

は，その軌道はきわめて多様な方法によって計算することが可能なのである。特に，

気体力学の諸法則に立脚して，あるいは非同期効果――場に対する粒子の滑りの減少

という事実，つまり，粒子の速度が電場の伝播速度に近づくにつれて場に対する粒子

の滑りが減少するということ――を考慮して，その計算を行うことが可能である。空

間中における粒子の移動速度が光速度（場自体がこの速度で伝播している）と等しく

なった場合には，粒子と場の相互作用力はそもそもゼロに等しくなるはずであり，そ

れ以上の加速はもはや生じなくなるはずである。しかし，理論家たちはそのような問

題については考えようとしない。なぜなら，それは頭脳の労力をさらに費やすことを

要求するが，理論物理学者たちはそれに慣れていないからである。それゆえ，すべて

はアインシュタインの理論に合致するように取り決められる。その方がより簡単で安

全だからだ。 

  これが観念論に他ならない。理論が現実の前方を走り，現実は無視される。 

  エーテル風の研究をめぐっては，興味深い歴史が生じた。 

  マイケルソンも，モーリーも，またその盟友たちも，彼らの実験に対して「ゼロ結

果」という評価が与えられることに同意したことはない。エーテル風の検出作業は継

続された。1921~1925 年，アメリカの研究者でケース応用科学学校（アメリカ，カリ

フォルニア州）の教授 D.C.ミラーによって輝かしい結果が得られた。その結果は 1929
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年にマイケルソン自身とその助手ピーズとピアソンによって裏づけられた。しかし，

その結果は今度は「非承認」となった。なぜなら，その結果はアインシュタインの相

対性理論と一致していなかったからである。彼ら以外の研究者たち――ケネディ，イ

リングワース，ピカール，スタエル，ならびにタウンズ-セダーホルムの研究グループ

――は，エーテルの存在を示す信頼しうる結果を得なかったという援用がなされてい

る。しかし，今日では明らかになっているように，これらの研究者たちは，現在では

明白な，装置上および方法上のお粗末極まりない誤りを犯していた（論文集『エーテ

ル風』（監修：工学博士 V. A. Atsukovsky，モスクワ，Energoatomizdat，1993，第 2 版，

2006）参照）。それらの誤りは，エーテルの物理的本質，その気体力学的構造と物理的

パラメーター等々についての完全な無理解に起因していた。にもかかわらず，「ゼロ結

果」という評価は残った。そして今に至るまで，自分の権威の維持に利害関係を持つ

理論家たちは，肯定的な結果を得た著者たちの論文のいかなる論拠にも，またそれに

対する言及にも目をくれることなく，マイケルソンとモーリーの実験の「ゼロ結果」

について同じことを繰り返し言い続けている。 

  物理過程の内的本質に対する無理解が，多額の費用を要する多数のプロジェクトや

有望プロジェクトが，期待される結果を与えないという事態をもたらしている。巨大

な高エネルギー加速器が建造された。セルプホフ市プロトヴィノにある最大の加速器

はトンネルの長さが 22 km あり，その内部には各数十トンの重さの 6000 個の磁石が

設置されている。磁石には配管が巻きつけられており，その中に液体ヘリウムを流す

必要がある。加速器中で膨大な数の素粒子やいわゆる「レゾナンス粒子」がぶち壊さ

れたが，それらは物質*の構造に関する理解を何も付け加えなかった。トカマクは安定

したプラズマをどうしても与えることができず，それを用いて無限のエネルギーを得

る見通しはまったく立っていない。高温超伝導の研究は停滞状態に陥った。磁気流体

力学は自らの正しさを証明しなかった。等々，等々。それらすべてのプロジェクトに

は何十億という資金が費やされたが，その金はドブに捨てられただけだとみなすこと

ができる。客観的現実からの理論の遊離は，残酷なやり方で復讐する。 

  今日既に，アインシュタインの相対性理論と量子力学の哲学的部分こそが，最も純

粋な疑似科学であると断言することができる。それは客観的実験の結果を否定し，現

象の内部メカニズムの存在という概念そのものを破棄し，そのことによって先行する

自然科学全体からの継承性を自分から奪い，自分とは異なった考え方を持つ者たちに

対して官僚的［＝抑圧的］な措置を講じ，自然科学から前進の可能性を奪った。基礎科

学におけるこのような状態がこれ以上許容され得ないことは疑いない。 

  以上に述べた点の他に，現代観念論の特徴として次の点が挙げられる。 

  ・公準性： 公準，すなわち，証明なしに採用され，それが採用された際の適用範囲

を遠く越えて適用される，恣意的ないくつかの命題が提起されていること。 

  ・公理性： 同上。ただし今度は「公準」という言葉の代わりに「公理」という言葉

が導入される。 

  ・「再規格化」の許容性： 破綻した「理論」を救うために，実験で得られた結果に

合わせてその理論の結論をつじつま合わせすること。 

  ・不変量の選択の恣意性 

・その他様々ないかさま的な方法。 
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1.5.物理学における普遍的物理不変量の役割 

  真の物理理論を構築することができるようにするためには，まず最初に普遍的物理

不変量，すなわち，物質*構造の任意の変換時に，また任意の物理過程において不変の

ままとどまるカテゴリーを決定する必要がある。 

  周知のように，あらゆる実験の結果となるのは，物理諸量の間の相関関係である。

それらの諸量のうちのどれを恒常的で独立した不変量とみなすかに応じて，実験にお

いて得られた最初の相関関係と結びついているそれ以外の諸量は変量となる。ある場

合には，そのような相関関係から得られる結論が，自然科学全体の発展に本質的な影

響を与えるほど重要なものとなることがある。 

  例えば，粒子速度が光速度に近づいていくときの粒子質量の決定に関する実験に

おいては，粒子が飛行するコンデンサーの場および磁場の強度と，粒子の電荷，飛行

時間，軌道の曲率半径および質量とを結びつける複雑な依存関係が得られる。それ

らの場の強度と粒子の電荷を不変量として採用した場合には，質量は変化するとい

う結論が導き出される。ところが質量を不変量とみなした場合には，その同じ依存

関係を，速度に対する電荷の依存性の検出として解釈することができる。これはブ

ッシュ［Vannevar Bush］によって指摘されたことである。粒子速度が光速度（電場の伝

播速度）に近づいていくとき，粒子と場の間の相互作用が減少しなければならない

（進行磁場中を運動している非同期電動機の回転子とのアナロジーによる）ことを

考慮すると，それと同じ依存関係は，電荷と質量が不変であるときにおける，荷電粒

子と場の間における相互作用係数の依存性として解釈されなければならない。この

依存関係には，これら以外の解釈もあり得る。 

  アインシュタインの相対性理論では光速度と 4 次元インターバルが普遍的物理不変

量として採用されている。4 次元インターバルにおいては，座標の増分は同一の光速

度を通じて時間の増分と結びついている。このことは，第 1 に，光速度は電磁的な量

であり，核の相互作用とも重力相互作用ともまったく無関係であるにもかかわらず，

すべての種類の相互作用を光速度に対する依存性の下に置き，第 2 に，空間の曲がり

と時間の遅れという理解に導いた。不変量のこの選択からの直接的な結果は，物体の

速度が変化したときの質量の可変性，物体の大きさの変化，エネルギーと質量の等価

性，等々であった。もし普遍的物理不変量として別の量が選択されていたならば，結

果はまったく異なるものとなり，相対性理論はまったく異なる姿を持ったことであろ

う。 

  以上に述べたことから，不変量の選択には大きな注意をもって臨まなければならな

いことが分かる。不変量の選択において恣意が生じる可能性があることとの関連から，

当該の研究対象に関する方法論的基礎を入念に検討する必要がある。普遍的物理不変

量に求められる基礎的要件について検討しよう。 

  普遍的物理不変量の役割を要求することができるのは，絶対的にすべての物理現象

に存在しており，あらゆる形態のあらゆるレベル，またあらゆる種類の相互作用にお

いてあれこれの形で本質的な仕方で発現しているような物理量のみであることは明ら

かである。それらの物理量は，物体，物質，分子，原子および素粒子の内部における

物質*組織化レベル，また惑星，恒星，銀河および全宇宙のレベルにおいて存在してい

なければならない。それぞれの巨視的過程の基礎をなしているのは，巨視的過程の法

則性を決定づける，それに対応する微視的過程であるのだから，このことが不可欠な

要件をなす。自然は統一的なものであるから，微視的世界と巨視的世界に共通する普

遍的物理不変量を探し出さなければならない。そうすることにより，様々な過程，現
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象，実験に存在するその他の量も，その不変量との関係において評価することが可能

になる。このアプローチによれば，普遍的物理不変量は，あらゆる物質*組織化レベル

に存在し，あらゆる現象にとって本質的な意味を持つ諸量の中からのみ探し出すこと

が必要となる。 

  この見地に立った場合，例えば電荷のような量は普遍的物理不変量にはなり得ない。

このカテゴリーは微視的世界に実在してはいるものの，分子，物質，星，銀河への物

質*の組織化レベルにおいては，本質的な仕方で発現していないからである。いずれに

しても，原子および分子の内部における電荷の存在は，より高い段階の組織化におけ

る物理的相互作用にとっては本質的な意味を持たない。特に重力については，そもそ

も電荷の理解なしですませることができる。それだけでなく，素粒子のレベルにおい

てさえも，電荷を持たない素粒子が存在する以上，電荷のカテゴリーは必ずしも本質

的な役割を演じているわけではない。 

  それと同じ理由により，個別的物理現象あるいは個別的形態の物質*が持つ特性，

例えば光子の諸パラメーター（光子の形状の不変性，光子の運動速度――光速度――

の不変性，伝播の線形性，等々）は普遍的物理不変量にはなり得ない。 

  物質*のあらゆる組織化レベルにおける物質*の最も一般的な特性について検討する

と，それらすべてのレベルにおいて存在するのは，真に普遍的な 4 つの物理的カテゴ

リーのみであると断定することができる。それらのカテゴリーとは，語の本来の意味

での物質*，空間，時間である。空間と時間における物質*の存在とは，物質*の運動で

ある。 

  実際，生起するあらゆる現象についての判断は，その現象が，空間（空間の外では

何も生起しない）と時間（すべての過程は経時的に進行する）の中で，物質*と無関係

にではなく，物質*とともに生起する（すべての現象は物質*的である）こと，そして

このことそれ自体が既に物質*の運動を意味していることとの関連においてのみ下す

ことができる。F.エンゲルスが正しく指摘したように，世界には運動する物質*以外の

何ものも存在しないのである。 

  物質*，空間，時間およびそれらの総体である運動のカテゴリーは全宇宙の基礎をな

している。あらゆる物質*組織化構造，あらゆる過程，あらゆる物理的自然現象を検討

する際には，常にこれらのカテゴリーを，出発点をなすカテゴリーとみなさなければ

ならない。 

  物質*，空間，時間およびそれらの総体である運動（時間と空間の中における物質*

の存在）のカテゴリーは，宇宙全体から物質素粒子にいたるまでのあらゆる物質*組織

化レベルにおいて妥当する。それゆえ，それらのカテゴリーは物質「素」粒子より深

い物質*組織化レベルにおいては妥当しないとみなすことには，いかなる根拠もない。

これらのカテゴリーは普遍的なのである。 

  語の本来の意味での物質*，空間，時間は，あらゆる物質*組織化レベルにとって普

遍的なカテゴリーとして，それら自身に対し，いかなる個別的組織化形態にも，個別

的種類の運動にも，個別的現象にも依存しない，普遍的物理不変量として立ち現れる。

したがって，普遍的物理不変量は公準として定められるのではなく，自然の解明に対

する唯物論的アプローチにおいてはそうでなければならないように，自然科学に知ら

れているあらゆる実験データの一般化にもとづいて決定される。 

  不変量を実際の依存関係の中で利用するためには，それに対応する尺度――測定単

位――が必要とされる。測定単位としては，それに対応する物理量の単位を取ること

ができる。例えば，時間の尺度としては，以前は 1 日の 1/24∙60∙60 と定義され，その

後，原子周波数標準と関連づけられるようになった秒という時間の単位が登場する。

空間の尺度としては，長さの単位およびその誘導量（面積と体積の尺度）が登場する。
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長さの単位としてはこれまで様々な標準が採用されてきたが，現在では，メートル（パ

リ子午線の長さの 1/40,000,000）が単位として採用され，その後，これも原子周波数標

準と関連づけられるようになった。これらの量を時間と空間の尺度として採用するこ

との妥当性は自然科学の経験全体によって裏づけられている。物質*と運動の量の尺

度について言えば，ここでは追加的な但し書きが必要となる。 

  物質*量の直接的な尺度は現在にいたるまで発見されていない。古典物理学におい

ては，質量が間接的な，しかし物質*量の厳密に比例的な尺度とみなされていた。相対

性理論は速度に伴う質量の可変性という概念を導入し，このことにより，質量を物質

*量の尺度として利用する可能性に対して疑念を生じさせた。 

  原理的に，質量は物質*量の間接的な尺度にしかなり得ず，直接な依存関係よってで

はなく，他の諸量も含まれている関数的依存関係によってのみ物質*量と関連づける

ことができる。しかし，慣性質量が物質*量の不変的な尺度である公算，すなわち，慣

性質量が物質*量に比例している公算は，運動する粒子においては，電荷と実験で用い

られる電場および磁場との相互作用が不変である公算よりもはるかに大きい。 

  実際，光速度とは電磁場の伝播速度である。電荷は電気的な本性を持っている。荷

電粒子の速度がその粒子に作用する力の伝播速度に近づくことは，（磁場と電場の強

度は電荷に作用する力であるので）必然的に相互作用の大きさを変化させる。もし粒

子が光速度と等しい速度を持っているとすると，電場，少なくとも粒子の軌道に沿っ

た方向を持っている電場は，そもそも粒子に影響を及ぼすことができないはずである。

したがって電荷と強度との相互作用は，粒子が運動している場合には非線形でなけれ

ばならない。質量に対する作用について言えば，質量に対する電磁場の直接的な作用

は現在にいたるまで発見されていない。それだけでなく，重力質量と慣性質量の間に

は厳密な比例関係があることが知られており，実験的にも裏づけられている。しかし，

重力相互作用の大きさは電磁相互作用のそれと何桁も異なっている。このことは，重

力相互作用は，したがってまた質量もまた，別の物理的基礎を持っているということ

を意味している。 

  このように，粒子の速度が光速度に近づくにつれて粒子の質量は変化すると予想す

ることには，そもそもいかなる根拠もない。もしそのような変化が生じるとすれば（こ

のことは上記の実験からは導き出されず，別の方法，例えば停止される粒子の運動エ

ネルギーを決定する方法によって検証することができる），それは，物質*粒子に，そ

の周囲の媒質の質量が付け加わることによってのみ生じる。今最後に述べた状況には

明快なアナロジーがある。すなわち，飛行中の飛行機の前方には高密度のエアクッシ

ョンが形成され，これが飛行機に対して若干の付加的な質量を創出し，その質量が飛

行機の空気力学に影響するという事実である。 

  慣性質量は物質*量の間接的な尺度である以上，原理的にではあるが，同一でない条

件の下では，同一の量の物質*が相異なる質量（とりわけ，重力質量）を持つようにな

るような条件があり得ると予想することができる。 

運動の尺度について言えば，ここでは運動量やエネルギーといった伝統的な尺度が

知られている。これらは実験的に何度も裏づけられており，当然，物質*のあらゆる組

織化レベルにおいて生起する諸現象も含め，あらゆる現象や相互作用にとって妥当な

尺度となっている。あれこれの現象においてそれらのうちいずれの尺度を適用するか

は，現象の性格に依存している。ここではエンゲルスの分析を思い出す必要がある。

その分析からは，運動量が同一の階層レベルに属する運動の尺度であるのに対し，エ

ネルギーは物質*のより深いレベルに不可逆的に移行する運動の尺度，例えば非弾性

体同士が衝突してエネルギーが熱に遷移する場合の運動の尺度であるという結論が導

き出される。 
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不変量のある最も重要な性質に注目する必要がある。根源的な量である不変量は加

法法則に厳密に従わなければならない。不変量について，それを非線形的な量として

語ることはできない。なぜなら，それ以外のすべての量の測定と評価は，まさに不変

量との関係において行わなければならないからである。したがって，重力質量の近傍

における光線の曲がりを空間の「曲がり」として検討してはならない。そこでは，重

力の作用の下で，あるいはそれ以外の過程の結果として光子の軌道が曲がる物理的過

程を検討する必要がある。 

光学と重力のパラドックスを援用して空間の閉包性について語ってはならない。必

要なのは，それらのパラドックスの出現をもたらした推論，また抽象数学的で観念化

された性格を持っている推論においては考慮されていなかった物理的要因を探し出す

ことなのである。それらの現象の検討は，あらゆる現象の本性はそれよりはるかに複

雑なレベルにあるにもかかわらず，今はまだきわめてプリミティブなレベルで行われ

ている。 

微視的世界のレベルにおける空間と時間の離散性について語ってはならない。なぜ

なら，あらゆる量の離散性は，別の連続量との関係においてのみ決定することができ

るからである。他のすべての量にとって出発点となる量である普遍的物理不変量の場

合にも，離散性のような概念は原理的に存在することができない。 

空間と時間は物質*とともに，何らかの条件やそれらの中で生起する現象には依存

しない，客観的なカテゴリーとして立ち現れる。それらは，物質*組織化のあらゆる階

層レベルにおける全宇宙の物質*の運動の総体を反映する。あらゆる公式の依存関係

のいたる所において，それらの量は引数としてのみ立ち現れることができ，いかなる

ものの関数にもなることはできない。したがって弁証法的唯物論の原理の利用は，物

理的認識のあらゆるレベルにおいて，ユークリッド空間および離散化し得ない一方向

的な時間を必然的にもたらす。 

空間と時間の見かけ上の「非線形性」が生じたすべての場合において，物質「素」

粒子の物質*組織化レベルよりもさらに深い物質*組織化レベルにおける過程も含め，

まだ考慮されていない深いレベルの過程を探求する必要がある。 

  あらゆる物質*組織化レベルにとって普遍的な物理不変量が存在し，個別的現象の

間における因果関係の連続的な連鎖，またあらゆる物質*組織化レベルを包含する因

果関係の連続的な連鎖が存在する以上，自然界には空間と時間のいかなる優先的なス

ケールも存在せず，それゆえ，あらゆる物質*組織化レベルにおいて同一の物理法則が

働いており，微視的世界の現象のためのいかなる「特殊」法則も存在しないとみなさ

ざるを得ない。このことから，巨視的世界の現象と微視的世界の現象の間の類似性に

は特別の認識論的意義があるという結論が導き出される。 

  イギリスの物理学者レイリー卿（1842~1919 年）は物理現象における類似性と相似

性の問題に特別の意義を与え，これについて次のように述べている。「私は，大科学者

たちでさえ，“相似性”という重要な原理に対して僅かな注意しか払っていないことに

驚くことがしばしばある。多大の努力を払ってなし遂げられた研究の結果が，それが

ほんの数分もあればアプリオリなやり方で得ることが可能な結果であるにもかかわら

ず，新たに発見された“法則”であるかのように伝えられることが稀ではない」。原則

的な点では，レイリー卿は正しい。ただし，いかなる場合には他ならぬいかなる類似

性を利用することが可能なのか，いかなる場合には利用することができないかを，そ

の都度知る必要がある。 

  得られた結果の確実性が明らかになるのは，通常，研究を行った後になってからで

あって，その前ではない。 
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  4 つの普遍的物理不変量，すなわち運動およびその 3 つの構成要素――物質*，空間

および時間――は，次の 7 つの基礎的性質を持っている。 

  ・あらゆる構造と現象のうちに存在する。 

  ・あらゆる変換において保存される。 

  ・無際限の分割可能性 

  ・加法性 

  ・線形性 

  ・無境界性 

  ・いかなる優先的なスケールや区間も存在しない。 

  不変量のこれらの性質から，我々の客観的世界の次の性質が必然的に導き出される。 

  1）物質*，空間，時間および運動は消滅させることも創出することもできない。 

  2）空間のユークリッド性 

  3）時間の流れの一様性 

  4）物質*，空間，時間および運動の無際限の分割可能性 

  5）物質*と運動は空間のあらゆる最小体積のうちに存在する。 

  6）物質*の空間的構造（場の構造を含む）および経時的過程の連続性（ある過程の

終了は別の過程の開始を与える）。 

  7）空間と経時的過程における物質*の階層的組織化 

  8）あらゆる物質*組織化レベルにおける物理法則の一様性 

  9）あらゆる空間地点とあらゆる時間区間における物理法則の一様性 

  10）あらゆる過程（いわゆる基本相互作用すべてを含む）は力学――空間中におけ

る物質*の質量の移動――に帰着する。 

  11）空間における宇宙の無限性と無際限性 

  12）時間における宇宙の無限性と無際限性 

  13）宇宙の姿はあらゆる時代を通じて（平均的には）不変である。 

  原理的には，普遍的物理不変量およびそこから導出される結論を定式化するための

資料は，自然科学のあらゆる発展段階において十分に存在していた。しかし，19 世紀

初初頭までの段階においては，その定式化は緊急を要する問題ではなかった。19 世紀

には唯物論的方法論は既にかなりの程度まで失われた。そして 20 世紀には物理学全

体が観念論に向かっていった。いずれにせよ，その定式化がなされたことはない。 

  自然科学のどの発展段階においても，普遍的物理不変量は物質*の構造と過程のモ

デル構築のための基盤を創り出す。自然科学が次なる危機を迎えている時代である現

在，これはとりわけ緊急を要する問題となっているのだから，この機会を利用する必

要がある。 

  以上に述べたことから，次の原理的な命題が導き出される。世界には運動する物質

*以外の何ものも存在しない以上，あらゆる物理的相互作用は内部メカニズムを持っ

ており，力学，すなわち空間と時間における物質*の質量の移動に帰着させることがで

きる。互いに帰着させ得ない 4 つの基本相互作用――核の強い相互作用と弱い相互作

用，電磁相互作用，重力相互作用――が存在するという現代理論物理学の有名な命題

は，それらは現実には互いの間で帰着し合わないという意味においてのみ正しい。し

かし，かつて，熱は力学に帰着させ得ない物質*の特殊な種類の運動に属するとみなす

誤りを J.フーリエが犯し（1822 年），それから 50 年後，L.ボルツマンが熱とは分子の

動力学的運動の一変種であることを示したのと同様に，現代物理理論もまた，それら

の基本相互作用は力学に帰着させることができないとみなす誤りを犯している。以上

において検討した普遍的物理不変量からは，それらの基本相互作用は力学に帰着する
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――ただし，それらの基本相互作用より深いレベルにおいて――という結論が直接的

に導き出される。 

  以上のことから，上に列挙した量――物質*，空間，時間およびそれらの総体である

運動――は不変ではないとしているあらゆる理論，あるいはさらに何らかのカテゴリ

ーに対してそれらの量を超える不変量としての役割を与えているあらゆる理論は，そ

もそも最初から誤りであり，物理理論の役割を要求することはできないという結論が

導き出される。もし仮にその理論からの何らかの結果が現実と一致していた場合でも，

その理論は検討の対象にすらしなくてよい。今日，そのような理論に分類することが

できるのは，A.アインシュタインの相対性理論，G.I.シポフ［Gennady (Gennadiy) Ivanovich 

Shipov］の物理的真空理論，A.A.ログノフ［Anatoly Alekseyevich Logunov］の相対性理論，N.A.

コズイレフ［Nikolai Aleksandrovich（Alexandrovich） Kozyrev］の時間の理論，ありとあらゆる

空間の病理や時間の非線形性について論じている理論，等々である。今日，そのよう

な理論が大量にでっち上げられている。それらの理論は，「叙述の美しさ」を持ってい

たとしても，実際には現実と一致していない。 

 

1.6.次元の役割と SI 単位系の近代化 

  周知のように，それぞれの物理量は，例えば区間の長さはメートルで，速度はメー

トルに秒を掛けたもので表される，等々といったように，出発点となる単位で表され

る何らかの次元を持っている。様々な単位は各種の単位系にまとめられている。その

中で最も有名なのはメートル法である。その基礎には長さの単位であるメートル，す

なわちパリ子午線の長さの 4000 万分の 1 に等しい長さが置かれている。これはフラ

ンス大革命の時代，その子午線のフランス国内とラテンアメリカにおける部分の長さ

が 2 つの測量隊によって測定された後，フランスにおいて採用された。メートル法が

国際的な性格を持つようになったのは，ロシアを含む 17 の国がメートル条約を締結

した 1875 年のことである。メートルをベースとして，重さの尺度であるキログラム

（1 立方デシメートルの水の重さ），時間の尺度である秒，その他いくつかの尺度の単

位が作られ，採用された。メートル法は単純であることが分かり，次第に真に国際的

な単位系となっていった。そして，今なお若干のローカルな単位系（例えば，フート，

フント，マイル，さらにはバレル（樽））は残っているものの，世界のすべての国がメ

ートル法を使うようになった。しかし，最も大きな困難をもたらしたのは電磁気量に

関する単位系の開発であった。結局，電気量と磁気量に関する 3 つの単位系が創出さ

れた。まず，CGS 静電単位系では，出発点となる単位として真空の誘電率𝜀0 = 1が取

られた。CGS 電磁単位系では，出発点となる単位として真空の透磁率𝜇0 = 1が取られ

た。それらより後のガウス単位系では，電気量については CGS 静電単位系が用いら

れ，磁気量については CGS 電磁単位系が用いられている。そして当面，すべてはこれ

で丸く収まった。 

  すべてうまくいったはずだった。ところが間もなくして，出発点となる尺度――質

量，長さおよび時間）が整数の指数を持っている力学系とは異なり，採用されている

CGS 静電単位系および CGS 電磁単位系では，そこに含まれているすべての尺度が分

数の尺度を持っており，そのため，きわめて利用しにくいことが判明した。それらの

単位では，すべての電気力学量において分数の指数（g1/2あるいcm3/2）が登場してい

る。それらの指数はいかなる物理的意味も失っている。例えば，グラムあるいは立方

センチメートルから平方根をどうすれば求めることができるだろうか?! しかもそれ
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だけでなく，同一の物理量，例えば電気量 q（電荷）は，CGS 静電単位系とガウス単

位系では 

[q] = cm3/2 ∙ g1/2 ∙ s−1  

として測定されるようになったのに対し，CGS 電磁単位系では 

[q] = cm1/2 ∙ g1/2  

として測定されるようになった。 

磁束Φは，CGS 静電単位系とガウス単位系では 

[Φ] = cm3/2 ∙ g1/2 ∙ s−1  

として，CGS 電磁単位系では 

[Φ] = cm1/2 ∙ g1/2  

として測定されるようになった。 

  これと同じことがあらゆる電気単位と磁気単位についても言える。 

  そのため，計量学に取り組む科学者たちにより，あらゆる量の次元はそもそも物理

的意味を持っておらず，また持っていてはならないのであって，それらはただ単に，

物理学の方程式において，その左辺と右辺が共役するようになる，すなわち同一の次

元を持つようになるのに役立っているにすぎないという決定が下された。つまり，こ

こでは物理的意味はまったく無関係だというわけだ。 

  しかし，20 世紀半ばに SI 単位系が創出され，これが国際単位系としての地位を得

た。この単位系には追加的な量であるアンペア[A]が導入され，このことがすべての電

気量と磁気量に一義的な次元を与え，分数の指数を取り除くことを可能にした。今や，

電荷は[q] = A ∙ s，磁束は[Φ] = m2という次元を獲得した。これで以前より呼吸は楽に

なったが，しかしそれによって物理的意味が付加されたわけではなかった。それゆえ，

このテーマに関する科学者たちの意見は変わらなかった。 

  それにもかかわらず，諸量の実際の計算における大きな利便性をもたらした SI 単位

系が持つ長所は，その普遍性（科学技術のあらゆる領域を包摂している），首尾一貫性，

すなわち，組立単位がそこにはまったく存在しない，比例係数を含んでいない方程式

にもとづいて形成される組立単位の間の整合性，そしてすべての次元のべきの値の整

数性である。 

  しかし，SI 単位系にも欠点が見つかった。第 1 に，基本量の 1 つとしてアンペア[A]

が導入されたことは，成功したとはいえ，かなり恣意的である。ラジアンとステラジ

アンを無次元とみなしていることは，まったく不当である。なぜなら，ラジアンとは

半径の長さに対する弧の長さの比であり，それらは互いに垂直であり，互いに削除さ

れ合うことはできないからである。これと同じことがステラジアンについても言える。

そしてその結果，物理諸量の次元性の系はどうしても物理的意味を獲得することがで

きなかった。 

  他のすべての物理量にとっての出発点をなす基本量の構成の決定において恣意が存

在しないようにするためには，普遍的物理不変量，すなわちあらゆる物理的な構造，

現象および過程に本来的に絶対的に存在しているカテゴリーにもとづいて基本量を選

択する必要がある。そのようなカテゴリーであるのは 7 つではなく，3 つ――物質*，

空間および時間――だけであることを見て取るのは難しいことではない。なぜなら，

あらゆる物体と構造は物質*的であり，それらはすべて共通の空間の中に存在し，あら

ゆる現象と過程は時間の中で進行するからである。ここには例外はない。それゆえ，
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これらの量――物質*量の尺度としての質量，空間の尺度としての長さおよび時間―

―は他のすべての物理量にとって出発点をなす基本量になることができ，またそうな

らなければならない。アンペア（電流の力の尺度），カンデラ（光の強さの尺度），ケ

ルビン度（温度の尺度），モル（物質の個数の尺度）といった量は普遍量ではなく，そ

れゆえ基本量から除外され，組立量の部類に移されなければならない。しかし，その

ためには，それらの量の物理的本質を解明し，その本質に従い，基本量で表されたそ

れらの量の次元を決定しなければならない。 

  SI 単位系には，さらに補足的な無次元量である平面角（ラジアン）と立体角（ステ

ラジアン）が存在している。しかし，空間が 3 次元であること，また 3 つの測定量す

べての単位ベクトルが互いに垂直であることを考慮すると，ここでもまた，相異なる

方向に配置されている複数の長さの不当な削除が生じており，このことがラジアンと

ステラジアンは無次元であるという理解をもたらしていると考えなければならない。

他ならぬこれらの量から，すべての測定単位の見直しを始めよう。SI 単位系の MKSA

単位系から MKS 単位系への変換については付録 2 で述べられている。これにより，

SI 単位系の発展が既に今日において成し遂げられる。 

  自然界における 3 つの不変量――物質*（質量），3 次元空間および時間――の存在

は，宇宙におけるあらゆる過程は相異なる物質*組織化レベルにおける力学に帰着さ

せることが可能であることを意味している。そしてこのことは，それらの過程のモデ

ル化，一目瞭然たる形での理解，因果的相互作用の認識への幅広い可能性を開いてい

る。これまで，これは不可能であった。そこには質量，長さ（空間的外延）および時

間という次元のみが登場する力学量は，あらゆる物理量の物理的本質を容易に理解し，

把握することを可能にする。 
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2.1.エーテル小史 

全宇宙にはすべて単一のエーテルがみなぎっている。 

古代中国の道教 

  エーテルに関する理解は，自然の仕組みに関する最も古い理解の一つである。 

  エーテルという概念は，紀元前 6~4 世紀には，あるいはもしかしたらそれよりかな

り前からかなり広く普及していたと推測するためのあらゆる根拠が存在する。 

  例えば古代インドの主な教説――ジャイナ教，ローカーヤタ，ニヤーヤなど――，

またバラモン教や仏教といった宗教は，感覚によっては直接知覚されず，すべて単一

で永久不変な，万物を透過する物理的実体［substance］としてのエーテル（アーカーシ

ャ）に関する教説を元々から含んでいた。エーテルはすべて単一であり，永久不変で

ある。そもそも物質*（プドガラ）は最小粒子（アヌ）からなり，これが運動性（ダル

マ）を持つ原子（パラマーヌ）を形成している。あらゆる事象は空間と時間の中で生

じる。 

  プラクリティ――賢者カピラによって開かれたサーンキヤ学派の教説における物

質――は，何ものによっても生み出されたものではない，万物の第一原因である。プ

ラクリティは永久不変であり，いたるところにあまねく存在している。それは世界を

周期的に創造し，破壊する，最も繊細で神秘的な巨大な力である。その要素（グナ）

は単純で分割することが不可能であり，永久不変である。 

  ジャイナ教徒は，彼らの教説は 24 人の師によって彼らに伝えられてきたとみなし

ている。その最後の師ヴァルダマーナは紀元前 6 世紀，彼の祖パールシュヴァナータ

は紀元前 9 世紀の人物であり，それ以外の 22 人はそれよりさらに古い時代の人物た

ちである。 

  古代中国の道教（紀元前 4 世紀）の経典『道徳経』と書物『荘子』，『老子』におい

ては，世界の万物は粗い粒子「粗」と最も微細な粒子「精」からなっていると教えら

れている。それらはすべて単一の「気」――エーテル，太古より存在し，万物に共通

するもの――を形成している。「すべて単一のエーテルが宇宙全体にみなぎっている。

それは“陰”（物質*的なもの）と“陽”（火，エネルギー）からなる。他の事物と無関

係な事物は一つとしてなく，“陰”と“陽”がいたるところで発現している」。 

  古代日本の哲学者たちは，空間は「無極」，すなわち質も形状も持たず，人間の知覚

によって捉えることのできない，無際限で普遍的な超自然的な力によって満たされて

いると考えていた。神秘的な絶対者である「太極」は，物質*的な始原である「気」と

結びついている観念的な第一始原，すなわち「理」の本性である。「理」とは，「気」

――物質――と永久に結合しているエネルギーであり，物質なしには存在しない。 

  すべての世界宗教――仏教，キリスト教，儒教，神道，ヒンズー教，ユダヤ教，等々

――は，初期段階においては様々な形で古代エーテル動力学の唯物論的観念を借用し

ていたが，より後の発展段階になると，神秘主義や「神々」の人格化を正当化し，唯

物論を否定するようになったと推定するためのあらゆる根拠が存在する。古代ギリシ

アの場合，その転換は，氏族制度を終わらせ，奴隷制度の勝利をもたらした紀元前 7~6

世紀の革命後に生じた公算が最も大きい。 

  古典古代の文化，何よりもまず古代ギリシア文化は今日もヨーロッパ諸民族の世界

観に著しい影響を及ぼしている。その理由の一部は，古代ギリシア文化は大量の著作
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物を我々に残したことにある。古代ギリシアの哲学者たち，特にプラトンは，彼らは

その知識の多くをある賢者に負っていると伝えている。彼らはその人物を彼らの言語

で「ゾロアスター」と呼んでいた。周知のように，それは「ツァラトゥストラ」とい

う言葉のギリシア語版である。古代ペルシアでは予言者たちはそう呼ばれていた。し

かし，それは名前ではなく，様々な時代に有名な賢者たちに与えられた肩書である。

この理由により，最初の偉大なる予言者が生きていた時代を明らかにすることは困難

である。それは紀元前 600 年とされている場合が最も多い。ギリシアの哲学者たちが

我々に残した文書によれば，その数字にはゼロが 1 つ不足している。したがって，紀

元前 6000 年がより公算が大きく，より正確な数字ということになる。 

  宇宙の仕組み，また多様性の中における宇宙の単一性という問題は，常に哲学者と

科学者の関心を呼んできた。 

  ミレトスのタレス（紀元前 625~547 年）――古代ギリシアの哲学者，古典古代の哲

学と科学，そしてヨーロッパの哲学と科学全体の祖，ミレトス哲学派の創始者――に

より，多様な現象と事物全体を統一的な基礎（第一元素，あるいは第一始原）に還元

する必要があるという問題が提起された。タレスは，それは液体（「湿の本性」）であ

ると考えた。今日の我々の言葉で言えば，彼は，世界は流体力学的な仕組みを持って

いると推定していた。言い換えれば，彼はエーテルを液体とみなしていたのである。 

  タレスの弟子アナクシマンドロス（紀元前 610~546 年）によって「アペイロン」―

―存在者の無限の多様性を生み出す，すべて単一の永久不変の無限定な物質――とい

う第一始原の概念が哲学に導入されたとされている。しかし，この「アペイロン」と

いう概念はアナクシマンドロスが導入したのではなく，彼がより古い源から借用した

ものであると推測することができる。 

  アナクシマンドロスの弟子アナクシメネス（紀元前 585~525 年）は気体（「空気」）

をその第一始原とみなし，万物はその濃密化と希薄化によって生じると考えていた。

すなわち，彼はアペイロンは可変な密度を持ち，世界は気体力学的な仕組みを持って

いると推測していたのである。この部分において，アナクシメネスは現代のエーテル

動力学を先取りしていた。 

  「第一始原」の観念はレウキッポス（紀元前 5 世紀）によって発展させられた。彼

は存在者全体を多数の要素に分割する空虚という観念を提唱し，それらの要素の性質

はその大きさ，形状，運動に依存していると考えた。「第一始原」の観念をさらに発展

させたのはレウキッポスの弟子デモクリトスである。我々は彼を原子論の創始者とみ

なしている。 

  一連の証言によれば，デモクリトスは最初，彼の父親の家に派遣されて来たカルデ

ア人やマギから学問を学び，その後，メディア国（イラン北西部）でマギを訪問して

教えを受けた。デモクリトス自身は自分を原子論の創唱者とは言っておらず，原子論

をメディア人，特にマギから借用したことに言及している。マギとは祭司階級（ヘロ

ドトスの証言によれば，メディアに住んでいた 6 つの種族のうちの 1 つ）のことであ

る。 

  マギ（「卓越した能力を持つ者たち」）における支配的な観念――それは，内的な偉

大さと威力，英知と知識の力であった。一連の証拠によれば，マギはその知識を占星

術と天文学の創始者とみなされているカルデア人から得た。カルデア人は古代ギリシ

アと古代ローマにおいて大きな社会的意義を与えられ，祭司や占い師，また博物学者，

数学者，神智学者となっていた。マギは魔術を創始した［英語の magic の語源はマギ（magi）］。

それは，自然の秘密に関する知識にもとづいて異常現象を引き起こすことを可能とす

る教説であった。残念ながら，その教説はその後，多数のいかさま師の偽マギによっ

て信用を失墜させられた。 
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  古代原子論は他ならぬデモクリトスの仕事のうちに最も詳しく反映されており，

これをテーマとする多数の文献研究がなされている。しかし，デモクリトスの原子

論の一連の命題は現在もなお，彼が創出した学説に関する事実上すべての研究者た

ちによって理解されないままとなっている。これは何よりもまず，原子と，原子の諸

部分であるアーメルとの相互関係について言うことができる。 

  デモクリトスは，原子――物質の要素――はその密度が高く，内部に空虚が存在

しないため，物理的に一体不可分であり，切断不可能であると指摘している。原子は

可視的世界の物体の多数の性質，すなわち柔軟性，屈曲性，ピラミッド状の形状，

等々の性質を持っている（すなわち，デモクリトスは，微視的世界と巨視的世界のア

ナロジーが適切であると考えていた）。形状，大きさおよび秩序の点でのその無限の

多様性の中で，原子は客観的世界の内容物全体を形成している。しかし，形状と大き

さの点で相異なる諸原子の基礎には，アーメル［訳注］――真に分割不可能で，諸部分

を持たないもの――が横たわっている。2 種類の原子という考え方は，デモクリトス

に続く研究者たち，例えばエピクロス（紀元前 342~271 年）によっても言及されて

いる。 

  アーメル（デモクリトスによる）あるいは「要素」（エピクロスによる）は原子の諸

部分ではあるが，原子の性質とはまったく異なった性質を持っている。例えば，原子

が重さを持っているのに対し，アーメルはこの性質をまったく持っていない。 

  この見かけ上の矛盾に対する何世紀にもわたる完全な無理解が，デモクリトスの

学説の解釈に著しい歪みをもたらした。既にアフロディシアスのアレクサンドロス

は，諸部分を持たない一体不可分であるものが，理性によって原子中に存在すると

理解され，原子の諸部分となっているにもかかわらず，重さを持っているという点

についてレウキッポスとデモクリトスを非難している。この無理解は現代も続いて

いる。 

  上記の見かけ上の矛盾の基礎には，重量（重さ，重力）はあらゆる物質*の固有の

性質であるという理解がある。ちなみに，重量はアーメルの運動と相互作用（衝突）

の結果として説明することができる。その場合，アーメルによって取り囲まれてい

る，アーメルの集合体としての原子は，当該原子のいずれの側に他の原子が存在し

ているかに応じて様々な形でアーメルによって伝達されるエネルギー運動量により，

他の原子から引力を受け，このことが原子の相互引力効果を創出する。実際に生じ

ているのは引力ではなく，周囲媒質のアーメルが当該原子を他の原子の方へ押しや

る力なのである。アーメル自体は運動エネルギーの担体であり，それ自体はいかな

る重さも持つことはない。したがって，重力を物質*の固有の性質ではなく，アーメ

ルの集合体の運動の発現の結果（複合体の諸部分に帰属する現象ではなく，複合体

に固有の現象）とみなせば，上記の矛盾は容易に解決される。真空中を移動し，互い

に衝突し合っているアーメルの総体こそが，世界全体に共通する媒質，すなわちア

ナクシマンドロスの表現によるところのアペイロン，それより後世の呼び方による

ところのエーテルに他ならない。 

  このように，エーテルの歴史はかなり古く，人類の文化の知られている歴史の最初

期までさかのぼる。 

  それより後の時代におけるエーテルの歴史については何度も書かれているので，こ

 
［訳注］ 古代ギリシア語の ἀμερής を語源とする amer（アクセントは ámer）はエーテル動力学における

重要な用語である。「エーテル」が aether, ether のドイツ語 Äther の日本語での読み方であるので，それ

に対応させるという意味を込めて，また amer のロシア語 амер の発音が「アーメル」であることも考慮

し，この訳文では amer に「アーメル」という読み方を当てることにする。 

https://ja.glosbe.com/de/ja/%C3%84ther
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こで再びそれについて語る特別の必要性はない。エーテルに関する様々な理論，仮説

およびモデルの発展には，エピクロス，ティトゥス・ルクレティウス・カルス，プラ

トン，イブン・スィーナー（アヴィケンナ），イブン・ルシド（アヴィケンナ），R.デ

カルト，I.ニュートン，M.V.ロモノーソフ，L.オイラー，G.-L.ルサージュ，H.ヘルムホ

ルツ，M.ファラデー，J.C.マクスウェル，H.ローレンツ，H.ヘルツ，W.トムソン（ケル

ヴィン卿），J.J.トムソン，I.O.ヤルコフスキー［Ivan Osipovich Yarkovsky］，その他多数の人々

が，それぞれ独自の仕方で寄与した。ソ連の科学者の中でこの方面で最も傑出な寄与

をしたのはレニングラードの科学アカデミー会員，ウラジーミル・フェドロヴィッチ・

ミトケーヴィッチ［Vladimir Fedorovich Mitkevich］であった。 

  エーテルに関する理論，モデルおよび仮説の事実上すべての提唱者たちは，エーテ

ルの問題に対する一般的には正しい方法論的アプローチにもかかわらず，それらに関

する検討において原理的な誤りを犯していた。 

  その主要な欠点は 3 つあった。 

  エーテルに関するすべての理論，仮説および理論は，最も初期のものから最近のも

のに至るまで，特定の狭い領域の現象のみを検討しており，それ以外の現象には触れ

ていなかった。 

  デカルトとニュートンのモデルは，当然のことながら，電磁気現象，ましてや原子

内相互作用を考慮することはまったくできなかった。ファラデー，マクスウェル，ロ

ーレンツ，ヘルツらの研究は物質構造の問題を検討していなかった。ストークスとフ

レネルの研究は事実上，光行差現象しか説明しようと試みていなかった。ナヴィエ，

マッカラー［James MacCullagh］，さらに W.トムソンと J.J.トムソンの力学的モデルは主と

して電磁気現象の領域を検討していた（実は，W.トムソンと J.J.トムソンはそれでも

なお，物質構造の本質に分け入ろうとある程度まで試みていたのではあるが）。このよ

うに，どのエーテル理論も，物質構造と主な種類の相互作用の本質とその主要問題に

対する答えを与えようとせず，それによって物質構造と相互作用の問題を互いに切り

離してしまった。 

  ニュートン，ルサージュおよびヤルコフスキーのモデルを除き，事実上例外なしに

すべてのエーテルに関する理論とモデルの 2 つ目の大きな欠点は，エーテルが連続媒

質として検討されていたことである。それだけでなく，大部分の研究者たちはエーテ

ルを理想的な液体，あるいは理想的な固体として検討していた。一部の物理的な条件

や現象に対してのみ適用し得るエーテルの性質のそのような理想化が，考え得るあら

ゆる物理的な条件や現象に対して拡大適用され，このことが不可避的に矛盾へ導いた。 

  W.トムソンと J.J.トムソンの理論を除く多数の理論の 3 つ目の欠点は，原子および

粒子の物質の物質*がエーテルの物質*から切り離されていることである。エーテルは，

まったく理解し難い仕方で物質粒子からエネルギーを受け取り，別の物質粒子にエネ

ルギーを伝達する，自立した実体［substance］として立ち現れている。事実，フレネル

とローレンツの研究には，3 種類の独立した実体，すなわち，（1）エーテルとは無関

係な物質，（2）物質を自由に透過するエーテル，（3）理解し難い仕方で物質によって

創出され，物質によってエーテルに伝達され，そして再び物質によって受け取られる

光が存在している。そこでは，それらすべての伝達と変換のメカニズムのいかなる解

明もまったくなされていない。 

  物質構造の基礎であり，相互作用エネルギーの伝達体である媒質の存在という事実

そのものは上記の理論，仮説およびモデルの創唱者たちによって正しく主張されてい

たにもかかわらず，上に列挙した欠点が，それらの理論を利用し，出発点となる前提

の枠内でそれらの理論を発展させることを事実上不可能にした。 

  相対性理論は，その基礎的な数学的道具立てとして，自然界には絶対的に静止した
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エーテルが存在するとした場合に関してローレンツが導出したローレンツ変換を借

用している。この事情が，すべての「特殊相対性理論の実験的裏づけ」を，少なくと

もそれらの実験結果が得られた実験装置の範囲内において，静止エーテルに関するロ

ーレンツ理論の裏づけとして解釈する可能性を原理的に与えている。 

  相対性理論自体は，マイケルソンとその後継者たちはエーテル風探索の結果におい

て肯定的データを得なかったなどという嘘の命題に立脚している。実際には，マイケ

ルソンの最初の実験そのものにおいて，それは予想されていたデータではなかったと

はいえ，肯定的データが既に得られていたのである。しかし，理論物理学における支

配的地位を奪取した相対論者たちの学派は，エーテル理論のそれ以上の発展を官僚的

なやり方で阻止し，その発展を試みたあらゆる者を侮辱し，それによって科学に対し

て犯罪を犯した。同一の理論が，その理論の第 1 の部分ではあることを主張し，第 2

の部分では何かそれと正反対のことを，いったいどうすれば主張することができるの

か，普通の人間には理解することができない。しかし，理論家たちはこう答える。―

―理論の第 1 の部分では，エーテルは必要なかった，つまり，エーテルは存在しない。

しかし，第 2 の部分ではエーテルは必要である，つまり，エーテルは存在するのだ。

でも，あなた方素人は，これを理解する必要はない。――まさにこう言っているのだ！ 

  A.アインシュタインの特殊相対性理論はエーテルを原理的に否定した。そのような

否定を裏づける唯一の論拠は，エーテルが存在すると理論があまりにも複雑になるか

らというものだ。それゆえ，エーテルの否定は，まったく根拠のない，ただの公準に

すぎない。特殊相対性理論のその他の公準――光源の速度に対する光速度の非依存性

に関する公準および複数の慣性系の相等性に関する公準――もまたまったく根拠が

なく，実際，自然界におけるエーテルの存在という考え方とは両立しない。ところが，

一般相対性理論は，特殊相対性理論と同じ命題から出発しているにもかかわらず，ア

インシュタイン自身が一度ならず強調したように，「エーテルなしでは考えられない」

のだ。 

  昔の科学者たちが持っていたエーテル動力学的知識は，いったいいかにして，そし

ていかなる理由によって失われてしまったのだろうか？ 

  普通，自然科学史の研究者たちは，人類はその発展につれて知識を蓄積していくと

想定している。その蓄積は，特に自然法則の解明，また社会の需要を満たすための自

然法則の利用と結びついている。この過程に疑いの余地はない。しかし，その過程に

おいては，社会的生産による知識の取り入れと関係した，知識の確立段階を特に重視

エーテル 

本の題名：一般相対性理論

と特殊相対性理論 ☞ ☜ 本の題名：物理的真空 
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するべきである。維持され続ける可能性を持っている知識は，当該の生産方法にとっ

て必要とされるものに限られ，しかもそれが維持される期間は，その知識に対応する

技術が存在している期間に限られる。 

  もし既に存在している知識が技術の不可欠な要素として取り入れられなければ，そ

の知識は注目されぬままとなり，失われてしまう。しかし将来，その知識に対する必

要性が生じたときには，その知識は再発見される。また，ある知識に対応する技術が

一定の発展段階においてまったく必要とされなくなった場合には，その技術は失われ，

それと一緒にその技術と関係している知識も失われる。もちろん，それは永久に，で

はない。なぜなら，もし突然，その知識に対する必要性が生じた場合には，それが再

発見される可能性があるからである。 

  これには多数の例がある。それは錬金術であり，占星術であり，ありとあらゆる魔

術であり，様々な療法や霊薬である。しかし，それより単純な例がある。馬の装蹄方

法は古代ローマで発明された。かつて，ロシアではそれぞれの村に装蹄所があった。

今，それはどこにあるか？ その装蹄方法はほとんど失われた。だから，もしその方法

を復活させる必要性が生じたとしたら，ほぼすべてを最初から新たに始めなければな

らなくなる。 

  このように，時間の経過に伴う知識の喪失は，その蓄積と同様に人類の発展に伴う

基本的な過程なのである。 

  筆者は，エーテル動力学，すなわち世界媒質であるエーテルの本性と性質，そして

エーテルにもとづく物質と場の構造に関する科学が古代には広く知られており，その

個別的な断片と影響がいわゆる秘教的知識の形で我々まで伝わってきたという仮説

を提起している。 

  筆者の意見によれば，古代インドのチャールヴァーカ，古代中国の道教といった教

説，またその他いくつかの教説は，それよりさらに古い時代におけるエーテル動力学

的タイプの唯物論的知識の残存物をその内に含んでいる。様々な教説，信仰，宗教の

比較は，それらすべては太古の昔には共通の根源を持ち，それらの根源は唯物論的で，

きわめて十分な根拠を持っていたことを物語っている。 

  筆者の意見によれば，世界宗教の根底には，正真正銘の唯物論的基礎，例えば宇宙

の単一性という理解が横たわっている。 

  今日では迷信，神秘主義やペテンに簡単に分類されている錬金術，占星術，各種の

魔術といった古代の一連の教説は，かつてはその内に現実的な，きわめて有用な知識

を含んでいたとみなす根拠が存在する。そのような方向での有用性の例としては，事

実上，占星術を部分的に復活させたソ連科学アカデミー会員 A.L.チジェフスキー

［Alexander Leonidovich Chizhevsky］の研究を挙げることができる。彼はその研究において，

膨大な統計資料にもとづいて太陽と地球における諸過程の相互依存性を立証した。ま

た，太陽における諸過程が大惑星（木星，土星，天王星および海王星）の位置とあま

りにも良く相関していることが知られている。 

  筆者は，今なお残っている古代の教説の残存物を，そこから有用な情報を借用し，

新たな，まったく予想もされていなかった方向における研究を行う目的で詳細に研究

し，解釈し直さなければならないと考えている。 

  正統派科学は 20 世紀にエーテルという理解を放棄した。なぜなら，アインシュタイ

ンの相対性理論がそれを要求したからである。しかしそれから間もなくして，空虚（真

空）はどうしたわけか物理的性質――誘電率，エネルギー，微小粒子を生み出す能力，

さらには偏極さえ――を持っていることを実験が示した。そこで，「物理的真空」――

すなわち，空虚（真空）であるが物理的である，すなわち空虚ではないもの（真空で

はないもの）――という用語が発明された。 
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  「物理的真空」という用語と「エーテル」という用語の違いはどこにあるか？ 

  「物理的真空」は長い前史を持っていない。この用語は 1928 年にイギリスの物理学

者 P.ディラックによって導入された。そしてこの用語は現代科学において認知されて

いるにもかかわらず，それは事実上何も説明しておらず，「物理的真空」が現在知られ

ているすべての物理的性質を持っているのはなぜなのかという質問に対して答えを

与えていない。「物理的真空」はいかなる構造もいかなる仕組みも持っていないが，し

かしどうしたわけか物理的性質を持っているのである。 

  「エーテル」という概念は何千年も存在している。エーテルはある仕組みを持った

具体的な媒質である。エーテルには諸部分，つまりエーテルの諸要素がある。それら

は何らかの仕方で運動している。それらの運動は理解すること，すなわち，それらを

我々が既に習得している明瞭な理解に帰着させることができる。そしてそれにもとづ

いて，「空虚な」空間――それは実際にはエーテルで満たされた空間である――が持っ

ているすべての性質を理解することができる。 

  エーテルは具体的な構造を持った物理的物体である。我々の課題は，物理学者たち

がその実験において彼らにとってまったく予想外な仕方で出くわすもの，つまり，自

然がいい加減な物理学者たちに無理やり気づかせるものだけを理解するのではなく，

エーテルの仕組みとそのすべての性質を理解することである。まさにそれゆえに，「エ

ーテル」という用語の代わりに「物理的真空」という用語を用いることはできない。

なぜなら，それらは相異なる概念，相異なる内容，物理学のさらなる発展のための方

法論に対する相異なる態度であるからである。 

 

2.2.エーテル動力学――エーテルに関する科学――の目的 

空虚な空間はいかなる作用の舞台にもなり得ない。 

科学アカデミー会員 V.F.ミトケーヴィッチ 

 

  宇宙の基礎に言及する一般物理理論の構築について論じる際には，そのような理論

の目的という問題が特別な重要性を持つことになる。そしてここでは，自然の組織化

原理，相互関係の中における自然現象の本質を解明する科学としての自然科学の目的

という問題が生じる。自然科学の目的の明確化が必要な理由は，特に，その問題に対

するあれこれの答えが方法論そのものを著しい程度まで決定づけるからである。 

  自然科学の目的は，新たな知識の応用的利用を可能にすることであるとする言明

が知られている。また，科学の目的は記述的なものであるとする意見，例えば，得ら

れた実験結果を補外し，さらに物質*的世界の法則として宣言される数学的依存関係

を得ることであるとする意見が存在する。 

しかし，上に列挙した自然科学の目的に関する理解は明らかに不十分であると断言

するための根拠が存在する。実際，科学のプラグマティックな目的を最終目的ではな

く，最重要かつ唯一の目的として解釈することは，自然認識自体が背景に追いやられ，

あるいは完全に消えてしまい，その結果，応用的成果も表面的で偶然的なものになっ

てしまうという結果を不可避的にもたらす。経験が示しているように，最良の実践的

結果は，設定されている応用上の課題とは無関係のように見えるかもしれない，科学

の諸領域が交差する地点に存在する。それを得るためにはさらなる努力が要求される。

したがって，実際における科学の最大効率は，応用的結果を迅速に得るという発想と

は矛盾している。 

現象の数学的な定量的・関数的記述は有益なものであり，ある場合には，応用的結
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果を得るための，また新たな効果や現象を予言するための不可欠な条件ともなってい

る。しかし，それぞれの物質*的物体が持つ質と性質の無限の多様性を考慮すると，あ

らゆる数学的記述は客観的現実のきわめて狭く，かつ一面的な反映であると断言する

ことができる。それだけでなく，あらゆる現象の数学的記述は現象そのものの記述で

はなく，物理モデルの記述である。物理モデルの記述者の意見によれば，そのモデル

は物理現象の本質を反映しているとされる。しかし，そのモデルは真の現象を部分的

にしか反映していない。なぜなら，モデルは真の現象の無数の性質のすべてを反映す

ることができないからである。モデルが反映しているのは，研究者にとって最重要と

思われる側面と性質のみである。数学的記述それ自体は，やはり無限個の性質を持っ

ているモデルの性質を近似的にしか反映していない。 

そこには，数学的依存関係が現象のすべての本質的側面を反映しているといういか

なる保証もない。また，新たな実験を設定することが現象の何らかの新たな側面を解

明するという保証はない。なぜなら，新たな実験の設定自体が，既に得られている「法

則」そのものが導き出されたのと同一の数学的依存関係に依存しており，したがって

また，同一の狭い領域の現象に属しているからである。こうして，「法則」は常に裏づ

けられることになる。かつてある時に発見された「法則」の枠外に出ることは，きわ

めて困難である。なぜなら，それぞれの実験には方法誤差や機器誤差が存在するため，

「十分確立された」法則からの逸脱はその誤差に分類されてしまい，質的に新たな実

験は行われないからである。新たな領域の探索は偶然的なものとなり，期待される結

果は不確定なものとなる。 

  ここから直ちに次の結論が導き出される。公式や方程式によって表された「十分確

立された」物理法則を含め，あらゆる数学的記述は常に現実の近似的反映であり，そ

の反映は新たな事実の取得に応じて，あるいは課題設定の変更によって精緻化されな

ければならない。このことは「十分確立された」物理法則を表している物理学のあら

ゆる方程式に当てはまる。 

  マクスウェルが正しく指摘していたように，数学の公式は現実の現象の単純化の結

果であり，物理的理解によって裏づけられていない数学の公式を利用することは，「そ

れにより，我々は当該の法則からの帰結をあらかじめ計算することができるものの，

説明されるべき現象を完全に見失い，そのため，それらの現象の内的関係についての

より幅広い理解に到達できなくなる」という結果に導く。このように，応用的側面も

記述的側面も物理科学全体の主たる目的にはなり得ない。 

  現象の本性を解明し，その現象が他ならぬそのようなものである理由を説明する

とともに，今はまだ知られていない何らかの質がそれらの現象の内に存在しないか

どうかを解明することが，自然科学全般，とりわけ物理学の主たる目的とならなけ

ればならない。しかし，そのようなアプローチは，現象の内部メカニズムの理解，検

討される現象や効果に関与している物質*的形成物の間の因果関係の分析を要求す

る。それらの内的関係や因果関係を解明すれば，現象を説明すること，すなわちその

現象が他ならぬそのようなものである理由を説明することが可能になる。現象にお

ける物質*の内的関係と内部運動を解明すれば，外的記述のみを利用する場合より，

さらに完全に現象の本質を究明することが可能になる。そのようなアプローチを取

った場合には，得られた数学的依存関係の適用範囲を考慮し，許容可能な近似を正

しく定式化することができる。このことは，必要な場合，得られた数学的依存関係を

さらに精緻化する可能性を与えてくれる。 

  あらゆる現象に共通する物理的基礎，あらゆる種類の物質のための共通の構築材

料，物質*の階層的組織化のあらゆるレベルにおける物質*的形成物の構造的組織化

を解明することが，自然科学の基礎としての物理学の最高の目的とならなければな
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らない。まさにこのことこそが，エーテル動力学――物理的世界媒質であるエーテ

ルの性質を研究し，エーテルにもとづいてあらゆる物質*組織化レベルにおける物質

*的対象物の構造の内部メカニズムと諸過程を解明することをテーマとする理論物

理学の一領域――の主要目的なのである。 

  既存の理論物理学は，理論物理学が主張していることをモデルの形で提示するこ

とは原理的にできず，したがって理解することもできないとみなしている。可能な

のは，すべての過程を何らかの確率論的評価に帰着させることのみである。現代理

論物理学の見方によれば，それらの事象の物理的原因を知ることは原理的にできな

い。 

  現代のエーテル理論であるエーテル動力学はそれとは逆のことを主張している。

なぜなら，エーテル動力学は，自然界には単一の物理的世界媒質が存在し，他ならぬ

そのエーテルという媒質があらゆる種類の物質*的形成物と相互作用の力場のため

の構築材料をなしており，世界は認識可能であるという観点からあらゆる構造と現

象を検討しているからである。エーテル動力学は，普遍的物理不変量――物質*，空

間，時間およびそれらの総体である運動――に立脚することにより，あらゆる種類

の物質*的構造をエーテルの要素の組み合わせに帰着させ，それらの構造のあらゆる

種類の相互作用をエーテルの要素の運動の組み合わせ，すなわち普通の力学――空

間と時間の中におけるエーテルの要素の移動――に帰着させている。このことは，

そのメカニズムを単純なモデルの形で提示することができず，したがって理解する

ことができないようないかなる構造も物理現象も存在することはできないと主張す

ることを可能にする。このように，エーテル動力学は，例外なしにすべての物質*的

構造と物理過程を力学に帰着させることにより，それらの過程のモデルを構築する

可能性，それらの過程の内部メカニズムを理解する可能性を創出し，このことによ

り，自然と宇宙全体の仕組みから認識不可能性というハレーションを取り除く。そ

してこのことは，未来はエーテル動力学のものであることを意味している。 

 

2.3.科学はいかにしてエーテルを失ったか 

                                      王様は裸だ！ 

H.Ch.アンデルセン『裸の王様』 

  相対性理論は，その基礎的な数学的道具立てとして，自然界には絶対的に静止し

たエーテルが存在するとした場合に関してローレンツが導出したローレンツ変換を

借用している。この事情が，すべての「特殊相対性理論の実験的裏づけ」を，少なく

ともそれらの実験結果が得られた実験装置の範囲内において，静止エーテルに関す

るローレンツ理論の裏づけとして解釈する可能性を原理的に与えている。 

  相対性理論自体は，マイケルソンとその後継者たちはエーテル風探索の結果にお

いて肯定的データを得なかったなどという嘘の命題に立脚している。実際には，マ

イケルソンの最初の実験そのものにおいて，それは予想されていたデータではなか

ったとはいえ，肯定的データが既に得られていたのである。しかし，理論物理学にお

ける支配的地位を奪取した相対論者たちの学派は，エーテル理論のそれ以上の発展

を官僚的なやり方で阻止し，その発展を試みたあらゆる者を侮辱し，それによって

科学に対して犯罪を犯した。同一の理論が，その理論の第 1 の部分ではあることを

主張し，第 2 の部分では何かそれと正反対のことを，いったいどうすれば主張する

ことができるのか，普通の人間には理解することができない。しかし，理論家たちは
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こう答える。――理論の第 1 の部分では，エーテルは必要なかった，つまり，エー

テルは存在しない。しかし，第 2 の部分ではエーテルは必要である，つまり，エー

テルは存在するのだ。でも，あなた方素人は，これを理解する必要はない。――まさ

にこう言っているのだ！ 

  しかし，エーテルの構造を究明するためには，現代理論物理学の方法論全体を変

革しなければならない。自然を発明するのではなく，理解する必要がある。そしてこ

のことは，多数の人々にとって，自由な発明よりはるかに困難であることが判明し

た。それらの「多数の人々」は，何ものも彼らの平穏を揺るがさないようにするため，

万全の策を講じた。しかし，今日ではもはやそれは不可能である。なぜなら，応用的

課題がドアを叩き，解決を要求しているからである。そしてそれは，物理現象の本質

自体，メカニズムを理解しなければ解決することはできないからである。そのため

には，エーテルという理解に立ち戻らなければならない。なぜなら，エーテルこそが

物質粒子のための構築材料であり，エーテルの運動があらゆる種類の相互作用を決

定しているからである。物理理論にとってそれ以外の道はない。 

  一部の理論家が主張しているようにエーテル概念は「権威を喪失した」などとい

うことは，けっしてない。エーテルの性質と我々の世界の仕組みにおけるエーテル

の役割を解明する上で必要とされるあらゆるものが，現在も既に存在している。不

公平なやり方で蹂躙された物理学のこの方向性が復活され，発展させられなければ

ならない。エーテルの問題，自然界におけるその存在とその役割の研究に立ち返る

必要がある理由は，まさにここにある。 

 

2.4.物理学革命とエーテルの復活 

事物の本性に対する見方は，新たな事実を   

認識し，科学的に総括することによって絶   

えず改善されなければならない。 

アウグスト・ケクレ 

  歴史が示しているように，自然科学はいくつかの段階を経て発展してきたが，そ

の各段階は物質*の深奥についてのより深い洞察と関係を持っていた。物質*構造の

あるレベルから次のより深いレベルへの移行は，新たな「構築材料」が考察に導入さ

れたということを意味していた。物質*形成物の構造を脳裡に描き，その諸部分の相

互作用のメカニズムを理解することが可能となった。例えば，分子は最初のうち，単

純で分割不可能な形成物とみなされていた。しかし，分子の種類が増え，それらのも

のの土台に何か共通の構築材料があることが分かった時，分子の諸部分，つまり原

子が考察に導入された。分子はもはや物質*の単純で分割不可能な形成物とはみなさ

れなくなり，いくつかの「レンガ」，つまり原子から構成されているとされるように

なった。その原子もまた，当初は分割不可能なものと推測されていた。原子が独自の

「構築材料」，すなわち物質「素粒子」から構成されていることが明らかになったの

は，その次の段階においてであった。 

  新たな「レンガ」，つまり新たな構築材料を考察に導入することにより，既によく

知られていた物質*形成物の構造，そして諸部分の間の相互作用の内部メカニズムを

理解することが可能になった。それはより深い理解であり，次なる物理学革命であ

った。この革命は，既に達成されていたものの意義を理解することを可能としたば

かりでなく，応用分野の諸課題の解決における質的に新たな可能性を切り開いた。 
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  このようなアプローチの場合，それぞれの物質*構造は諸部分からなり，それぞれ

の部分はさらに細かい諸部分からなるということが暗黙のうちに了解されている。

具体的な場合におけるそれらの諸部分の運動，結合および相互作用こそが具体的な

現象である。物理現象に対するこのようなアプローチは動力学的アプローチと呼ば

れる（「動力学的」= dynamic は dyna =「力」に由来する）。 

  動力学的アプローチにおける現象の説明は，現象の諸要素間における因果関係の

追跡ということに帰着する。その因果関係こそが現象の重要な内容・本質なのであ

る。動力学的アプローチは，物質*の組織化のすべてのレベルにおいて一目瞭然たる

モデルを創出することが可能であるということを暗黙の前提としている。 

歴史は，蓄積された矛盾の解決にとって動力学的アプローチが有効であることの

いくつかの例を示している。［訳注］ 

  周知のように，古代においては自然は単一とみなされていた。このことはしごく当

然のこととされ，十分に分析されなかった。 

  紀元前 6~4 世紀，全体としての自然から実体［substance］――土（固体），水（液体），

空気（気体）および火（エネルギー）――への自然科学の転換が行なわれた。おそら

く実体という表象はそれ以前から存在していたものと思われるが，この情報を我々に

伝えたのは，この表象に一定の意義を与えた古代ギリシアの哲学者，エンペドクレス

とアリストテレスである。これが第一次物理学革命であり，この革命が哲学を発展さ

せた。 

  紀元 16 世紀，物質という表象が考察に導入された。もちろん，物質という表象はい

つの時代にもあった。しかし，ヨーロッパが伝染病の大流行にあえぎ苦しみ始めた頃，

一人の人物が現れ，これらすべての病気は生体内における不正常な物質組成が原因で

生じているのだと考えた。その人物とは，医師のパラケルスス（フォン・ホーエンハ

イム）である。彼は物質に特別の意義を与え，数多くの物質について研究した。この

土台の上に薬学が誕生した。これが第二次物理学革命である。 

  18 世紀，M. V.ロモノーソフによって微粒子（複合微粒子および単純微粒子）という

概念が導入された。後年，複合微粒子は分子（小塊）と名付けられ［分子（molecule）の

語源はラテン語 moles「塊」の指小語である］，化学が発展し始めた。A.ラヴォアジェが元素（分

解できない物質）という概念を導入したのは，それより僅かに後のことである。これ

が第三次物理学革命である。 

  1824 年，イギリスのドルトンが単純微粒子を原子と名付け，複合微粒子（分子）は

単純微粒子（原子）から成り立っていることが明らかになった。原子の導入が第四次

物理学革命であり，これを土台として電気学が出現した。 

  19 世紀末~20 世紀初頭，ラザフォードによって原子の惑星モデルが考え出され，そ

れから間もなく「素粒子」という表象が導入された。この第五次物理学革命が原子エ

ネルギーと半導体の基礎を創出した。 

  しかし，「素粒子」の数はとめどなく増え始め，今日，その数は 200 種類，あるいは

2000 種類にも上っている（どう数えるかによって異なる）。それらすべては互いに転

換し合うことができ，したがって同一の構築材料から出来ている。つまり，いわゆる

物質「素粒子」はすべて，それよりさらに細かい粒子から構成されている複合的な形

成物であるということになる。電子よりも何倍も小さいこのような粒子は，「アーメル

（すなわち「尺度を持たない粒子」）と名付けるのがふさわしい。古代ギリシアの哲学

 
［訳注］ 以下におけるいくつかの段落は原著書には存在しない。それらの段落は，この第 2.4 節の趣旨を

より理解しやすくするため，V.A.アツュコフスキー『相対性理論の基礎に関する批判的分析：分析的概観

（第 2 版）』（2012）から訳者の判断に従って補足として引用したものである。 



39    第 2 章  エーテルと自然界におけるその役割 

 

 

者デモクリトスがこれをまさにこのように名付けていたからである。そして，そのア

ーメルの総体こそが，エーテル――すなわち，世界空間全体を満たし，あらゆる種類

の物質のための構築材料であって，その運動によってあらゆる種類の相互作用（核の

相互作用，電磁相互作用および重力相互作用，ならびに今はまだ知られていないその

他の相互作用を含む）を実現せしめている媒質――なのである。 

  これが次の第六次物理学革命となるのであって，まさにそうなるように行動しなけ

ればならない。この革命は，人類がその一部分であるところの自然との共存のための，

まったく新たな可能性を人類に与えてくれるに違いない。 

 

  

エネルギー 

火 

空気 

気体 

水 

液体 

土 

固体 

物質 

☆複合微粒子 

     分子 

★単純微粒子 

     原子 
←★ 

←☆ 

エーテル 

←アーメル 
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物理学革命，技術革命と社会革命 

物質*中への 

進入の深さ 
新たな科学領域 エネルギー 

社会経済 

構成体 

自然全体（タレス，紀元前

6世紀） 

－ 人間と動物の筋力 奴隷制 

実体  土（固体）/水（液体）

/空気（気体）/火（エネル

ギー）（アリストテレス，紀

元前4世紀） 

哲学 同上 奴隷制 

物質（パラケルスス，16世

紀） 

薬学 水力と風力 封建制 

分子（ロモノーソフ，18世

紀） 

化学 化石エネルギー 資本主義 

（第1段階） 

原子（ドルトン，1824年） 電磁気学 同上 資本主義 

（第2段階） 

素粒子（ラザフォード，

1911年） 

原子物理学，プ

ラズマ物理学， 

固体物理学 

原子力エネルギーと

半導体 

同上， 

社会主義 

エーテル（21世紀） エーテル動力学 エーテルエネルギー 共産主義 

 

 

2.5.では，エーテルとはいったい何なのか？ 

  この問いに答える前に，エーテルの性質の探求の方法論を決定する必要がある。

ここでも普遍的物理不変量に関する理解が決定的な意味を持つことになる。 

  普遍的物理不変量とは，物質*の形態がいかに変換しても，いかなる物理過程にお

いても変化しないような物理的カテゴリーである。すなわち，それらは物質*の形態

の変換に対しても，具体的な物理現象に対しても不変である。不変量の問題を綿密

に考え抜かなかったとき，どこに行き着く可能性があるかを我々に示しているのは

A.アインシュタインの特殊相対性理論である。 

  周知のように，特殊相対性理論において，あらゆる状況において変化しない出発

点となる量，すなわち普遍的物理（より正確には数学）不変量として立ち現れている

のは 4 次元インターバル𝑑𝑠である。すなわち， 

𝑑𝑠2 = 𝑑𝑥2 + 𝑑𝑦2 + 𝑑𝑧2 − 𝑐2𝑑𝑡2 = const  

ここで𝑑𝑥, 𝑑𝑦, 𝑑𝑧は空間座標の増分； 𝑑𝑡は時間の増分； 𝑐は光速度である。 

  座標系の変換を行うとローレンツ変換が得られ，そこから，運動する粒子の運動速

度に対する時間，粒子の長さと質量の依存性が導き出される。また，光速度はあらゆ

る対象物の速度，またあらゆる種類の相互作用の場の伝播速度の極限値であるという

結論も得られる。 

  もし出発点となる基準として別の不変量が取られた場合には，それとはまったく異

なる結果が得られることになる。それゆえ，不変量の根拠は，あらゆる理論にとって

きわめて重要な意味を持っている。 

  



41    第 2 章  エーテルと自然界におけるその役割 

 

 

  原理的に，普遍的物理不変量として上記の 4 次

元インターバルを選択するための，すなわち，例

外なしにすべての物理現象に対して 4 次元インタ

ーバルの性質を適用するためのいかなる根拠も存

在しない。なぜなら，4 次元インターバルには，そ

の成分の 1 つとして光速度が含まれているからで

ある。周知のように，光速度とは真空中における

電磁場の伝播速度であり，それだけであるにすぎ

ない。それは，あらゆる種類の場の伝播速度では

けっしてない。例えば，重力は電磁気とは異なる

物理現象であるから，光は重力とはいかなる関係

も持っていない。 

  重力定数は電磁気定数とは 36 桁（！）も違って

いる。それゆえ，アインシュタインは，一般相対性

理論（そう呼ばれているように，「重力理論」）を創

出する際には，光がいかなる関係も持ち得ない重力の理論におけるその適用が完全に

非科学的な思考に導くことになる光速度ではなく，何か別のものを利用するべきであ

った。 

  かつて，P.-S.ラプラスは重力擾乱の伝播速度を決定した。彼はその著書『宇宙体系解

説』において，その速度は光速度の 5000 万倍以上（！）であると計算した。ちなみに，

ラプラスの時代には光速度は既に良く知られていた。我々のデータによれば，重力伝

播速度は光速度より 15 桁大きい。それゆえ，普遍的現象ではなく個別的現象――光―

―の普遍的性質ではなく個別的性質――速度――を普遍的物理不変量として採用する

ことは不当である。何か別のものでなければならない。 

  その「何か別のもの」であり得るのは，例外なしにすべての物理現象にとって，す

なわち我々の物理的世界の現実全体にとって普遍的であるようなカテゴリーのみであ

る。それゆえ，そのようなカテゴリーを頭の中で考え出す必要はない。それらを見出

して一般化するためには，周囲を眺めるだけで十分である。すると，そのようなカテ

ゴリーであるのは物質*，空間，時間およびそれらの総体である運動であることが明ら

かとなる。 

  そして実際，我々の現実の生活において，我々は，物質*の関与なしに，あるいは空

間の外で，あるいは時間の外で進行する現象や物理過程を 1 つも挙げることができな

い。あらゆる過程，あらゆる現象は物質*の関与の下でのみ，空間の中でのみ，そして

時間の中でのみ進行し，そしてそれは運動を意味している。世界には運動する物質*以

外の何ものも存在しないのだ！ カテゴリーは全部で 4 つであり，5 番目は存在しな

い。しかも，4 番目のカテゴリーは互いに独立した最初の 3 つのカテゴリーの組み合

わせである。したがって，これらの 4 つのカテゴリーこそが普遍的カテゴリーなので

ある。それ以外のすべてのカテゴリーは普遍的ではなく，個別的性格を持っている。 

  物質*，空間，時間および運動は，普遍的であることにより，一次的なカテゴリー，

すなわち，出発点となるカテゴリー，独立変数となる。それらは，いかなるものの関

数にもなることができない。なぜなら，もしそうでないとするとそれらのカテゴリー

よりも一次的なカテゴリーが存在しなければならなくなるが，しかし現実にはそれは

存在しないからである。そしてファンタジーは考慮に入れられない。 

  上に列挙した 4 つのカテゴリーは，普遍的であり，独立変数であることにより，線

形的でもある。このことは，我々の現実の空間は線形的な空間，すなわちユークリッ

ド空間なのであって，リーマン空間やミンコフスキー空間，あるいは何かさらに別の

では，エーテルとは 

いったい何なのか？ 



42    第 2 章  エーテルと自然界におけるその役割 

 

 

空間は自然界には存在しないということを意味している。それと同様に，多次元空間

も存在することができない。すなわち，それらは存在することはできるが，しかし自

然界に存在しているのではなくて，数学者の頭脳の中に存在しているのだ。それは同

じことではない。時間は線形的かつ一方向的であり，したがって時間のいかなる「遅

れ」もあり得ない。いかなるときも，いかなる状況においてもそうである。それゆえ，

ああ！「双子のパラドックス」も「タイムトラベル」もあり得ないのだ。たしかに，

あるジャーナリストが筆者に語ったように，それは退屈ではあるが。もしかしたら，

もしかしたら……。 

  不変量にとって，それらが関数的に歪むことが不可能であるということは，それら

には，これまでけっして始まりはなかったし，今後，終わりが生じることもないとい

うことを意味している。なぜなら，それは関数の不連続性に他ならず，しかし独立変

数にはそのような不連続性は存在し得ないからである。すなわち，それらの 4 つのカ

テゴリーはかつて誰かが創造したものではけっしてなく，したがって現実の自然界に

は，かつていかなる「ビッグバン」も「特異点」も存在したことはなく，今後も生じ

ることはないと予想することができる。今後生じるのは，同じことの何回もの繰り返

しである。これはもう，どうにも仕方のないことなのだ。 

  これらすべてのことは，さらに，それらの独立変数的なカテゴリー――物質*，空間，

時間および運動――には，いかなる優先的スケールも存在することができないことを

意味している。なぜなら，独立変数は無限に割ることができるからである。このこと

から，微視的世界にはいかなる「特殊な」物理法則も存在しないという結論も直接導

き出される。そこで働いているのは，巨視的世界におけるのと同じ物理法則なのであ

る。また，そのことからは，微視的世界の諸過程を分析するためには巨視的世界との

類似性を広く利用することが可能であり，必要であるという結論も導き出される。こ

れは，19 世紀末~20 世紀初頭の傑出した物理学者でロンドン王立協会会員であったレ

イリー卿がかつて推奨していたことである。実は，それはアインシュタインが登場す

るまでの間だったのだが。 

  言うまでもなく，スケールが異なっていれば，具体的な係数は著しく異なったもの

になり得る。しかし原理的には，それらすべては同じものなのである。微視的世界の

現象の本質を分析する際，そのようなアプローチを取った場合には，巨大な可能性が

開ける。これはけっしてつまらないことではない！ 

  まさにこのことから，さらにもう 1 つのかなり重要な事実が導き出される。それは，

時間にはいかなる優先的スケールも存在せず，あらゆる時間区間は互いに等価である

以上，あらゆる時点において，我々の宇宙は平均すれば同一の姿を持っているという

事実である。過去に何があり，未来に何が生じるかを知りたい？ 現在を観察したまえ。 

宇宙は定常的であり，かつダイナミックである。宇宙にはあらゆる種類の過程が同時

に存在しているのである。必要なのは，それらをつぶさに見て，その相互関係を理解

することだけだ。 

  普遍的物理不変量に対して適正なアプローチを取れば，まったく，何という結論に

達することが可能になることか！ 

  方法論に関する次の重要問題は，現象における因果性と偶然性の相互関係の問題で

ある。 

  原則的に，巨視的現象においては，あれこれの原因がいかなる結果をもたらすかを

見て取ることができる。すべてが考慮されていないとき，あるいはすべてを考慮する

ことが原理的に不可能なときには，結果は部分的に偶然的なものとなる。このように，

偶然性は不完全な知識の結果として立ち現れる。しかし，微視的世界において巨視的

世界におけるのと同じ法則が働いているのだとすれば，ここでもまた，偶然性は，一
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部の理論家がそうみなしているように自然の仕組みの原理としてではなく，我々の知

識の不完全性の結果として立ち現れるのでなければならない。 

  それぞれの現象は，その現象を構成している諸要素の運動の結果である。それぞれ

の物質*的形成物は構造を持っている。すなわち，それは何らかの諸部分から構成され

ており，それらの部分は互いに結びつき，相互作用している。ところが，物理学者た

ちは，今もなお，微小粒子は質量，荷量，磁気モーメントを持っているが，しかし大

きさも構造も持っていないとみなしている。それはいったいなぜだ？ 持っていなけ

ればならないのだ！ 

  既に示したように，自然科学のこれまでの主要な発展経路は物質*の組織化レベル

に沿った深化の道であった。それは，宇宙全体から実体へ，さらに物質へ，さらに分

子へ，さらに原子へ，さらに物質「素粒子」へ進む道であった。すなわち，それは毎

回，何らかの「統一体」から，その諸部分への移行であった。物質*は無限に分割可能

である。このことは，あらゆる物質*的形成物は諸部分を持っていなければならない，

つまり，大きさも構造も持っていなければならないことを意味している。 

  では，諸部分はどのようにして決定されてきたか？ それを決定するため，「統一的」

形成物が互いに相互作用するときにおける，それらの挙動が分析された。その分析の

結果，「諸部分」が決定された。例えば，ラヴォアジェは分子の相互作用の分析を行い

（18 世紀末~19 世紀初頭），各種の分子には共通する諸部分が存在するという結論に

達し，それを「元素」と名づけた。さらに，ラヴォアジェは一連の分子の相互作用を

研究した結果，分子とはそれらの「元素」の組み合わせであるという結論に達した。

それより後，ドルトンがそれらの「元素」に「原子」という呼び名を与えた。これは

デモクリトスから借用した用語である。原子の概念の導入が，当時における自然科学

の危機からの脱出を可能にした。分子は大きさと構造を獲得し，化学は発展への強力

な推進力を得た。 

  それと同じことが原子の分析の際にも生じた。各種の原子が存在し，それらの原子

核が原子の質量の主要部分を占めているという事実それ自体が，他ならぬ原子核が原

子の主要な性質を決定していること，またそれらの原子核は，同一の構築材料を持っ

ており，その材料の構成の違いによって互いに区別されることを物語っていた。「素粒

子」という理解の導入が，原子核および原子全体の構成を決定することを可能にした。

そしてまさにこのことが，既存の化学を補強したばかりでなく，原子力エネルギーの

発展にも推進力を与えた。それゆえ，微視的世界の物質「素粒子」の種類が大きな数

（相異なる出典は微視的世界の粒子の種類として 200~2000 という相異なる数字を挙

げている）に達した現在もまた，それらの粒子の構造に関するデータを得るため，そ

れらの相互作用を追究し，それらの相互作用の最も共通した特徴を解明しなければな

らない。 

  あらゆる種類の粒子が変換し合うことができるという事実からは，それらすべては

同じ諸部分――「レンガ」――を持っているという結論が導き出される。また，その

ような変換が，それらの粒子が互いに衝突したときにのみ，すなわち（例えば磁気作

用や電気作用の結果としてではなく）単純な力学的衝撃の結果として生じるという事

実からは，粒子の諸部分が空間中で移動し，やはり衝突し合っているという結果が導

き出される。なぜなら，物質「素粒子」同士が衝突し合うときには，それらの粒子の

本体全体が丸ごと一度に衝突し合うのでなく，それらの何らかの部分のみが衝突し合

うからである。 

  こうして，微小粒子の挙動を分析した結果，それらの諸部分である「レンガ」が空

間中で移動し，衝突し合っていなければならないことが判明した。別の面から見ると，

それらの「レンガ」は何らかの力によって微小粒子の構成内に保持されなければなら



44    第 2 章  エーテルと自然界におけるその役割 

 

 

ない。それらを保持しているのは，微小粒子の周囲空間中に存在する，同じような「レ

ンガ」であると推測することは十分に許容し得る。「物理的真空」，すなわち物質によ

って満たされていない空間によって微小粒子が「生み出される」という実験的事実が

知られているだけになおさらのこと，それはあり得ることである。このことは，出発

材料，すなわち「レンガ」が既に真空中に含まれていることを物語っている。したが

って，真空中には，それらの「レンガ」の総体としての媒質が含まれている。 

  さて，残る仕事は，あらゆる物質「素粒子」を構成しているのと同じ「レンガ」か

ら成り立っている，世界空間を満たしている媒質とは，いったい何なのかという疑問

に答えることだけだ。率直に言えば，選択肢はさほど多くはない。なぜなら，巨視的

世界との何らかの類似性を用いる必要があるからだ。ところで，巨視的世界において

我々に知られている媒質のタイプはたった 3 つしかない。それは固体，液体および気

体である。 

  上記の三態のうち，世界媒質の役割に適しているのは気体のみである。固体はそれ

には適していない。なぜなら，惑星がほとんど速度を変えずに固体を押し分けて進ん

で行くことがどうすれば可能かを説明するのは困難だからである。液体もあまりそれ

に適していない。なぜなら，液体は無重量の条件下においては表面張力の作用により，

集まって球にならなければならないからである。このことは，その場合，光の進行時

に空間中において非一様性が観測されるであろうということを意味しているが，それ

は観測されていない。それゆえ，世界媒質に求められるすべての要件を満たしている

のは気体のみである。すなわち，気体は空間全体を自然な仕方で満たし，粘性率が小

さく，自分の密度を広い範囲内で変化させる能力を持っている。これは，物質粒子を

形成する際にかなり重要な性質である。 

 

表 2.1. エーテルの主な性質の定性的決定 

現実世界の性質 エーテルの性質 

巨視的世界 

あらゆる物理現象の不変量――物質，空

間，時間，運動 

エーテルの不変量――物質，空間，時間，

運動 

空間中における物質と場の特性は等方的

である。 

エーテルは空所や転位なしに空間を自然

な仕方で満たす。 

物体の運動に対する抵抗が小さい。 密度と粘性率が小さい。 

相互作用の伝播速度が大きい。 弾性率が大きい。 

微視的世界 

あらゆる物質素粒子は相互変換する。 様々な構造を形成することが可能。 

安定的「素粒子」の相互変換の条件――

力学的運動パラメーター（エネルギーと

運動量）を保存したままでの相互衝突。 

エーテルの要素は力学的運動パラメータ

ー（エネルギーと運動量）を保存したま

までの相互衝突の可能性を確保しなけれ

ばならない。 

物質*は安定的物質「素粒子」の範囲内に

保持されている。 

物質*的形成物の構成内におけるエーテ

ルの保持を確保することのできる運動形

態が存在する。 

各種の物質「素粒子」の比密度は相異な

っている。 

エーテルは広い範囲の圧縮性を持ってい

る。 

 

結論： エーテルは実在気体の性質を持つ気体状物体である。  
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  この気体について論じなければならない。エーテルがそのようなものであるとする

と，この気体は，物質微小粒子がそれから成り立っているまさにその「レンガ」をそ

の分子の形で含んでいるということになる。しかし，そうだとすると，微小粒子の仕

組み，また原子，分子および宇宙全体の仕組みを解明するためには，普通の実在気体，

すなわち粘性と圧縮性を持つ気体に関する普通の気体力学のあらゆる法則性を利用す

る必要がある。ところで，現在，気体力学は既にかなり十分に開発されているので，

我々は，この課題を遂行するための既成のモデル的・数学的道具立てを持っていると

いうことになる。また，気体の性質を持つこの媒質は，これまで常にそうであったよ

うに，エーテルと名づけられ，この媒質の要素は，デモクリトスがそう呼んだように

アーメルと名づけられなければならない。 

  筆者は，エーテルの主要パラメーターを計算するため，出発点となる 2 つの契機を

用いた。1 つは陽子の電場エネルギー，もう 1 つは陽子が回転するとき，陽子本体を

分散させようとする遠心力（しかし，エーテルの外部圧力がそうさせないため，遠心

力は陽子本体を分散させることができない）である。第 1 の契機は地球近傍空間中に

おけるエーテルの密度，第 2 の契機はそのエーテルのエネルギー含量と圧力を見出す

ことを可能にした。次に，普通の気体力学の公式を適用したところ，エーテルのすべ

ての主要パラメーターを普通の気体として計算することが可能であることが判明した。 

  その計算結果を付録 1 に掲げられている表に示す。この表から分かるように，エー

テルの密度は，普通の圧力と温度下における空気の密度より 11 桁小さい。その代わ

り，エーテルのエネルギー含量と圧力はきわめて大きい。1 m3の自由エーテルは，ほ

ぼ数 10 億×10 億個のメガトン級原子爆弾のエネルギーと等しいエネルギーをその内

に含んでいるということになる。エーテルのパラメーターの計算に関するより詳しい

情報は，筆者の著書『一般エーテル動力学．気体状エーテルに関する理解にもとづく

物質と場の構造のモデル化』（第 2 版，モスクワ，Energoatomizdat, 2003）で得ること

ができる。 

 

2.6.エーテルの運動の種類 

無限に広がる空虚の中で，事物の根源たちが 

     せわしなく動き回っている。 

ティトゥス・ルクレティウス・カルス 

『事物の本性について』 

  物質の仕組みとは，物質の分子と原子，原子核と電子殻の仕組みである。複雑な構

造を解明するためには，常に最も簡単な構造から始めなければならない。 

  個別のアーメルについて検討すると，各アーメルには，他のアーメルとの関係にお

いては，運動の主要形態として 1 つの形態――並進運動――しか存在し得ない。アー

メルは，他のアーメルと衝突し，それが両方のアーメルの運動方向を変化させるまで

の間，その運動を保存する。言うまでもなく，その際には両方のアーメルの変形運動

や回転運動が生じる可能性があり，そのためにエネルギーが消費されるが，しかしこ

れらの運動形態はエーテル全体にとっては主要なものではない。それゆえ，これらの

運動がエーテルのパラメーターに及ぼす影響の研究は将来の課題である。 

  エーテルの体積要素は，拡散運動，並進運動および回転運動の 3 つの運動形態を持

っている（図 2.1）。 
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  これら 3 つの運動形態は次の 7 種類の運動を持っている。 

  拡散形態（3 種類）： 質量の輸送（空間の相異なる領域における密度が相異なる場

合）； 運動量の輸送（気体中に流速の勾配が存在する場合）； エネルギーの輸送（気

体中に温度差が存在する場合）（図 2.2） 

  並進形態（2 種類）： 層流（風タイプ）； 第一音波（小さい圧力増分の伝達）（図 2.3） 

  回転形態（2 種類）： 開いた回転運動（竜巻タイプ）； 閉じた回転運動（トロイド

タイプ）（図 2.4） 

  気体のそれ以外の運動形態は，上に列挙したものの組み合わせにすぎない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1.アーメルの運動，エーテルの運動の形態と種類 

 

 

 

図 2.2.エーテルの拡散形態の運動 

 

  

アーメルの等速並進運動 

 

気体の 

拡散運動 

気体の 

並進運動 

気体の 

回転運動 

気体の要素の運動 

気体の体積要素の運動 

1.密度の輸送 

フィックの法則 

𝑑𝑚 = −𝐷
𝑑𝜌

𝑑𝑥
𝑑𝑆𝑑𝑡 

𝑑𝑐

𝑑𝑥
= 𝐷∆𝑐 

 

 

 

2.運動量の輸送 

ニュートンの方程式 

𝑑𝐹 = 𝜂
𝑑𝑣𝑦

𝑑𝑥
𝑑𝑆 

𝜂 =
1

3
�̅�𝜌�̅� 

 

 

 

 

3.エネルギーの輸送 

フーリエの方程式 

𝑑𝑄 = −𝑘
𝑑𝑇

𝑑𝑥
𝑑𝑆𝑑𝑡 

𝑘 = 𝜂𝑐𝑉 

熱伝導方程式 

𝑇 = 𝐷Δ𝑇 −
𝜑

𝑐𝑉𝜌
 

𝑎 =
𝑘

𝑐𝑉𝜌
 

 

拡散運動 
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図 2.3.エーテルの並進形態の運動 

 

 

 

図 2.4.エーテルの回転形態の運動  

――――――― 
［訳注］この訳文における「円周運動」や「円周速度」などの用語の「円周」のロシア語 «кольцевой» は

«circular, ring, circumferential»などに相当する。これらの用語は「トロイドの小円周方向の運動/速度」，

並進運動 

 

4.層流 

ベルヌーイ方程式 

𝑣2

2
+ ∫

𝑑𝑃

𝜌
= const 

状態方程式 

𝑃 =
𝑅𝑇

𝑉
[1 +

𝑁𝐵(𝑇)

𝑉
+ ⋯ ] 

ナビエ-ストークス方程式 

𝑑𝒗

𝑑𝑡
= −

1

𝜌
grad𝑃 + 𝜒∇𝜐 + (

𝜂

2
+

𝜐

3
) grad𝒗 

 

5.縦振動流 

2 階の方程式 

𝜕2𝜑

𝜕𝑡2
− 𝑐∆𝜑 = 𝑄(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑡) 

𝑐 = √𝛾𝑃/𝜌 

1 階の方程式 

div𝑨 −
𝑑𝑨

𝒄𝑑𝑡
= 𝑃(𝑥, 𝑦, 𝑧, 𝑡) 

 

回転運動 

 

6.開いた回転運動 

𝑑𝒗

𝑑𝑡
+ 𝜴 × 𝒗 = −grad𝑯 − 𝜒rot 𝜴 

𝐻 =
𝑃

𝜌
+

𝑣2

2
;      𝜴 = rot𝒗 =

𝜞

𝜎
 

𝜞 = ∫ 𝒗𝑑𝒍 

 

7.閉じた回転運動 

ビオ−サバールの法則 

𝒗(𝑟) = −
𝜞

4𝜋
∫

(𝒓 − 𝝆)𝑑𝝆

|𝒓 − 𝝆|3
 

ガウスの定理 

𝒗c(𝒓) =
𝑏𝜞с𝒓

4𝜋𝑟3
 

［下図の ωк は ωc，ωТ は ωt。c は円周

運動［訳注］， t はトロイダル運動］
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すなわち「ポロイダル運動/速度」を意味するものと思われるが，原文では「ポロイダル」という用語

は使われていない。「円周」以外のより適切な訳語があるかもしれない。  

  上に列挙したエーテルのすべての形態と種類の運動のうち，1 種類の運動――トロ

イダル運動――のみが高密度の気体を限られた空間中に局所化させることができる。

気体のそれ以外の種類の運動は空間中において局所化されない。このように，トロイ

ダル渦が，微小粒子と同一視することのできる唯一の形成物である。したがって，気

体渦がどのような仕組みを持っているのかを理解する必要がある。 

  特別に設定された実験は，線状気体渦は高密度の管壁を持った管であることを示し

た。その管の内圧は他よりも低く（遠心力が気体を中心から管壁の方へ追いやってい

る），管の周囲には勾配を持つ境界層が存在している。 

  気体渦が管状構造を持っている事実はかなり昔から知られている。このことは，特

別の実験台において，地上に固定されたジェット機エンジンを用いて行われた実験に

よっても裏づけられた。エンジンを始動させると，その前方に渦が形成される（図 2.5）。 

図 2.5.駐機中の飛行機のジェットエンジン吸気口（左側から上方へ）の入口上にお

ける気体渦の圧縮 

 

  駐機場では，エンジンがかなり低い位置に配置されている普通のジェット機におい

てこのような渦がしばしば形成される。すると，そのような竜巻が飛行機の前方のエ

リアの空気を吸い込み，そのエリアにあるすべてのもの――砂，土塊，石ころ，置き

忘れた工具類――をタービンの中に引きずり込む。それらすべてがタービンの中に飛

び込んできてブレードを破損させる。このようなすべての状況を解明するため，特別

の実験台が作られ，それを用いて抜本的な破損防止策が見出された。必要なのは，エ

ンジン始動の直前にそのエリアを掃き清め，そこに工具類を置き忘れないようにする

ことだけであることが判明した。 

  気体管は境界層のおかげで四散することなく，ほとんど固体のように回転する。境

界層中においては，高い流速勾配のおかげで温度が他よりも低く，粘性率も低い。そ

して気体渦は境界層中において，あたかも滑り軸受中におけるように回転し，外部媒

質に対して最小限のエネルギーしか与えない（図 2.6）。 

  自然の竜巻やサイクロンはトーラス状の形状を持っている。しかし，普通，我々に
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は空気が強く圧縮されているその中心部分しか見えない。しかし，上昇した空気はさ

らに四方八方に広がって流れて行き，再び下降し，再びその中心部分に向かって急速

に流れて行く。しかし，空気の運動のうち，空気が下に向かって運動している部分は

我々には見えない。なぜなら，そこでは空気が広い面積にわたって広がって流れて行

き，そのため，きわめてゆっくりとしか下降しないからである。ただしそれでもやは

り，サイクロンの写真上ではサイクロンのトーラス状の形状を見て取ることができる。 

 

  渦柱中における気体のらせん運動は，非らせん運動より安定的である。なぜなら，

境界層中における速度勾配が増大する――渦柱に沿った気体の移動がさらに 1 回付け

加わる――からである。それゆえ，竜巻は，竜巻中において 2 つの運動――渦軸の周

りの回転運動と渦軸に沿った並進運動――が組み合わさった場合に最も安定的となる

（図 2.7）。 

  トロイダル渦中においても，それとまったく同じことが生じる。ただし，その気体

渦の管はそれ自体で閉じており，その結果，らせん渦トロイドが得られる（図 2.8）。 

  らせん渦トロイドはいくつかの形状を持つことができる。その 1 つは薄い渦環であ

る。2 つ目の形状――球形渦――はいわゆるヒルの渦に近い。トロイド本体の円環軸

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

図 2.6.円筒形気体渦： (a)渦の横断面； (b)気体の密度分布； (c)接線速度の正射投影

図； (d) 渦中における回転角速度の半径に対する気体の依存性 [図中の𝑣кは𝑣c；𝜔кは𝜔c； 

c は円周] 
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の周りのトロイド運動との関係における円周運動（トロイドの主軸の周りの運動）の

方位に応じて，右回りまた左回りのらせん運動がある。円周運動のないトロイダル運

動のみの場合もあり得るが，そのような渦は安定性が相対的に低い。 

  らせんトロイドには，追加的な渦――束縛渦――が付加されることができる。その

ような多層渦の例はいわゆるテイラー渦である。このタイプの渦は 1920 年代に G.I.テ

イラーによって実験的に得られた。この渦は原子とその電子殻を連想させるではない

か？（図 2.9） 

𝜔, s−1  

𝑅, m  

𝑅, m  

𝑣, m ∙ s−1  

(𝑎) (b) 

図 2.7.竜巻： (a)竜巻の外観； (b)観測データにもとづく竜巻の構造 

図 2.8.フロリダ海域におけるサイクロンの形成（衛星写真） 

図 2.9.テイラー渦 
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  渦の崩壊を阻止する境界層が存在することによって速度勾配が発生し，このことが

境界層中における温度の低下をもたらす。それゆえ，あらゆる気体渦は周囲媒質を冷

却し，周囲媒質から徐々に熱を奪う。すべての温度が等しくなると，温度境界層は存

在することを止め，渦本体の回転運動エネルギーは使い果たされ，その後，渦は崩壊

する。 

  渦がそのエネルギーの一部を他のものに与えるとき，渦はその直径を増大させる。

その原因はいくつかある。その 1 つは，渦の中心部分の内部圧力が上昇し始めること

である。なぜなら，今や，遠心力が気体を内部領域から管壁の方へそれほど強く追い

やらなくなるからである。 

  渦はいかにして形成されるか？ 渦が形成されるためには，ただ単に気体細流［訳注］

同士が無秩序に衝突するだけで十分である。衝突速度がある臨界値を超えると，気体

は撚り合わされ始め，気体細流同士の間の境界領域において環状渦が形成される。液

体とは異なり，気体は圧縮性を持っているため，それらの環状渦は自ら高密度化し，

大きさが減少し，自発的に分裂する。あまり高くない所からインクを 1 滴水中にたら

すと，それと類似した現象（ただし，渦の圧縮という点は除く）を普通の水中におい

て観察することができる。この単純で美しい，印象的な実験は誰にでも容易に行うこ

とができる。実験を行う際は，渦環の形成をよりはっきり観察できるようにするため，

水の入った容器の近くにデスクライトを置くことを忘れないようにしよう（図 2.10）。 

図 2.10.液滴が落下したときの液体中におけるトロイダル渦環の形成と分裂 

 

  ここであるかなり重要な指摘をしなければならない。渦形成に際し，形成されつつ

ある渦はその大きさを自発的に減少させる。このことは，人工的に創出された渦や竜

巻の写真上ではっきり見て取ることができる。回転速度が増大するにつれて，渦はそ

の半径を減少させる。そのとき，大気の外部圧力が渦を強く圧しつけ，大気のポテン

シャルエネルギーの一部が渦の回転運動エネルギーに自発的に移行することが明らか

になっている。エーテルの渦形成の際にもそれと同じことが生じている（図 2.11）。 

  渦の圧縮過程を観察する最良の方法は，いわゆる「ウッドの箱［Wood's box］」を用い

た方法である。小包を梱包するのに使われるようなベニヤ板製の箱を取り，その底に

直径 6~7 cm の穴を開ける。箱の蓋の代わりに，弾性膜，例えばゴム膜を張る。煙を発

生させるため，箱の中に「発煙弾」を投げ入れる（例えば，櫛かまたは何か他のもの

に火を着けて「発煙弾」とする）。箱を側面を下にして置き，膜に鋭い衝撃を加える。

すぐさま，穴から煙のトロイダル渦が飛び出てくる（図 2.12）。 

 
［訳注］

 「細流」は英語の«stream»に相当するロシア語の仮訳である。この用語は 1 つの流れを構成して

いる諸部分の細い流れを意味している。 
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  このような渦の飛行は 3 つの段階に分けることができる。第 1 段階では，渦は圧縮

される。ここでは，大気のポテンシャルエネルギー（大気の圧力）が渦の運動エネル

ギーに変換されることにより，渦のエネルギーの増大が生じる。第 2 段階では，渦は

膨張し始める。ここでは，渦はエネルギーを失う。最後の第 3 段階では，渦は減速し，

拡散し，空気中に溶解する。渦はその存在を終えた。 

  この箱を考案したアメリカの有名な物理学者ロバー

ト・ウッドは，大学の教室で講義を行っているとき，

おしゃべりに夢中になっている学生たちにこの箱を使

ってビンタを食らわせたり，建物の窓から狙いをつけ，

街路を歩いている人の帽子を何百メートルも離れた所

から撃ち落としたりした。お望みの方は，自分を実験

台にしてこれを試してみることができる。 

  このように，気体渦の形成過程とは，エネルギーの

散乱過程ではなく，エネルギーの自己集中化過程なの

である。それと同じことが銀河核中における陽子の形

成時にも起こっている。 

  宇宙における「熱的死」が存在しないという謎の解

決法は，ここにあるのではないか？ 

図 2.11.物体の回転： (a)円筒の周りの回転； (b)回転半径が変化するときの中心の周り

の回転； (c)その中で気体が回転半径を変化させながら運動している竜巻下部の構造［図

中の𝑃𝑖は𝑃int，𝑃𝑒は𝑃ext］ 

図 2.12.ウッドの箱を用いた気体トロイダル渦の形成： 1－ウッドの箱； 2－トロイド

の圧縮段階； 3－トロイドの膨張段階（拡散）； 4－トロイドの崩壊段階 

(b) 
(a) 

境界層 

抑制領域 

(c) 
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第 3 章  物質の構造 

 我々の意識とは無関係に存在している客観的現実と

しての物質*は，形態の幅広い多様性を持っている。 

エルデイ＝グルーズ・ティボル『物質*構造の基礎』 

3.1.陽子――微視的世界の主要粒子 

  陽子は宇宙の主要粒子であるという主張は，宇宙における物質の事実上すべての質

量は陽子の質量であることから導き出される。実は，中性子とは，それと同じ陽子，

ただしエーテル境界層によって取り囲まれている陽子なのである。あらゆる物質の原

子核は陽子と中性子であり，それらの質量は電子殻の質量の約 4000 倍である。この先

で示すように，電子殻とはエーテル束縛渦であり，その起源はそれと同じ陽子にある。

それだけでなく，あらゆる種類の場は，その基礎において，陽子の表面上と陽子の本

体内におけるエーテルの運動を持っている。 

  閉じた体積の中に高密度のエーテルを集合させる能力を持つ，エーテルの運動の唯

一の種類はトロイダル渦であるから，陽子の構造はまさにそのような構造と同一であ

ると考えなければならない。 

  形成された瞬間における煙環を写真（図 3.1）に示す。この写真からは煙環の構造が

十分明確に見て取れる。 

図 3.1.煙環の構造 

 

  気体トロイダル渦は，閉じた環になった管，巻かれたトロイダルらせんであり，そ

れは境界層によって取り囲まれている。その境界層によって密度，流出速度，粘性率

および温度の低下が進行する。しかし，それは過渡的構造でしかなく，その後，層状

のトロイダル渦が形成される。そのトロイダル渦中には個別の層はもはや存在せず，

1 層の境界層が存在する。そのような渦自体は気体のトロイダル運動のおかげで存在

する。 

  そのようなトロイダル渦中では，その主軸の周りの円周運動が自発的に発生するこ

とに注目する必要がある。それが発生する理由は，トロイドの内壁の断面積がその外

壁の断面積より小さく，それゆえ，外壁内における気体のトロイダル速度が内壁内に

おけるよりも小さいからである。しかし，速度を何らかの方法で抑制するか，または

速度の方向を変化させる必要がある。ここでは速度を抑制する方法は存在しないので，

速度の絶対値は変化せず，方向が変化することになる。 
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  トロイドの内側部分から外壁へのエーテル流の遷移に伴い，トロイダル方向におけ

る流速の低下が生じる。しかし流れは，陽子の周囲の外部エーテルの密度が小さいた

めに，その運動エネルギーをどこにも渡すことができない。このことは，エーテル流

は中心部分から出た直後に，全体的な速度の値を維持しつつ，その運動方向を変化さ

せなければならないということを意味する。すなわち，トロイダル方向は部分的に陽

子の主軸の周りの円周方向に変換する。その結果，陽子の外壁内においてらせん運動

――トロイダル運動と（トロイドの主軸の周りにおける）円周運動の同時存在――が

形成される（図 3.2）。 

 

  トロイダル渦中においてエーテルらせん運動が発生し，運動の円周成分が出現する。

トロイドは回転し始め，その周囲に，それに対応したエーテルらせん流が発生する。 

陽子本体の内部においては，遠心力の作用の結果，そのエーテルの圧力は外部エー

テルの圧力より低くなければならない。ただし，もし陽子内部のエーテルの温度が外

部媒質の温度より低ければ，エーテルの密度はそれより高い可能性がある。陽子の外

壁に勾配流が存在することを原因として，その外壁もやはり外部エーテルより低い温

度を持っているという判断は，このような予想に導く。 

  陽子の電場エネルギーと陽子の力学的円周運動エネルギーの比較にもとづいて行な

われた計算は，陽子の外壁は光速度より 13 桁大きい速度で運動しており，内壁はそれ

よりさらに 2 桁大きい速度で運動していることを示した。 

  陽子は高密度の壁を持ったトロイダル渦であるから，その中には殻も，また高密度

の中心部分――コア――も存在していることが直ちに分かる。それらはいずれも，そ

れと同じ渦管の高密度の壁によって形成されたものである。陽子の中心には小さな穴

が存在しなければならず，それゆえ，陽子は完全な球ではなく，幾分，太いドーナッ

ツに似ている。形成された気体渦とのアナロジーによれば，陽子の厚さに対する大径

の寸法の比はおよそ 1.76 でなければならない。このことは，陽子を形成している管は

円形ではなく，むしろ楕円形状の断面を持っているということを意味している。 

図 3.2.陽子（エーテルトロイダル渦）の壁中における運動速度分布： (a)トロイダ

ル運動； (b)円周運動 ［𝑣tはトロイダル運動速度； 𝑣cは円周運動速度］ 

𝑣t 

𝑣c 

(a) 

(b) 
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  陽子の中心における流れの断面は，トロイダル流であるにしては，陽子の外壁内に

おける流れの断面と比べて著しく小さい面積を持っているため，中心における流速は

外壁内における流速よりも著しく大きくなる。慣性力が陽子をその中心部分において

軸に沿って引き伸ばし，その反対側では速度の増大によって漏斗状の形状が形成され

る。その結果，陽子の形状は，全体的に正教会のネギ坊主型の丸屋根（図 3.3）を思わ

せるような形状になる。 

図 3.3.正教会の丸屋根 

 

  このように，陽子の形状は球形に近いとは言え，それでもやはり球形ではない。そ

れゆえ，陽子には，電場についても磁場についても完全な対称性は存在し得ない。電

場と磁場の対称性が存在し得るのは，陽子の中心軸に関してのみである。 

  エーテル中における陽子の発展段階は，水中における渦環の発展段階と類似してい

る。図 3.4 の上段の写真は，染料で色付けされた水が直径 5 cm の穴を通って流れてい

く様子を示している。その結果，軸対称の渦環が形成される。下段の写真は，不安定

性によって渦環が遂次崩壊してゆく様子を示している。さらに，渦環は完全に拡散す

る。陽子の場合にもそれと同じことが生じる。ただし，時間には著しい差がある。陽

子の寿命はおそらく 100 億年のオーダーであろう。 

図 3.4.層状渦環の不安定性 

 

陽子の外側と内側の表面全体は境界層によって取り囲まれている。境界層中では，

密度，粘性率，速度および温度の，自由エーテル中におけるそれらの値から陽子の壁
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の表面上における値までの低下が生じている。そして陽子の周りにおいてエーテル流

――トロイダル流と円周流――が形成され，それらが陽子の電磁場全体として感受さ

れる。その電磁場において，トロイダル流が磁場であり，円周流が電場である。 

  陽子は 3 つの状態――陽子自体の状態，中性子の状態および水素原子の状態――で

存在することができる（図 3.5）。 

 

図 3.5.陽子の 3 つの安定状態： (a)陽子自体； (b)中性子； (c)水素原子 

[𝑣cは円周運動速度] 

 

  中性子とは何か？ それは，それと同じ陽子であるが，しかしそれに加えて，変容し

た境界層を持っている陽子である。その境界層中では円周運動が消失し，形成された

中性子は電気的に中性な粒子として感受される。その境界層は，2 つの陽子が互いに

近傍に位置しているときに形成される（図 3.6）。それらの陽子は，トロイダル運動の

表面流のおかげで，互いに対して反平行の方位のみを向くことができる。しかしその

とき，それらの陽子の表面上の円周流は，核子間空間中において互いに平行になる。

それらの円周流は競合し，その一方が制動された状態となる。気体力学から知られて

いるように，その中で流速が小さい距離上で広い範囲内で変化している大きな勾配を

持つ流れの中においては，気体の粘性率は減少する。それゆえ，その抑制されている

側の表面層は，近隣に 2 番目の陽子が存在している限り，安定した状態となる。 

  中性子の質量は1.67482 ∙ 10−27 kgであり，陽子の質量1.67252 ∙ 10−27 kgより0.0023 ∙

10−27 kgだけ大きい。このことは，中性子の境界層の構成に含まれているエーテルが

中性子の質量の計算に含まれるのに対して，陽子の周りを運動しているエーテルは陽

子の電磁場として感受され，陽子の質量の計算に含まれないという理由によって容易

に説明される。 

  

境界層 

束縛渦 

𝑣c 𝑣c 𝑣c 

(a) (b) (c) 
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  中性子の形での陽子の状態（図 3.5(b)）は，それと比べて著しく安定性が小さい。中

性子が安定であるのは，事実上，中性子が原子核中に存在し，より高い速度勾配が近

隣の陽子の存在によって維持されている場合に限られる。しかし，形成された中性子

が何らかの原因によって原子核から飛び出すと，その境界層の安定性を維持するもの

は何もなくなり，若干の時間（平均して11.7 ± 0.3 min）が経過すると，その境界層は

消散し，再び陽子が形成される。その際，中性子の崩壊に伴って電子 1 個が形成さ

れるとは限らない。それは起こり得ないことである。このように，中性子が原子核か

ら出て自由な状態になると，その境界層は急速に消散し，中性子は普通の陽子に転

化する。 

  その普通の状態における陽子（図 3.5(a)）は安定性が不十分である。なぜなら，エ

ーテル細流の閉鎖［＝流れの回路が閉じること］が陽子の中心の小さい穴を通って行われ

ているからである。エーテル流の一部がその方向を変え，その穴を通じてではなく，

その外部において閉じ始め，束縛渦を形成するためには，それほど大きくない外部

擾乱が加われば十分である。そのときには，電離した水素原子ではなく，中性の水素

原子（図 3.5(c)）が生じる。その後，束縛渦中におけるエーテルの運動は，エーテル

の粘性に起因する陽子の表面層中におけるエーテル細流の運動によって維持される。 

  水素原子の形での陽子の状態は，陽子を取り囲むエーテル流が，近い領域におい

ては前と同様に陽子の中心の穴を通って閉じているのに対し，より遠い領域におい

ては外部において閉じ，いわゆる束縛渦（この用語は N.E.ジュコーフスキーによって

導入された）を形成しているという点が他の状態と異なっている。その束縛渦中に

おける円周運動の方向は陽子におけるのと同じである。しかし，トロイダル運動は

それと反対の方向を持っている。それゆえ，陽子本体の近傍の流れにおけるらせん

運動の符号をある符号（例えば右ねじ）とすれば，束縛渦におけるらせん運動の符号

は別の符号（左ねじ）となる。まさにこのことが，その束縛渦（電子殻）における陽

子と反対の電荷の存在として感受されるのである。 

  あらゆる原子核は陽子と中性子（事実上陽子と同じであるが，それとは別の状態

にあるもの）からのみ構築されている。原子核にとってはそれ以外のいかなる粒子

も必要がなく，実際，それ以外の粒子は存在しない。しかし，このことを理解するた

めには，まず最初に物理的相互作用の本質を解明する必要がある。 

  このように，陽子はエーテルのらせんトロイダル渦であり，その構造は，環の形に

閉じた管のある種の類似物に相当する。ある時媒質中において生じた渦運動は，媒

質の別の領域において，既に創出された渦と同一のらせん符号を持った渦の出現を

促す。らせん運動についても同じことが言える。 

境界層 

図 3.6.陽子の相互作用と中性子の形成メカニズム ［図中の𝜔кは𝜔c。c は円周方向］ 
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銀河核内で創出された，渦運動のいずれか一方の符号を持った渦は，銀河核の空間

全体において，それと同一のらせんの符号――右らせんのみ，または左らせんのみ。

いずれの符号であるかは将来解明するべき課題である――を持ったらせんトロイド

の創出を促すことになる。これと同じことが宇宙全体にも当てはまる。それゆえ，い

わゆる「反物質*」，すなわち反陽子を基礎とする領域がこの宇宙の範囲内に存在する

ことは，まずあり得ない。そのような反陽子は人工的にしか創出することができな

い。 

 

3.2.核相互作用と原子核モデル 

3.2.1.強い核相互作用と電磁相互作用 

  核子と核子は，境界層の厚さの範囲内における互いの距離が小さいときは，互い

に引き付け合い（外部エーテルの圧力によって押しやられ），その距離が大きいとき

は，それらの核子間のエーテルの圧力によって互いに斥け合う（図 3.7.）。 

図 3.7.核子表面近傍におけるエーテルの圧力勾配の分布： т.р.は圧力平衡点 

    ［𝑃tはトロイダル流の圧力； 𝑃cは円周流の圧力］ 

 

  距離が 2 つの核子の境界層の合計厚さよりも小さいときは，それらの核子のトロ

イダル流は混じり合い，圧力が増大し，相互作用している核子は圧力平衡点の近傍

で停止する。 

  このように，強い相互作用と電磁相互作用は同一のメカニズムを持っており，相

互作用している核子間の距離が異なるとき，相異なる発現の仕方をしているにすぎ

ないと断言することができる。 

  このことから，強い相互作用と電磁相互作用の力は，その起源を次の 3 つの成分

に持っているという結論が導き出される。 

  ・核子――陽子と中性子――の表面におけるエーテルのトロイダル運動と関連し

ている力。この力の減少は距離の 3 乗に比例している。この力は核子の磁場として

grad𝑃t 

grad𝑃c 
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発現する。この力は 1 fermi よりも小さい距離の所で減衰する。これは強い核相互作

用に関する実験データと数値的に一致する。 

  ・それと同じく核子の表面におけるエーテルの円周運動と関連している力。この

力は核子の電場として発現する。この力の減少は距離の 2 乗に比例している。この

力は原子半径に相当する距離，すなわち 1 fermi より 5 桁以上大きな距離の所で減衰

する。 

  らせんトロイダル渦環同士の相互作用と荷電粒子の挙動を比較すると，強い相互

作用と電磁相互作用は，その基礎に共通のエーテル動力学的メカニズムを持ってお

り，両者の異なる点は，核子間空間中におけるエーテル流の速度勾配の違いに起因

する，核子表面におけるエーテルの圧力低下の大きさの違いのみであるという結論

を下すことができる。 

  以上に述べたことから，次の結論を下すことができる。 

  原子核同位体における中性子 2 個の付加は，大部分の場合にはスピンの値を変化

させない。したがって，それらの中性子は反平行に結合しているが，しかし，それが

可能なのはα粒子が存在するときのみである。これと同じことを，磁気モーメント

が変化しないことが裏づけている。なぜそうなるかは，渦の構造から容易に理解す

ることができる。この場合には，それらの中性子の基礎的なトロイダル流は閉じた

経路を通過し，まさにこのことがそれらの中性子の反平行性を決定づける。しかし，

それらの中性子の一方または両方は，α粒子のうちの 1 つに対し，その側壁をやは

り反平行にもたれさせる。 

スピンがゼロでない原子核のスピンの値は，α 粒子の構成に含まれておらず，かつ

互いに平行な方位を向いている核子の数を判定することを可能にする。最も単純な

場合には，その数は次式によって決定される。 

𝑘 =
|𝐼|

1/2
  

ここで，1/2 はℏを単位とするスピン数である。このとき，奇数の Z を持つ原子核に

おいては，そのスピン数は陽子のうちの 1 つに含まれ，それ以外の陽子は，原子核

の基礎的バルクを形成している α 粒子の構成に含まれている。 

  エネルギーの変化の一般的法則性に関する検討は，28Ni56 までにおいては，追加さ

れた各核子当たりの結合エネルギーの一般的レベルは，相対的原子量が増加するに

つれて大きくなることを示している。 

  例えば，28Ni61 から 28Ni62 への遷移は 10.59 MeV を与えるが，29Cu62 から 29Cu63 へ

の遷移が与えるエネルギーは 10.85 MeV となる。すなわち，追加的な陽子が存在す

る場合には，中性子の数が同じであっても，中性子 1 個の追加はより大きな結合エ

ネルギーの増分を与える。 

  その理由は次のように説明することができる。核子の総数がより大きくなると，

核子の充填密度は若干より高くなり，それらの渦は互いにより密に押し付け合う。

このことによって境界層内における核子の接触面積が増大し，核子の相互作用エネ

ルギーが増大する。 

  こうして，原子核は次のようなものとみなすことができる。 

  1）原子核がその構成のうちに含んでいる α 粒子の数は，原子番号に最も近い 4 で

割り切れる数で，しかし Zに最も近い偶数よりも大きくない数によって決定される。 

  2）原子核はその構成のうちに，互いに平行な方位を向いている核子を含んでおり，

その数は k である。 

  3）原子核はその構成のうちに，互いに反平行な方位を向いている中性子対を含ん
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でおり，その数は差 

𝑛 = 𝐴 − 𝑁 − 𝑘  

に等しい。 

 

3.2.2.原子核の構造 

  周知のように，現代の理解によれば，原子核はかなり複雑な構造を持っている。そ

の構造を解明するためにきわめて巨大で複雑な装置――粒子加速器――が建造され

ている。研究者たちは，それを用いて原子核の仕組みを解明することを期待してい

る。そこには多数のいわゆる「素粒子」が存在しており，それらはあれこれの形で原

子核中に含まれていると予想されている。自然界にそれらの物質素粒子が何種類存

在するのかは，今もなお知られていない。その種類は，特に短寿命の粒子（「レゾナ

ンス粒子」）を計算に含めなければ 200 種類，含めれば 2000 種類とされている。核

子――陽子と中性子――は原子核中において「グルーオンの糊」で「糊づけ」されて

おり，強い核相互作用はそれらのグルーオンの連続的な放出と吸収によってもたら

されているとみなされている。 

  エーテル動力学においては，それらすべてはそれより著しく単純に見えてくる。

原子核は陽子と中性子のみから成り立っている。このことは元素周期表（図 3.8）の

原子量の分析によって無条件に裏づけられている（元素周期表に示されている原子

量の分数値は自然界における各種同位体の百分比の結果である。各同位体の原子量

は整数である）。陽子と中性子以外の粒子は原子核の構成中に存在しない。ここから

次の結論が導き出される。すなわち，それらすべての不安定ないわゆる「素粒子」は

安定粒子の衝突の結果，つまりそれらの粒子の破片なのであって，加速器あるいは

大気上層中で実験的に得られるその数は，いくらでも大きくなることができる。 

  ここから，原子核の構造的組織化について検討する可能性が導き出される。 

図 3.8.D.I.メンデレーエフの元素周期表 

 

  元素周期表において原子番号 A を持つ任意の原子核の場合，有効半径𝑎は次の一般

公式によって決定される。 
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𝑅 = 𝑎𝐴1/3,    𝑎 = 1.12 fm  

  この事実から，任意の原子核は表式 

𝑉 = 𝑎3𝐴  

によって決定され，したがって原子核の比質量は不変であるという結論が導き出さ

れる。それゆえ，あらゆる原子の核は核子――陽子と中性子――から構成されてお

り，原子核中にはそれ以外のいかなる粒子も存在しない。このことにもとづき，原子

核は核子が互いに単純に付加される方法で形成されるという結論を下すことができる。 

  現在では，事実上すべての既知の原子核およびそれらの同位体の結合エネルギーが

物理学者たちによって計算されている。結合エネルギーとは，原子核を破壊するため

に消費しなければならないエネルギーである。核反応や核爆発ではまさにこのエネル

ギーを利用することが想定されている。 

  いくつかの原子の核の構造を図 3.9 に示す。この図にはそれらの原子核中における

核子の結合エネルギーが示されている。重陽子中において陽子 1 個と中性子 1 個が結

合している場合，その結合エネルギーは 2.27463 MeV となる。これらの核子――陽子

と中性子――は 1 つの結合面を持っている。3 個の核子が結合する場合には，それぞ

れの核子に 2 つずつの結合面が現われ，核子は 3 個なのだから，全エネルギーは

2.27 × 3 = 6.81 MeVになるはずだと思えるかもしれない。実際には，中性子 2 個と陽

子 1 個が結合する場合には，追加エネルギー1.67 MeV が出現し（三重水素の原子核），

陽子 2 個と中性子が結合する場合には，追加エネルギーは 0.91 MeV となる。このこ

とは，結合面の数が増加すると，それらの核子が変形し，それらの核子のエーテル円

周流が対向方向を向いているためにそれらが若干互いに遠ざかり，境界層がより厚く

なり，その結果，結合エネルギーが減少するということを考慮すれば，容易に説明す

ることができる。 

  ところが，核子 4 個の結合（α 粒子）の場合には，結合エネルギーは急激に増大す

る。このことは原子核の構造的再編成を意味している。核子は結合して互いに環とな

り，このことが外部空間中におけるエーテル流の長さの短縮をもたらすのである。 

  結合エネルギーの飛躍的増大はこれによって説明される。すなわち，二重水素の原

子核（重陽子）において核子 2 個が結合する場合には，核子 1 個当たりの結合エネル

ギーは 1.137 MeV であるのに対し，ヘリウム原子核（α 粒子）における核子 1 個当た

りの結合エネルギーは 7.066 MeV である。α 粒子の特徴的な安定性はここから生まれ

ている。このことは，あらゆる原子核の構造は，α 粒子と，原子核の表面上に位置を

占める 1 個，2 個または 3 個の陽子および若干個の中性子から構成されているとみな

す必要があることを意味している。今述べたことから，いわゆる偶偶核（魔法核）が

他よりも高い結合エネルギーを持っている理由が分かる。すなわち，偶偶核は α 粒子

から構成されているのである。 

  ここから次の結論を下すことができる。あらゆる核反応において，核崩壊は，α 粒

子本体において生じるのではなく，α 粒子同士を分割する線に沿って，また最も多く

の場合，α 粒子そのものの分離を伴って生じる。したがって，ヘリウム放射は，近傍

領域において，しかも高くない温度下において核反応が生じていることを物語ってい

る。 
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  エネルギー値の分析は，さらに，中性子の数が増加するとき，結合エネルギーの低

下と上昇の周期性が生じ，これはすべての原子核に当てはまるということも示してい

る。これは，相互作用面の数の変化および核子の変形によって説明することができ

る。例えば，原子核の表面上に核子 1 個を置いたとき，その核子と核のそれ以外の

バルクとの間には，相互作用面は 1 つしかない。2 番目の核子を置いたとき，相互

作用面は 2 つとなる。このとき，それより前に置かれた核子の一方の側は凸形とな

る。3 番目の核子を追加すると，相互作用面はやはり 2 つであるが，このとき，一

方の側はさらに凸形となり，このことが相互作用エネルギーを先行する核子の結合

エネルギーよりも低くする。4 番目の核子を追加すると，相互作用面は 3 つになる

が，そのうちの 2 つは凸形である（図 3.10）。 

  

He4－α 粒子 

𝜇𝛼 = 0;   𝐸𝛼 = 28.2624 MeV 

(a) (b) 

(c) (d) (e) 

(f) 

𝜇D ≈ 𝜇p − 𝜇n ≈ 0.86𝜇N 𝜇T = 𝜇p − 𝜇n + 𝜇n ≈ 2.98𝜇N 𝜇He3 ≈ 𝜇n ≈ 2.13𝜇N 

𝐸D = 2.27463 MeV 𝐸T = 8.48                                     

= 3 ∙ 2.27 + 1.67 MeV 

𝐸He3 = 7.72                                

        = 3 ∙ 2.27 + 0.91MeV 

 

図 3.9.(a)陽子；(b)中性子；(c)重陽子；(d)三重陽子；(e)ヘリウム 3 の原子核； 

(f)ヘリウム 4 の原子核（α 粒子）の構造 
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  今後，より詳細な分析が専門家によってなされなければならない。核構造の分析

を行う際には，エーテル動力学が彼らに対して著しい助力を与えることができる。 

 

3.2.3.核異性 

  多数の α 粒子によって形成されている原子核においては，原子核の表面に多数の

凹部があり，その中に中性子が入り込むことができる。原子量の大きい原子の同位

体数が原子量の小さい原子の同位体数よりも大きい理由は，まさにこのことにある。

そのとき，それに含まれる中性子の数が α 粒子の数（整数）よりも小さい同位体の

数だけでなく，それに含まれる中性子の数が α 粒子の数（整数）よりも大きい同位

体の数もまた，より大きくなる。 

  原子量および原子核を形成する中性子の数が増加するにつれて，外側 α 粒子の凸

部はますます大きくなる。それゆえ，付加される新たな中性子にとっては，隣接する

核子とそれらの中性子との結合面はますます小さくなり，それに対応してそれらの

結合エネルギーもより小さくなる。そのとき，総原子量および陽子・中性子の数は同

一になるにもかかわらず，原子核表面の相異なる区域に付加された中性子の結合の

仕方が，相異なるものになる可能性がある。ここには，核異性という現象――核子の

構成は同一であるが，原子核の形状に違いが生じる現象――が発現している。原子

量が増大するにつれて可能な核異性体の数は増加していく。しかし，核異性体の数

がある数以上になると，同位体の数も核異性体の数も減少していく。なぜなら，増加

してゆく原子核の凹部が，核子の結合面の面積の許容限度を超えた減少をもたらす

からである。このことが次の順番の同位体を不安定なものにし，その同位体は存在

し続けることができない。 

  重陽子中における核子の比結合エネルギーは 1.1123 MeV/nucleon である。これは

最小の数字であり，しかも各核子には結合面が 1 つずつしかない。α 粒子中におい

ては，各核子は結合面を 2 つずつ持っており，しかもすべての核子は 3 つの共通の

エーテル流によって束縛されている。第 1 はすべての核子の中心流路を通過するエ

ーテル流，第 2 は α 粒子内部のエーテル流，第 3 はその外部を流れるエーテル流で

ある。 

  α 粒子中における核子の比結合エネルギーは 7.074 MeV/nucleon である。複合核内

において最大の比結合エネルギーを持っているのは原子量 56 の鉄の同位体である。

その構成には α 粒子 13 個と中性子 4 個のみが含まれ，その比結合エネルギーは 8.79 

MeV/nucleon である。この原子核では，α 粒子中の核子の結合エネルギー（28.29624 ×

13 = 368.85 MeV）に，さらに α 粒子同士の結合エネルギー，および α 粒子の構成に

含まれていない中性子と α 粒子との結合エネルギーが追加されている。鉄における

(a) (b) (c) (d) 

図 3.10.原子核内の核子数が増加したときの核子の結合エネルギーの増分の周期

性に関する説明： 原子核の表面上に核子を(a)1 個； (b)2 個； (c)3 個； (d)4 個置いた

とき 
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その追加エネルギーは492.27 − 368.96 = 123.3 MeV，すなわち 2.2 MeV/nucleon であ

る。このような追加エネルギーは，隣接している α 粒子の表面上で互いに向かい合

っている核子の表面の数が増加していること，また α 粒子の構成に含まれていない

中性子 4 個が追加されていることによって説明される。しかし，この追加エネルギ

ーは不均等に分布しており，原子核内部に存在する核子の表面のみにおける増分に

相当する。核子の外側表面は結合エネルギーの増分を与えていない。 

  原子核内の核子数が増加すると，それと同時に外部表面の凸部が増大し，このこ

とが追加される新たな核子の接触面積を減少させる。核子の表面における凹部の数

も増加し，それらの凹部には新たな核子が位置を占めることができる。原子核の原

子量が増大するにつれて新たな同位体の数が増加するのは，まさにそのためである。

同位体数はヘリウムとリチウムにおいては 5，重い原子核においては 16~18 に達し

ているが，原子量 180 以上の原子核においては同位体数は減少し始める。この最後

の点は，原子核の表面の凸部の増大は核子の結合面の面積を減少させ，安定的な核

構造を創出することを不可能にするということによって説明される。 

  原子核の表面における凹部の数の増加は，いわゆる核異性をもたらさなければな

らない。そこでは，新たな核子が原子核の表面の相異なる場所に位置を占めること

により，同一の構成の核子が原子核の相異なる形状を形成することができる。それ

らの核子の結合エネルギーは，僅かではあるが互いに異なったものになる。原子核

自体もまた，原子核から出るエーテル流の形状のおそらくそれほど著しくはない違

いという点で，また，それでもやはりその結果として生じる物理的・化学的性質の若

干の違いという点で，相異なったものになる。 

  その例としては，原子量 28 で 7 個の α 粒子からなるケイ素原子核を挙げることが

できる。ここでは 3 つの構造があり得る。（1）4 つの α 粒子からなる酸素原子核に，

その赤道に沿って α 粒子 3 個が付加されている； （2）酸素原子核の赤道に沿って

付加されている α 粒子は 2 個のみで，3 番目の α 粒子は両極のうち一方に位置して

いる； （3）赤道上に位置している α 粒子は 1 個のみで，しかも，その α 粒子は酸

素原子核の表面の様々な区域において様々な方向を向いていることができる。残り

の α 粒子 2 個は両極上に位置している。これらすべての構造バリエーションが持つ

物理的性質は若干相異なったものになる可能性がある。中性子が原子核表面の様々

な場所に付加されることを考慮すると，核異性体のバリエーションの数は，ケイ素

だけで数十に達することになる。 

  核異性体は相異なる安定性（特に外部作用に対する安定性）を持ち，原子核の全体

的構成を変えることなく，相互に変換し合うことが可能であると予想することがで

きる。核異性体の再編成の全体的傾向は，核子の比結合エネルギーを上昇させる方

向に進んでいかなければならない。 

 

3.2.4.原子核の放射能 

  19 世紀末~20 世紀初頭のフランスの有名な科学者ギュスターヴ・ル・ボン（Gustave 

Le Bon，1841~1931 年）が考えていたように，物質*は様々な原因の影響下で崩壊する

ことができる。このことは彼が行なった放射能に関する実験によって裏づけられてい

る。 

  原子核の放射能――原子核による X 線スペクトルの高周波電磁振動と電子（β 線）

の放射――は，原子核中の核子（陽子と中性子）の表面に沿って波が通過することと

関係している。それらの波は，外部から飛来した粒子が原子核に衝突した結果として

出現する可能性と，原子核の自己励起の結果として自発的に出現する可能性とがある。
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後者は重元素の原子核中においてのみ生じる。この場合には，いわゆる α 崩壊が生じ，

そのとき，原子核から α 粒子――陽子 2 個と中性子 2 個からなるヘリウム原子核――

が飛び出す。α 崩壊に伴い，原子核の電荷は 2 減少し，原子量は 4 減少する。例えば， 

Ra88
220 → Ra86

216 + He2
4  

  核子の表面に沿って，また核子の深部を通過する波は周囲のエーテル中において振

動――およそ1018~1023 Hzの高周波の電磁波（γ 線放射）――を励起する。放射のこの

ような高い周波数は，もっぱら，原子核中の核子の高い質量密度，核子本体の高い弾

性によって，また，それより小さいがそれでも高い核子間結合の弾性によって説明さ

れる。周波数の大きな開きは，振動源――原子核の表面に沿って通過する波と，原子

核の深部で生まれる波――が相異なっていることを物語っている。後者の波は，横波

の性格だけでなく，縦波の性格も持っている。 

  それらの波は，放射にエネルギーが費やされるため，時間の経過とともに減衰して

いく。しかし，その減衰過程はきわめてゆっくりと進行する。なぜなら，核子の質量

密度は周囲のエーテルの密度より何桁も大きく，また散乱されるエネルギーの割合は

相対的に小さいからである。 

  波動過程は原子核中における各核子の本体を捉え，その表面に沿って，また深部に

おいて伝播する。核子本体の密度はその表面からの様々な深さにおいて相異なってお

り，核子間境界層の密度も相異なっているため，原子核中において，互いに同期して

いないきわめて多様な波動過程が発達する。 

  隣り合う核子の波頂が，それらの共通の境界層の内部に同時に現れた場合には，そ

れらの核子は互いに離れ合い，境界層の厚さがある臨界値を超えた厚さになったとき

には，原子核は 2 つ以上の部分に分裂する。その際，例えば電子やニュートリノのよ

うな新たな安定粒子，あるいは短寿命の不安定粒子が形成される可能性がある（図

3.11）。 

このように，放射能（いわゆる弱い相互作用）の本性は純粋に力学的な性格を持っ

ている。 

  原子核中において，核子は何よりもまず，集結して α 粒子を形成している。α 粒子

中における核子間の結合エネルギーはきわめて大きく，各核子当たりおよそ 7.1 MeV

に達する。α 粒子同士の結合エネルギーと同様，α 粒子中で結合していない中性子の

結合エネルギーはそれより 1 桁小さい。このことは特に，α 粒子の表面の凸性に起因

している。その凸性との関係により，α 粒子同士および α 粒子と独立核子の接触面積

は，α 粒子の内部に存在しているそれと同じ核子の接触面積より著しく小さいものと

なる。それゆえ，原子核が衝撃を受けると，あるいは原子核内部を波が通過すると，

原子核の表面上に位置している独立中性子が放出されるか，あるいは α 粒子がそっく

り丸ごと放出される。相異なる元素における原子核の構成は相異なっているため，そ

図 3.11.核子に沿った表面波の進行 
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れらの結合の弾性も相異なっている。各種の原子核の半減期の値の違いは，ここから

生まれている。 

  このように，核反応に起因する放射能には α 粒子の放出，電子放射および γ 線放射

が伴うことになる。 

  そのような過程が何らかの岩石中で生じる場合には，γ 線放射は cm 単位で計算さ

れる相対的に短い距離の所で減衰する。電子はかなり急速に散乱するか，または放出

された α 粒子によって吸収される。しかし，α 粒子は電子を獲得すると電気的に中性

なヘリウム原子核となり，それゆえ，より大きな距離まで広がっていく。岩石からの

ヘリウムの放出は，それらの岩石中においていかなる高温もなしに核反応が進行して

いることの証拠である。このことは，地質断層地域や地下構造が非一様な地域におけ

る強力なヘリウム放出源を検出した地質学者たちによって突きとめられた（例えば，

I.N.ヤニツキー［I.N.Yanitsky］『生きている地球．地球科学における新情報』（モスクワ，

Agar，1998）参照）。 

  それぞれの放射性元素の半減期は一定であるとみなされているにもかかわらず，一

連の研究者が明らかにしたように，実際には，半減期の評価には広い開きがある。ラ

ジウムの場合，その半減期の評価には 10 億年（ベクレル）から，100 万年（キュリー），

1000 年（ラザフォード），数百年（クルックス）までの開きがある。ハイトワイラー

［A. Heidweiler］は重量を直接測定する方法により，5 g のラジウムは 24 時間に約 0.02 

mg を失うと決定した。損失速度が一様であるとすれば，その 5 g はその質量 1 g を

135 年間で失うはずである。ル・ボンの実験は，同一の物体の放射能が，その物体が

大きな表面上に広がっている場合には著しく増大することを示した。その状態は，

供試体の溶液をろ紙でこし，ろ紙を乾燥させる方法で達成される。ル・ボンはその実

験の結果，ラジウム 5 g はその質量 1 g を 20 年間で失うという結論を得た。 

  最も寿命の長い放射体は α 放射体の 226Ra であることを示す公式データ（半減期

1600 年）を考慮に入れたとしても，また，いわゆる崩壊系列の存在に注意を払った

としても，もし何の原因もなしに急速に生じた放射能を持つ物体が遠い過去の地質

時代に存在していたとしたら，それらの物体ははるか昔に既に存在しなくなってい

たはずであることを示すのは，難しいことではない……。 

  上述したことから，少なくとも次の 2 つの結論が導き出される。 

  1. 現在，地球においては，高温とは無関係なきわめて多様な核反応が進行している。

それらの核反応の大部分は，地質断層領域において進行しており（それらの場所に存

在する強力なヘリウム放射源がそれを証明している），重元素の自然放射能という普

通の理解とは無関係である。 

  2. 原子核の崩壊は外部要因，特に電子殻の電圧

に依存している。このことが，［外部要因が］電子殻

に対する影響を通じて原子核の崩壊に影響を及ぼ

す仕方を探索することを原理的に可能にしてい

る。 

  今述べたこととの関連において，不安定核の放

射能の起源について次の推測を述べることがで

きる。原子核の物質*は高い弾性と相対的に小さ

い摩擦損失を持っており，このことによって高い

Q 値を持っている。渦は外部媒質からエネルギー

を受け取る性質を持っており，それゆえ渦のエネ

ルギー上昇の源泉が常に存在しているのだから，

複雑な原子核系は相対的に微小な外部擾乱に対

ヘリウム 
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してさえ感受性を持っている。その結果，原子核系の揺動運動のメカニズムが出現

し，このことが波動の出現をもたらす。電子殻（エーテルの束縛渦）がダンパーの役

割を果たすが，しかし，解離した物質の場合にはそのダンパーは弱化し，その過程は

加速する。このように，原子核およびそれを取り囲む電子殻のレベルにおいて自己

励起の傾向を持った自動調整過程が生じ，不安定核系においては常にこれが生じて

いると予想することができる。それゆえ，今後，弱い相互作用の過程を自動調整理論

の観点から研究することが有意義となる。 

 

3.3.原子と分子の構造 

3.3.1.原子の構造 

  既に述べたように，陽子は次の 3 つの安定状態のうちの 1 つの状態にあることがで

きる（図 3.12＝図 3.5）。 

  ・陽子自体の状態。このとき，陽子の周りにおいてエーテルらせん流が発生し，そ

れらが陽子の電磁場として感受される。それらの流れのらせん運動の符号は陽子のら

せん運動の符号と同じである（図 3.12(a)）。 

  ・中性子の状態。このとき，陽子の周りにおいて境界層が形成され，その中で円周

運動が閉じている。それゆえ，中性子は電気的に中性な粒子として感受される。原子

中ではこの状態は安定的である。自由空間中では中性子は崩壊して陽子 1 個と電子 1

個になるとみなされているが，しかし実際には，それは必ずしもそうとは限らない。

なぜなら，境界層は電子を形成することなく，ただ単に分散して消滅する可能性があ

るからである（図 3.12(b)）。 

  ・水素原子の状態。このとき，外部エーテル流は陽子の中心を通って閉じず，外部

において閉じている。すると，外部エーテル流のらせん運動の符号は中性子とは反対

となり，その束縛渦が負に荷電した領域として感受される（図 3.12(c)）。 

  水素原子中に創出された束縛渦中においては，エーテルの運動は，陽子から流れ

出るエーテル流のエネルギー，すなわち陽子の電磁場のエネルギーによって維持さ

れる。電磁場のエネルギーは陽子から汲み出される。こうして，束縛渦――電子殻―

―のエネルギーは原子核のエネルギーから汲み出される。系全体――原子核および

原子の電子殻――は不可分の一体なのである。それゆえ，今後においては，原子に

関する検討は唯一このような観点から行うことが適切な方法となる。 

  原子核中に複数の陽子が含まれている場合には，原子核の周りにおいて，互いのそ

ばを移動する複数の束縛渦が形成される。このように，このモデルは，何よりもまず，

このモデルには軌道上を回る電子は存在せず，電子殻が直ちに存在するという点でラ

ザフォードの惑星モデルとは異なっている。 

  陽子の周りに，円周運動を局所化する追加的な境界層が形成された場合には，原

子核の構成に含まれるそのような系――中性子――もまた安定的である（図

3.12(b)）。しかし，原子核から脱離され，自由になった中性子は安定性が低くなり，

半減期11.7 ± 0.3 min で陽子と電子に崩壊する。電子を形成する材料は境界層のエー

テルである。その境界層は陽子から剥離されると陥没して 1 個の粒子になる。ただ

し，境界層が電子を形成することなくエーテル中に消散するというバリエーション

もきわめて十分にあり得る。 

  さらに，陽子の第 3 の安定状態も存在する。この場合には，陽子の周りに 2 次渦―

―いわゆる「束縛渦」（N.E.ジュコーフスキーによって空気力学に導入された用語）―
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―が形成される。 

  そのような渦は，それ以前には陽子の中心穴を通って閉じていた外部エーテル流

が外部で閉じるようになった場合に得られる。そのような渦中では，円周運動は陽

子の円周運動と同じ方向を持つようになり，トロイダル運動はそれと逆の方向を持

つようになる。それゆえ，束縛渦のらせん運動の符号も陽子のらせん運動の符号と

反対になり，このことが束縛渦――原子の電子殻――全体の電荷の負の極性として

感受されることになる。円周運動はまるごとその最外殻の内部で閉じており，外部

領域には突き出ていないため，系全体は電気的には中性となる。こうして水素原子

が形成された（図 3.12(c)）。 

  原子を一体的な系とみなした場合，現在利用されているエネルギー準位占有表が

原子核中と電子殻中についてそれぞれ独立に構築されていることは，完全に正当で

あるわけではないと言わざるを得ない。また，元素周期表の構築法に関する多数の

研究の中には，量子論的アプローチにもとづいたかなり興味深い独創的な構築法が

存在しているとは言え，それでもやはり，それらの研究は物理的な研究ではなくて

形式的な研究であり，しかも重要なことに，原子核-電子殻系の一体性を考慮してい

ない。この意味において，その一体性を考慮しようとする試みは興味深い。 

  上述したことと照らし合わせてみると，束縛渦――原子の電子殻――と量子力学

の数学的道具立てとの関係を追究することが有益である。この課題は，物理的密度

の値を直接𝜓関数に帰することが可能であるというエディントンの見解を考慮する

と，著しく単純になる。その場合には，𝜓関数の極値に対しては束縛渦の回転中心が，

ゼロ値に対しては渦同士が接触する地点または渦同士の間の境界が対応することに

なる。その際には，渦の内部密度は𝜓関数の性格と必ず正確に一致しなければならな

境界層 

束縛渦 

𝑣c 𝑣c 𝑣c 

(a) (b) (c) 

図 3.12.(＝図 3.5.)陽子の 3 つの安定状態： (a)陽子自体；(b)中性子；(c)水素原子 

[𝑣cは円周運動速度] 
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いということはまったくなく，𝜓関数は座標に対する密度の依存性の粗い近似以上の

ものではないという点を考慮するべきである。 

  水素原子の各種の状態を図 3.13 に示す。この図は該当する𝜓関数についての検討

にもとづいて作図された。 

  原子の非励起状態が原子核から出るエネルギーによって維持されているのに対し，

励起状態は外部から電子殻に入ってくるエネルギー，例えば原子同士の衝突，光子

のエネルギーの吸収，等々の結果によるエネルギーによって生じる。外部エネルギ

ーの吸収は 2 次渦の再配置，さらには新たな 2 次渦の出現，あるいは既存の 2 次渦

の一部の消滅を引き起こし，その結果，原子核から直接出てくる内部流は外部へ流

れ出て，このことが原子の電離効果を創出する。 

  らせん流が陽子の外で閉じると，そのことは原子核の外部の球形渦の出現をもた

らす。これは 1s の状態の水素原子に対応する（図 3.13(a)）。2s の状態（（図 3.13(b)）

は外層が増大し，2 つに分裂することによって形成される。ここでは 2 つのバリエ

ーションが可能である。1 つは，渦が単純に 2 つに分裂し，その渦同士の間により高

い速度勾配が形成されるというものであり，もう 1 つは，第 2 の渦が形成され，そ

れら 2 つの外部渦同士が接触する地点において，それらの流れが同じ方向を向くよ

うになるというものである。接触し合うそれらの渦の方向が完全に反平行であるこ

とに注意を払うべきである。 

  2p および 3d の状態（図 3.13 の(c)と(d)）は，円周運動の内部にループが形成さ

れる結果得られる。ループが 2 つのときは 2p の状態，4 つのときは 3d の状態が得

られる。図 3.13 には，水素原子のすべての状態におけるエーテル流の方向が示され

ている。 

  ヘリウムの原子核中には，互いに反平行の方位を持つ 2 つの陽子が存在する。こ

れは 2 つの流体力学的らせんダブレット［helical doublet］に対応する。ヘリウム原子

核を包み込んでいるエーテル流およびそれらのエーテル流に束縛されている電子殻

の渦を図 3.14 に示す。 

 

(b) (c) (d) 

図 3.13.各種の状態にある水素原子 
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  この図から見て取れるように，1 次渦も 2 次渦も互いに対して反平行の方向を向い

ている。したがってヘリウム原子の磁気モーメントとスピンはゼロであるはずであり，

まさにこのことが実際に生じている。 

  ダブレット（渦流の源）の数の増大は必ずしも原子の体積を増大させないことに

注意する必要がある。ヘリウム原子の場合，その体積は水素の個別原子の体積より

も小さくなる。このことは，水素原子中の陽子は角度 4πの立体角の範囲内で流れを

吹き出すのに対し，ヘリウム原子中の各陽子はその 2 分の 1 の角度，すなわち角度

2πの立体角に向けて流れを吹き出すということによって説明される。このことは，

ヘリウム原子中のエーテル流の速度はより大きく，それゆえ，ベルヌーイ方程式に

従ってそれらの流れの中におけるエーテルの圧力はより小さくなり，外部圧力が渦

全体を圧縮し，その結果，ヘリウム原子の体積は水素の 2 分の 1 に減少するという

ことを意味している。 

  ヘリウム原子核への陽子 1 個の付加（リチウム）は電子殻の対称性を乱し，こ

のことが電子殻の体積の増大をもたらす。電子殻の構造という観点から見ると，様々

なバリエーションが可能である。それらのバリエーションのうちの 1 つ，すなわち

電子殻内に非対称な 3 番目のローブ［lobe, 裂片］が形成されている場合の構造を図

3.15 に示す。 

図 3.15.リチウム原子の構造 

 

  リチウム原子核への陽子 1 個の付加は陽子を 4 重極系に方向転換させる。充填は

外層の α 粒子に陽子 1 個が付加される方法で行われ，それに伴って 4 つのダブレッ

トからなる系が生じる。外側陽子の中心からのエーテル流の出口が内側陽子へのエ

ーテル流の入口に近いことを考慮すると，それらの流れは直列に接続し，その結果，

流出する流れは 2 つだけ生じ，そのそれぞれの流れの強さは 2 倍になる。流れの強

さのそのような 2 倍化は束縛渦の強さの増大をもたらす。生じる公算が最も大きい

図 3.14.ヘリウム原子の構造 

A 方向矢視図 
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電子殻の構造は，外層の渦が内層に対して反平行となっている 2 層構造である（図

3.16）。 

図 3.16.ベリリウム原子の構造 

 

酸素原子核の構造を検討すると，原子核の占有準位に従い，向かい合っている 2 個

の α 粒子中の内側陽子 2 個は，それらの陽子の中心らせん流が原子核の内部に向か

って吹き出ているため，外層によって遮蔽されていることが容易に見て取れる。し

かし，それとは別の 2 個の α 粒子の内側陽子 2 個は，その流れを外側に向かって吹

き出している。また，その両方の流れのらせん因子が同一であるため，原子核内部に

おける流れの再分布および 2 つの流れの強さの足し合わせが生じている可能性があ

る。このように，酸素原子核からは合わせて 6 つのらせん流が流れ出ており，その

うち 2 つは 2 倍化された強さを持っている。その結果，1 の強さを持つ 4 つの束縛

渦と，その 2 倍の強さを持つ 2 つの渦が形成される（図 3.17）。 

  上述した理解は，原子核から流出するエーテル流の数は陽子の数よりも小さい可

能性があるが，しかしすべての陽子の強さの総和は陽子数に比例しているという結

論に導く。原子核中の陽子数のそれ以上の増加は，原子核から流出するらせん細流

の数の増大をもたらすだけでなく，ある陽子が別の陽子によって遮蔽されることと

の関連により，個別の細流の強さの増大をももたらすに違いない。これには，最外殻

における当該の束縛渦の強さの増大，または当該の細流に付加された渦の数の増大

が伴う。このことは原子の電子殻中における電子数の増大と対応している。 

  このように，原子核の原子番号の増大は最外殻だけでなく，すべての準位の電子

殻の再編成をもたらす。原子の電子殻系全体の構造の決定，および原子核殻と電子

殻の構造の関係性の決定は特殊研究のテーマである。 

  渦モデルは，原子の順序番号の増大に伴って原子の体積の周期的区分［periodization］

が生じる理由に関して予想を述べることを可能にする。 

  周知のように，ヘリウム原子の体積は水素原子の体積の 2 分の 1 である。普通，

このことは，水素原子核の 1 の電荷と比べ，ヘリウム原子の原子核の 2 倍の電荷は

図 3.17.酸素原子の構造（バリアント） 
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各電子を原子核により近い所まで引き付けるということによって説明されている。

気体力学の観点から見ると，その原因は，各陽子から流出するエーテル流が占める

立体角は，ヘリウム原子においてはπ/2であるのに対し，水素原子においてはπであ

るということにある。これは，ヘリウム原子の電子殻中におけるエーテル流の速度

はより大きく，したがってその流れの中の圧力はより小さくなり，そのため外部圧

力が原子を一様に 2 分の 1 の体積まで圧縮するということを意味している。その次

の原子――リチウム――においては，3 番目の陽子は原子の対称性を乱し，体積が増

大するように配置されている。しかし，原子の対称性は既に 4 番目の元素――ベリ

リウム――において回復し，体積は再び減少する。予想によれば，それ以降の元素に

おいては，原子の体積は対称性の乱れ度に依存しているはずである。すなわち，非対

称性が増大すると原子の体積は増大し，立体的に対称な形状に近づくと原子の体積

は減少する。 

 

3.3.2.化学結合と分子の形成 

  1927 年，デンマークの物理学者 Ø.ブラウ［Øyvind Burrau］は水素分子イオンH2
+の量

子力学的計算を行い，このイオンの中の唯一つの電子は，2 つの陽子の周りに伸びて

いる軌道を占めていることを示した。この分子イオンの結合エネルギー，すなわち

個別原子 1 個と陽子 1 個の総エネルギーと基底状態にあるこの分子イオンのエネル

ギーとの差の理論的計算は，255 kJ/molという値をもたらした。 

  1 mol 中の分子数が6.022 ∙ 1023（アボガドロ定数）であることを考慮すると，この

分子イオン中の 2 つの原子の結合エネルギーはH2
+分子 1 個当たり4.23 ∙ 10−19 J =

2.68 eVとなる。 

  電子に対する原子と分子のいわゆる親和エネルギーとは，当該の負イオン中にお

ける電子の結合エネルギー――原子または分子から電子を脱離させるために必要と

される最小エネルギー――であることに注目するべきである。親和エネルギーは水

素イオンH−においては 0.754 eV であり，あらゆるイオンにおいて 0.15 eV（Cr−）か

ら 3.62 eV（Cl−）までの範囲内に収まっている。すなわち，その大きさのオーダーは

小数点以下 1 桁台ないし 1 桁台の電子ボルトである。 

  比較のため挙げると，重水素原子核中の 2 つの核子――陽子と中性子――の結合

エネルギーは 2.3 MeV であり，それより 6 桁大きい。 

  分子中における原子の化学結合の本性をエーテル動力学の観点から検討してみよ

う。 

  各種原子の束縛渦同士は 2 つの方法でのみ結合することができる（図 3.18）。 

図 3.18.渦の結合： (a) 互いに付着する方法（イオン結合に対応する）； (b) 共通の流れ

を形成する方法（共有結合に対応する）  

  

(a) (b) 
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第 1 の場合（図 3.18(a)）には，2 つの渦は，反対方向の 2 つのエーテル流によっ

て形成された共通の境界層内に互いに引き留められる。既に示したように，渦同士

の間の速度勾配によって圧力が低下し，外部のエーテルの圧力が渦同士を押し付け

合わせる。ここでは，渦の形状の変化を除き，渦のいかなる変容も生じていない。こ

の事例はイオン結合に対応する。 

  第 2 の場合（図 3.18(b)）には，2 つの渦の結合が単一の渦を与える。らせん流中

においてそれが可能なのは，それらのらせん因子が一致しているときに限られる。

このことは，束縛渦中においては，トロイダル運動も円周運動も結合平面内におい

て同一の方向を持っていなければならないということを意味する。そのときには，

結合した 2 つの原子を包み込む，単一の束縛渦が形成される。その共通の束縛渦中

においては，圧力は周囲媒質中におけるよりも小さくなり，流れの長さは個別原子

の 2 つの束縛渦中における流れの長さよりも短くなる。この事例は共有結合に対応

する。 

  上述したことから，反応し合う分子において，それらの表面のエーテル流が十分

な面積にわたって反平行の方位を向くことが可能ならば，イオン結合は，任意のら

せん因子のときに形成されることが可能であると予想することができる。共有結合

の場合には，らせん因子が同一であることが必須条件となる。 

  分子の構築原理については，H2分子を実例として示すのが最も良い（図 3.19）。H2

分子においては，陽子のスピン同士が平行または反平行，陽子の中心を通る軸同士

が垂直または同軸といったように，様々な構築のバリエーションが可能である。 

図 3.19.H2分子の形成 

 

エーテル動力学的モデルにおける分子内結合の諸形態の詳細な解明は特殊研究の

テーマであるが，既に現在，いくつかの追加的な見解を述べることができる。 

  図 3.19.から見て取れるように，外部流はトロイダル運動においても円周運動にお

いても同一の方向を持っている。まさにこの事例こそをH2分子の形成の基本的な事

例とみすべきである。共通の外部流の形成は，この化学結合が共有結合であること

を示しており，実際にそれが生じている。同様の方法によってそれ以外の分子の構

造も得ることができる（図 3.20）。 

  共有結合が形成されるとき，共通の束縛渦の流線の全長は，個別原子の流線の長

さの合計よりも短くなる。共有結合が形成された瞬間，らせん流になった高密度の

エーテルの一部が分子から放出されたのである。そのような微小渦片はそれまでと

同じ形態で存在することはできず，分子の分解反応が進行している別の場所で吸収

されるか，または圧縮度の低いエーテルのトロイダル渦に変容する。その渦の質量

は電子の質量よりも小さいので，その渦は暫定的に「レプトン」と呼ぶことができ

る。計算が示すところによれば，そのようなトロイドの質量は電子の質量のおよそ
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0.0001 倍であるが，その直径はおよそ 0.01 mm である。この事実を検証するため，

実験室実験が行われた。 

  ビームの一方のアームにアルミニウム板（帆［sail］）が取り付けられた，特殊なね

じり秤が組み立てられた。生じる可能性のある静電気の影響を避けるため，ねじり

秤は 10 メガオームの抵抗を通じてねじり秤の金属製本体に結ばれている。本体は蒸

気暖房装置の放熱器に接地されている（図 3.21）。 

 

(a) 

(b) 

(a) (b) 

図 3.20.(a)水素分子H4と(b)水分子H2Oの構造： 電子殻―束縛渦―1p と 4p はこの図

の平面の外にあるため，ここには示されていない。 

図 3.21.(a)共有結合形成時におけるレプトン泡の検出に関する実験室実験のスキ

ームと(b)化学反応進行時におけるねじり秤の帆の振れのグラフ： 1－試薬を入れた

ビーカー； 2－ねじり秤； 3－レーザー； 4－自記記録計 
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  プラスチック製ビーカーを帆と向かい合わせに，帆から 10 cm の距離の所に置い

た。そのビーカーの中で乾燥したアルカリ KOH と濃硫酸または濃塩酸を反応させた。 

  最初，反応が進行しているとき，帆は反応物質の方に引き寄せられていたが，反応

が終わると反応物質から最大限の距離（それ以上動かなくなる所）まで遠ざかり，

1.5~2 時間後に元の位置に戻った。 

  ねじり秤から離れた所に置いた木製または発泡プラスチック製の立方体の台の上

に載せた上記と同じビーカー中で反応が行われた場合にも，上記と同じ結果が得ら

れた。次に，その台をねじり秤のそばまで近づけたときにも，上記と同じ結果が得ら

れた。帆のすべての振れは自記記録計によって自動的に記録された。 

  実験結果は次のように説明される。化学反応が進行し，レプトン泡が形成されて

いるときには，レプトンが帆に触れている。レプトンの表面におけるエーテルの運

動は，レプトンがいかなる方位を向いているときにも常に帆の平面に対して平行で

あるので，圧力が低下したエーテルの速度勾配が形成される。その結果，帆は反応中

の物質の方に引き寄せられ始める。 

  反応が終了すると，レプトン泡は拡散し始める。その際，まず最初に消失するの

は，レプトン泡の表層中にいるレプトンである。これは，それらのレプトンの表面に

おける速度勾配はレプトン泡の内部にいるレプトンのそれよりも小さく，したがっ

て表層のレプトンの粘性はより高く，生存時間はより短いためである。しかし，あら

ゆる渦と同様，レプトンは自由空間中のエーテル密度よりも高いエーテル密度を持

っていた。それゆえ，エーテルの圧力が増大し，その結果，帆は遠ざかる。すべての

レプトンが拡散し終わると，エーテル中の圧力が均等になり，ねじり秤のビームは

ばねの力で初期状態に戻る。相異なる物質はそれぞれ相異なる振れを与えるが，ね

じり秤の挙動の性格はいずれも同じままである。 

  「レプトン泡」に関する実験はモスクワ国立大学化学部の学生 Yu.D.ロバレフによ

って継続された。彼は「レプトン泡」が印画紙の感光性の低下をもたらすこと，また，

その中で化学反応が行われるビーカーと並べて配置されたコンデンサーが反応開始

後の最初の数秒間だけその容量を約 1%増大させ，反応終了後はその容量の値が数十

分間かけてゆっくりと初期値に戻ることを発見した。 

 

3.3.3.分子間結合の形成 

  すべての分子は電気的に中性であるにもかかわらず，物質中では互いの間で相互

作用する。その相互作用の度合いは様々であり，固体中で最大，液体中で中程度，気

体中で最小である。 

  分子間相互作用とは，電気的に中性な分子または原子の間における相互作用であ

る。分子間相互作用は流体と分子結晶の存在そのもの，また実在気体と理想気体の

違いを決定づけるものであり，多様な物理現象において発現している。分子間相互

作用は分子間の距離に依存し，相互作用ポテンシャルエネルギー𝑈(𝑟)（分子間相互作

用ポテンシャル）によって記述される。物質の状態と多数の性質は，まさにこの平均

相互作用ポテンシャルエネルギーによって決定されているのである。 

  1873 年，実在気体と実在液体の性質を説明するために分子間相互作用に初めて注

意を払ったのはオランダの物理学者，J.D.ファン・デル・ワールスであった。彼は，

分子同士の間においては，小さい距離では斥力が作用し，その力は距離が増大する

につれて引力に取って代わられると予想し，実在気体の状態方程式を得た。 

  現在，分子間相互作用は電気的本性を持ち，引力（配向力，誘起力および分散力）

と斥力からなっていると一般的にはみなされている。配向力は極性分子の間，すな
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わち電気双極子モーメントを持つ分子の間で作用する。この力は，異符号の電荷同

士の間の距離が同符号の電荷同士の間の距離よりもはるかに小さいことの結果とし

て生じる。誘起力は極性分子と無極性分子の間において，極性分子が無極性分子を

分極させることにより作用する。分散力は無極性分子の間で作用し，平均すると分

子集団は極性を持っていないにもかかわらず，それでもやはり各瞬間にはそれらの

分子は極性を持っていることによって生じる。平均すると，このことがそれに応じ

た引力効果を創出するのである。これら 3 つのタイプの引力は，すべて分子間距離

の 6 乗に比例して距離とともに減少する。 

  斥力は，分子の組成に含まれる原子の閉殻同士が接触するようになる，きわめて

小さい距離において生じる。この力は距離の 13 乗に比例して距離とともに減少す

る。 

  しかし，これらすべてはある種のモデル，すなわち基本的には距離に対する分子

間相互作用力の数学的依存関係であるにすぎず，実際には，それらの力の真の本性

を明らかにしていない。分子間力の計算や実験的測定に関する困難な問題は，まさ

にこのことから生じている。 

  これにもとづき，ファンデルワールス力，すなわち分子間相互作用の原因となっ

ている力の本性について予想を述べることができる。 

  エーテル動力学の観点から見ると，分子間相互作用力は，電子殻――原子核に束

縛されている第 1 のエーテル渦――に対して第 2 の束縛渦が付加されていることに

起因している。その第 2 束縛渦は，ファンデルワールス殻と呼ぶことが理にかなっ

ている。なぜなら，まさに第 2 束縛渦こそが分子間相互作用力が創出される原因と

なっているからである（図 3.22）。 

  陽子によって創出されるエーテルのらせん状速度場が束縛渦の出現をもたらすの

とまったく同様に，電子殻の表面におけるエーテルのらせん流もまた，周囲空間中

においてエーテルのらせん運動を引き起こす。その結果，電子殻の大きさよりも 4~5

桁大きい第 2 束縛渦が形成される。臨界密度を持っている核子は相互に透過し合う

ことができず，原子核中で互いに側面をくっつけて結合し合うことしかできないの

10−15 m－原子核 

10−10 m－電子殻 

10−5 m－ファンデルワールス殻 

1 m－オーラ殻 

図 3.22.第 2の束縛渦―ファンデルワールス殻―およびそれに続く束縛渦―第 1種

オーラ―の形成 
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に対し，電子殻のエーテル渦は統合することによって，ただし，相互に透過し合うこ

となく相互作用することができる。第 2 束縛渦は密度が小さく，したがって相互に

透過し合うことができる。その結果，電子殻の近傍において多様ならせん流が形成

される。そのらせん流に入った原子と分子は，速度勾配によってその中に引き留め

られる。 

  このように，分子間力――ファンデルワールス力――の本性は，第 2 束縛渦――

ファンデルワールス殻――中における流れの速度勾配によるエーテル中の圧力の低

下なのである。 

  原子核の直径を約5 ∙ 10−15 m，電子殻の直径を約10−10 mとすれば，ファンデルワ

ールス殻の直径は約10−5 m，すなわち約10 μmとなるはずである。 

  各原子のファンデルワールス殻の内部には，およそ1015個の別の原子が入ること

ができる。それゆえ，すべてのファンデルワールス殻は互いに何重にも入り混じり，

単一の系をなしている。 

  1 個のファンデルワールス殻の場合のエーテル流の速度分布およびそれらの流れ

の中のエーテルの密度分布について検討しよう。ファンデルワールス殻にとって駆

動ベルトとなっているのは，第 1 束縛渦――原子の電子殻――であることを考慮す

る必要がある。 

  周囲エーテルの粘性により，第 1 束縛渦がその流れによって隣接領域においてエ

ーテルの運動を励起すると，次に，その運動は自ら閉じて第 2 束縛渦を形成する。

その第 2 束縛渦の内側の穴の直径は外側の穴の直径よりも 5 桁ほど小さいので，内

層におけるエーテルの速度と密度は，その領域においては外側部分より何倍も大き

いはずである。それに対応して，エーテル流の速度勾配も大きくなる。 

  仮に第 2 束縛渦がそれ自体だけで存在しているとすれば，上述したことは起こら

ないはずであり，その場合には，流れの最大速度は渦のその領域内に，ただしその内

側部分にあったはずである。しかし，ここでの運動は外部から伝えられており，それ

ゆえ，渦壁から離れるにつれて，流速は距離の 2 乗に比例して低下してゆく。なぜ

なら，この渦はトロイダル渦であり，したがって断面積は半径の 2 乗に比例して増

大し，速度勾配は半径の 3 乗に比例して減少してゆくからである。その流れの中の

エーテルの密度も半径の 2 乗に比例して減少してゆく。この渦の中心に対するエー

テルの圧力もまた，その減少の度合いをさらに 1 つ追加する。第 2 束縛渦の内部に

第 2 の分子あるいは原子が入ってきた場合には，その渦の内部の圧力分布が，その

分子あるいは原子をファンデルワールス渦の内側境界に向けて移動させる。内側境

界の側の方が，エーテル流の総圧力がより小さいからである。引力，すなわち分子の

中心から境界層に向かう力は次式によって決定される。 

𝐹𝑦 = 𝜒𝜌𝑆𝜕𝑣/𝜕𝑦  

ここで，𝜒はエーテルの絶対粘性率； 𝜌は第 2 束縛渦の渦壁内のエーテルの密度； 𝑆

は分子同士の相互作用の面積； 𝜕𝑣/𝜕𝑦は第 2 束縛渦の近隣領域における速度勾配で

ある。 

  引力の減少は分子間距離のおよそ 6 乗に比例しており，このことが実際に生じて

いるという結果が得られる。このとき，相互作用し合う分子の反対側におけるエー

テル流との相互作用力は，高い減少度合いによって小さくなり，相互作用し合う分

子の総引力に対して著しい影響を与えない。 

  相互作用し合う分子は，互いにある平衡距離の所で安定的位置を取る。それらの

分子を近づけさせ，あるいは渦同士の間の境界層に移動させようとする試みは，斥

力を引き起こす。その力は 2 つの原因によって引き起こされる。第 1 は，上に述べ
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たのと同じ原因である。ただしそれには，境界層中においてはエーテル流の速度分

布，勾配および密度は逆の符号を持ち，分子の中心の方向を向いているという違い

がある。第 2 の原因は，第 1 束縛渦――原子の電子殻――がその外部のエーテルを

境界層に追い込み，境界層中の圧力が増大することである。流れの断面積の減少は，

一方ではエーテルの縮小によるその圧力の上昇を，他方ではそれと同じ理由による

エーテルの温度上昇を引き起こし，このことがその領域内の圧力上昇をももたらす。

そのとき，引力は低下する。なぜなら，相互作用し合う分子が渦の領域から出て境界

層に入り，そこにおける速度分布も分子の斥力を促進するからである。それゆえ，そ

こにおける斥力の距離依存性の度合いは，第 2 束縛渦の本体内における引力の距離

依存性の度合いよりも大きくなる。 

  暫定的に「凝集結合」と呼ぶことのできる結合――分子を結合してある種の凝集

体の総体を形成させるタイプの結合――は，疑いもなく興味深い。そのようなタイ

プの結合の構造は，水分子の凝集体への結合（図 3.23）を例に取って追究すること

ができる。 

  2 つの陽子の表面によって励起される，水素分子と結合

している 2 つのエーテル流は，互いにある角度をなして水

分子の外部の空間の方を向いている。その結果，二重渦束
［訳注］――互いに巻き付き合っている 2 つのらせん渦――

が形成されるための条件が創出される。二重渦束を形成し

ている 2 つの渦はある距離の所で別れ，その後は陽子に戻

っていく。2 つの渦が方向転換する場所には「ポケット」

――エーテルの圧力が低下している領域――が形成され

る。おそらく，これが形成されることが，ほぼ万能な溶媒

としての水の性質をもたらしているのであろう（図

3.23(a)）。 

  束縛渦の二重渦束中においては，エーテル密度が自由空間中におけるよりも著しく

高いため，それに対応して，比誘電率もより高くなる。このことは，水が𝜀r = 81とい

 
［訳注］ 「二重渦束」は仮訳である。これは筆者独自の用語で一般には用いられていない。 

(a) (b) (c) 

図 3.23.水分子の凝集体への結合： (a)水分子の陽子によるエーテル流の形成； (b)水分

子の「準イオン」結合； (c)水分子の「二重渦束」結合．1－水素原子の表面によって創出

される外部エーテル流の二重渦束領域； 2－低圧力「ポケット」； 3－水分子の「準イオン」

結合における束縛エーテル流の表面同士の付着； 4－水分子の束縛エーテル流の二重渦束

結合 

メルクリウス神の標章 
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う，他のあらゆる天然物質よりも著しく高い比誘電率を持っている事実によって裏づ

けられる。 

  分子間空間中における二重渦束の形成は，エーテル流の外側が凸形の形状を帯び

るという結果をもたらす。それらの外側の流れには，別の分子の同様の流れが合流

することができる。その場合，そのような結合には様々なタイプがあり得る。あるタ

イプは，その性格の点で，陽子の表面が互いに付着し合うことによって形成される

イオン結合のタイプに類似している。この場合には，［2 つの］エーテル流の方向は反

平行であり，したがって分子の配向は反平行となる――「準イオン」結合（図 3.23(b)）。

第 2 のタイプは， 側面流［2 つの渦の側面領域の流れ］が共通の流れを形成する結合の

タイプである。このようなタイプはその性格の点で共有結合に類似している――「準

共有」結合（図 3.23(c)）。第 3 のタイプにおいては，空間中で平行に配向している

［2 つの］分子の側面流が二重渦束も形成しており，このことが分子間結合をより安

定的にしている――「二重渦束」結合（図 3.23(c)）。これらすべてのタイプの結合は，

流れの側面領域だけでなく端面領域においても，しかもきわめて多様な組み合わせ

で形成されることができる。凝集体を形成する分子の数に制限があるのは，凝集体

に統合される分子の数が増大するにつれて，凝集体の外側の分子のエーテル流の形

状がますます凸型になり，それらの流れと他の分子との結合エネルギーがますます

小さくなり，分子の新たな付加がますます不安定になってゆくことと関係している。

そのような結合は温度が上昇するにつれてますます安定度が小さくなるので，結局，

最後は単独分子しか残らなくなる。そのとき，蒸気が形成される。 

 

3.3.4.オーラのエーテル動力学的本性 

  原子核に束縛された第 1 の渦――電子殻――は，エーテルの粘性のおかげで，そ

の表面らせん流によって周囲空間中におけるエーテル流の出現を促進し，それによ

って第 2 の束縛渦――ファンデルワールス渦――を創出する。それとまったく同様

に，第 2 の束縛渦もまた，その外側のらせん流の出現を促進し，そのらせん流もや

はり外部で閉じて第 3 の束縛渦を創出し，さらに第 3 の束縛渦が第 4 の束縛渦を創

出する，等々となる。束縛渦の総数は無限大であり得る。第 3 の束縛渦以降のそれ

らすべての束縛渦はオーラ，すなわち，らせんエーテル流の場である。それらの束縛

渦中におけるエーテル密度は，自由空間中におけるエーテル密度と事実上，僅かし

か異ならない。 

  原子のそれぞれの外側束縛渦の直径は内側束縛渦の直径よりも 4~5 桁大きい。それ

ゆえ，原子核の直径がおよそ10−15 mの場合，第 1 の束縛渦――電子殻――の直径は

10−10 mとなる。すると，第 2 の束縛渦の直径は既におよそ10−5 mの大きさとなり，そ

れに続くそれぞれの大きさはさらに 4~5 桁ずつ大きくなっていく。束縛渦の表面にお

けるエーテルの流速は，今度は 4~5 桁ずつではなく，その 2 乗，すなわち 8~10 桁ず

つ減少してゆく。陽子の表面におけるエーテルの流速がおよそ1021 m/sであるとすれ

ば，その流速は電子殻の表面で既に1011~1012 m/s，第 2 束縛渦の表面ではおよそ

103~104 m/sまで減少し，以下，それぞれさらに小さくなってゆく。 

  単独の原子ではなく，実際の物理的物体について検討した場合には，状況は著し

く変化する。それぞれの束縛渦について立体角はそれぞれ減少し，したがってエー

テルの流速は増大してゆく。それゆえ，任意の物体の表面におけるエーテルの流速

は，依然として電子殻の表面におけるのと同じ流速である。それ以降，流速は距離の

2 乗に逆比例して減少してゆく。 
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  例えば半径 1 m の球の場合，そこから 100 m の距離におけるオーラ中のエーテル

の流速は電子殻の表面における流速より僅か 4 桁しか小さくならない，すなわち，

およそ107~108 m/sとなるはずであり，10 kmの距離では103~104 m/s，1000 kmの距

離では毎秒およそ数 m ないし数十 m となるはずである。 

  このように，距離とともに弱化してゆくものの，任意の物体から出る静的オーラ

は何千 km も広がり，その構造は，それを生み出した物体の構造を反映している。し

たがって空間の各地点には宇宙内に存在するあらゆる物体から出るオーラが存在し

ているが，しかしそのオーラの強度は相異なっており，すべてのオーラは互いに混

合している。それゆえ，任意のオーラを特定することはきわめて困難である。 

  生体内における化学過程は，静的オーラ（第 1 種オーラ）の上に動的オーラ（第 2

種オーラ）を重ね合わせる。動的オーラとは，エーテルの分離と吸収を伴いながら生

体内で進行する化学反応の反映である。動的オーラはかつてキルリアン夫妻によっ

て実験的に見出された（キルリアン発光）。動的オーラの存在は 2 つの実験によって

実験的に裏づけられている。その 1 つは，共有結合形成反応が生じたとき，弾性糸

で吊り下げた金属板が平衡位置から偏向したという実験である（アツュコフスキー，

パヴレンコ［M.E. Pavlenko］）。もう 1 つは，そのような反応が生じている場所の近傍で

は，印画紙の感光性が失われ，またコンデンサーの容量が増大したという実験であ

る（ロバレフ［Yu.D. Lobarev］）。 

  物質から剥離された，独立した渦状エーテル構造としてのオーラ（第 3 種オーラ）

が存在する可能性もある。そのようなオーラの密度は高くないため，その安定性は

物質の安定性よりも小さいものになる。ただし，その生存時間は 1 年どころではな

い可能性がある。このオーラは金属を除く任意の物体によって吸収されることがで

きる。金属によって吸収されないのは，金属中にはフェルミ面が存在するため，エー

テル流にとってその中に侵入するのが困難であるからである。治療または加害を目

的としてある生き物［＝人間・動物］から別の生き物に対して強制的に移転された第 3

種オーラは，第 4 種オーラとみなすことができる。生き物の間における非接触通信

（テレパシー）は，まさにこれにもとづいて実現されているのである。 
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第 4 章  電気と磁気 

「電気とは，いったい何なのかね？」と教授が質問した。 

「僕，昔は知っていたんだけど，忘れちゃいました」と学生が答えた。 

「何たる不幸であろうか！」と教授が叫んだ。「電気とは何かを知っ

ている人間は，世界中に誰もいない。ある人間は知っていたが，彼は

忘れてしまったのだ！ 君が思い出したのなら，どうか我々に教えて

くれ，我々もそれを知りたいのだ」。 

古いアネクドート 

4.1.電気とは何か？ 

  理論電気工学の応用的成果はきわめて壮大であ

り，しかも電磁理論そのものときわめて有機的に

結合しているため，理論電気工学のすべての命題

の確実性に対する疑念は事実上誰にも生じない。

その理論におけるキルヒホッフ，オーム，アンペー

ル，ファラデーの法則，マクスウェル方程式，ガウ

スの定理，等々といった基礎的部分は，現実による

あらゆる角度からの検証を受けており，それゆえ，

万人の承認を得ている。それらすべての命題はず

っと昔にドグマとしての力を獲得しており，その

ため，それらの不完全性という問題を設定することそれ自体が専門家たちの苛立ちを

引き起こす。電磁気学においてすべてが明らかになっている以上，電気工学において

もすべては明らかになっているのだ，と。 

  それにもかかわらず，電磁理論は矛盾とパラドックスに満ちている。 

  次のような場合について検討しよう（図 4.1）。2 つの同一電荷が互いにある距離の

所に存在している。それらはクーロンの法則 

𝑭 =
1

𝜀0

𝑞1𝑞2𝒓

4𝜋𝑟0
3   

に従って互いに斥力を受けている。 

  さて今度は，それら 2 つの電荷を互いの間の距離を一定に保ちながら一緒に運動さ

せてみよう。するとそれらは電流になり，アンペールの法則 

𝑭 = −
𝜇0𝑖1𝑖2𝒓

4𝜋𝑟0
3 𝒍1𝒍2;      𝑖1 =

𝜕𝑞1

𝜕𝑡
;     𝑖2 =

𝜕𝑞2

𝜕𝑡
  

に従って引力を受ける。 

  しかし，何しろ，電荷間の距離は運動状態においても一定に保たれているのだ。そ

れらが運動状態では互いに引きつけ合い，静止状態では斥け合うのはなぜなのか？ 

  磁場を創出している電流が流れている導体の単位長さ当たりの電磁場エネルギーが，

それとは逆方向の導体を遠ざけると無限大に向かっていくのはなぜなのか？ そのエ

ネルギーは導体全体のエネルギーではなく，単位長さ当たり，例えば 1 m 当たりのエ

ネルギーであり，しかもここでは電流の大きさ自体は何の役割も演じていないのであ

る。 



83    第 4 章  電気と磁気 

 

 

  半導電性媒質中に置かれたヘルツ双極子（すなわち，集中定数を持つ双極子）によ

って放射される電磁波の伝播に関する課題を，いかにして解決するのか？ この課題

の設定は自明であるにもかかわらず，半導電性媒質中におけるヘルツ双極子の放射に

関する課題はこれまで誰によっても解決されておらず，これを一般的な形で解決しよ

うとする試みは必ず不首尾に終わっている。教科書や便覧に書かれている解は，「常識」

にもとづいて 2 つの解をくっつけ合わせてでっち上げられたものであり，厳密解とし

て得られたものではけっしてない。何しろ，この課題を解決すれば，多数の個別的結

果――コンダクタンスが存在しないときの理想媒質中における双極子の放射，双極子

からの距離が無限大のときの半導体中における平面波の減衰，その他一連の結果――

を得ることが可能になるはずなのだ（それらの課題の一部は，互いに無関係な個別的

な形では既に解決されている）。 

  振動する電場中における磁場の発生に関する極限的課題，振動する磁場中における

電場の発生に関する課題，振動する磁場中において単独導体に誘起される電位に関す

る課題，その他多数の課題が未だに解決されていない。 

  電気力学の方法論は首尾一貫性という点で必ずしもすぐれているわけではない。 

  例えば，電気力学の理論的基礎に関する教科書の静力学に関する章に記載されてい

る積分形式で表されたマクスウェルの静力学的公準（オストログラツキー-ガウスの定

理）は，微分形式で表された後，後者の表現形式は物理的本質の点では前者と何も異なら

ないにもかかわらず，今度は動力学の章に載せられている。その結果，表面 S によって囲

まれている空間の内部で電荷 q が移動するときの電位の値 D において，遅れが無視され

ている。 

  「ベクトルポテンシャル」とは何か？ 単一電荷が無限遠から当該空間地点まで移動す

るときの仕事であるスカラーポテンシャルではなく，他ならぬベクトルポテンシャルと

は？ それは何らかの数学的条件を満たすはずであるということを除いて，それはいかな

る物理的意味を持っているのか？ 

クーロンの法則 アンペールの法則 

図 4.1.電荷の電気相互作用： ２つの互いに静止した同一電荷は(a)クーロンの法則に従っ

て互いに斥け合うが，一緒に運動すると，(b)アンペールの法則に従って引き付け合う。それ

はなぜか？ 

(a) (b) 
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  そのような例は多数存在する。それゆえ，現代電磁理論の疑う余地のない成功にも関わ

らず，この理論を完成されたものとみなすことには根拠がない。電気的過程のモデル的理

解の欠如，それらの過程の本質に対する無理解を既存電磁理論の主な欠点とみなさざる

を得ない。そのため，理論をさらに発展させ，改善することが事実上不可能となっている。

そして理論の限界性から多数の応用上の困難が生まれている。 

  そのような困難としては，例えば，既存電磁理論には導体の相互誘導の概念が存在しな

いという点を挙げる必要がある。回路の相互誘導という概念はあるが，導体の相互誘導と

いう概念はない。では，回路を諸部分に切り分けたとき，その回路には何が生じるのか？ 

各部分における起電力はいかなるものになるのか？ 

  ここでは，我々は，J.C.マクスウェルが 1873 年に出版されたその有名な著書『電気と磁

気についての論考』において最終的な形で述べた理論を，今日もなお，既に多年にわたっ

て利用しているという事実を想起することが有益である。しかし，現代の一部の理論家た

ちが空想にふけることを愛しているのとは異なり，マクスウェルはけっして何事も公準

としてでっち上げることをしなかったことを知っている者は少ない。彼が下したすべて

の結論は，粘性と圧縮性を持たない理想的な流体としてのエーテルに関する純粋に力学

的な理解に立脚していた。マクスウェルはその著書において，このことを繰り返し書いて

いる。 

  電磁理論は，事実上，19 世紀前半における力学的理解を利用していたマクスウェルの

レベルの発展段階で停止している。20 世紀に現れた電気工学，電気力学，電波工学に関

する多数の教科書はマクスウェルが述べたことを改良（あるいは改悪？）しているだけ

で，本質的には何も変えていない。 

  今日の電磁理論には何が欠けているか？ 何よりもまず，マクスウェルによって開拓さ

れた電磁気モデルも含め，あらゆるモデルは限界性を持っており，したがって改善される

ことが可能であり，また改善されなければならないという理解が欠けている。 

  マクスウェルは理想流体，すなわち粘性と圧縮性を持たない流体としてのエーテルの

概念を用いていた。しかし，エーテルは気体，しかも粘性と圧縮性を持った気体であるこ

とが判明した。このことは，任意の対象物と過程に関するあらゆる理解と同様，電磁気過

程に関するマクスウェルの理解は部分的なものであり，またあらゆる方程式と同様，彼の

方程式は近似的なものであるということを意味している。それゆえ，電磁気に関するモデ

ル的理解を改善する必要がある。そのとき，電磁気現象とは何かを理解するだけでなく，

それらの現象を記述する方程式を精緻化する可能性が現れる。 

  例えば，渦は出現することも消滅することもなく，移動し，変形するだけである，また

渦の循環と断面積の積はその長さ全体にわたって不変であり続けるという，マクスウェ

ルが利用していた H.ヘルムホルツの理解は必ずしも正しくない。実在気体中においては，

渦は形成され，消滅するのである。このことはマクスウェルによって考慮されていなかっ

た。マクスウェル方程式は空間中における過程を反映していない。なぜなら，マクスウェ

ル方程式の第1 式も第2 式も平面内における過程を検討しているからである。たしかに，

次にその平面は座標軸内で回転され，そのことが空間性の効果を創出しているが，しかし

実際には，それによって事の本質は変化せず，平面は平面であり続ける。もし過程が空間

中において検討されれば，渦軸に沿った渦強度の変化を考察することが必要になるはず

であり，その場合には渦形成と渦崩壊の過程がある程度まで捉えられるはずである。しか

し，マクスウェル方程式にはまさにこれが欠如している。それゆえ，これらの問題が生じ

てくる課題，例えば半導電性媒質中におけるヘルツ双極子に関する課題はマクスウェル

方程式を用いて解決することができない。 

  磁場が導体を横切る瞬間における導体と磁場の直接的相互作用という事実もマクスウ

ェルによって考慮されていなかった。マクスウェル方程式の第 1 式からの直接的帰結で
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あるファラデーの法則は，この意味において記述的・現象論的な法則，遠隔作用の法則で

ある。なぜなら，この法則においては，磁場の変化が回路内部のある場所で生じると，そ

の変化の結果――起電力――は回路の周縁部において発現するからである。また今日で

は，ファラデーの法則に従って行われた計算の結果と直接的測定の結果の間には著しい

食い違いがあることが既に知られている。それらの結果の間の差は 1%や 2%ではなく，

数倍に達しているのだ！ 

  そのような例は多数挙げることができる。このことは，電気工学と電気力学の理論的基

礎に関する問題にとうの昔に立ち戻るべきであったということを意味している。しかし，

今日それを行うためには，電磁気過程に関する物理学的理解，それらの物理的モデル化が

必要とされる。それを行った後に初めて，それらの過程を記述する方程式を構築すること

が可能となる。そしてそれは，エーテルを導入したモデル化にもとづいてのみ行うことが

できる。イギリスの偉大な科学者 J.C.マクスウェルがその探求において指針としていたの

は，まさにこれであった。彼は当時，圧縮性気体の力学に関する不可欠なデータを持って

いなかったにもかかわらず，巨大な理論的研究をなし遂げた。我々はその結果を 100 年

以上にわたって利用し続けているわけである。 

  しかし，過去の偉大な科学者たちの成果の上で眠りこけているのは，もうやめよう。今

や，その理論的探求を継承するべき時が来た！ 

 

4.2.電子と電場 

  電場の定義は『ソビエト大百科事典』で与えられている。そこにはこう書かれている。

「電磁場とは，それを介して荷電粒子間の相互作用が行われる，特別な種類の物質*であ

る」（『ソビエト大百科事典』，第 3 版，第 30 巻）。 

  上に引用した電磁場の公式な定義は，十月革命以前の風刺作家アルカージー・アヴェル

チェンコ［1880~1925 年］がヒエログリフに与えた定義，「ヒエログリフとは，こんなもの

である」を思い起こさせる。その定義は，その定義を書いた者が電磁場とは何かについて

いかなる理解も持っていないこと以外の何事も語っていない。しかし，エーテル動力学の

観点に立てば，電磁場とは何か，電磁場はどんな仕組みになっているかを理解することが

可能になる。 

  当然のことながら，電磁気過程を担っている微視的世界の主要粒子は電子である。エー

テルの運動の唯一の安定的形態はトロイダル運動であるから，電子は陽子と同じ形状を

持っているが，しかし電子中におけるエーテルらせん流の巻き方は，陽子中におけるエー

テル流のらせん符号とは反対のらせん符号を持っているとみなすことができる。自由エ

ーテル中においては渦の圧縮は臨界値まで進むので，自由電子の体積はその質量に比例

しており，陽子の直径が10−15 mのオーダーを持っているとすれば，自由エーテル中にお

ける電子の直径は10−16 mのオーダーを持つことになるとみなすことができる。しかし，

それは自由エーテル中においてのみである。そこではエーテル密度がより大きく，エーテ

ル流の勾配もより大きい物質中においては，電子に加わる圧力はより小さくなり，それに

対応して電子の寸法はより大きく（おそらく，著しく大きく）なり，トロイダル運動と円

周運動の両方の角運動量は不変のまま保存される。すなわち，物質中においても磁気モー

メントと電荷は不変のまま保存されることになり，実際にこのことが生じている。 

  自由渦の場合，トロイダル回転と円周回転の両方の角運動量は保存されなければなら

ず，このことが渦の圧縮の際に両方の回転運動の線速度と角速度の自発的増大をもたら

す。このとき，線速度が圧縮の 1 乗に比例して増大するのに対し，角速度は圧縮の 2 乗

に比例して増大する。 
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  渦の圧縮および回転速度の増大は，渦の密度がある臨界値まで増大するまで続く。

その臨界値は陽子における臨界値と同じ，すなわち，およそ1017~1018 kg/m3であると

仮定しよう。その結果，得られたらせん渦環は，最初の渦よりも著しく小さい大きさ

になる。まさにこれが自由空間中における自由電子となるのである（図 4.2）。 

  電子に円周運動が存在することは， ℏを単位とする 1/2 のスピン――回転運動の角

運動量――が電子において検出されていることによって裏づけられる。電子の主軸は

円周方向の回転の回転軸である。 

  計算が示したところによれば，自由電子の表面上におけるエーテル流の速度はおよそ

1019 m/s，すなわち光速度を 13 桁上回っている。 

  らせん渦トロイドの周りにはトロイダル速度場と円周速度場が生じる（図 4.3）。ト

ロイダル速度場はビオ-サバールの法則によって記述され，粒子の磁場に対応してい

る。円周速度はガウスの公式によって記述され，粒子の電場に対応している。 

  らせん渦トロイドの挙動を荷電粒子の挙動と比較すると，荷電粒子の磁場とはエーテ

ルトロイダル流であり，電場とは円周流であり，電荷とは荷電粒子上におけるエーテルの

表面循環，すなわち荷電粒子の表面上における円周速度とその表面積の積であり，極性と

はトロイダル運動に対する円周運動の配向，すなわちらせん運動の符号であるという結

論を下すことができる（図 4.4）。このとき，磁場に関するビオ-サバールの法則と電場

に関するクーロンの法則は正確に満たされる。 

 

 

(a) 
(b) 

図 4.2.自由電子の構造： (a)金属中における自由電子； (b)自由空間中における自由電子 

図 4.3. トロイダル環状渦の周りにおける速度分布法則の導出に関する参考図： 

 (a)トロイダル運動の場合； (b)円周運動の場合； 1－トロイダル運動が存在しないときの

回転体による円周運動の伝播； 2－トロイダル運動による円周運動の伝播； 𝑣t－トロイダル

運動の速度； 𝑣c－円周運動の速度； 𝜌－トロイドの中心からの距離 

(a) 
(b) 

𝑣t~𝜌−3  𝑣c~𝜌−2  
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  ある粒子によって創出されたエーテル速度場の中に同種の粒子が入り込むと，トロイ

ダル速度場はその粒子のためにトルクを創出し，その粒子は，トロイダル流の流線がその

粒子の中心から出るエーテル細流の方向と一致するように方向転換する。そのとき，円周

速度の流線が，2 番目の粒子が 1 番目の粒子と同じらせん運動の符号を持っている場合

には 2 番目の粒子が 1 番目の粒子から斥けられるように，またはそれらの粒子の符号が

反対の場合には 2 番目の粒子が 1 番目の粒子の方へ引きつけられる（押しやられる）よ

うに，2 番目の粒子の周縁に対して圧力を創出する。発生する力は，それら粒子の表面循

環同士の積に比例し，それらの粒子間の距離の 2 乗に反比例したものとなる。これはク

ーロンの法則と一致している。 

 

4.3.金属結合と金属の電気伝導および熱伝導の物理的本質 

  電気伝導および熱伝導の物理的本質は，ドイツの物理学者 P.ドルーデとオランダの物

理学者 H.A.ローレンツによって開拓された電子理論によって良く説明される。 

  金属中において，原子は電子殻によって互いに結合し，ある分域の範囲内で大分子タイ

プの連続系を形成している。このような結合は金属結合と呼ばれ，タイプの点では共有タ

イプの結合に最も近い。このことが，原子が結合すると，2 つの原子のみからなる分子に

おけるエーテル流の経路長は，結合前の 2 つの原子におけるエーテル流の経路長の和よ

りも小さくなるという結果をもたらす。それゆえ，原子が結合して分子になる際には，ら

せん流になり高密度化されたエーテルの一部は形成された分子から放出される。普通の

共有結合が形成される際には，エーテル流の放出された部分はそれ自体で閉じる。それと

は異なり，金属結合においては，そのエーテル流は，原子と原子の間に出た複数のエーテ

ル流による電子の組織化を促進する（図 4.5）。 

  形成された自由電子はファンデルワールス殻の範囲内の分子間空間中を無秩序に移動

し始め，分子の電子殻と衝突し，それらとの間でエネルギーを交換する。電子のこの運動

は，任意の気体渦環，例えば煙環の場合と同様，電子の表面上におけるそのトロイダル運

動のエネルギーを利用して行われる。電子の主要部分は金属分子間において無秩序な熱

運動を行うが，その一部は金属表面に出て，互いに対して反平行にチェス盤状に並び，い

わゆる「フェルミ面」を形成する（図 4.6）。 

  

(a) 

(b) 

(c) 

図 4.4.トロイダルらせん渦の遠隔（電磁）相互作用： (a)それらの渦が共通の平面内に

存在する場合； (b)それらの渦が同軸の位置にある場合； (c)一般的な場合 
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  電子は金属内部においては連続的な熱運動状態にあるため，分子と衝突し，正面衝突の

法則に従って跳ね飛ばされ，衝突するごとに空間中におけるその配向を変える。それゆ

え，金属中のすべての電子は連続的な運動状態にあり，平均的に無秩序に配向している。

まさにこのことが，電圧源に接続されていない金属試料の周りに磁場が存在しない理由

を説明している。 

  電子理論によれば，金属導体中の自由電子は電子ガスを形成している。電子は導体の原

子間空間中を無秩序に運動しながら原子や分子の表面と衝突し，それらとの間で運動量

を交換し，このことによって導体全体に共通する温度を維持している。まさに電子ガスの

存在と易動性こそが金属導体の高い熱伝導率と電気伝導率をもたらしているのである。 

  電子理論によれば，自由電子は物体の分子の間を無秩序に運動しながら，それらとの間

で運動量を連続的に交換することにより，金属中の温度の平衡を高速度で促進する。この

ことが金属を非金属と区別している（高い熱伝導率）。温度 20℃（293.3 K）のとき，電

子の熱運動の平均速度は115.45 km/sである。電子の自由行程は数 m のオーダーの大き

さを持っているはずであるのに対し，分子の中心間距離は10−10 mのオーダーの大きさで

ある。このことは，金属中の電子は互いの間ではまったく相互作用しておらず，各電子は，

その近傍に存在している分子の表面と連続的に衝突し，分子の間を移動しているという

ことを意味している。 

 

4.4.電圧および磁場とは何か？ 

  帯電した金属球中においては，電子は互いに斥け合いながら，金属球の表面上に同じ方

向を向いて位置を占めるようになる。なぜなら，距離の 3 乗に比例して減衰するエーテ

ルトロイダル流は事実上電子に影響を及ぼさず，金属球の表面上における電子の配向は

円周運動の勾配によって決定されるからである。 

  金属球の表面上に存在する各電子は球の中心から自由空間に向かってエーテル流を吹

き出し，陽子中において生じるのと同様に，自分の周縁部に沿ってエーテル流を引っ張り

図 4.5.原子中における金属結合と金属中における自由電子の形成 

(a) 

(b) 

(c) 

図 4.6. 「フェルミ面」の構造 
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寄せる。しかし，近隣に多数の電子が存在するときには，エーテル流は変形し，断面積に

従って変化するらせん因子を持った管（ファラデー管）を形成する。それらの管は自分の

断面積に従って変化するらせん因子（直径に対するピッチの比）を持っており，それゆえ

互いに合流し合うことができず，図 4.7 に示されているように，互いに隣接し合ってい

る。 

図 4.7.電場管中における電子 

 

  周知のように，電圧とは，単位電荷を無限遠から電場の当該地点まで移動させるために

しなければならない仕事である。気体状エーテル中においては，それは，電場が帯電体に

加える圧力を克服するためにしなければならない仕事である。 

  電場管中においてエーテルが電子に加える圧力は，2 つの成分――電場管中においてエ

ーテルの並進運動として表されるトロイダル成分と，電場管全体の軸周りの回転におい

て表される円周成分――からなっている。トロイダル成分は，電子にトルクを加え，その

トルクが電子を任意の姿勢から，電子の主軸が電場管の軸と一致するようになる方向へ

方向転換させる（図 4.8）。円周成分は，電子の電場源に近い方の側におけるより大きい

エーテルの圧力と，電子のその反対側におけるより小さいエーテルの圧力の間の差を形

成する。この圧力差こそが，電子に電場源から遠ざかる方向への加速度を与える。これが

電圧に他ならない。そして電場管の長さ方向全体にわたるすべての電圧の和，すなわち，

電場管の長さ方向全体にわたるエーテルの圧力を克服するためにしなければならない仕

事こそが，電位差なのである。 

(a) (b) 

図 4.8.電子の一斉方向転換と導体の周りにおける磁場の形成： (a)導体の軸に対して

平行な電子スピンのベクトルの配向； (b)導体外部におけるらせん流の和 
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  ジュールで表された仕事の次元が，やはりジュールで表された電場管の両端における

圧力差の次元と一致していることが注意を引く。 

 

4.5.電流および磁場とは何か？ 

  導体中に電場が存在しないときには，金属のすべての電子は無秩序運動の状態にあり，

分子の壁と衝突するごとに空間中におけるその配向を変化させている。それゆえ，空間中

において電子によって創出されるエーテル流は平均化される。しかし，導体中に電場が現

れると，すべての電子は共通の配向角を持ち始め，ある共通の一方向の運動速度を持ち始

める。横断面積1 mm2の銅導体中において，1 A の電流中における電子の全質量の移動速

度は6.25 ∙ 10−6 m/sとなる。 

  そのような小さい速度が，その中におけるエーテル流の速度が毎秒数百 km にも達して

いる磁場を導体の周りに創出させることが，いったいどうすれば可能なのだろうか？ ま

ったく不可能である。すなわち，磁気導体の出現の原因は電子の移動ではなく，何か別の

ことにあるのである。その別のこととは，同じ電場の作用下における電子の一斉方向転換

である。導体の表面上において磁場が形成されるためには，1 秒角のほんの何分の 1 か

の，まったく微々たる角度の電子の一斉方向転換が生じれば十分である。その磁場の強度

はアンペールの法則に従って計算された強度と等しいものとなる。そしてその先，導体の

表面上に出たエーテル流はまとまってトロイダル渦となり，それらのトロイダル渦が互

いに密接に接し合い，共同して磁力線と磁場全体を形成する（図 4.9）。 

図 4.9.磁力線の構造 

 

  空間中を移動するとき，いかなる追加的な磁場も検出されないという事実（このことは

特別に行われた実験によって裏づけられた）から出発し，また磁針は通電導体に対して垂

直に止まることを示したエルステッドの実験も考慮すると，何らかの管が事実上唯一可

能な磁力線の構造として描き出されてくる。その管においては，その表面に沿ってエーテ

ルがある方向に流れており，管の内部ではエーテルはそれとは反対の方向に流れており，

管自体が回転している。それゆえ，管の表面に沿ったエーテル流は，管軸に対して 45°の

角度を持ったらせんに沿って流れている。このとき，磁力線の形成はそれ自体がらせんト

ロイドである電子によって行われているのだから，磁力線の最もあり得る構造はらせん

トロイドの組み合わせである。エーテルらせん流の相互作用は図 4.11 に示されている。 

  このように，磁場の力線と電場の力線の構造は多くの点で同一であるが，しかし両者に

は違いもある。電場がらせん運動の源を管の端面に持っているのに対し，磁場はその源を

管全体の表面に持っている。それゆえ，磁気管はらせんトロイドの組み合わせの形に構造

化されることができるが，電気管はそれができない。ただし，ここに述べたすべてのこと
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はさらなる精緻化を必要としている。 

 

4.6.電場中および磁場中における電子 

  圧力とは分子速度の 2 乗に比例するポテンシャルエネルギーであるから，電子の要

素に作用する力もまた，自由媒質中における円周運動の伝播速度――光速度𝑐――に

対する電子の相対運動速度𝑣𝑞の 2 乗に比例する大きさだけ，すなわち(𝑣𝑞/𝑐)2だけ減少

することになる。したがって 

𝐸 = 𝐸0[1 − (𝑣𝑞/𝑐)2]  

である。それゆえ，粒子の運動速度が光速度と等しいときには，すなわち𝑣𝑞 = 𝑐のとき

には，𝐸0の大きさがどのように変化したとしても，𝐸 = 0となる。 

  今最後に述べたことは，粒子の速度が光速度に近づくにつれて，粒子に作用する力

は減少するということを意味している。このことは，非同期機において，回転子に対

する回転磁場の滑りが減少するにつれて，回転子によって増加されるモーメントが減

少することと類似している。任意の最大強度の電場をもってしても荷電粒子を光速度

まで加速することはできないという事実は，光速度の限界は原理的に克服することが

できないなどということによってではなく，この非同期効果によってこそ原理的に説

明することが可能なのである。 

  電子が群となって共通の電子ビーム中を飛行するときには，それらの電子は空間中に

おいて互いに共通の配向を持ち，エーテル流は隣の電子との間で反平行の方向を向いて

いる。それゆえ，電子間空間中におけるエーテルの圧力が低下し，エーテルの外部圧力が

電子を互いに押し合わせる。電子線が自己集束する事実はこれによって説明される。そし

てそれに沿って同方向の電流が流れている複数の導線は互いに近づき合おうとする。 

  磁場中における電子の挙動について検討しよう。磁場それ自体は電子の配向に対し

ていかなる影響も及ぼすことができない。これは，磁場から電子に作用するすべての

力が互いに均衡しているからであり，しかもそれは，磁場自体がいかなる構造を持っ

ているか，また磁場中においてエーテルの運動の円周成分と並進成分のいずれが卓越

しているかとは無関係であるからである。 

  しかし実際には（図 4.10），領域 1 においては，隣り合う気体流の方向が同一――図

の平面に対して垂直な方向――であるため，図の平面内のエーテル流によって渦同士

の引き付け合いが，しかし気体の回転によって渦同士の斥け合いが生じている。領域

2 においてはすべてが逆であり，図の平面内のエーテル流の回転によって渦同士の斥

け合いが，また図の平面に対して垂直な平面内の気体の運動方向が反対であることに

よって渦同士の引き付け合いが生じている。このとき，エーテルの並進運動によって

引き起こされた諸力の成分は互いの間で均衡している。それと同様に，エーテルの回

転運動によって引き起こされた諸力の成分も互いの間で均衡している。 

  外部の電場によって電子に対して速度𝑣の並進運動が与えられた場合には，状況は

著しく変化する。この場合には，電場中におけるエーテル流の速度𝑣fに対し，電子の

並進運動の速度が渦環の表面に沿って付加され，磁場の力線から電子に加わる圧力の

間に差が生じる。これは磁場中を運動する電子に関するローレンツの法則と一致して

いる。このとき，図 4.11 から見て取れるように，その力の方向は電子の運動方向に対

して垂直である。 
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4.7.いくつかの電磁気現象に関する研究 

4.7.1.回路の相互誘導に関する研究 

  ファラデーの法則によれば，回路中の振動場は回路の周縁部において，場の変動速度と

回路の面積に比例する起電力を創出する。 

𝑒2𝑀 = −
𝑆 𝑑𝐵

2𝜋 𝑑𝑡
=

𝜇0𝑆 𝑑𝐻

𝑑𝑡
  

ここで𝑆は回路の面積； 𝐵は磁束密度である。 

  回路の面積を横切って通る振動する磁場は，鉄心に巻かれた導線を通じて通される

交流電流によって創出することができるとみなされている（図 4.12(a)）。実際には，

そもそも自然界にはそのような過程は存在せず，そのような過程を創出することはけ

っしてできない。過程は別の仕方で進行する（図 4.12(b)）。すなわち，磁力線が導体

の外に出て，空間中を伝播しながら回路の導体を横切り，導体中において起電力を誘

起するのである。 

  この命題を検証するため，1 番目の回路と 2 番目の回路の導体間の距離が変化する，同

一平面内に横たわる導線回路を用いた実験が行われた（図 4.13）。 

  その測定結果を図 4.14 に示す。ここには，回路の導体間の距離が変化したときに 2 次

回路上において誘起された起電力の依存関係の 2 つの曲線，すなわち𝑓1：ファラデーの

法則にしたがって計算された理論曲線（図 4.14(a)）と，𝑓2：磁場が 2 次回路の導体を

直接横切るという理解にもとづいて計算された曲線（図 4.14(b)）が示されている。実

験データは十字記号で示されている。ここから読み取れるように，測定結果は 2 番目

1 2 

図 4.10.磁場中の静止電子に作用する圧力の均衡 

図 4.11.電子が磁場中を運動するときの転向力の出現 
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の曲線上にあり，1 番目と 2 番目の曲線の間の起電力値の比は比ℎ/𝑑 = 10のとき 4 と

なっている。また，曲線𝑓2が飽和曲線である事実も注意を引く。このことは，相互誘

導が回路の相互誘導ではなく，導体の相互誘導ではないかという問いを設定すること

を可能にする。現代電気工学の理論的基礎には導体の相互誘導という概念は存在しな

いが，しかし一連の技術的応用課題においては，この概念がきわめて必要となってい

る。 

 

4.7.2.アンペールの法則に関する研究 

  アンペールの法則から導き出されるように，通電直線導体の周りの磁場強度の減少

(a) (b) 

図 4.12.回路中における起電力の誘起： (a)マクスウェルとファラデーによる説明； 

(b)実際 

(a) (b) 

図 4.13.回路の相互誘導に関する実験のスキーム 

図 4.14. 平面回路における誘導起電力の測定結果： (a)依存関係𝑓1(ℎ/𝑑)（ファラデー

の法則にしたがって計算された理論曲線）と(b)依存関係𝑓2(ℎ/𝑑)（磁場が 2 次回路の導体を直

接横切るという理解にもとづいて計算された曲線）。十字記号は実験で得られた起電力の値

を示している。 

(a) 

(b) 
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は双曲線関数に従って生じなければならず，したがって強度同士の比は次式に合致し

ていなければならない。 

𝐻1/𝐻2 = 𝑅2/𝑅1  

ここで，𝑅2と𝑅1は，それぞれ，導体の中心から各磁場強度の測定地点までの距離であ

る。しかし，エーテルは圧縮性を持っており，したがって磁場の場合，この事情が著

しい影響を及ぼす。上に挙げた相関関係は，エーテルの圧縮を無視することのできる，

小さい磁場強度の値に対してのみ妥当する。それらの強度が増大するにつれて，この

法則からの逸脱が観測されるはずである。この事情が実験的研究のテーマとなった。

行われた実験的研究はこの予想を裏づけた。 

  もし磁場が圧縮性を持っているとすれば，上に挙げた依存関係は乱され，しかも，

電場強度または導体中を流れる電流が大きいほど，より大きく乱されるはずである。

このことは，圧縮性流体とのアナロジーにもとづいて次のように説明することができ

る。回転羽根から流出しつつある流体（図 4.15(a)）は，回転羽根からある程度離れた

地点に存在している流体よりも大きな圧力の下にある。このことは，流体は回転羽根

から遠ざかるにつれて膨張し，そのエネルギーを運動に加えるということ，すなわち，

中心から離れた地点における圧縮性流体の速度は，非圧縮性流体の速度がその地点に

おいて持つであろう値よりも大きくなるということを意味している。 

  原理的には，この現象は前節における実験において検出され，図 14 の曲線𝑓2の座標

原点の近傍において反映されていた。 

  様々な電流値における導体中心までの相対的距離に対する𝐻/𝐻0比の依存性に関す

る実験値を図 4.15(b)に示す。 

  測定結果から見て取れるように，一次導体中の電流が増大するにつれて，アンペー

ルの法則によって決定された値からの磁場強度の逸脱はより大きくなっている。導体

からの距離が増大するにつれて，すなわち，磁場強度の絶対値が減少するにつれて，

磁場強度の減少の依存関係は，アンペールの法則によって決定された双曲線関数に近

づき，その度合は，その強度がより小さいほど，より大きくなっている。このとき，

(a) 

(b) 

図 4.15.アンペールの法則に関する実験的研究： (a)力学的アナロジー： 回転羽根に

よって運動に引き入れられる圧縮性流体の流速の変化； (b)導体軸からの距離に依存する

磁場強度の変化； 1：磁場の循環が一定不変という条件にもとづいて計算された理論曲線； 

2：電流𝐼 = 1 Aのときの実験結果； 3：電流𝐼 = 10 Aのときの実験結果。測定は周波数 50 

Hz，400 Hz および 1000 Hz で行われた。 
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端効果の役割が増大しているはずであると思われるかもしれないが，実際には，端効

果は打ち消されていることが判明した。 

 

4.7.3.変圧器の動作に関する研究 

  周知のように，変圧器とは，交流の起電力と電流の大きさを変換するための静止形

装置である。変圧器は電気的に接続されていない，互いに静止したいくつかの巻線か

らなっている。それらの巻線は電磁誘導によって互いに結合している。巻線のうちの

1 つは 1 次巻線であり，外部の起電力源に接続されている。それ以外の巻線は 2 次巻

線であり，そこにおける起電力は，1 次巻線の電流によって創出される磁場の力線が

2 次巻線と交差する結果発生する。大きさが変換された電圧は 2 次巻線から電力消費

機器に送られる。 

  鉄心変圧器は，空心変圧器より外形寸法が著しく小さい場合でも，巻線間の結合係

数が著しく増大する結果，それよりはるかに大きな電力を変換することを可能にする。 

  ここでは，鉄心が非飽和状態にあるときの変圧比𝑘は，1 次巻線の巻数𝑤2に対する 2

次巻線の巻数𝑤1の比として定義される（一部の便覧では，𝑘はこれとは逆の量として

定義されている）。すなわち， 

𝑘 = 𝑤1/𝑤2 = 𝑈1/𝑈2  

ここで，𝑈1と𝑈2は，それぞれ，変圧器の 2 次巻線に負荷が存在しないとき（無負荷状

態）の 1 次巻線と 2 次巻線における電圧である。 

  変圧器の動作原理を分析すると，一連の疑問が生じてくる。 

  1. エネルギーは磁場によって 1次巻線から 2次巻線へいかにして伝えられるのか？ 

  2. 鉄心は 1 次巻線と 2 次巻線の間の結合係数を増大させる上でいかなる役割を演

じているのか？ 

  3. 2 次巻線中の電流が 1 次巻線中の電流の大きさに及ぼす影響のメカニズムはいか

なるものか？ 

  変圧器が鉄心を持っていない場合には，磁場は空間中において非緊張状態で分布し

ている。この過程については，導体と回路の相互作用との関連で既に述べた。しかし，

変圧器中に鉄心が存在する場合には，描像は本質的に変化する。変圧器の 2 次巻線が

開路していて，その中に電流が存在しなければ，変圧器は既に検討した普通のチョー

クコイル，鉄心を持つインダクタンスである。磁場は鉄心内部の空間中に閉じ込めら

れており，それゆえ，1 次導体中の電流が増大するにつれて，あたかも圧縮されてい

るばねのように緊張する。磁場のその圧縮が 1 次導体中の電子の方向転換を妨害し，

そこにおける電流は鉄心が存在しない場合より小さいものになる。すると，次の相互

作用の連鎖が形成される。すなわち，回路の起電力が 1 次巻線中に電場強度を創出し，

その作用の下で 1 次回路の電子は空間中で配向し，電子の周囲に環状エーテル流を創

出する。それらの流れは鉄心中に浸透し，分域を方向転換させ，これによって分域と

鉄心のそれ以外の物質との結合が緊張する。鉄心の断面積が大きければ大きいほど，

より多くの分域を方向転換させる必要がある。その応力は場を通じて 1 次巻線の電子

に伝達されるため，電子の方向転換角度は，鉄心が存在しない場合より小さいものに

なる。 

  鉄心の存在は鉄心の範囲外への磁場の伝播を妨害する。その結果，磁場の圧力エネ

ルギーは 2 次巻線によってより完全に利用され，2 次巻線中において，より小さい負

荷抵抗のときに起電力の同一の値を維持するための可能性が創出される。 
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  ここで，これに最も近い力学的アナロジーとなっているのは，ガスが充填された管

である。ガスにはピストンによって圧力が加えられている。管の内部には，仕事をす

る能力を持っているタービンが存在する。タービンが静止している間，ガスの圧力は

高く，均衡しており，ピストンは静止しており，仕事をしない。しかし，タービンが

回転し始め，仕事をすると，ガスはタービンの羽根を通過して管の出口に向かって進

み，流出し始める。容器内にはピストンから出口の穴までの圧力勾配が形成され，あ

る一定のガス流出速度も形成される。ピストンは移動しながら仕事をしている（図

4.16）。 

  管壁が十分な弾性を持っていない場合には，圧力が上昇すると，ガスが管壁を押し

広げ，タービンに対して平行なガスの流出路が形成され，タービンの効率は低下する。

このアナロジーにおいて管壁の役割を演じているのは鉄心である。鉄心が飽和すると，

鉄心は磁場を遮蔽することをやめ，磁場の弾性が低下し，そのため，2 次巻線に入る

エネルギーの比率が減少する。これらすべてのことは，それと等価な変圧器の既知の

スキームと良く一致している。 

  開路している 2 次巻線の存在は，状況をまったく変えない。ただし，2 次巻線が負

荷に接続されている場合には，1 次巻線によって創出されたエーテル流のエネルギー

の一部は 2 次巻線の電子に伝達され，エーテル流の速度が低下し，速度勾配が増大す

る。それに対応して，2 次巻線中の電流の増大に比例して磁場強度の勾配が増大する。 

図 4.6. 2 次巻線における負荷が変化したときの変圧器中の磁場強度勾配の変化： 

(a)実験における巻線の配置図； (b)実験の電気回路図； (c) 2 次巻線における負荷が変化し

たときの測定用巻線における起電力の変化； (d)ガス導管中におけるエネルギー伝達の等

価な力学的スキーム； I－低圧力時の弾性管壁の位置； II－高圧力時の弾性管壁の位置； 

(e)ガス導管中における圧力のダイヤグラム； (f) ガス導管中における速度のダイヤグラム 

［図中の𝑊mesおよび𝑈mesの添え字 mes は測定用巻線］ 

𝑈mes 

𝑊mes 

𝑊mes 

(a) 

 

(b) 

 

(c) 

 

(d) 

 

(e) 

 

(f) 
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  この事実の検証はかなり簡単に行うことができる。必要とされることは，変圧器の

1 次巻線と 2 次巻線を鉄心の両端部に配置し，その中間に，対向方向に接続された同

じ 2 つの巻線から構成されている，第 3 の巻線を設置することである。第 3 の巻線に

は起電力が出現する。2 次巻線中の負荷抵抗が減少して電流が増大すると，第 3 の巻

線の起電力は増大する。この起電力は，2 次巻線中の電流が変化すると，磁場の勾配

が変化することを物語っている。行われた実験はこのことを完全に裏づけた。しかし

このことは，既存の変圧器理論からはけっして導き出されない。 

  変圧器に関する普通の計算公式においては，変圧器の鉄心上における巻線の配置の

仕方に対する起電力の依存性は想定されていない。なぜなら，普通の変圧器において

は，1 次巻線と 2 次巻線は互いに対して介在物なしに配置されているからである。と

ころが，この場合にも計算値との若干の不一致が見られる。しかし，その不一致はい

わゆる浮遊磁場によって説明されている。部分的にはそれはそのとおりであるが，し

かしそれにもかかわらず，計算値との不一致は 1 次巻線と 2 次巻線の配置の違いによ

って説明されなければならない。 

  既に示したように，導体の相互誘導係数は導体間の距離に対して直接的に依存して

いる。それゆえ，変圧器上で導体が互いに遠ざかるにつれて，それらの相互誘導係数

も低下しなければならない。 

この事実を検証するため，次の実験が行われた（図 4.17）。外径 98 mm，内径 60 mm，

厚さ 15 mm のフェライトリング上に，各 10 回巻の 2 つの巻線を配置した。そのうち

の一方はリングに沿って移動することができた（図 4.17(a)）。1 次巻線への給電は音

響発生器から行い，無負荷状態の 2 次巻線において起電力を測定した。測定は 20 kHz

と 200 kHz で行った。測定結果を表 4.1，それをグラフ化したものを図 4.17(b)に示す。 

表 4.1. 

周波数 

2 次巻線にお

ける電圧， 

変圧比 

鉄心上における 2 つの巻線の開き角度，度 

（巻線の中心間の距離，mm） 

0° 

(0) 

45° 

(30.6) 

90° 

(55.9) 

180° 

(79) 

20 kHz 
𝑈2，mV 149 141 136 134 

𝑘tr 1 0.949 0.913 0.899 

200 kHz 
𝑈2，mV 1534 1459 1401 1364 

𝑘tr 1 0.951 0.913 0.899 

𝑘tr 

mm 

(a) (b) 

図 4.17. コイルの相互配置に対する変圧比相対値の依存性： (a)実験実施時の環状鉄

心上におけるコイルの配置スキーム； (b)コイル間の距離が変化したときの変圧比の変化 
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  示度の若干のばらつきは，実験時における巻線の配置の固定の不正確性に起因する

ものとみなすことができる。しかし，最終結果――共通の鉄心上で巻線同士が離れて

行くことによる変圧比の 10%以上の減少――をその原因に帰することはけっしてで

きない。また，この最終結果を，浮遊磁場効果に起因するものとする従来の説明によ

って説明することはできない。 

  このように，変圧器の変圧比は鉄心上における 1 次巻線と 2 次巻線の相互配置に依

存している。 

 

4.7.4.電流の圧縮性に関する研究 

  微分形式のオームの法則は電流密度𝜹が電場強度𝑬に比例することを想定している。 

𝜹 = 𝜎𝑬  

ここで𝜎は導体の比電気伝導率である。 

電場強度は波として伝播するのだから，このことは導体中の電流も波として伝播し

なければならないことを意味している。しかし，導体中の電流は電場強度に比例する

のだから，電流の伝播も波動性を持っていなければならない。そしてこの場合，その

伝播は音波のタイプの縦方向性を持っているのだから，電流は圧縮性を持っている。

このことを検証する必要がある。 

  この命題を検証するため，図 4.18 のスキームによる実験を行った。 

図 4.18.電流の圧縮性の事実の決定に関する実験： (a)導体からの分岐のスキーム； (b)

分岐上に発生するパルス 

 

  接触器を閉路したとき，接触器の隣の導線区間の長さ上において，最大の電流密度

が発生するはずであり，その結果，短い電圧パルスが生じるはずであることが予想さ

れた。そのパルスは振幅が減少してゆき，接触器から離れるにつれて時間幅が広がっ

てゆくはずである。 

  長さがそれぞれ数 m の 2 本の導線を直流電圧源（普通の電池）に接続した。各導線

からの分岐を 1 m おきに設置した。2 本の導線を接触器によって周期的に閉路した。

分岐は高周波電子オシログラフに接続されていた。実験の趣旨は，開路されている両

端上に完全な電位差が存在している電気回路を閉路したとき，電流が導線をどのよう

に流れるかを決定することにあった。 

  実験を行った結果，接触器を閉路したとき，予想されたとおり，閉路器に最も近い

分岐においては，その振幅が電圧源の全電圧にほぼ相当する鋭いパルスが発生し，そ

(a) (b) 
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れに続く分岐においては，そのパルスは振幅がより小さい，しかし時間幅がより大き

いものになり，それ以降の分岐においては，振幅がさらに小さく，時間幅がさらに大

きいものになってゆくことが明らかになった。このことは，導線中の電流は圧縮性を

持っていること，またその伝播は波動性を持っていることを証明している。 

  このように，電流の圧縮性という事実が裏づけられた。 

 

4.7.5.淡水中および海水中における浮遊交流電流の伝播に関する研究 

  浮遊電流の準静電場とみなされるのは，電磁波の波長が，電磁波を受ける物体から

波源までの距離と同等であるか，またはそれを超えている場合である。エーテル動力

学の観点から見ると，それは，その中で電磁波が波源から供給され続けている領域で

ある。それゆえ，距離の増大に伴う振幅の減衰は幾何学的条件にのみ依存しており，

媒質の性質や電流の周波数にはあまり依存していない。このとき，波長は波源からの

距離と同等であるとはまったく限らない。 

  放射電力の主要部分が近隣領域のために消費されることは明らかである。半導電性

および完全導電性の媒質中においては，絶縁材料製の板を電極間に置き，それによっ

て電流自体を遠方領域に再分布させ（図 4.19），浮遊電流の伝播距離を著しく増大さ

せることにより，近隣領域を人工的に除去することができる。 

 

図 4.19.集中定数双極子による電流の準静電放射： 双極子の電極間に，(a)絶縁用仕切り

板なし； (b)絶縁用仕切り板あり。後者の場合，電流は遠方領域に再分布する。 

 

  この場合には，事実上，あたかも電極間の距離の増大が生じているかのようになり，

このことが遠く離れた所における電流密度の増大を促進する。それと同時に，相対的

に短いケーブルを通じて電極に対して作動する発振器にとっては，最適な条件が創出

される。それゆえ，海洋条件下において電波放射用陸上局を設置する際には，可能な

限り大きな海岸線の長さを持つ半島の可能な限りより狭い地峡上の敷地が最良の種類

の立地となる。 

  放射出力の損失の最小化という観点からは，放射電極の近傍における出力の損失に

も注意を払う必要がある。 

  近接領域におけるエネルギー損失は電極の面積に直接的に依存していることを覚え

ておくべきである。なぜなら，普通のオームの法則から導き出されるように，電極近

傍の媒質層の抵抗，したがってまた電極の周辺で放出される熱出力は電極の面積に比

電流発生器 

電流発生器 

絶縁体 
絶縁体 

電極 

電極 

(a) (b) 
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例しているからである（図 4.20）。それゆえ，近隣領域におけるエネルギー損失を減少

させるためには，電極の面積を可能な限り最大限まで増大させることが適切である。 

  それに加えて，典型的な半導電性媒質である海水の場合，電気伝導率は1~10 Ω−1 ∙

m−1の範囲内にあることを想起することが適切である。このことが意味しているのは，

800 mHz 未満のあらゆる周波数において卓越した成分となるのは無効分ではなく，有

効分であるということ，すなわち，800 mHz 未満のあらゆる周波数において，この媒

質は事実上いかなる無効分（容量分）も持たない，普通の抵抗性導体であるというこ

とである。 

  最後に，水の深部に進んで行く信号の減衰は指数関数的に生じることを忘れてはな

らない。このことは筆者によって検証された。これは，マクスウェル方程式に従った

電磁波伝播法則と完全に一致している。すなわち 

𝐻 = 𝐻0𝑒−√𝜇𝜎𝜔/2ℎ  

ここで𝐻は媒質中における磁場強度； 𝐻0は媒質の表面上における磁場強度； 𝜇は透磁

率； 𝜎は媒質の電気伝導率； 𝜔= 2𝜋𝑓，ここで𝑓は電磁波の周波数； ℎは媒質の表面か

ら媒質内部の磁場強度測定地点までの距離である。 

  それゆえ，数百 Hz のオーダーの音の帯域の相対的に低い周波数を利用すれば，信

号の大きな浸透深度を期待することができる。 

  黒海の海水の表層で行われたこの命題の実験的検証は，この命題の正しさを完全に

裏づけた。放出される電流が 1 mHz のとき，信号は，海水の表面上において最大の値

を持ち，水深 1 m においてやや変化し，水深 2 m において著しく弱まり，水深 3 m に

おいて事実上完全に存在しなくなった。 

  淡水中における浮遊電流の創出と伝播に関する検証実験は，モスクワ州のクラトヴ

ォ湖およびメドヴェージ湖で遂次行われた（1964~1965 年）。その後，実験場所はモ

スクワ川に移され，そこに実験基地が設営された。基地は 1965 年から 1968 年まで約

3 年間存続した。 

  最初の 2 つの実験では，蓄電池から給電され，電圧 36 V，400 Hz の電流を出力する

電気機械式の変換器が用いられた。受信は低周波受信器によって行われ，ステンレス

鋼製の平面電極が受信アンテナとして用いられた。インジケーターとしては普通のヘ

ッドホンが用いられた。受信は湖面全体を移動するボート上で行われた。結果は肯定

𝑈f 

図 4.20.半導電性媒質中に電流が放射されるときの電極の表面積に対する電極近

傍における電圧低下の依存性： このグラフは球形電極の近傍における電圧損失に対応

している。 
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的なものであった。可聴性は明瞭で，電極の一方を水中から引き上げると音は止まっ

た。 

  1965 年のモスクワ川への実験場所の移動に伴い，マイクロフォンからの音声を変

調する出力信号 3 mHz の発生器が用いられるようになった。電極としては，約 10 m

の距離をおいて川底に打ち込まれたジュラルミン管が用いられた。信号の受信はボー

ト上で行われた。ボートはモスクワ川沿いに最大 15 km 離れた所まで移動した。信号

の受信状態は明瞭で，オペレーターの声を容易に識別することができた。しかし，モ

スクワ川の中に崩落した古い橋の橋げたの近傍においては，橋げたから数十 m の地点

で信号は減衰した。電極の一方を水中から引き上げると受信は止まった。 

  装置の性能の検証を目的とする黒海沿岸への遠征が数回行われた。当時存在してい

た普通の装置は，設定された目的には適していないことが判明した。 

  1970 年，専用装置――発生器と受信器を収納するための布基材積層板製気密コン

テナー，1~4 Ω の低抵抗負荷に対して動作する能力を持つ周波数 1 mHz，出力 400 W

の電流発生器（開発者：電気力学研究所（キエフ市）），長さ数十 m の専用ケーブル，

ステンレス製電極その他の要素――が創出された。実験場所はクリミアのカメレオン

岬に移された。 

  電流発生器は給電用の蓄電池とともに岬の付け根のそばのトンネル内に設置された。

ケーブルは発生器に接続され，電極（面積 1 m2のステンレス鋼板）とともに岬の様々

な側（がわ）に降ろされ，海底に敷設された。 

  発生器からの信号の受信はボート上で，受信側電極を水中に降ろす方法で行われた。

残念ながら，実験は肯定的結果を与えたものの，それでもやはりより定性的な性格を

持っていた。しかし，それらの結果は装置，主として放射装置のさらなる改善のため

に利用された。 

  まさにこれらの研究の結果において，発生器から電極へのケーブルを通じたエネル

ギー出力を確保するためには，縦共振を適用する必要があることが明らかになった。 

  電流発生器の設置場所を選択する際の本質的重要性を持つ判断基準の一つは，地峡

の幅に対する海岸線の長さの比である。世界には，この判断基準の点で最適な場所が

2 か所存在する。それはトルコ北岸のスィノプ半島と，北米と南米の間のパナマ運河

である。 

 

クリミアのカメレオン岬：トンネルは岬の鞍部近傍の海面から高さ 5 m の所にある。 
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  スィノプ半島の北東部には幅約 200 m の狭い地峡と長さ約 11 km の海岸線を持つ

岬が存在する。この岬は，低周波浮遊電流の利用に理想的に適している。なぜなら，

放射の近隣領域全体が岬によって切り取られているからである。地峡の幅に対する海

岸線の長さの比は約 55 である。 

  パナマ運河の最も狭い部分における長さは 81.6 km（そのうち陸上部が 65.2 km，海

底部が 16.4 km）である北米大陸と南米大陸のそれぞれの海岸線の長さは 15000 km で

あり，その等価長さは 7500 km である。地峡の幅に対する海岸線の長さの比は約 100

である。これは，すべての大洋に沿って低周波浮遊電流を伝播させるための理想的な

構造である。 

 

  

スィノプ半島：その北東部には狭い地峡を持つ岬が存在する。 

パナマ運河：北米大陸と南米大陸の間に位置する。 
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4.7.6.海水中における縦方向電波の伝播に関する研究 

  周知のように，マクスウェルによれば，自然界には，そこにおける電磁波の伝播の

方向ベクトルと電場強度および磁場強度のベクトルとが互いに垂直であるような電磁

波のみが存在することができる。電磁波の縦方向伝播という場合はマクスウェル方程

式によって想定されていない。それにもかかわらず，マクスウェル方程式の第 3 式の

静力学的形式から動力学的形式への変換は，縦方向電波，すなわち双極子の軸を横切

ってではなく，その軸に沿って伝播する電波が存在する可能性があることを示した。

それとともに，そのような電波は，海水中において，実際には相対的に薄い表層中に

おいてではあるが，著しく大きな距離を伝播することが可能であることが判明した。 

  特に関心を引くのは，𝑑 = 𝜆/2（ここで𝜆は媒質中における電場の波長）のときにお

ける双極子による放射の場合である。この場合には，遠い方の電極から出た波が近い

方の電極に到達する時点までの間に，近い方の電極上の電圧は極性を反対の極性に変

え，したがってそれ以後に伝播するのは電場強度の差ではなく，それらの和 

𝜹e = 𝜹e1 + 𝜹e2  

となる。 

  𝑑 = 𝜆/2のとき，電力の主要部分が横方向にではなく，縦方向に伝播するようにする

ことが可能であること，また，媒体中における電流密度は媒質のパラメーターにも，

電極の面積にも，電流の周波数にも依存しておらず，放射される電流の大きさのみに

依存していることに注目する必要がある。そのために必要とされる放射電力の流れベ

クトルが構築されている，集中定数を持つ電気双極子を図 4.21 に示す。 

図 4.21.集中定数双極子によるエネルギーの放射 

 

  既に示したように，電場の要素渦管が縦方向に発達するとき，その渦管の端部にお

いて，エーテル流は管軸に対して垂直な方向に移動する。したがって，空間中におけ

る電場のあらゆる方向への発達は，電力密度流のベクトルの値の如何にかかわらず，

その媒質中における光の伝播速度と等しい速度で進行する。それゆえ，媒質中におけ

る電流の伝播速度は，電束密度の伝播速度，すなわち 

𝑐r = 𝑐/√𝜀  

（ここで𝑐は真空中における光速度； 𝜀は媒質中の比誘電率）と同一になる。 

  電流密度は，少なくとも源から近い領域においては，媒質の性質にも，電流自体の

時間的パラメーターにも依存しないことに注意を払うべきである。ここで普通提起さ

れる反論は，媒質中における損失が存在する，というものである。しかし，普通の抵

抗器を通る電流は，その抵抗器中における損失にもかかわらず，その出口において，
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入口におけるのときっかり同じ大きさを持っており，その損失は，抵抗器における電

圧降下のあれこれの大きさによって表されることを想起するべきである。 

  電場，したがってまた電流がそれらのベクトルの方向に伝播する事実を検証するた

め，2 つの実験を行った。第 1 の実験においては，塩水が充填され，建物の屋根裏に

糸で吊り下げられたゴムホースを用いた。そのホース中に 2 つの集中定数双極子を入

れた。その一方は放射側双極子であり，同軸ケーブルを通じて正弦波発振器 G と接続

されている。他方は受信側双極子であり，同軸ケーブルを通じて受信器 P――マイク

ロアンペア計を持つダイオードブリッジ回路――と接続されている。塩水が充填され

ているホースは部屋の壁との間で寄生容量𝐶parを持っている（図 4.22）。 

  同軸ケーブルを通じて電極に通電することにより，何らかの寄生回路が生じる可能

性を排除した。 

  電流が分岐していないこととの関連により，双極子間の距離𝐷が変化したとき，少

なくとも，チャネルの抵抗が寄生容量の抵抗に匹敵するようにならないうちは，受振

器における信号は変化しないはずである。チャネル内の塩水の抵抗と寄生容量𝐶parの

抵抗は比𝐷/𝛿に比例しているので，チャネルの抵抗が寄生容量の抵抗に匹敵するよう

になるのは，ある距離𝐷においてである。得られた依存関係を図 4.23 に示す。この結

果は予想を完全に裏づけた。さらに，水の塩分濃度の増大，すなわち水の電気伝導率

の増大は有効信号を増大させ，出力信号の定振幅領域を増大させること，ただし伝播

距離が減少することが判明した。 

  第 2 の実験においては， 2 番目の双極子によって強度と電気エネルギーが固定され

ている，平板電極を持つ双極子を用いた。実験は半導電性媒質の薄い平らな層の中で

行った。 

電場の伝播のダイヤグラムを図 4.24 に示す。 

  

G 

P 

𝐶par 

図 4.22.集中定数双極子の放射の縦方向伝播の検証に関する実験のスキーム： 

1－塩水を充填したゴムホース； 2－放射側双極子の電極； 3－受信側双極子の電極 

図 4.23.縦方向のエネルギー放射時における双極子間の距離に対する受信器の信

号の依存性 
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  海水中における縦方向電波の創出と伝播に関する検証実験は，1980 年代末に黒海

沿岸のフェオドシヤ市近郊のプリモルスコエ村で行われた。実験の目的は，半導電性

媒質である海水中における電気高周波振動の創出が可能である事実の検証であった。

実験の実施に向けた準備には数年かかった。これは，その実験作業自体が予定外の作

業であったこと，また多数の組織的困難，主として作業開始時には想定されていなか

った技術的困難を克服しなければならなかったことと関係していた。 

  特に困難をもたらしたのは，発生器および受信器と媒質（海水）のパラメーターと

のマッチングの問題，すなわち媒質から発生器にかかる負荷が数Ωのオーダーである

という問題であった。しかし，主要な困難は，発生器から電極へのケーブル経由での

電力伝送という課題であった。ケーブルの分布インダクタンスが数 μH であるのに対

し，海水に対する分布容量は数百 pF である。その解決策は，出力ケーブルと直列に接

続された直列共振回路の利用であることが判明した。 

 

  

𝐸trans 

𝐸longi 

図 4.24.半導電性媒質の薄層中における集中定数双極子の電場の伝播： 電場の縦成

分［𝐸longi］は横成分［𝐸trans］より大きい。縦成分は距離の 2 乗に比例して減衰し，横成分は

距離の 3 乗に比例して減衰するからである。 

図 4.25.埠頭上における発生器の配置スキーム 

図 4.26.埠頭上の発生器と沿岸近傍の受信器の配置 

電極 

発生器の入ったコンテナー 
埠頭の上面 

電極 海底 

受信器 埠頭上の発生器 
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この実験において，発生器の入ったコンテナーは埠頭上に設置され，電極の付いた

2 本のケーブルは埠頭の両側で海中に下された。受信装置の付いた双極子は，ある場

合は埠頭から 10 km の地点，別の場合は 20 km の地点に配置された（図 4.25，図 4.26）。

伝送と受信は周波数 1 mHz で行われた。実験の実施の過程において，指向性図は花弁

状の形状を持っており，発生器の両電極を結ぶ線によって受信器の方に向けて照準を

合わせる必要があることが判明した。このような方法による電波の伝播深度は 3 m を

超えなかった。 

  それとともに，次の特性が明らかになった。 

  1. 伝送電極の方向が受信器の配置地点に向かう方向から逸れると，信号は受信器に

よって捉えられなくなる。このことは指向性図の狭さを裏づけた。 

  2. 伝送側双極子または受信側双極子の軸が伝送側双極子と受信側双極子の中心を

結ぶ線から逸れると，信号は正弦法則に従って弱まった。双極子のいずれか一方の配

置がその線に対して垂直なときは，通信は完全に止まった。 

  3. 発生器と受信器のいずれか一方の電極を水中から引き上げると，通信は完全に止

まった。 

  4. 水中通信路の動作時に別の受信器によって空中における信号を検出する試みは

成功しなかった。すなわち，信号は空中に出ていなかった。 

  5. 事前研究において，周波数 1 mHz の信号は 2.5~3 m 未満の水深まで進み，それ

以上深い所には進まないことが明らかになった。 

  6. 波の中に磁場は存在しない。このことは，電磁波ではなく，海水中を伝播するこ

とが可能な電波について語る権利を与えている。 
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ニュートンは光を粒子の流れと考え，光の粒子説を選ん

だ。（略）ホイヘンスは光の励起とはエーテルの弾性振

動のパルスであると考えた。 

A.M.ボンチ-ブルエヴィッチ 

  ［A.M. Bonch-Bruevich］『光学』 

 

 

 

 

 

5.1.光学成立小史 

5.1.1.理論光学成立小史 

  周知のように，光という現象の解明に取り組む物理学の一領域である光学は，古代

から現代にいたるまで，長い発展の道のりを歩んできた。光学の諸法則は幅広い応用

を見出した。もちろん，それは何よりもまず，きわめて多様な分野――天文学，海事，

軍事，生物学，医学その他多数の分野――において利用されている光学機器の創出に

応用されている。数多くの研究者たちの努力の結果にもとづいて創り出された光学機

器は，自然現象の研究領域を著しく拡大し，人々に多大な利益をもたらすことを可能

にし，それまで科学に知られていなかった物体を観測する可能性を生み出した。光学

機器の多く，例えば眼鏡が何億個も生産されている事実は，それらの有益性を，そし

てまた，それらの基礎におかれている原理が自然法則と合致していることを物語って

いる。しかし，それにもかかわらず，自然科学のあらゆる領域におけるのと同様，光

学には原理的な欠点があり，それがその発展の可能性に制約を課している。ここで論

じられているのは，何よりもまず，光学現象の物理的本質に関する理解度についてで

ある。 

  光学は最も古い科学領域の一つであり，そのすべての発展段階において実際上の必

要性と密接な関係を持っていた。光の伝播の直線性は紀元前 5000 年以前に既に知ら

れていて，古代エジプトでは建築工事に利用されていた。アリストテレス，プラトン，

ユークリッド，プトレマイオスは光学現象の本質について深く考察した。11 世紀アラ

ビアの科学者イブン・アル＝ハイサム［Ibn al-Haitham］は光学の発展に著しい貢献をも

たらした。1620 年，スネル［Willebrord Snell］とデカルトが正確な屈折の法則を確立し

た。光の回折と干渉がグリマルディ［Francesco Maria Grimaldi］によって発見され（発表は

1665 年），複屈折がバルトリン［Rasmus Bartholin］によって発見された（1669 年）。そ

れ以降における光学の発展はニュートン，フックおよびホイヘンスの名前と結びつい

ている。 

  光の本性に関する最初の言明は古代ギリシア人とエジプト人によってなされた

（Godjaev N.M.『光学』，モスクワ，Vysshaya shkola, 1977）。それらの説の一つによれ

ば，光は管から出る水流のように人間の目から出て，我々はそのおかげで周囲の世界

を見ることができるとされていた。 

  ピタゴラス（紀元前 450 年）によれば，物体は，物体から飛び出してくる粒子が目

に入って来るおかげで見えるようになる。デモクリトス（紀元前 460~370 年）はその
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粒子を原子と名付けた。光の本性に関するそのような推測はアリストテレスによって

論破された。アリストテレスによれば，光は，対象物と目の間に存在する透明な媒質

を仲立ちとして伝わり，視覚的作用を引き起こす。アリストテレスのこの着想は，光

伝達エーテルという考え方の基礎をおいたと言えるように思われる。 

  17 世紀，ケプラーは光の本性について推測を述べた。ケプラーによれば，光はその

源である物質によって放射される粒子である。光の伝播は瞬時的な過程であると彼は

考えていた。 

  光の本性に関する首尾一貫した理論はニュートンによって提唱された。 

  ニュートンは光線が持つ性質として，次の性質を定めた： 直線性，反射の法則と屈

折の法則に対する従属性，速度，単色光［simple light］の色の不変性および周期性，偏極

および回折。「原理」のこのような多さが光学を煩雑で習得し難い，難解な科学に変え

てしまった。そこには，見出された光の内在的性質のすべてがそこから導き出される，

一般的原理が欠如していた。 

  ニュートンは光学現象の波動的解釈が可能であることを認めていたが，光はエーテ

ルに作用し，エーテル中に振動を引き起こす粒子の流れであると考え，粒子説を選ん

だ。光の偏極という概念は 1704~1706 年にニュートンによって初めて光学に導入さ

れた。ただし，偏極に起因する現象はそれ以前にも研究されていた（結晶中における

複屈折は 1669 年にバルトリンによって発見され，ホイヘンスは 1678~1690 年にその

理論的検討を行った）。ニュートンによれば，偏極は光の「内在的」性質であり，光粒

子によって形成される光線に対する光粒子の一定の配向によって説明される。 

  エーテル仮説がニュートンに初めて現れたのは 1672 年，「ニュートンの光と色彩の

理論」に対するフックの論争的批評に対する回答書においてであった。しかしそれよ

り後，ニュートンは光学現象の記述をエーテルを用いて説明する試みを事実上放棄し

た。エーテルは，『光学』の第 1 版（1704 年）ではただ単に論じられていなかっただ

けであるのに対し，1706 年の版では鋭く否定されている。 

  ホイヘンスは，レオナルド・ダ・ヴィンチの着想に従い，またグリマルディとフッ

クの研究成果を発展させることにより，多数の音響現象と光学現象の間のアナロジー

から出発した。彼は，光の励起はエーテルの弾性振動のパルスであると予想した。 

  「光の偏極」という用語は 1808 年に E.L.マリュス［Étienne-Louis Malus］によって提案

された。光の偏極を基礎とする様々な効果に関する幅広い研究の始まりには，マリュ

ス，J.B.ビオ［Jean-Baptiste Biot］，A.J.フレネル，F.アラゴ，D.ブルースター［David Brewster］

らの名前が結びついている。光の偏極が光の干渉効果において発現していることは，

それを理解する上で本質的な意味を持っている。2 つの直線偏光が互いの間の角度が

直角のときは干渉しないという事実こそが，光波は横波であることの決定的証拠とな

った。ヤング［Thomas Young］，フレネル，アラゴによるこの方向性での研究（1816~1819

年）が波動説の勝利を決定づけた。 

  それと同じ頃，P.S.ラプラスとビオの研究では粒子説がさらに発展しつつあった。粒

子説の支持者たちは，粒子説による回折現象の説明は，パリ王立科学アカデミーによ

って 1818 年に制定された賞に値するとみなすべきであると提案した。しかし，その

賞は，波動説にもとづいて研究を行ったフレネルに与えられた。 

  フレネルはアラゴと共同で偏光の干渉について研究し，互いに垂直な平面中におけ

る 2 つの光線はけっして干渉しないことを見出した。この事実を，当時一般に受け入

れられていた光波は縦波であるという予想と整合させることはできなかった。この発

見をアラゴから教えられたヤングは生じた矛盾の解決策を見出し，光の振動は横振動

であると提案した。 

  光の偏極は J.C.マクスウェルの研究において説明を見出した。光は弾性振動ではな
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く，電磁波であることがマクスウェルによって示された。物質の電子理論が構築され

た際，振動子の着想と光の電磁波説がドルーデ，ヘルムホルツおよびローレンツによ

って統合された。この時期には，自然界には世界媒質たるエーテルが存在するという

予想にもとづいて理論を構築する方法により，様々な光学効果を説明しようする多種

多様なきわめて多数の試みが一連の研究者によって行われた。しかし，平均して見る

と，それらの試みは成功を収めることができなかった。エーテルに関するすべての理

論，モデル，仮説は，ある現象を説明することはできても，それとは別の現象におい

て克服し難い矛盾に突き当たった。 

  20 世紀における光学の発展は，量子力学および量子電気力学と密接に結びついてい

る。そして，光学現象の物理的本質は満足すべき説明をどうして得ることができなか

ったにもかかわらず，光学現象の説明はもはやエーテル存在仮説を必要としておらず，

それらの現象を記述する数学的法則があればそれで十分であるということになった。 

  粒子説と波動説の間の闘争は 20 世紀に入っても続いた。量子力学の登場が，エネ

ルギーの離散的放出という公準を導入し，エネルギーの単位量［portion］を光子と決定

したことにより，当時存在していた絶対黒体の放射の問題を解決した。光子のエネル

ギーは放射振動数の 1 乗に比例している，すなわち 

𝐸 = ℎ𝜈  

（ここでℎはプランク定数）であることが公準として設定された。1924 年，ルイ・ド・

ブロイは，光は粒子と波動の二重性を持つという公準を定式化した。それによれば，

光だけでなく，任意の質量も粒子的性質と波動的性質を持ち，そのとき，質量が大き

いほど，波動はより短く，振動数はより高くなる。このことの物理的本質はまったく

理解されていないにもかかわらず，そのような設定は満足すべきもののように思われ

たことから，それは現在，量子力学の基礎の一つとみなされている。 

  実は，巨視的世界における多数の現象は粒子と波動の性質を持っている。例えば，

波は，ボートの大きさが波長よりも小さいときは，ボートを揺らす。しかし，その同

じ波が，ボートの長さが波長より大きいときは，粒子としてのボートの舷側を打つ。

他にも様々な例がある。 

  現在，光学は一般的には幾何光学，物理光学および生理光学に分類されている。 

  幾何光学は光の本性という問題は脇においている。幾何光学の課題は，座標に対す

る屈折率の依存性が既に知られている媒質中における光線の経路を数学的に研究する

こと，あるいはそれとは逆に，そのとき，光線が所与の経路に沿って進むような透明

体と反射体の光学的性質と形状を見出すことである。この領域に関しては，原理的な

問題点についてコメントするべきことはまったくない。 

  物理光学は光と光学現象の本性に関する諸問題を検討する。物理光学は，光とは横

方向の電磁波であると主張する。ただし，その波の本性は物理光学では検討されない。

それを検討する領域は，古典電気力学の一般方程式――マクスウェル方程式――を数

学的基礎とする波動光学である。それは事実上，幾何光学と同じであるが，しかしこ

こでは，光の物理的本質に関する問題が生じており，この問題に対する答えは昔も今

も存在しない。 

  生理光学は生物物理学および心理学と密接な関係を持ち，目から大脳皮質にいたる

までの視覚分析器と視覚のメカニズムを研究する。ここでもまた，光と光受容体の相

互作用に関する問題に対するいかなる答えも存在しない。 

  上に列挙した欠点にもかかわらず，光学のすべての領域は実際上の目的のために幅

広く応用されている。物理学の様々な成果にもとづいた多数の光源が創出され，光技

術の科学は光学と生理学の諸法則を考慮している。分光学的研究は多くの点で物質構
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造の解明を可能にした。微生物や物質構造の研究から宇宙研究にいたるまでの実に

様々な用途の多数の光学機器が創出された。このように，一科学領域としての光学の

成果は巨大である。しかしそれでもやはり，光学現象および光の最も基礎的な担体で

ある光子の本質は，依然として未知のままである。 

  光学は古くからの歴史を持っているにもかかわらず，マクスウェルがその有名な方

程式を発表した直後から，電気力学者たちがその数学的道具立てを適用する試みを開

始したところ，それからかなり早い段階で，光子の伝播がマクスウェルの法則とある

点で一致していないことが明らかになった。問題は，要するに，半導電性媒質（海水）

中における光の減衰は，そのような媒質中における平面電磁波の減衰法則とまったく

一致していないことが判明したということである。 

  マクスウェルはその研究において，電磁振動と光の伝播速度は同一であり， 

𝑐 =
1

√𝜀0𝜇0

  

（ここで，𝜀0と𝜇0は，それぞれ，真空の誘電率と透磁率）であることを示した。 

  彼に続くすべての研究者たちは，まさにこのことにもとづいて光と電波は同じもの

であり，周波数の範囲が異なっているだけであるという結論を下し，その結果，光は

単一の電磁振動周波数表に含まれることになった。 

  周知のように，平面電磁波は，半導電性媒質中においてはマクスウェルの法則に従

って次のように減衰する。 

𝐻 = 𝐻0𝑒
(

𝜇0𝜇𝜎𝜔
2

)
1/2

𝑟
  

ここで，𝐻0は媒質の境界面，例えば海水面上における磁場強度； 𝜇は媒質の相対透磁

率； 𝜎は媒質の電気伝導率； 𝜔 = 2𝜋𝑓であり，𝑓は電磁波の周波数； 𝑟は媒質の境界

面からの距離である。 

  実践は，この公式が海水中における平面電波の減衰を完全に裏づけていること，そ

してこの公式が透明な海水中における光の減衰と完全に食い違っていることを示して

いる。海水の電気伝導率が1 Ω−1 ∙ m−1，周波数が 1 mHz のとき，電磁波の完全減衰は

水深 3 m において生じる。 

𝑟2 = 𝑟1√(106/1014) = 10−4𝑟1  

であることを考慮すると，光が透過する水深は0.3 mm以下でなければならないはずで

ある。ところが実際には，光はおよそ 150~200 m の水深まで透過している。このよう

に，ここでの理論と実践の食い違いは 50 万倍（！）にも達している。このことは，光

と電磁波は質的に異なった物理現象であることを意味している。それゆえ，唯一の特

徴――速度――の同一性にもとづいて，それらが同じものであるという結論を下して

はならない。 

  このように，光の本性に関する研究をさらに続ける必要がある。 

  光学の歴史全体において，方法論上の 2 つの原理的誤謬が生じていた。 

  1. 光はエーテル中を伝播する横振動であると，常にみなされていた（ただし，光は

粒子の流れであると考えていたニュートンの提言，あるいは光は一定の単位量ずつ光

子として放射されるという量子力学の提言――これは事実上，ニュートンの粒子説へ

の回帰である――を除く）。 

  2. 宇宙空間全体を含め，真空中においては，光の性質には，そのどの部分において

も，例えば分光特性や伝播の直線性という部分においても，いかなる歪みも生じ得な
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いと，常にみなされていた。 

  これらはいずれも誤りである。 

  光がエーテルの横振動ではあり得ないのは，次の単純な理由による。すなわち，横

振動はいかなる連続一様媒質中においても伝播することができず，連続媒質中を伝播

することができるのは，空気中を伝播する音のタイプの縦振動のみであるからである。

横方向において生じるのは分子の方向転換のみであり，その方向転換のために費やさ

れるエネルギーの割合は相対的に小さく，しかもそのエネルギーは急速に減衰する。 

  あらゆる具体的な物理現象と同様，光は，そのいかなる性質においても絶対的な基

準にはなり得ない。光に対してはこの世界に存在するあらゆる物体と物理現象が影響

を及ぼしており，それらの影響を無視することが可能か否かは，設定されている課題

の条件がいかなるものであるか，また，その課題をいかなる精度で解決する必要があ

るかに依存している。事前に，そして現実のあらゆる場合に関して，それを決定する

ことはできない。 

  また，任意の事実は無数の方法によって解釈することが可能であり，あれこれの解

釈の選択は多数の要因に依存しており，それらの要因は往々にして主観や先入観にと

らわれたものであるという点も念頭においておく必要がある。これらすべてのことは

光学現象にも当てはまる。 

  このように，光の物理的本質の問題に立ち戻り，それに関する検討作業を行う必要

がある。光学自体の発展のみならず，光学現象の本質に関する理解を利用しているそ

の他一連の自然科学領域の発展もまた，その検討作業によって大きく左右される可能

性がある。 

 

5.1.2.光速度測定小史 

  光が 2 点間を通過する時間を測定する方法で光速度を決定する最初の試みを行った

のはガリレイであった。彼はランプを持った 2 人の人間をある距離をおいて配置し，

それらの操作者に，信号を受けた瞬間にランプの覆いを開いたり閉じたりさせた。測

定される時間と操作者の反応時間が比べものにならないほど異なっているため，この

実験は成功しなかった。 

  光速度測定の試みは 17 世紀に成功を収めた。1675 年，若きデンマーク人レーマー

［Ole Christensen Rømer］は，木星のある衛星の影が木星の表面上に現れる時刻が，1 年の

うち別の時期に観測した場合と比べ，周期的に 16 分 36 秒だけ早くなることに気づい

た。レーマーは，その時刻の差の原因は，地球が 1 年に 1 回，木星から最短距離の所

にあり，それから 6 カ月後に木星から最大距離の所にあるという事情にあると決定し

た。レーマーは，その時刻の差は，光が地球の軌道を横切る時間に等しいと考えた。

その距離を 16 分 36 秒で割ることにより，彼は毎秒 186000 マイル（1 マイルは 1852 

m）という速度を得た。 

  地球表面の 2 つの地点の間を通過する光の速度を測定することが初めて可能になっ

たのは，それから 173 年経った 1849 年のことである。選ばれた距離は 10 マイルであ

った。フランスの科学者フィゾーは実験を次のように設定した。光のパルスを遠く離

れた鏡に送り，光が戻ってくるのに要する時間を測定する。光ビームは次の方法でパ

ルスに分割された。光ビームを，高速回転している円盤の周縁に刻まれた凸部と凸部

の間を通過させる。円板が十分大きな速度で回転しているとき，光のパルスは，円盤

が小さい角度――凸部と凸部の間の 1 つの中間部の幅――だけ回転する時間とちょう

ど同じ時間をかけて鏡に到達し，戻って来る。フィゾーの円板には 720 個の凸部が設

けられており，円板は毎秒 25 回転する。光源から鏡までの往復距離が知られている
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ので，フィゾーはそれにもとづいて光速度を計算し，毎秒 194000 マイルという結果

を得た。 

  1862 年，フランスの物理学者 J.B.L.フーコーは 1838 年に F.アラゴが発表した着想を

実現し，歯車円板の代わりに高速回転する鏡を用いた実験を行った。回転鏡から反射

した光ビームは基線の方向に向かい，別の鏡に当たって反射し，再び回転鏡に戻って

当たるが，その間，回転鏡は小さい角度だけ回転している。基線の長さが僅か 20 m の

とき，フーコーは，298000±500 km/s の光速度を見出した。 

  フーコーの方法は A.マイケルソンの研究において最大の発展を得た。 

  マイケルソンの結果は毎秒 299895±30 km であった。彼はマクスウェルの予想を

10000 分の 1 の精度で裏づけたのである。 

  1926 年，マイケルソンは，光ビームがウィルソン山の頂上からサンアントニオ山の

頂上に送られる，つまり 22 マイルを往復する新たなシステムを採用した。マイケル

ソンは自分がそれ以前に得た測定結果の正しさを裏づけた。それから 2 年後の 1928

年，76 歳のとき，マイケルソンは真空中における光速度を測定するための装置を手に

入れた。真空は波形圧延鋼板で作られた長さ約 1 マイルの管内において創出されるこ

とになった。管は直径 3 フィートで，実験場所には 60 フィート管の状態で送り届け

られた。 

  1930 年には数百回の観測が行われた。全部で約 3000 回の実験が実施された。真空

中における光速度は平均して毎秒 299774 km であることが明らかになった。その死の

直前にマイケルソンによって書かれた研究論文の題名は，1878 年にアナポリスで印

刷された彼の最初の論文とまったく同じ，「光速度の測定方法について」であった。 

  現代の光速度測定においては，近代化されたフィゾーの方法が用いられている。そ

の方法では，歯車の代わりに，電気光学的な回折，干渉その他の，光ビームを完全に

遮断または弱化させる光モジュレーターが用いられている。光源としてのレーザー，

安定した周波数を持つ超音波モジュレーターの適用，また基線長の測定精度の向上が

測定誤差を低下させ，𝑐 = 299792.5 ± 0.15 km/cという光速度の値を得ることを可能に

した。 

  現在にいたるまで，国際電気通信連合第 12 回総会（1957 年）の決議によって真空

中における光速度は299792 ± 0.4 km/sとみなされている。しかし，1972 年，アメリカ

の科学者スティーヴンソン［K.M.Evenson か？］はクリプトンを標準として光速度を測定

し，299792456.2 ± 0.8 m/sという値を得た。それゆえ，各種の標準において基礎とさ

れている光速度の値はさらに見直される可能性がある。［訳注］ 

  光速度の正確な値を知ることは，特に，電波測位，可視光測位および距離測定にお

ける無線信号あるいは光信号の通過時間にもとづく距離決定との関連において大きな

実践的意義を持っている。この方法は，測地学や人工衛星の追跡システムにおいて特

に幅広く適用されており，地球と月の間の距離の正確な測定やその他一連の課題の解

決のために利用されている。 

  筆者は重要な物理現象の一つとしての光の速度の研究者たちに対していかなる批判

的意見も持つ者ではないが，光速度はあらゆる種類の物理的信号にとって上限をなし

ていると宣言している現代物理「理論」には，完全に不同意であることを表明しなけ

ればならない。これまで行われたすべての光速度測定は，異なる物理的本性を持つ，

それ以外の種類の信号の伝播速度とはいかなる関係も持っておらず，また，持ち得な

い。それどころか，光速度自体は，アインシュタインの相対性理論の信奉者たちの主

張に反して，外的な諸要因に依存している可能性がある。それら中で主要な要因をな

 
［訳注］ この段落における国際機関名，人名および数値の正確性は確認できなかった。 
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しているのは，地球と太陽系だけでなく，我々の銀河系のすべての星がその流れの中

に存在している，エーテル風である。 

 

5.1.3.光速度とエーテル風 

  19 世紀末に行われたマイケルソン-モーリーの実験により，エーテル風は存在せず，

したがって自然界にはそのようなものとしてのエーテルはそもそも存在しないことが

証明されたという見解が世界の科学界では確立しているにもかかわらず，実際には，

その見解は皮相であるばかりでなく，根本から誤った見解である。そのような見解は，

科学における相対論学派の支配権の維持に利害関係を持ち，それゆえ，あえてその地

位を危うくしようとする勇気を持つあらゆる人間を貶めることを容赦しない，アイン

シュタインの特殊相対性理論の追随者たちによって支持されている。 

  実際には，マイケルソンの実験（1881 年）とマイケルソン-モーリーの実験（1887

年）が示したのは，世界空間中において絶対的に静止している，万物を透過するエー

テルというローレンツの仮説が裏づけられなかったことのみにすぎない。それゆえ，

エーテル風の探求においても，エーテルの性質の決定においても，それとは原理的に

異なるアプローチが必要とされる。 

  エーテル風に関する実験はその後も一連の研究者によって継続された。しかし，そ

の中で最大の成功を収めたのは，ケース応用科学学校（米国カリフォルニア州）教授

デイトン・クラレンス・ミラー［Dayton Clarence Miller］であった。ミラーはウィルソン山

天文台（標高 1860 m）においてエーテル風のきわめて多数回の測定を行い，統計的に

有意な確実な結果を得た。 

  エーテル風は，それまで予想されていたように黄道面内ではなく，黄道面に対して

垂直に吹いていること，そして地軸はその方向に対して 26°傾いているため，地球表

面におけるエーテル風の速度は 24 時間の間に変化することがミラーによって解明さ

れた。その速度の変化は標高の増大によっても生じる。その速度は，標高が小さい所

では 3~3.5 km/s であり，標高 1860 m では 8 km/s から 10 km/s の間で変動している。 

  その後間もなくしてマイケルソンとその助手たちによって行われ，1929 年にその

結果が発表されたエーテル風の測定に関する実験は，ミラーの結果を裏づけた。 

1973~2000 年に Yu.M.ガラエフ［Yuri Mikhailovich Galaev］（ハリコフ）によって行われ

たエーテル風の測定は，やはりミラーのデータを裏づけただけでなく，さらにいくつ

かの新たな側面を明らかにした。エーテル風の速度は，1 年のうち何カ月間かはゼロ

まで低下し，次に符号を変え，その後は以前の値まで戻っている。解析は，そのよう

な歪みの源は太陽であることを示した。すなわち，太陽の周りに太陽の固有のエーテ

ル流が形成され，そのエーテル流が，銀河起源のエーテル風の主要な流れに影響を及

ぼしているのである。 

このことは，光速度は，地球表面で行われる実験にせよ，宇宙で行われる実験にせ

よ，あらゆる実験において様々な変動にさらされることを意味している。それらの変

動を考慮する必要があるにもかかわらず，それらはこれまでまったく考慮されてこな

かった。 
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図 5.1.1925年に D.C.ミラーのグループによりウィルソン山上で行われたエーテル

風の記録の断片 
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図 5.2.各種実験データによる 8 月期におけるエーテル風の速度の日間変化： (a)光

帯域における実験（2001 年 8 月，ハリコフ市，ウクライナ）； (b)電波帯域における実験

（1998 年 8 月，ハリコフ市，ウクライナ）； (c)D.C.ミラーによる光帯域における実験（1925

年 8 月，ウィルソン山，アメリカ） 
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図 5.3. 1 恒星日間におけるエーテル風の速度の平均日間変化： (a)光帯域における

実験（2001~2002 年）； (b)電波帯域における実験（1998~1999 年） 
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  球に対する気体流の吹き付け速度の変化の理論的依存性［H.シュリヒティング

［Hermann Schlichting］］を図 5.5 に示す。この図から，球の表面に対する気体流の速度は，

球からの距離が増大するにつれて増加することが分かる。このことは，ミラーが得た

エーテル風の高度依存性を完全に説明している。 

  エーテル風にはもう 1 つの成分が存在することに注意する必要がある。それは，地

球全体によって吸収されるエーテル流である。このエーテル流は，陽子――高密度の

エーテルトロイダル渦――の表面の温度と自由エーテルの温度の差によって引き起こ

される。気体中においては温度は圧力に比例しているので，それら 2 つの圧力の差が

形成され，その差の作用の下でエーテルは第 2 宇宙速度で地球本体の中に入って行き，

一部は地球によって吸収され，このことが地球の膨張をもたらし，一部は地球の外に

放出される。 

𝑊ℎ, m/sec × 103 

図 5.4.地表からの相異なる標高におけるエーテル風の速度の測定結果（各種の実験

のデータによる）： 1－光帯域における実験（ハリコフ市，ウクライナ）； 2－電波帯域に

おける実験（ハリコフ市，ウクライナ）； 3－D.C.ミラーによる光学的実験（クリーブランド

市，ウィルソン山，アメリカ）； 4－A.A.マイケルソン，F.G.ピーズ，F.ピアソンによる光学

的実験（ウィルソン山，アメリカ） 

(a) (b) 

図 5.5.球の周りの気体流の流れ： (a)気体流の方向； (b)球の表面からの距離の増大に

伴う気体流の相対速度の変化図 
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図 5.6.地球の周りのエーテル風の流れ： 1－高圧エーテルゾーン； 2－低圧エーテル

ゾーン； 3－大洋からの水分捕獲ゾーン； 4－冬期に大気の空気を捕獲するエーテルトロ

イダル束縛渦 

図 5.7.地球軌道に対するエーテル風の方向： (a)太陽系の形成初期と現在； (b)太陽が

創出するエーテル風に対する地球の年間移動 

エーテル風 

エーテル風 

太陽系 
太陽系 

(a) 

(b) 

太陽が吹き出す 

エーテル流 

北からの流れ
の足し合わせ 

北からの流れと南か
らの流れの差し引き 

黄道面 

太陽 地球 



118    第 5 章  光学 

 

 

銀河起源のエーテル風の流れの地球表面に対する吹き付けのスキームを図 5.6 に，

太陽がその近傍において創出するエーテル流のスキームを図 5.7 に示す。太陽は，極

領域においてエーテルを吸い込み，赤道全体からそれを吹き出すことにより，まるで

遠心ポンプのように作用している。太陽の黄道面は赤道面に対して傾いており，それ

ゆえ，地球は，銀河からのエーテル流と太陽からのエーテル流が足し合わされている

領域から，それらが互いに差し引かれている領域に移行している。まさにこのことが，

得られた結果を説明している。 

  エーテル風の測定を行った一連の研究者たちは，測定装置に関してだけでなく，方

法論に関してさえも重大な誤りを犯し，その誤りによって肯定的結果を得ることがで

きなかったという点を指摘しなければならない。 

  R.J.ケネディー［R.J. Kennedy］とК.K.イリングワース［К.K. Illingworth］は面積1 m2の比較

的小さい干渉計を設計した。その干渉計にはグレーディドミラーが取り付けられてお

り，彼らの意見によれば，これによって装置の感度を著しく上昇させるとともに，ミ

ラーの干渉計と比べて経路長を短縮することができた。装置全体は，温度を均等化す

るためにヘリウムが充填された鉄製の箱の中に密閉されていた。ヘリウムの充填は，

気密化が良好に行われていたことを物語っている。測定はミラーと同じウィルソン山

で行われた（1926~1927 年）。結果は否定的なものであった。 

  当時，エーテルは万物を透過するという主張が支配的であったため，これらの実験

者たちにとって，エーテル流は箱の鉄壁を透過することができないということは思い

もよらないことであった。実際には，そのような測定は，密閉された室内に置かれて

いる風速計を見て屋外で吹いている普通の風の測定を行い，屋外では風が吹いていな

いだけでなく，空気自体も存在しないという結論を下すようなものである。 

  上記と同じ大きさの干渉計を気球に載せて高度 2500 m まで上昇した A.ピカール［A. 

Piccard］と E.スタエル［E. Stahel］も，それと同じ誤りを犯した。気球は特殊なプロペラで回

転されていた。しかし，測定結果は不確定的なものであった。ところが，彼らが下した結

論は絶対的であった。「エーテル風は存在しない。すなわち，そのようなものとしてのエ

ーテルは存在しない」。 

  方法論の面で最も馬鹿げた誤りを犯したのは，Ch.タウンズ［Ch.Towenes］（メーザーの

発明者でノーベル賞受賞者）とその助手の J.P.セダーホルム［J.P. Cedarholm］であった。

彼らは回転円板上に 2 台のメーザーを配置し，エーテル風の影響による，方向転換角

度に対する振動周波数（25 kHz）の変化の依存性を発見しようとした。これらの科学

者たちは，相互に静止している振動源と受振器においては周波数のシフトは原理的に

存在しないこと，そして実験をそのようなやり方で設定したことにより，彼らはこの

問題における自分自身の無知を証明しただけであることを忘れていた。 

  このように，光速度があれこれの形で利用されているあらゆる実験は，エーテル風

の存在を考慮するだけでなく，結果の歪曲を回避するためのしかるべき措置を取らな

ければならない。 

  そのような必要性があることは，様々な研究者によって行われたいくつかの実験が

証明している。 

  1. Yu.M.ガラエフ（ハリコフ，1993 年）は気象条件に対する電波の伝播速度の依存

性を研究する任務を与えられた。彼は研究を進めるうちに，その速度の周期的変化が

気象条件の変化だけでなく，1 日のうちの時間や季節にさえ依存していることに気づ

いた。彼は実験条件を改善することにより，観測結果の気象条件に対する依存性と，

1 日間および 1 年間の周期的依存性とを分離した。得られた結果と D.C.ミラーによる

エーテル風の測定結果との比較は，それらの完全な相関を示した。エーテル風を考慮

することにより，気象条件に対する電波の進行速度の依存性を明確に特定することが
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可能になった。 

  2. 低高度衛星（地表からの高度約 200 km）の追跡を専門的に行っているクリミア

の観測所において，衛星の光学的像が，それと同じ衛星の電波測位像と約 35 秒角だ

けずれていること（そのとき，望遠鏡と電波測位装置の誤差はそれぞれ 1 秒角以下で

あった），また，その差のベクトルは 1 年間のうちに 360°方向転換し，ちょうど 1 年

後に初期位置に戻ることが検出された（図 5.8）。 

  この研究において，観測者たちは，地球に吹き付けるエーテル風による光およびレ

ーダービームのドリフトを考慮していなかった。 

  そのドリフトを考慮すれば，その効果を説明するだけでなく（衛星から反射した太

陽光線は衛星から地球までの距離を 1 回だけ進行するのに対し，レーダービームはそ

の距離を 2 回進行する。それゆえ，光とレーダービームはエーテル風によって相異な

る仕方でドリフトされる），衛星の真の位置をより正確に捉えることができたはずで

ある。 

  3. 地球の自転速度と公転速度に関する一連の研究から明らかになったように，これ

ら 2 種類の回転は経時的に不安定である。その不安定性は相対的に小さいが，それで

も天文学的方法を含め，様々な方法によって測定することができる。基準とみなされ

ている星の方向自体が，その星が放射する光や月が反射させる光が地球に吹き付ける

エーテル流の中を通過する際に変化している可能性があることに注意を払う必要があ

る。 

  波としての光の横方向へのドリフトの計算は現実とは一致しておらず，実際には光

はそれより小さくドリフトしていることに注目する必要がある。なぜなら，光子は波

ではなく，高密度の渦構造物であるからである。そのドリフトのある種のアナロジー

を，煙突による煙の放出のうちに見て取ることができる（図 5.9）。そこでは，煙の層

図 5.8.衛星の相異なる像： 1－真の位置； 2－電波測位像； 3－光学的像； 4－電波測

位装置； 5－光学的像の受光器； C－太陽 

エーテル風 

風 

図 5.9.普通の煙と比べた場合の風による煙環のドリフトの小ささ 
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流は風によってドリフトされるが，風による煙塊［puff］のドリフトの度合はそれより

はるかに小さい。 

  4. エーテル流の速度は一定ではなく，したがってエーテルの運動がそれに対して影

響を及ぼしている光速度も変化することを考慮する必要がある。 

  第 1 に，地球表面に対するエーテル流の速度は，高度の減少とともに減少する。 

  第 2 に，エーテル流の速度と方向に対しては，その場所の物体，すなわち山岳や丘

陵，さらには建物さえもが著しい影響を及ぼす。 

  第 3 に，光または電波の速度に対するエーテル流の影響を計算する際は，第 2 宇宙

速度で地球に入って来るエーテル流を考慮する必要がある。 

  こうして，次のように断言することができる。 

  1. 正統派科学においては，光の物理的本質は今にいたるまで解明されていない。光

と電磁波は同じ部類の現象であり，それらは周波数の範囲が異なっているだけである

とみなされているが，しかし実際には，それらは相異なる現象である。なぜなら，半

導電性媒質，例えば海水中における減衰は，光と電磁波では何桁も異なっているから

である。これに対する説明もまた，正統派科学においては見出されていない。電磁気

現象の物理的本質も正統派科学においては解明されていない。 

  2. これまでに行われた光速度に関するすべての研究は，空間中におけるエーテル流

の移動が及ぼす影響を考慮していなかった。自然界におけるエーテルの存在自体が正

統派科学によって否定されているからである。しかし，エーテルは存在するのである

から，それぞれの種類の測定を行う際には，エーテルが存在する事実およびエーテル

のバルクが移動する事実を考慮する必要があるか否かを決定しなければならない。さ

もないと，測定誤差が許容し難いほど大きなものになってしまう可能性がある。 

 

5.2.光の構造的組織化 

5.2.1.光子の構造 

  様々な研究者によって行われた研究の過程で，光およびその基本的構成要素である

光子の基礎的性質が解明された。その性質とは次のようなものである。 

  1. 光の最小要素である光子はその内にエネルギーを持っており，プランクの法則に

よれば，そのエネルギーは周波数に比例している。すなわち， 

𝐸 = ℎ𝜈  

ここで，ℎ = 6.62 ∙ 10−34 J ∙ sはプランク定数である。 

  2. 原子によって放射された光は偏極している。光は普通の光線中では偏極していな

い（円偏極）。なぜなら，相異なる原子は光を相異なる時点に放射し，個々の単位量の

光は相互に独立して放射されるからである。 

  3. 粒子としての光子は電荷をもっていない。 

  4. 光子は+1 と−1の 2 つスピン値のうち一方を持つことができる。 

  5. 光は圧力を持っている。したがって，光子は質量を持っている。 

  6. 光子は空間中において局在化しており，真空中を直線的に伝播し，一定不変の速

度を持っている。このことが光子を粒子流に似たものにしている。 

  7. 光は干渉と回折という性質を持っている。このことが光子を波とみなすことを可

能にしている。 

  8. 互いに平行に配向している光子は干渉し，互いに垂直に偏極している光子は干渉
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しない。 

  これまで様々な研究者によって考案されたすべての光子モデルは，上に列挙した性

質を総合的に満足することができていない。創出されたいくつかの理論は，光子と光

の性質全体を矛盾なく記述することだけにとどまっており，光子の構造を解明してお

らず，また，光がまさにそのような性質を持っているのはなぜなのかを説明していな

い。 

  それだけではなく，光と電磁波は同じ部類に属する現象とみなされているにもかか

わらず，海水中における光の減衰は，そのような媒質中における平面電磁波の減衰法

則と何十万倍も食い違っていることが判明した。 

実践は，マクスウェル方程式が海水中における平面電波の減衰を完全に裏づけてい

ること，そしてこの公式が透明な海水中における光の減衰と完全に食い違っているこ

とを示している。すなわち，マクスウェル方程式によれば，光が透過する水深は

𝟎. 𝟑 𝐦𝐦以下でなければならないのに対し，光はおよそ 150~200 m の水深まで透過し

ているのである。このように，ここでの理論と実践の食い違いは 50 万倍（！）にも

達している。 

上に挙げた光のすべての性質は，エーテル動力学的渦にもとづいて容易に説明され

る。 

光子の形成は，励起された原子の電子殻のエーテル中における振動の結果として理

解することができる。 

  既に示したように，原子の電子殻は，弾性を持ったエーテル束縛渦である。そのエ

ーテル束縛渦に衝撃が加わると，その上に凸部と凹部が生じ，それらが原子の中心の

周りで振動する。励起されたらせん渦電子殻は，振動しながら，その表面に隣接する

エーテル層中においてらせん細流を励起する。そのとき，そのらせん細流中のエーテ

ル流の方向は，電子殻の表面層中におけるエーテル流の方向と一致している。エーテ

ルらせん細流は，周囲エーテル中において，その細流に対して縦方向の変位を創出す

る。そのような細流は，流体力学における要素らせんダブレット［elementary helical doublet］

に相当する。各気体中におけるのと同様，ダブレットは媒質のらせん流を創出する。

しかし，エーテル細流はらせん性を持っているため，創出された要素渦もらせん構造

を持つことになる。 

  電子殻の凸部が戻り運動をすると，その反対の側が衝突する側となり，その結果，

2 番目の側の上に第 2 の気体細流が創出され，その気体細流がやはりらせん構造を持

っている第 2 の渦を形成する。2 つの渦は交互に創出され，そのとき，電子殻の凸部

の運動が，2 つの渦を交互に，それらの将来の運動方向へ押しやり，形成されつつあ

る光子に初期運動量を与える（図 5.10）。 

図 5.10.励起された原子の電子殻による光子の形成： 1－励起された原子； 2－誘導され

たエーテル細流； 3－渦同士の間のエーテル流 
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  光子の運動は，その光子［単数］の渦［複数］の隣接する表面上におけるエーテルの運

動方向を向いている。すなわち，それは，普通の環状渦において生じるのと同様であ

る。原子の大きさはおよそ10−10 mであるから，ダブレットの大きさもそれと同じオー

ダーでなければならない。形成された渦の閉鎖は著しく大きな領域内で生じる可能性

があり，その領域は次の渦の出現によってのみ制限される。 

  互いにチェス盤状に配置され，互いに離れているエーテル線状渦からなる，らせん

渦構造を図 5.11 に示す。このような形成物は，流体力学においてカルマン渦列（図

5.12）と呼ばれている類似物を持っている。この構造においては，1 列目の渦がある

方向に回転しているとすると，2 列目の渦はそれとは反対方向に回転している。光子

の波長とは，1 つの列に含まれる渦の中心同士の間の距離である。光子の各渦は質量

を持っているのだから，光子が粒子であり，同時に波でもあることが容易に分かる。 

図 5.11.光子の構造： (a)縦断面； (b)スピン-1 の場合の横断面； (c) スピン+1 の場合の

横断面 ［図中の Б は B］ 

 

光子を構成している渦はらせん構造を持っている。したがって，それらの渦の軸に

沿ってエーテル流が存在している。1 列目の渦の中のエーテル流がある方向を向いて

いるとすると，2 列目の渦の中のエーテル流はそれとは反対方向を向いている。その

エーテル流に対し，渦はダブレットとしても立ち現れる。それゆえ，渦軸に沿って流

れるエーテル流は，1 列目の渦から 2 列目の渦に移行し，反対側の端面においては，

それとは逆に 2 列目の渦から 1 列目の渦に移行する。 

  渦の端面におけるらせん渦流の閉鎖は，渦運動が，光子に隣接する空間の狭い領域

の範囲外に伝播しなくなるという結果をもたらす。光子は，周囲エーテル中において

はいかなる円周運動も創出せず，したがって電気的に中性な粒子として感受される。 

  普通の渦環と同様，線状渦系は直線的に移動することになる。なぜなら，線状渦系

内においては，すべての線状渦の円周速度の循環の総和はゼロに等しい，言い換える

と，線状渦の 2 つの列の循環の総和同士は互いに対して反対方向を向いているからで

ある。 

  各渦中における軸流の方向は原理的に 2 つあり得る（エーテルの左巻らせん運動と

右巻らせん運動）ので，本来，スピンが取ることができる値は 2 つである。スピンの

A 矢視図 

(a) 

A 矢視図 
コア 

(b) (c) 
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第 3 の値はゼロである。この値は，軸流が存在しておらず，光子を形成している線状

渦がまったく連結されていないことを意味している。線状渦にとってそのような状態

は不安定であり，それゆえ，構造全体は分裂して個々の渦環となり，それらは急速に

拡散する。 

  このように，光子は，1 辺がおよそ 2 𝜆のほぼ正方形の断面とおよそ106𝜆の長さを持

つ渦形成物，すなわち細長い渦糸でなければならない。波長が 0.5 μm（緑色光）の場

合，要素光子は1 μm × 1 μm × 0.5 mの寸法を持つことになる。しかし，波長が同一の

場合でも，光子の長さはきわめて多様なものであり得る。カーセル［Kerr cell］を用いる

ことにより，光子は任意の長さの諸部分に切断することができる。 

  多数の原子が同期的かつ同相的に振動している場合には，それらの原子が，それら

に隣接する領域中において共通のエーテルらせん細流を共同で形成することにより，

原子が消費するエネルギーは最小となる。なぜなら，それ以外のどの場合にも，励起

され振動している電子殻と細流の間に追加的な粘性摩擦が発生し，そのため，細流の

位相に先行している位相を持つ原子の減速が生じ，また逆に，位相が振動子より先行

している細流はその振動子にエネルギーを与え始め，その結果，遅行している原子は

細流の位相の方へ引き寄せられるからである。こうして，励起された相異なる原子の

電子殻の振動の，相互の同期化と同相化が生じる。そのとき，放射体の互いに隣接す

る領域中において創出された光子の同方向の渦は互いに引き寄せられるようになり，

共通のエーテルらせん流を創出する（図 5.13）。 

 

  

(a) (b) 

(c) 

(d) 

(e) 

 

 

 

図 5.12.カルマン渦列： (a)流れの構造； (b)水中のカルマン渦。カメラは渦と一緒に動

いている。(c)円筒の背後におけるカルマン渦列（𝑅𝑒 = 105のとき）。左側部分に渦列形成の

初期段階が見える。(d)空気媒質中におけるカルマン渦のモデル化； (e)渦列の存在の最終段

階における渦列の流れの構造 
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  コヒーレント光の現実の光源はけっして点状ではなく，その面積は少なくとも数

mm2を占めている。ところで，そのような光源から出た光は，2 つの光ビームに分割

された後，共通のスクリーン上に集められると，干渉像を創出する能力を持っている。

このことは，2 つの光ビーム中の光子は同じ周波数だけでなく，単一の位相も持って

いることを意味している。そうでないとすると，干渉像は得られないはずであるから

である。図 5.13 には，同じ周波数の光子は単一の系を創出する能力を持っており，そ

の系内におけるすべての光子は同相であることが示されている。このことは，コヒー

レント光の面積を持つ光源のすべての原子もまた，各時点において互いに同期化して

いることを意味している。 

  光子を形成している渦全体のエネルギーは，ある列の渦から別の列の渦へ流れ移る，

端面エーテル流によって光子の全体に分配される。それゆえ，光子の先頭を進む渦が

エーテルの抵抗に打ち勝つ際に生じるその渦のエネルギー損失は，その光子を形成し

ているすべての渦によって補填される。 

  ここでは，少数の渦（渦の最小個数は 3）からなる短い光子のエネルギーと，数百

万個の渦からなる長い光子のエネルギーを区別しなければならない。それらの光子の

外的性質――周波数とプランクエネルギー――がまったく同一であっても，それらが

持つ透過力は本質的に異なったものとなる。すなわち，半導電性媒質中において，短

い光子は長い光子より著しく急速に減衰する。 

  上記の 2 つの事実――光子全体のエネルギー，すなわち光子の渦系全体のエネルギ

ーに関する事実，および各渦の中心部におけるエネルギーの蓄積に関する事実――か

ら，光子の構造は半導電性媒質中における減衰に関するマクスウェルの法則には従っ

ていないという，きわめて重要な帰結が導き出される。 

  このように，高密度のコアの存在は，一方においては，光子の構造を非圧縮性媒質

中におけるような構造とは異なった仕方で理解することを余儀なくさせていると同時

に，他方においては，このことは，光子の安定性という事実，また光子同士が相互作

用しない理由を説明している。 

  

図 5.13.相異なる原子によって形成された光子の共通の渦系への結合 
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5.2.2.空間中における光子の移動 

  空間中における光子の移動の特徴について検討しよう。 

線状渦系としての光子の運動の原因は，普通の渦環の場合と同様，光子自体の諸部

分の渦運動による媒質中における気体流の創出である。この意味において，光子の運

動法則は，普通の渦環の運動法則と原理的に異なっていてはならない。 

  光子が形成される際には，渦環が形成される際と同様，周囲媒質の圧力による渦の

圧縮が生じ，このことが渦のエネルギーの増大と渦の直径の減少をもたらす。光子を

渦環と区別する特徴は，光子が形成される瞬間に圧縮を受けるのが主として線状渦の

中心部であり，その結果，コアが形成されるということである。それ以降の運動過程

においては，光子のエネルギーは，基本的に渦が回転するときにエーテルの粘性摩擦

に打ち勝つためにのみ消費される。 

  光子の並進運動においては，気体の渦環の並進運動におけるのと同様，3 つの段階

が区別されなければならない。 

  運動の第 1 段階は，光子の形成の直後における光子の運動である。あらゆる渦環の

場合と同様，光子においては，光子の構造と速度の確立に関連するすべての基礎的な

遷移過程は，(4~5)𝜆の長さ（渦環の場合は渦環の直径の 4~5 倍の長さ）内において，

すなわち，およそ5 ∙ 10−6 mの長さの経路内において，およそ2 ∙ 10−14 sの時間内に終了

しなければならない。 

  光子の初期運動速度は，光速度――確立後における光子の速度――とは等しくない。

なぜなら，光子を形成したエーテルの質量は原子に対して静止していたからである。

エーテルのその質量は慣性を持っており，したがって光子の加速は10−15~10−14 sのオ

ーダーの加速時定数に従って指数関数的に生じなければならない。もちろん，相異な

る波長の場合，加速時定数は相異なるものとなる。 

  原子の放射によって形成された光子は渦列であることを考慮すると，同一の光子中

において，渦列が形成されつつある時間においては，相異なる過程が進行していると

みなさなければならない。渦の形成後，放射中の原子から波長 5 個分以上遠ざかった

部分においては，すべての基礎的過程は既に完了している。それに対し，まだ原子の

近傍に存在している部分においては，それらの過程はまだ継続している。光子の加速

時定数は，光子の運動方向に対して横方向のエーテル細流に光子が入ったときの光子

の横方向の変位の時定数と区別されなければならない。横方向の変位の時定数は，光

子のコアに対するエーテル流の横圧力とコアの質量によって決定され，光子の縦運動

の時定数より何倍も大きい。 

  光子の運動の第 2 段階は，1024~1025 mまでの区間内，またおよそ1017~1018 s（数

十億年）の生存時間内に収まる，主要経路全体上における光子の安定的運動である。 

  あらゆる気体渦と同様，光子の渦の半径と光子の波長は経時的に次の法則に従って

増大する。 

𝑅(𝑡) = 𝑅0 + 𝛼𝑅𝐿(𝑡)  

ここで，𝛼は小さいパラメーターである。その大きさは，空気渦の場合は 0.01~0.001

であり，エーテルの場合はそれより著しく小さい。 

  この表式をスペクトルの「赤方偏移」に関するハッブルの法則と比較すると 

𝑧 =
𝜆 − 𝜆0

𝜆0
= 𝐻

𝐿(𝑡)

𝑐
  

（ここで，𝐻 = 3 ∙ 10−18 s−1はハッブル定数）となり，次式が得られる。 
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𝑐ph =
𝑐𝑡

(1 + 8𝐻𝑡)3/4
  

  したがって光子の速度は経時的に減少し，𝐻𝑡 = 1のとき，光子の速度は僅か 0.37 𝑐

となる。 

  プランクの法則の表式𝐸 = ℎ𝜈を遠方銀河のスペクトルの「赤方偏移」に関するハッ

ブルの法則に代入すると，光子の運動の第 2 段階の間における光子のエネルギー損失

に関する法則を定めることができる。ハッブルの法則の表式をプランクの法則の表式

とともに変形すると，次式が得られる。 

𝐸 = 𝐸0𝑒−
𝐻
𝑐

𝑡 = 𝐸0𝑒−10−26𝐿 = 𝐸0𝑒−10−10𝑡  

ここで，距離𝐿はメートル単位で，時間𝑡は年単位で測定される。 

  このようにして，光子のエネルギー損失に関する自然指数関数則が得られる。これ

は，現在一般に認められているように「宇宙の後退」の結果ではなく，光子がその中

を進行するエーテルの粘性の結果とみなすことができる。光子の波長が 2 倍に増加す

る時間は 70 億年であることが判明する。 

  光子の運動の第 3 段階は，その形成からおよそ 100 億年~200 億年後，光子の生存

の最終段階に訪れる。この時間の間に，光子はエネルギーを 2.7 分の 1 ないし 7.3 分

の 1 まで失う。光子のエネルギー損失はその安定性に影響しなければならない。光子

の構造は崩壊しつつあり，コアは既にそのエネルギーは使い果たし，もはや存在しな

い。光子は分裂して破片になり，互いに衝突し，こう表現してよければ，「光子ガス」

を形成する。光子はそのガスの中で衝突し合い，最初に持っていた方向を失う。 

  環状渦とのアナロジーに従えば，この段階においては，光子を形成しているエーテ

ル物質*の減速，さらには拡散，そして渦運動とは結合していない自由状態への移行が

生じなければならない。おそらく，その生存の第 3 段階における光子は，いわゆる宇

宙空間の背景放射（「残存」放射）として感受されるか，あるいは少なくとも，その放

射の一部をなしているものと思われる。 

  上に挙げた関係式は，媒質中における渦の拡散に関する既知の理解と定性的に合致

している。 

 

5.2.3.遠方銀河のスペクトルの「赤方偏移」 

  1911~1914 年，アメリカの天文学者 V.スライファー［Vesto Melvin Slipher］により，遠

方銀河のスペクトルのいわゆる「赤方偏移」――遠方銀河の星によって放出される電

磁放射の周波数の低下――が発見された。その周波数の低下が「赤方」と呼ばれてい

る理由は，周波数スペクトルがスペクトルの赤端の方へ，すなわち紫色の部分の波長

よりも長い波長の方へ偏移しているからである。1929 年，より遠い銀河からのスペク

トルはより近い銀河からのスペクトルよりも強く変位しており，近似的に距離に比例

していることがアメリカの天文学者 E.ハッブルによって解明された。その結果，電磁

放射の波長の増大の法則が定められ，ハッブルの法則と呼ばれるようになった。 

  そのような周波数の低下はドップラー効果に起因しており，宇宙が膨張しているこ

とを証明しているとみなされている。宇宙の膨張それ自体は，かつてある時宇宙の全

質量がそこに集中していた特異点のビッグバンの結果である。ビッグバン後，全質量

は飛散し始め，それは現在も進行している。「赤方偏移」はまさにこのことを証明して

いるとされている。 
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  正統派宇宙論は「赤方偏移」という事実を完全に一義的に解釈している。すなわち，

銀河のスペクトルの「赤方偏移」とは宇宙の膨張の結果によるドップラーシフトであ

り，そのとき，銀河の後退速度は，それらの銀河が互いにより遠く離れているほど大

きい。 

  1948 年，ジョージ・ガモフ，ラルフ・アルファーおよびロバート・ハーマンは，彼

らが創出した最初の熱的ビッグバン理論にもとづいて，背景放射――宇宙による拡散

的で事実上等方的な電磁放射――の主要部分として，残存放射の存在を予言した。 

  宇宙論的な赤方偏移とともに，残存放射はビッグバン理論の主な裏づけの一つとみ

なされている。残存放射は宇宙の存在の初期段階から保存されており，宇宙を一様に

満たしているとみなされている。均衡状態の確立は，ビッグバン――宇宙の誕生の始

まり――から 40 万年後に訪れた。それ以後，放射温度は低下し，現在は 2.725 K とな

っているが，これは完全黒体のスペクトルと一致している。 

  今日，ハッブルの法則は数学的には次のようにきわめて単純な形で定式化されてい

る。 

𝑣 = 𝐻𝑟  

ここで，𝑣は銀河が我々から遠ざかる速度； 𝑟は銀河から我々までの距離； 𝐻はいわ

ゆるハッブル定数である。ハッブル定数は実験的に決定され，現時点ではおよそ

70 km/(s ∙ Mpc)（キロメートル毎秒毎メガパーセク； 1 Mpc はほぼ 330 万光年に等し

い）という値が与えられている。 

  これは，我々から 10 Mpc 離れた銀河は我々から 700 km/s の速度で，100 Mpc 離れ

た銀河は 7000 km/s の速度で遠ざかっている，等々ということを意味している。そし

て，そもそもハッブルは，我々に最も近い僅かな数の銀河の観測結果にもとづいてこ

の法則に到達したにもかかわらず，それ以降に新たに発見された，可視的宇宙内の天

の川銀河からそれよりはるかに遠く離れた多数の銀河のうちどれ 1 つとして，この法

則から外れていないとされている。 

  実際には，銀河間の距離に依存したスペクトル周波数の変化としての「赤方偏移」

は，銀河の「後退」や宇宙の膨張とはまったく無関係な解釈を含め，無数の解釈を持

つことができる。しかし，その客観的分析に対し，政治的成分，すなわち，当該の事

実が既存パラダイム（この場合はアインシュタインの相対性理論）の裏づけとなるこ

とに対する利害関係が介入している。それゆえ，それ以外の解釈は検討されることな

く，与えられた目的に応えるドップラー的解釈が，唯一可能な解釈としてうやうやし

く扱われている。 

  エーテル動力学は，残存放射を，光子が宇宙エーテル中に完全に溶解する直前の段

階に既に至ったときにおける，光子によるエネルギー損失の結果として解釈している。

光子のエネルギー損失に関する自然指数関数則は，現在一般に認められているように

宇宙の「後退」の結果ではなく，光子がその中を進行するエーテルの粘性の結果とみ

なすことができる。 

  最大の光を放射している若い星は，4.2 ∙ 10−7 mから4.9 ∙ 10−7 mまでの波長に相当す

る青い色を持っている。また，0.05 mm から 1 m までの残存放射の全波長域は，200

億年から 1500 億年までの時間間隔の中で形成される。それより遠い星からの光は，

光子が安定性を完全に失い，エーテル中に溶解するため，我々に到達しない。ちなみ

に，それより遠い星からの光が観測されないのは，天文学者たちが主張しているよう

に宇宙に限界があることの結果ではなく，光学天文学の能力の限界の結果なのである。 

  光子の生存の最終段階は，その形成から 100 億~200 億年後に訪れる。この時間の

間に，光子はエネルギーを 2.7 分の 1 ないし 7.3 分の 1 まで失う。光子のエネルギー
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損失はその安定性に反映される。光子の構造は崩壊しつつあり，コアは既にそのエネ

ルギーを使い果たし，もはや存在しない。光子は分裂して破片になり，互いに衝突し，

いわゆる「光子ガス」を形成する。光子はそのガスの中で衝突し合い，最初に持って

いた方向を失う。観測されているのは，この状態に他ならない。すなわち，残存放射

にはいかなる特定の方向もない。 

  このことから，光学機器の観測能力の限界はおよそ 100 億~200 億光年であるとい

う結論が導き出される。そして光子は，それらが原子によって形成されてから 1500 億

年後に崩壊し，自由エーテルとなる。ただし，これは，実際にはそれより急速に進む。

なぜなら，あらゆる気体渦構造物におけるのと同様，光子の生存の終末に近づくにつ

れて，その大きさの増大とエネルギー損失の加速化との関連により，この過程は加速

してゆくからである。当然のことながら，ここで得られた推定値はきわめて近似的な

ものである。 

  次の点にも注目する必要がある。すなわち，その生存の終末に近づくにつれて，空

間中における光子の速度は減少し，𝑐の約 37%となる。光子本体の膨張と速度の減少

が，様々な方向の様々な遠方の星からやって来る光子同士の衝突の確率を増大させ，

このことが空間中における光子の運動方向をますます平均化させる。 

 

5.3.光学現象 

5.3.1.光の反射 

  光の反射という現象の要点は，光（光放射）がある媒質から，その媒質と第 2 の媒

質の区分境界に入射したとき，光と物質の相互作用が，その区分境界から第 1 の媒質

中へ逆に伝播する光波の出現をもたらすということである。自ら光を発しない物体が

見えるようになるのは，その物体の表面から光が反射するためである。 

  文献においては，光の反射のメカニズムは，入射光の作用によるフェルミ面の電子

の振動によって引き起こされた 2 次波の発生と結びつけて論じられている。しかし，

そのような主張を裏づける根拠はない。なぜなら，もしそうだとすれば，反射面の物

質の組成が反射光のスペクトルに及ぼす影響が認められるはずであるからである。実

際には，光子はそのような表面から，普通の弾性法則のすべての法則に従って反射す

るのであって，現在そう想定されているように，再放射の法則に従って反射するので

はまったくない。 

図 5.14.「フェルミ面」の構造 

 

  各電子の質量は光子の 1 個の線状渦の質量にほぼ等しい。光子は，それらの総質量

が光子の質量の数十億倍もある電子と衝突することを考慮すると，それらの電子は，

光子の作用の下では微々たる大きさしか変位せず，その大きさは，光子の再放射をい

かなる程度においてももたらすことはできないと断言せざるを得ない。 

  「フェルミ面」あるいは「自由」電子の形状の平面からの逸脱によって引き起こさ
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れた細流の散乱は，反射後には即座に停止することに注目するべきである。なぜなら，

反射した細流は，それらの細流にとって共通の渦およびその渦中における共通の流れ

を創出し，反射したすべての細流は，その流れの中で再び秩序化されるからである。

エーテル流のうち，金属中に侵入し，表面に出なかった部分は金属中で散乱され，そ

のエネルギーは金属の温度上昇のために消費される。 

  このように，金属表面からのエーテル要素細流の反射は，単なる機械的衝撃の法則

に従って生じているのであって，そのとき，要素細流の入射角と反射角は互いに等し

くなるという結果が自動的に得られる。金属表面からの光子本体の反射についても，

これと同じ仕方で検討することができる。 

  光子が障害物（鏡）に衝突するとき，各時点において障害物と反応するのは 1 個の

渦のみである。なぜなら，光子の励起は光子中を光速度で移動するが，しかし光子自

体もそれと同じ速度で移動しているからである。 

  反射面に対して法線方向と接線方向の速度成分を持っている要素渦が反射面に接触

し，そのままその運動を続ける場合には，その渦の中で円の形状を持っているその各

要素細流は，弾性衝突の法則に従って反射するとき，円形を維持するが，しかしその

要素細流中の流れは，衝突後は衝突前と反対の方向を向くことになる（図 5.15）。その

結果，反射した要素渦における渦の速度循環（磁場強度）は，入射しつつある渦中に

おける速度循環の符号とは反対の符号を持つようになる。 

  １列目と 2 列目の渦は運動方向に対しての位置を交換するので，その方向に対する

速度循環の符号は以前と同じままとなる。 

図 5.15.要素渦の反射と屈折 

 

  エーテルの縦運動の循環の場合には，状況はそれとは異なる。金属表面から反射す

るとき，エーテルの縦運動は保存されるが，しかし反射した光子の運動の方向自体は

変化し，渦列は位置を交換し，このことがスピンの符号の反対の符号への変化をもた

らす。入射光が+1 のスピンを持っていたとき，反射光は−1のスピンを持つようにな

り，またその逆となる。このことは普通の理論からは導き出されない（図 5.16）。 

図 5.16.反射時における光子のスピンの符号の変化 
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5.3.2.光の屈折 

  光の屈折とは，光（光放射）が 2 つの媒質の境界を通過するとき，その伝播方向が

変化することである。 

  2 つの媒質の境界面に入射したとき，光の一部は反射し，他の一部は屈折する。こ

の現象の基礎には，あるエーテル密度を持つ媒質から，別のエーテル密度を持つ媒質

中へ通過する気体要素細流の反射と屈折が横たわっている（図 5.17）。2 つの媒質の境

界におけるそれらの媒質中のエーテルの圧力が等しい場合，それらの密度の差は，例

えば，それらの媒質中におけるエーテルの温度差によって引き起こされることができ

る。これは，それらの媒質の渦構造の違いから生まれる結果である。 

図 5.17.気体細流の屈折 

 

  真空中と媒質中における電磁波の伝播速度の比は屈折率であり，相対透磁率がすべ

ての透明媒質に関して事実上 1 であることを考慮すると，次式が得られる。 

𝜌med/𝜌vac = 𝑣vac
2/𝑣med

2 = 𝑛2 = 𝜇𝜀 = 𝜀  

ここで，𝑛は媒質の屈折率； 𝜇は相対透磁率； 𝜀は相対誘電率である［添え字の med は

medium, vac は vacuum］。したがって，媒質の誘電率とは，真空中におけるエーテル流の

密度に対する，媒質中におけるそれと同じエーテル流のエーテル密度の比である。 

光子の一方の端が 2 つの媒質の境界に到達したとき，光学的により高密度な媒質中

における方がエーテル密度がより大きいため，その速度は𝑛2/𝑛1倍に減少する一方，光

子の他方の端は速度𝑣1で運動し続けている（図 5.18）。 

図 5.18.光の屈折法則の導出に関する参考図 
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  したがって，光子の 2 番目の端が光学的により高密度な媒質に接触するまでの間に，

時間𝑡0が過ぎることになり，その時間の間に，1 番目の端は第 2 の媒質中を距離𝑣2𝑡0 =

𝑂𝐸だけ，2 番目の端は𝑣1𝑡0 = 𝐵′𝐵1だけ進む。その先，すべては光学の教科書に書かれ

ているとおりとなる。すなわち， 

𝜆2 = 𝜆1

𝑛1

𝑛2
  

となり，より高密度の媒質中における渦の直径は，より低密度の媒質中における渦の

直径よりもそれに対応して小さくなるという結論が導き出される。原理的には，エー

テル動力学における 2 つの媒質の境界における光の屈折に関する説明は，普通の物理

学における説明と同じである。 

 

5.3.3.干渉 

  光の干渉とは，光波の重ね合わせであり，そのとき，普通，明るい帯と暗い帯が交

互に配置されている，光の強度の特徴的な空間的分布（干渉像）が観測される。光の

干渉は，光波の位相差が経時的に不変である場合，すなわち光波がコヒーレントであ

る（光波の周波数が倍数で，相互の間で経時的に揃っている）場合にのみ生じる。 

  干渉は，光の波動的本性を裏づける基礎的現象の一つとみなされている。しかし，

光の干渉と波の干渉との類似性は表面的なものであり，現象の本質を解明していない

ことを示すのは難しくない。 

  何よりもまず，振動の重ね合わせは，けっして波のみに見られる現象ではない。渦

構造物もまた，運動方向に対して横方向の波とまったく同じように振る舞う。渦構造

物の強度は，それらの大きさと運動方向が同じであるときに互いに足し合わされるこ

とができ，運動方向または大きさが相異なるときは相互作用することができない。 

  光子中のエーテルの密度は媒質の密度より小さく，平均行程はアーメルの大きさよ

り何桁も大きいため，光子は，観測し得るような相互作用をすることなく，互いの中

を透過する能力を持っている。高い密度を持っているが，しかし大きさが小さいコア

は，ただ単に互いに迂回し合うだけである。それと同時に，障害物――任意のスクリ

ーン――上においては，細流の変位およびそれに対応した流れの強度の増大または減

少が生じなければならない。光の放射源の相異なる地点から出る光子が同相でない場

合には，干渉は起こり得ないはずである。なぜなら，干渉し合う光ビーム中の光子は，

それらの光ビームの周波数が同一であったとしても，位相という点では互いの間でま

ったく結びついていないはずであるからである。個別の光子の位相は互いに対して無

秩序な変位を持っているはずであり，したがっていかなる干渉も起こり得ないはずで

ある。光の干渉は現実の現象である。このことが意味しているのは，放射原子は，互

いの間で必ず同期化し，同相化しなければならないということである。しかし，波動

理論はこのことを説明することができない。 

  互いに同期化し，同相化する放射原子の原理的メカニズムについては既に述べた。

波動モデルにはあり得ないそのようなメカニズムは，同一の時点に放射されるすべて

の光子の同期的かつ同相的な放射をもたらすことを可能にする。 

  その結果，個別の光子の断面積を何倍も上回る放射体の全面積上において，各時点

において単一の放射位相が確立される。光ビームが分割された後，各光ビームは干渉

計中において互いに対して安定的な放射位相を維持し，まさにこのことが，それらの

光ビームを重ね合わせたとき，干渉像を得ることを可能にしているのである。 
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  放射位相は経時的に変化し得るため，干渉光ビームの長さが著しく異なっている場

合には，干渉像の明確性が損なわれる。ここから実践上の推奨事項が導き出される。

すなわち，干渉計の開発に際しては，2 つの干渉光ビームの長さの相等性を得るため

に努力を払うべきである。 

  それ以外のすべての点においては，渦光子の干渉像は波動的な干渉像とまったく同

様である。なぜなら，渦の強度は，普通の波の強度とまったく同様に足し合わされる

ことができ，したがって渦光子も波と同様に干渉像を創出する能力を持っているから

である。 

 

5.3.4.回折 

光の回折――不透明な物体の端部の近傍における光の伝播方向の直線方向からの

偏向――は，光とその端部の相互作用の結果生じる。これに対しては既に 1800 年に

ヤングが注意を払っていた。そのとき，光は物体の端部を越えてその物体の方へ偏向

し，陰の領域を照らす。 

  普通，回折は，干渉とともに，光の波動的本性を裏づけるものとみなされている。

しかし，干渉と同様，回折は光子の渦構造の観点から検討することができる。 

  物体の端部の各点を新たな波源とみなす，ホイヘンスの原理を考慮した回折の解釈

はまったく人為的である。なぜなら，それと同じ原理に従って任意の 1 点を波源とみ

なすことが可能であり，その意味において，物体の端部は何ら特別なものではないか

らである。そのような説明は回折の物理的本質に光を当てるものではなく，最良の場

合でも，単なる計算手法にすぎない。 

  不透明な物体の直近における渦光子の通過を検討すれば，回折の本質を理解するこ

とは難しくない。図 5.19 から分かるように，それに並行して光子が飛び過ぎて行く不

透明な物体の表面とは，平均すれば静止した状態にある，エーテルの表面なのである。

このことは，原子間距離が10−10 mのオーダーであるのに対し，光子の波長のオーダー

は10−6 mであることから導き出される。それゆえ，光子との関係において，原子表面

の渦運動は平均化されている。 

図 5.19.光子の回折のメカニズム 

 

  光子と物体の間の隙間中には大きな速度勾配が生じている。なぜなら，光子渦の端

部は光子の運動方向とは逆の方向へ大速度で運動しており，隙間は相対的に小さいか

らである。光子の反対側には外部物体は存在せず，したがって速度勾配は相対的に小

さい。このことから，物体の側のエーテルの圧力は自由エーテルの側の圧力より著し

く小さく，そのため，光子は物体に押し付けられるという結論が導き出される。 

  光子が物体を通り過ぎたとき，光子は，そこにはもう物体が存在しないため，圧力

が均等化し始める領域に入る。その領域中における圧力は，既に隙間中の圧力より高

くなっているが，しかしまだ自由エーテル中の圧力より低い。不透明な物体はもはや

光子の変位を妨げておらず，しかし圧力差はまだ存在しているため，光子は物体の陰

の方へ偏向する。 
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  以上において述べたことから，光子の方向転換角度は物体の端部の形状に依存して

いなければならないという結論が導き出される。不透明な物体の端部の丸みの半径が

増大したとき，光子の方向転換角度は幾分増大しなければならない。このことは実験

的に検証することができる。この効果は，丸みの半径が数十 cm ないし数 m のオーダ

ーの場合に顕著に発現し始めると予想することができる。 

 

5.3.5.光行差 

  天文学では，天球上における天体の視位置の変化は光行差と呼ばれている。これは，

光速度の有限性，また地球の自転（日周光行差），地球の公転（年周光行差）および空

間中における太陽系の移動（永年光行差）の結果による観測者の運動に起因している。 

  周知のように，光行差理論は光の本性についての理解の変化とともに変化してきた。

ブラッドリーが 1725 年に光行差理論を創出したとき，彼は当時支配的であった粒子

説から出発していた。フレネルは，エーテルは引きずられないという説と部分的に引

きずられるという説にもとづいて光行差理論を作り出した（1823 年）。運動する物体

の光学が困難に直面したとき，ストークスはそれを克服しようと試み，エーテルの完

全引きずり仮説を用いて光行差を説明した（1852 年）。量子論と相対性理論が出現し

たことに伴い，エーテル理論抜きの現代の相対論的光行差理論が登場した。しかし，

既に今日，若干の研究者たちは，エーテルに対する考慮にもとづいた光行差現象の説

明の可能性に再び注意を払っている。 

図 5.20.光行差のメカニズムに関する参考図 

 

日周光行差の結果，星は天球の大円に沿って東側地点に向かってcos 𝜑′ sin(0.319′′𝜎)

の大きさだけ変位する。ここで，𝜑′は観測場所の地心緯度； 𝜎は東側地点からの天体

の角距離である。 

  空間中における太陽系の運動方向の変化はきわめてゆっくりとしているため，永年

光行差の変位は事実上検出されていない。 

  光行差の原因についての上記の説明は不完全であると思われる。銀河系および太陽

に対する地球の運動速度のベクトル和（軌道運動）および地球の 1 日間の自転を考慮

するべきである（図 5.21）。 

  エーテルが空間中において絶対的に静止していることを想定している古典的観点

（フレネル-ローレンツ理論）は，もし実際にエーテルが空間中において変位しておら

ず，かつ地球がその運動時にエーテルを捕獲していないならば，完全に正しい。しか

し，それはそうではない。エーテル風が地球に吹き付けており，その相対速度は標高

が減少するにつれて減少している。それゆえ，今後は，光行差現象に関する分析はこ

の事情を考慮して行なうことが適切である。以上に述べたことから，次の結論が導き

出される。 

光 
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  1）南緯 44.6~90°帯における年周光行差は，北緯 44.6~90°帯における年周光行差よ

り小さい値を持っている。 

  2）低高度，またとりわけ地下深部の坑道における年周光行差は，同じ緯度の高高度

におけるより若干小さい値を持っていなければならない。 

  3）宇宙飛行時に飛行体の位置の修正を行う際は，その修正が飛行体に搭載されてい

る天文機器によって行われる場合には，エーテル流に対する飛行体の運動の固有速度

を考慮に入れて行う必要がある。 

  地球に対するエーテル流の吹き付けは，厳密に一様な性格を持っていない。なぜな

ら，それらのエーテル流自体が様々な変化，特に太陽活動に関連した変化を受けてい

るである。それだけでなく，光行差現象には大気流も関与している。地球に対するエ

ーテル流の吹き付けについては，別の所で詳しく述べられている［訳注］。 

  光行差の本性に関する古典的理解は本書で述べられている理解と一致している。た

だし，本研究においては，いくつかの修正が加えられている。それらの修正は，地球

が空間中を移動しているだけでなく，エーテル流による吹き付けを受けていることに

関連している。エーテル流の方向と速度は定常的な性格だけでなく，部分的には変動

的な性格も持っている。現在では，定常流――エーテル風――と非定常流が実験的に

検出され，研究されている。地球表面に対するエーテル流の相対速度は，地表からの

高度の減少とともに減少している。これは既に 1925 年に D.C.ミラーによって発見さ

れたが，当時はそれに対する説明は与えられなかった。今日では，その減少はエーテ

ルの粘性と関連しており，球に吹き付ける気体流の境界層理論と一致していることが

既に明らかになっている。 

  実験的に得られた光行差の値と計算値の一致は，光子は，地球大気中においてエー

テル境界層を通過する際，その速度の方向を著しく変化させないということ，すなわ

ち，既に述べたように，側方エーテル流と光子の相互作用は小さく，横方向流に対す

る横方向光速度の確立の時定数は十分に大きいということを証明している。そのある

種のアナロジーを，水平風が存在するとき，煙突から放出される煙環の伝播のうちに

見て取ることができる。 

  風は煙を著しくドリフトさせるのに対し，煙環はごく僅かしかドリフトされない。 

  それにもかかわらず，相異なる緯度と高度に位置している観測所で得られる光行差

の実験データの違いが，地球の運動時に地球によって捕獲されるエーテル境界層の存

在という観点から，さらに分析されなければならない。 

 
［訳注］ 地球とエーテル風の関係の詳細については，V.A.アツュコフスキー『エーテル動力学的自然科

学の始動』，第 3 巻 宇宙論と宇宙進化論のエーテル動力学的基礎の第 6 章「地球と宇宙」等を参照され

たい。 

銀河核 

𝑈gal 
𝑈gal 

𝑈orb 

𝑈orb 

𝑈diu 

𝑈diu (a) (b) 

図 5.21.地球表面上に位置する 1 地点の運動； (a)銀河系速度，軌道速度および 1 日間

の自転速度； (b)速度ベクトルの和 ［添え字の gal は galactic；orb は orbit；diu は diurnal］ 
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  このように，空間中におけるエーテルの存在を考慮している古典的光行差理論は，

若干の修正点を考慮に入れた場合には， 一次近似において満足すべき理論とみなす

ことができる。 

 

5.3.6.光線の相互作用 

  光線はまったく相互作用しないとみなされている。大部分の場合には，それはその

とおりである。そしてそれは，コアを除き，光子本体は十分に希薄な構造物であると

いう理由によって説明される。ただし，光子が出会ったとき，光子本体は互いの中を

自由に通り抜けるのに対し，コアは，その大きさはきわめて小さいものの，互いに迂

回し合う。そのときに生じる可能性のある小さな変化は，光子が自由空間中に出た後

は直ちに元に戻る。 

図 5.22.コヒーレントな偏極光子の相互作用： (a)同じスピンの場合； (b)反対のスピン

の場合 

 

しかし，コヒーレントな偏光が相互作用する場合には，その状況は変化する可能性

がある。図 5.22 から見て取れるように，同じスピンを持つ 2 つの光子が互いに近傍を

通過する場合には，それらの間において，円周運動によって速度勾配が形成される。

その速度勾配中ではエーテルの圧力が低下し，光子は互いに引き付けられることにな

る。2 つの光子が互いに反対の符号のスピンを持っている場合には，それらは逆に，

互いに斥け合うことになる。それに対応して，光束の伝播方向も変化する。おそらく，

弱い散乱性を持つ媒質，例えば金属蒸気中においては，そのような現象が最も顕著に

観測されるはずである。 

  以上に述べたことから，光学現象の計算方法や光学機器の方面における高度の成果，

実践におけるそれらの幅広い適用，光学機器の創出と利用の方面において蓄積された

多大な経験にもかかわらず，光および光学現象の物理的本質の説明を求められている

物理光学は危機的状況にあり，光の物理的本質も，基礎的光学現象の物理的本質さえ

も説明する能力を持っていないという結論が導き出される。これは，理論物理学が自

然界におけるエーテル――世界媒質――の存在という考え方そのものを原理的に否定

(a) 

(b) 
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したことに起因している。エーテルに関する理解を物理学に復活させない限り，理論

光学を含め，物理学に生じている危機から脱出することはできない。 

  光および光学現象の本質に関するエーテル動力学的理解は，そのために必要とされ

るあらゆる物理的モデルを開発するだけでなく，宣言されたり，公準として設定され

たりしているのみで，今日にいたるまでまったく説明されていない諸現象を説明する

ことを可能としている。言うまでもなく，これは道の始まりにすぎない。しかし，本

格的な発展が物理学全体，そして光学を含む物理学の個別領域を待ち受けているのは，

他ならぬこの道においてであることに疑いはない。 
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第 6 章  重力と地球の膨張 

静止する物体の重さとは，抑制された運動である。 

M.V.ロモノーソフ『物体の重さについて』 

6.1.重力の物理的本性 

  重力現象は人類の歴史全体をつうじて大きな関心を呼び続けてきた。人間はその日

常的実践の中で絶えず重力現象と出会ってきたからである。 

  自然科学はこの領域において 2 つの問題――重力の本性という問題，そして重力の

法則という問題――を提起した。1 番目の問題に対する答えは，重力の本性，重力の

内部メカニズム，重力場の仕組み，さらにはまた重力過程の本質に関する理解から導

き出されるいくつかの応用的側面，例えば物体の重力を増大または減少させることは

できないのか，引力を持つ物体の影響から自分を遮蔽することはできないのか，等々

といった疑問に対して光を当てなければならないはずである。 

  2 番目の問題に対する答えは，他の物体の重力場中における物体の運動の計算，惑

星や彗星の軌道運動の計算，あるいは地球の重力場中における物体の弾道軌道の計算

に必要とされる関数的依存関係の認識をもたらさなければならない。 

  1 番目の問題に答えを与える試みは多数の科学者によってなされた。これに取り組

んだのは，エーテル渦理論を提唱したデカルト，フック，ルサージュ，ビヤークネス

［Carl Anton Bjerknes］，ロシアのロモノーソフ，ヤルコフスキー，ジュコーフスキー，サフ

チェンコ［Savchenko，フルネームは不明］，オルロフスキー［Orlovsky, フルネームは不明］その他

の多数の科学者であった。 

  M.V.ロモノーソフは，実際に生じているのは「引力」ではなく，エーテル粒子による物

体同士の「推力」であると考えていた。彼は，物体が持つ遮蔽する性質のおかげで，エー

テル粒子は「引き付けられる」物体に対して相異なった仕方で作用を及ぼす。すなわち，

「引き付けられる」物体の側（がわ）では，エーテル粒子は弱められた状態となり，自由

空間の側では，エーテル粒子は完全な運動量を持っている。この問題に関する他の多数の

研究者もこのような見解をとっていた。引力は引き付けられる側の物体の横断面積では

なく，その質量に比例しているという点は説明されないまま残された。重力相互作用の伝

播速度という問題も不明瞭なまま残された。 

  2 番目の問題に対し，当時求められた限りにおいて完全な形で答えを与えたのは，周知

のように I.ニュートンであった。彼はその著書『自然哲学の数学的諸原理』（1687 年）

において，G.ガリレイ，J.ケプラー，R.デカルト，C.ホイヘンス，G.ボレリ［Giovanni Alfonso 

Borelli］，R.フック，E.ハレーらのデータを一般化した。ニュートンが「万有」引力の法則

と名づけた法則によれば，宇宙の各粒子は他の各粒子を，それらの間の距離の 2 乗に反

比例し，「それらが含んでいる物質*の何らかの量に比例する」力で引き付けている。こ

の法則の発見以降，重力は自然科学者たちによって（慣性と同様に）物質*が持つ普遍的

性質とみなされるようになった。 

  ニュートンは，重力は引き付ける側の物体の質量に比例するということを，木星がその

衛星に対し，太陽が惑星に対し，そして地球が月および地球表面上に存在する物体に対

し，当該の中心物体から等しい距離において，それらのものの加速度が等しくなるような

仕方で作用を及ぼしているという実験的事実から導き出した。逆 2 乗の法則はケプラー

の法則の一般化からの直接的な帰結である。ケプラーは，惑星の運動は，例えば秩序づけ

られた運動のようなものではなく，自発的な彷徨である，すなわち，惑星の運動はある外

部作用因子［external agent］――太陽――の影響の下にあり，その作用因子の中に惑星系全
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体を「動かす霊［anima motrix］」が存在していると考えた。もし仮に同一の惑星が太陽の

周りを太陽からの相異なる 2 つの距離上において交互に回るとすれば，それらの周期は

それらの距離または円の半径の 2 乗として認められるはずである。 

  ニュートンの死後，万有引力の法則を精緻化しようとする試みがなされたことに注目

する必要がある。これは，計算データと惑星の位置の観測にもとづく実験データの間に食

い違いがあると判定されたためであった。しかし間もなく，間違っていたのは観測から得

られたデータであることが判明し，それ以来，ニュートンの法則は正しいとみなされるよ

うになった。 

  しかし 20 世紀に入ると，ニュートンの万有引力の法則の完全性に関する問題が再び生

じた。それは 2 つの事情と関係していた。1895~1896 年，ニュートンの万有引力の法則

から導き出される有名な重力のパラドックスが H.ゼーリガーによって定式化された。ゼ

ーリガーは，ニュートンの万有引力の法則に従うと，空間の任意の地点において重力場の

強度が無限大になることを示した。そのようなパラドキシカルな状況を考慮し，ゼーリガ

ーは次の結論に至った。「疑いもなく，ニュートンの引力の法則は完全に厳密というわけ

ではない。この法則は何らかの係数を用いて変更されなければならない。そうすれば，こ

れらの困難は除去される」。それらの困難を除去するため，ゼーリガーはニュートンの法

則を 

𝐹 = 𝑓
𝑀1𝑀2

𝑟2
𝑒−𝑘𝑟  

という形で表すことを提唱した。ところが，𝑘の大きさの計算が困難に突き当たった。

水星に関して計算された𝑘の値は，それ以外の惑星に関する計算には適合しなかった。 

  物体の重力相互作用の伝播速度の説明をめぐっても著しい困難が生じた。ニュート

ンの法則によれば，重力の伝播速度は無限大であり，擾乱は瞬時に伝わる。このこと

はこの法則の表式そのものから直接的に導き出される。すなわち，その公式は静力学

的であり，そこには遅れは存在しない。かつて，このことに注意を向けたのは P.S.ラ

プラスであった。彼は月の永年加速の分析にもとづき，重力の伝播速度は有限である

が，しかし光速度の少なくとも 5000 万倍以上大きいという結論を下した。当時，O.C.

レーマー（1676 年）と J.ブラッドリー（1728 年）の研究のおかげで，光速度は既に良

く知られていた。重力の伝播速度が光速度より著しく大きいという事実は，概して言

えば，天体力学の経験全体によってかなり十分に裏づけられている。天体力学はニュ

ートンとケプラーの法則から導き出される静力学的公式のみを利用している。すなわ

ち，天体力学は重力の伝播速度は光速度を著しく上回っているという予想から暗黙裡

に出発しているのである。 

  地球と月の距離（380000 km，つまり光の伝播時間で言えば 1.3 秒）の場合におい

てさえ，重力の伝播の遅れをけっして無視してはならないこと，すなわち，時間の経

過とともに，月の位置の計算においてあまりにも大きな誤差が蓄積されることが，既

にラプラスによって示されていたことに注目するべきである。そうだとすれば，それ

以外の惑星間の距離の場合について，いったい何を語ることができようか?! 

  一般相対性理論は，1 番目の問題についても，2 番目の問題についても，それとは異

なったやり方で問題を設定した。一般相対性理論によれば，引力は空間中に重力質量

が存在する結果発生する「空間の曲がり」によって説明される。空間中に重力質量が

存在すれば，空間が「曲がる」のはなぜなのか，曲がりのメカニズムとはいかなるも

のなのかについて，一般相対性理論は説明していない。一般相対性理論によれば，重

力の伝播速度は光速度と等しい。これはラプラスの計算と完全に矛盾している。それ
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にもかかわらず，一般相対性理論の支持者たちは，これまで，そのデータのいかなる

再計算も行ったことがない。 

  設定された 2 つの問題に対し，エーテル動力学はどのように答えを与えているかに

ついて検討しよう。 

  エーテル動力学的理解によれば，任意の気体の運動の場合と同様，最も一般的な種

類のエーテルの運動は熱拡散運動である。それ以外のすべての種類の運動が存在しな

い場合でさえ，熱拡散運動は存在している。すなわち，気体分子は安定化した状態に

おいてさえ，運動し，互いに衝突し合う。それゆえ，最も一般的な物理的相互作用―

―重力相互作用――を分析するためには，他ならぬ熱力学的理解を導入するべきであ

る。 

  任意の気体の渦の場合と同様，エーテル渦は，その表面速度勾配により，その渦を

取り囲む媒質の温度より低い温度を持っているだけになおさらのこと，熱力学理解を

重力現象の分析のために導入することは正しい。それ以外のすべての種類のエーテル

の運動はさほど大きくない距離までしか伝播しないのに対し，重力の場合と同様，温

度勾配場のみはきわめて著しい距離まで伝播する。A.N.チーホノフ［Andrey Nikolayevich 

Tikhonov］と A.A.サマルスキー［Alexander Andreevich Samarskii］の著書『数理物理学の方程

式』（モスクワ，Nauka, 1966）において行われている方法に従って熱伝導率の方程式

を解き，さらに，あらゆる気体の場合に圧力勾配は温度勾配に比例していることを想

起すれば，万有引力の法則の導出を再び試みることが可能となる。筆者は上記の教科

書から結論の主要部分を借用して，その試みを行った（図 6.1）。 

図 6.1.物体の重力相互作用のメカニズム： 重力質量の近傍におけるエーテルの温度と圧

力の変化および 2 つの質量の重力相互作用 

 

  小さい距離においては事実上影響を及ぼさず，しかし大きい距離においては本質的な

役割を演じる追加的な項が引力の法則の中に出現することが判明した。すなわち，数十な

いし数百天文単位のオーダーの距離においては，引力の減少は距離の 2 乗に反比例した

減少よりも急速に進行することが判明した。 

  万有引力の法則は次の形に変換される。 

𝐹 = 𝑓
𝑀1𝑀2

𝑟2
𝛷(𝑟, 𝑡)  

  出現した項𝛷(𝑟, 𝑡)は，その構成中にガウス積分を含んでおり，相対的に小さい距離に

おいては 1 に等しいが，しかし数十天文単位のオーダーの距離においては急激に減少

する。それゆえ，ニュートンの法則は太陽系の範囲内においては事実上維持されてい

るが，しかし冥王星――太陽系の最後の惑星――の軌道はニュートンの法則に従って

計算される軌道とは既に顕著に異なっている。それだけでなく，惑星は太陽によって
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引き付けられているが，恒星同士は互いに引き付け合っていないことが判明する！ ニ

ュートンの法則が厳密に正しいとすれば空間の各地点において重力ポテンシャルは無

限大になるであろうとするゼーリガーのパラドックスはエーテル動力学によって自動

的に解決され，ニュートンの引力の法則は「万有」ではないことが判明する。 

  重力の伝播速度はエーテル中における第 1 音速の伝播速度と等しく，光速度の 15

倍であることが判明した。それゆえ，重力の伝播速度の値の下限を決定したラプラス

は，天体力学の経験全体と同様，完全に正しかった。そして今やついに，いかなるこ

じつけもなしに，すべての事柄のつじつまが合った。 

  上記の表式は，エーテル動力学により，重力の物理的本質に関するエーテル動力学

的理解からの引力の法則の導出の結果として得られたものであり，ニュートンによっ

てなされたように，実験データを近似する方法によって得られたものではないことに

注目するべきである。後者は現象論的アプローチである。他ならぬ動力学的なモデル

的アプローチが，法則を導き出すことを可能にした。現象論は原理的に，これを行う

ことができない。 

  周知のようにニュートンの法則と十分一致していない冥王星の挙動を，上記の表式

にもとづいて計算する希望が現れた。しかし，その作業はそれに関する熱心な研究者

を待っている。 

  ニュートンの引力の法則と完全に一致していない水星の近日点の挙動について言え

ば，引力の法則に関する上記の表式における追加的な項の存在もまた，その挙動を説

明することができない。これに関する作業も熱心な研究者を待っている。水星の近日

点の永年移動の説明にとって本質的な意味を持つ多数の可能性を究明することが，そ

の研究者の課題となる。ここでは，まだあまり明確に確定されていないこの現象のあ

り得る原因のうちの一部を列挙することしかできない。それは，まだ発見されていな

い太陽に最も近い惑星の存在； 太陽の非球形性（近日点移動の効果を完全に説明する

ためには，太陽が 0.001 あるいはそれ以下の扁平率を持っていれば十分である。地球

の場合，その非球形性は 0.0033 であるから，その 3 倍である。太陽もそれと同じ非球

形性を持っていてもいいのではないか？）； 太陽の自転； 太陽の質量の偏心性； 太

陽の自転の偏心性（太陽も惑星も共通の質量中心の周りを回っているいるのだから）； 

プロミネンスの形での質量放出の存在，その他多数の原因である。水星の近日点移動

が 1 世紀間に僅かに43′′（！），あるいは別のデータによれば 1 世紀間に34′′であるこ

とを念頭に置いた上でこれらすべてを究明するためには，忍耐力が要求される。 

 

6.2.天体の重力膨張 

  物質の質量による冷却によってエーテル中に創出され

た圧力の勾配の作用の下で，エーテル自体はそれらの質量

の方へ移動し始め，それらによって吸収される。その結果，

すべての物体，すべての惑星と恒星は絶えずその質量と大

きさを増大させている。エーテルが天体に降り注ぐとき，

エーテルは断熱変化を受けないこと，すなわちエーテルの

質量の単位体積は変化しないこと，したがって天体に向か

って進んで行くにつれて，降り注ぐエーテルの層の面積は

縮小するが，それに比例して層の厚さが増大することを突

きとめることができた。そしてこのことは，エーテルは無

☜エーテル 
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限遠から固体として天体に降り注ぎ，第 2 宇宙速度（地球の場合は 11.18 km/s，太陽

の場合は 618 km/s）で天体に侵入するということを意味している（図 6.2）。 

  地球近傍空間中におけるエーテルの密度を知ることにより，太陽および惑星による

質量吸収速度を計算することができた。地球の場合，質量増加の時定数は 37.5 億年で

あり，この時間の間に地球の質量は«𝑒»倍に増加したことが判明した。その質量はいっ

たいどこに行くのだろうか？ 

  質量の追加分は地球の膨張をもたらす。地球本体の内部で形成された余剰質量は，

大洋底に位置するリフト海嶺［リフティング（rifting）によって形成された海嶺］を通じて放出

される。特別の遠征調査隊（主にフランスの調査隊）によって行われた測定が示した

ところによれば，中央海嶺（北大西洋海嶺，南大西洋海嶺，西インド洋海嶺）ならび

にオーストラリア南極海膨，南太平洋海膨および東太平洋海膨の軸に沿った場所にお

いては，大洋底の岩石は 1000 万~2000 万年以下の年齢を持っている。岩石の年齢は

海岸の方へ向かって行くにつれて単調に増加してゆき，海岸付近において 2 億年に達

する。岩石の年齢は大陸上においては飛躍的に増大し，大陸プレートの表面全体にわ

たって 40 億~50 億年となっている。これはどういうことなのだろうか？ 

図 6.2.重力質量によるエーテル吸収速度の決定のための参考図 

図 6.3.地球の大洋リフト海嶺系： 1－東太平洋海膨； 2－北太平洋海膨； 3－南大西洋

海嶺； 4－北大西洋海嶺； 5－アフリカ南極海嶺； 6－西インド洋海嶺； 7－東インド洋

海嶺； 8－オーストラリア南極海膨； 9－南太平洋海膨 
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  これはどうやら，地球内部で形成される質量が地殻中に緊張を創出し，結局，地殻

が裂け，凝固したプレート同士の間の間隔が開き始めたということらしい。大陸のこ

の運動は現在も続いており，「拡大［spreading］」と呼ばれている（図 6.4(a)）。 

  しかし，質量の増加は，それに比例した惑星の面積の増加を伴わない。すなわち，

惑星の大陸は変化しないのである。それゆえ，リフト海嶺から遠ざかって移動して行

く大洋底は，大陸に到達すると，その下に入り込んで行く。この現象は沈み込み

［subduction］と呼ばれている。 

  地球の半径は徐々に増大している。半径のその増大は大陸プレートの半径の変化と

は一致していない。大陸プレートは，地球の半径が現在より小さかった時代に地球表

面の分裂が始まった時以来，その半径を維持してきた。両者の半径のそのような不一

致が徐々に増大し，このことが必然的に地殻中における応力の蓄積をもたらした。そ

してそれが必然的に造山運動をもたらした（図 6.4(b)）。もちろん，それは造山運動の

唯一の原因ではない。アメリカのコルディレラ山系の誕生は，おそらくそれとは別の

原因を持っている。すなわち，北米と南米の西海岸においては大洋底が到達したとき

に沈み込みが生じなかったことが，この場所において地殻の押しつぶしを引き起こし，

これが山脈の形成をもたらした。それ以外のいくつかの原因もあり得るが，それらの

原因の根底には，地球が世界空間のエーテルを吸収していることに起因する地球の質

量の全球的な増大過程が横たわっている。 

 

6.3.天体の磁場の起源 

  惑星の磁場の出現についても，それと同じ観点から検討することができる。 

  磁場は自転している惑星にのみ存在していることが古くから知られている。そのた

め，何か基本的な自然法則が存在し，その法則に従い，回転するあらゆる重い物体は

(a) 

海底 大陸プレート 

リフト海嶺 

(b) 吸収されたエーテルから
形成された物質の流れ 

図 6.4.地球の膨張： (a)地球によるエーテル吸収； (b)造山運動の各種メカニズムの一つ 
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磁気を持っているはずであるという仮説が提唱された。しかし，検証はこの予想を裏

づけなかった。重い金の球の高速度回転は追加的な磁場の出現を引き起こさなかった。 

  現在，磁気流体ダイナモに関する仮説が提唱されている。この仮説によれば，地球

の導電性を持つ液体核中においてかなり複雑で強い運動が生じている可能性があり，

自励発電機において電流と磁場が発生するのと同様，その運動が磁場の自励をもたら

している。 

  しかし，我々の見方によれば，この仮説は乱暴である。なぜなら，実際の発電機と

のアナロジーはここには存在しないからである。実際の発電機においては回転子が固

定子の磁場を横切っているのに対し，回転している地球の中にはそのような固定子は

存在せず，地球によって創出される磁力線は地球と一緒に回転している。それゆえ，

何らかの自励について語ることはおそらく不可能だろう。何か，それとは別のものが

あるはずだ。 

  エーテル動力学の観点から見ると，その過程は次のように解釈することができる（図

6.5, 図 6.6）。地球を取り囲む空間からのエーテルの吸収は，地球の表層中においてコ

リオリ力の出現をもたらし，その力が吸収されるエーテルに作用を及ぼす。このこと

が地球の表層全体中においてエーテル渦流の励起をもたらすことを見て取るのは難し

いことではない。地球の中心部に向かって行くにつれてその力は減少していく。それ

ゆえ，中心部においては，コリオリ力は，地球表面から入って来るエーテルの旋回流

に逆らうことができない。このことがエーテル旋回流が中心部を通って閉じることを

可能にし，これが地磁気の一般的効果を創出する。もちろん，この過程に対しては，

地球の構造のあらゆる種類の非一様性やその他の原因によって引き起こされる追加的

な諸過程も重なり合う。 

図 6.5.回転する天体中におけるエーテル渦場の発生 ［𝑣IIは第 2 宇宙速度； 𝑎Корはコリ

オリ加速度］ 

図 6.6.地球の磁場の形成： 鉄の中心核 1 は起磁力を直接的には創出しないが，地球の表

層 2 において創出された磁場の導体および増幅器となる。 
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  行われた計算が示したところによれば，水星と金星には弱い磁場が存在するはずで

あり（今のところそれらの磁場は検出されていない），地球の場合には，木星の場合と

同様，計算は良い一致を与えた。火星にも磁場が存在するはずであるが，その強度は

地球の磁場の 2~3 分の 1 である。その磁場も今のところ検出されていない。この計算

は，原理的な形で，まだ磁場が検出されていない惑星も含め，太陽系全体について行

われた。 

  このように，原理的な形においてではあるが，エーテル動力学的モデル化は重力現

象の検討に際しても有用であることが分かる。 

  では，そのような場合，反重力はあり得るのだろうか？ 万能のエーテル動力学はこ

の件について何を語るのだろうか？ 

  残念ながら，エーテル動力学は何も結構なことは語らない。あらゆる物質はエーテ

ル渦であり，したがってそれを取り囲んでいる媒質よりも低温の形成物であり，した

がってまた，より低い温度，つまり重力を創出する形成物である。我々は，エーテル

の温度の上昇を創出することができない。それゆえ，我々は，直接的な正確な意味に

おける反重力を創出することができない公算が最も大きい。しかし，この答えはまだ

何も意味していない。反重力を手に入れたがっている者たちは，何を欲しているのか？ 

彼らは飛びたがっているのだ。だとすれば，それはまったく別の話だ！ 飛ぶためには，

他ならぬ反重力を創出する必要などまったくない。飛行機は飛んでいる――重力に対

する反作用を別の力によって創出しながら。重力に対して反作用を及ぼすエーテル動

力学的力を創出することも可能である。まさにこれなら完全に可能であり，これには

大きな未来がある。 

  とは言え，どうなるかは神のみぞ知る！ ひょっとしたら，筆者を信用せず，ある日

突然，反重力を創出する者が出現するかもしれない。なぜなら，良く知られているよ

うに，何かを創出するのは，それがあり得ないことを確実に知っている者ではなく，

まさにそれを知らない者であるからだ！ 

 

6.4.ジオパソジェニックゾーンとは何か？ 

「おい，御者，先へ進め！」「旦那，もう進めねえ。馬どもはくたび

れ切ってるし，俺も吹雪で目が開けられねえ。どの道も全部雪で埋

まってるから，どうしても轍（わだち）が見えねえ。道からはずれ

ちまったんだ。どうすりゃいいんだ！ きっと悪魔が俺らを野っぱ

らに誘い込んで，あっちこっち連れ回してるにちげえねえ。」 

A.S.プーシキン 

 
森林や公園を散歩していると，あるいはただ単に街路樹が植えられている道路を歩

いていると，一部の樹木が傾いて生えているのを見かけることがよくある。1 つの根

元から一度に何本かの木が生えていることもある。しかも普通，そんな樹木群が 1 箇

所に 1 つだけでなく，いくつも生えていることが注意を引く。ときには，きわめて奇

妙な形をした樹木に出くわすこともある。森の中のどこかにそんな樹木が生えている

場合，地元の住民はなるべくそこへ行かないようにする。行くと病気になるからだ。

そういう場所は災いを呼ぶ場所，呪われた場所とさえみなされている。そういう場所

とはかかわりを持たない方がいい。しかし実は，それらすべてには物理的原因がある。

それは，いわゆるジオパソジェニックゾーン［geopathogenic zone，GPZ］である。 
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  ジオパソジェニックゾーンとは，地球の地下深

部から出てくる，ある種の，今はまだ事実上科学

によって解明されていない放射が存在している

ゾーンである。それらは至る所にあり，ほぼすべ

ての住宅や業務用施設に，普通，それぞれ 2~3 箇

所存在している。そのような場所に長時間居ては

ならない。人間は患い始め，ゾーンがエネルギー

的に強力な場合には，きわめて不快になり，重篤

な疾患に罹患し，死に至るケースさえあり得る。

残念ながら，そのようなケースは少なくない。そ

れは容易に理解できる。ジオパソジェニックゾー

ンの放射が樹木の姿をひどく歪めるだけの力を

持っているからには，それらが人間に及ぼすネガ

ティブな影響は完全に説明可能である。 

  ジオパソジェニックゾーンの強度は時期によって異なっている。しかしそれらが活

性化すると，人々や道路交通の条件に対してネガティブな影響を与える。 

  現在の正統派科学はジオパソジェニックゾーンの存在という事実に対し，正統派科

学が既存パラダイムにもとづいて説明することのできない他の多数の現象に対するの

と同様，否定的な態度を取っている。それゆえ，正統派科学はそのようなあらゆる現

象に対して否定的な態度を取り，そのようなものはこの世に存在しない，それらすべ

ては疑似科学だと主張している。しかし，他の諸現象と同様，そう主張することによ

ってジオパソジェニックゾーンがどこかに消えてなくなるわけではない。しかし，そ

のような現象にはきわめてしばしば遭遇せざるを得ず，それらの影響の中和

［neutralization］に関する措置はそれらの本性に対する理解に依存している以上，この問

題に取り組まなければならない。しかし今のところ，ジオパソジェニックゾーンの問

題に取り組んでいるのは個々の熱意ある研究者のみである。彼らは，場合によっては

ネガティブな影響の説明やその最小化の方法を発見することもある。しかし言うまで

もなく，公的支援がなければ，そのような取り組みは十分な効果を生み出すことはで

きない。 

  その一方，人々は病に苦しみ続け，医療は必ずしも彼らを助けられる状態にはない。

道路では周期的に事故が発生しており，その多くは同じ場所で発生している。 

  そのようなジオパソジェニックゾーンとは，いったい何なのか？ それらの物理的

本性はいかなるものなのか？ どうやってそれらを検出するのか？ それらの有害な影

響を何とかして回避する方法を発見することは，どうしてもできないのか？ 

  筆者の意見によれば，ジオパソジェニックゾーンは，地球を取り囲む宇宙空間から

のエーテルの（あらゆる天体によるものと同様の）地球による蓄積の結果である。エ

ーテルの蓄積は地球内部における新たな物質の誕生をもたらす。それによって地球は

膨張し，その自転は遅くなりつつある（これは確定された事実である）。新たな物質は，

すべての大洋の中央部のリフト海嶺系（その総延長は 6 万 km である），個々の島嶼

（これは特に太平洋南西部に多い），また山岳の形で地球表面にゆっくりと出てくる。 

  今日では，エーテルは，相対的に密度の小さい，しかしきわめて高い圧力とエネル

ギー含量を持つ希薄な気体であることが既に分かっている。空気のエネルギー含量は，

空気渦――暴風を作り出し，建物を破壊するサイクロンや竜巻――を形成するのに十

分であることを忘れてはならない。一方，エーテルのエネルギーは空気より何倍も大

きいが，そのエネルギーは発現しない。これは，エーテル中においては，空気の大気
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中におけるのと同様，基本的にはすべてが均衡しているという唯一の理由による。た

だし，常にそうであるわけではない。 

  エーテル中に渦が形成されると，渦の表面上に圧力勾配が生じる。それらの圧力勾

配は，物体上においてきわめて著しい圧力降下を引き起こすことができる。すると，

フライパンが飛び回り始め，戸棚が倒れ，コンセントから球雷が飛び出し始める。そ

のような現象はポルターガイスト（「騒がしい霊」）と呼ばれ，かなり広く知られてい

る。ポルターガイストの発生時には，どこからともなく現れた水が突然人間に降りか

かる。実は，その水は空気中に含まれており，エーテル渦が空気中の水分子を集めて

水滴にしたものなのである。それはちょうど，ティーカップに茶葉と湯を入れてスプ

ーンでかき混ぜると茶葉がカップの底の中心に集まるのと同じことである。これこそ

が道路上に霧が現れる原因である。この現象は，ゴビ砂漠の住民が使っているいわゆ

る「給水鉢［仮訳］」において利用されている。それは強いジオパソジェニックゾーン

の中に置かれた石製の鉢で，ジオパソジェニックゾーンの放射の中で空気中から水滴

が落ちてくるので，鉢は常に水で満たされている。 

  そのような一連の現象において，ジオパソジェニックゾーン，すなわち，エーテル

渦が存在するゾーンが見出される。それらのゾーンにおけるエーテル渦は目には見え

ないが，半メートルもの太さの樹木がその圧迫によって曲がるほどの著しい圧力降下

を創出している。 

  実は，それらのゾーンにおけるエーテル流は，ポルターガイストや球雷の中におけ

るエーテル流よりも穏やかに振る舞う。しかしその代わり，それらは長い期間，何年

間も存在し，それらの影響は徐々に蓄積されていく。しかしそれらのゾーンは活性化

することもあり，その場合には，その期間の間，人々や場所に対するそれらの影響は

強まる。 

  ジオパソジェニックゾーンはどこから現れるのか？ この問題に関して，次の説が

筆者によって立てられた。地球によって吸収されるエーテルは，その全部が物質に転

化するわけではなく，その一部は地球内部をさまよい，個々の場所に集積し，地下の

物質と接触することにより，自分の温度を，したがってまた圧力も変化させる。する

と，エーテルは旋回流の形で外部へ流れ出る。そのようなエーテル渦は，円柱形の単

独渦になることもあれば，2 つの渦が互いの周りを回転する 2 重渦束の形になること

もあり，それ以外の構造もあり得る。それが生じる頻度が最も高いのは，地下のあら

ゆる不均一部分――地殻断層，地下水流の境界，鉱石の貫入部分，トンネル，空洞そ

の他の天然または人工の不均一部分――である。それらの場所の一部はヘリウムの流

出を伴っている。このことは，地球の地下では核反応が現在も，しかもいかなる超高

温もなしに進行していることを物語っている。 

  そのようなエーテル流の特徴は，第 1 に，自己集束性を持っていることである。な

ぜなら，それらの中の圧力は周囲のエーテルの圧力より小さいので，外部圧力がそれ

らを圧縮し，その結果，それらは相対的にコンパクトになるからである。第 2 の特徴

は，任意の遮断物，例えば建物の各階のコンクリート床を通り抜けて上に向かう能力

を持っていることである。そのため，ジオパソジェニックゾーンは多階建て建物のす

べての階で感受される。しかし，エーテル流は金属を通り抜けることができない。い

わゆるフェルミ面――金属物体の表面上に常に存在する高密度の電子層――がそれを

妨げるからである。エーテル流は金属物体を迂回する。そのとき，エーテル流は，そ

の縁端部が若干減速するだけである。それゆえ，ジオパソジェニックゾーンで発生す

るエーテル流を金属板で遮断しようとする試みは，流れの小さいシフト，例えばベッ

ドがゾーンの区域内にある場合には，ベッドに横たわった人間の頭部から足部の方へ

の流れのシフトをもたらすにすぎない。 
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  ジオパソジェニックゾーンは植物界と動物界に影響を及ぼす。樹木はその生育の当

初からエーテル流の影響を受け，その影響によって生じた変化は成長するにつれて樹

木の内部に蓄積される。動物はエーテル流を感じ取り，様々な仕方でそれに反応する。

エーテル流の構造の違いに応じて，動物はその流れを回避し，またある場合には，逆

にその流れの中にいることことを好む（ただし後者は稀である）。通常，ジオパソジェ

ニックゾーンの放射は人間，特に子供に対してネガティブな作用を与える。子供は来

る日も来る日も，来る年も来る年も同じ家で寝て，学校では同じ席に座ることを余儀

なくされるからである。そしてその作用に対する反応は，体調不良であり，脊柱側弯

症であり，また腫瘍を含め，通常その原因を突きとめることのできない，その他のあ

らゆる疾患である。 

  疾患の惹起の原因に関して知られていること全体を注意深く分析すると，それはか

なり幅広い種類の原因であることが分かる。伝染病はウイルスあるいは病原菌が伝染

することによって起こる。風邪は体の冷えによって引き起こされる。腫瘍性疾患はか

なりの程度まで人為的活動と関係している。それは発がん性化合物であり，電離放射

線源であり，有害金属であり，また人間によって得られた，創出された，あるいは大

量に採掘されたそれ以外の多数の物である。さらにそれは，誤った食物摂取，喫煙，

アルコール中毒，ストレスであり，近年ではこれに麻薬が付け加わっている。しかし，

それらすべての源は，人間が自然から遊離し，自然の法則，自然が命ずるものを無視

していることに起因する生体の弱体化や機能障害と組み合わさったときにのみ危険な

ものとなる。ジオパソジェニックゾーンもまた，人間の健康を弱め，その免疫力を低

下させる本質的な原因に分類する必要がある。 

  ジオパソジェニックゾーンが人間や機器に及ぼすネガティブな作用は，住宅や業務

用施設においてのみ発現しているわけではない。以前にテレビ番組で報じられたとこ

ろによると，モスクワ-ペテルブルク街道の 41 km 地点では，時折，不可解な現象が

発生する。そこでは突然，霧が湧き上がり，それと同時に交通事故の多発箇所が複数

発生するのである。番組では，地元の住民はそこを呪われた場所とみなしていると語

られていた。 

  ジオパソジェニックゾーンは惑星の全体において一様に作用する。ドイツの科学者

バチラー［正確な姓名は不詳］は 14 か国における 3000 戸の住戸と住宅を調査し，すべて

のがん患者は例外なしに地球放射の発生源上で寝ており，そこでは子供の発達が他の

場所におけるよりも悪く，喘息，リウマチ，動脈硬化が慢性化していることを立証し

た。ポーランドの研究者たちはワルシャワの住民 1300 人を調査した。エネルギーラ

イン同士の間の「クリーン」なゾーンで寝ている住民はそのうちの 20 人にすぎなか

った。彼らは全員健康であった。それ以外の住民のうち 335 人は重い病気に罹ってお

り，現時点ではそのうちの 108 人が既に死亡している。興味深い結論が下された。す

なわち，がん患者は全員が“+”の電荷符号を持つゾーンに長期間滞在・居住していた

のに対して，結核患者は全員が負に荷電しているゾーンに長期間滞在・居住していた。

結果はただ一つ――死亡であった。 

  残念ながら，住宅，業務用・生産用施設，重要施設および特に危険度の高い施設の

建設用地の選定の際，また自動車道路の敷設の際，それらの用地におけるジオパソジ

ェニックゾーンの有無という部分に関するいかなる調査も行われていないと言わざる

を得ない。なぜなら，ジオパソジェニックゾーンの存在は現代科学によって認められ

ていないからである。それは疑似科学とされ，「真面目な科学者」たちはこの問題に取

り組んでいない。しかし，人々は病み，死につつある。この問題における主要な課題

は，人々の治療というより，むしろ，ジオパソジェニックゾーンの放射による生体の

弱体化がその重要な原因の 1 つとなっている疾患の予防である。それを予防するため
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には，ジオパソジェニックゾーンの所在地およびそのネガティブな作用の中和方法を

知る必要がある。 

  ジオパソジェニックゾーンはどのようにして検出するか？ 

  現在では，それを行うことを可能にする測定装置が既に創出されている。しかし，

ジオパソジェニックゾーンは多数存在するにもかかわらず，測定装置の数は少ない。

ジオパソジェニックゾーンの検出のために最も簡単に利用することができるのはバイ

オロケーション［biolocation］法［一般には「ダウジング」という名称で知られている］である。

この方法は事実上誰にでも利用することができるが，多少の訓練を必要とする。この

方法の要点は，ゾーンの探索がいわゆる「フレーム」を用いて行われることである。

フレームとは直角に曲げた金属ワイヤーのことである。ワイヤーの材料として最良な

のは一端が尖った直径 2 mm，長さ 40 cm の編み棒である。編み棒の 1/3 の長さの部

分を残りの部分に対して直角に曲げる。普通のボールペンの芯を取り出し，芯の代わ

りに，編み棒の端が尖った短い方の部分をボールペンの本体に挿入する。長い方の部

分の端は，安全のために丸くしておく必要がある。これでフレームが出来上がりであ

る（図 6.7(2)）。 

図 6.7.ワイヤーフレームを用いたジオパソジェニックゾーン検出 

  オペレーターは両手にフレームを 1 つずつ持ち，それらのフレームを互いに平行に

なるようにして，若干前方に傾け，探索する場所あるいは部屋を歩き回る（図 6.7(1)a, 

b）。 

  オペレーターの感度のテストは，フレームを手に持って壁に近づいて行く方法で行

うことができる。例えば，壁から 30~40 cm の所で，2 つのフレームは開き始める（図

6.7(1)c）。 

  ジオパソジェニックゾーンの上方では，オペレーターがそれをまったく欲しなくて

も，2 つのフレームはひとりでに交差する（図 6.7(1)d）。 

  ジオパソジェニックゾーンから出ると，2 つのフレームは再び平行になる。 

  自分自身の固有の生体場［biofield］が弱い人においては，フレームは機能しない。な

ぜなら，フレームの偏向角は，ジオパソジェニックゾーンの場の強度だけでなく，オ

ペレーターの固有生体場の強度にも依存しているからである。しかし，圧倒的多数の

人々はバイオロケーションの潜在的能力を持っている。ただし，フレームを用いて作

業するためには多少の訓練が必要とされる。それは事実上すべての希望者が習得する

ことが可能である。 

  しかし，最も有望と思われるのは，レーザービームを用いてエーテル風の速度と方

向を測定する方法である。片持ち梁が普通の風の作用の下で曲げられるのと同様，エ

ーテル風の圧力の下でレーザービームは偏向する（図 6.8）。 

(a) 

(b) 

(c) 

(d) 

(1) 

(2) 

(3) 
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  緊急課題となっているのは，住宅・公益事業施設の建設用地，特に，エネルギー的

に危険度の高い産業施設，例えば原子力発電所の建設用地の選定の際，バイオロケー

ションによる鑑定を行うという問題解決法である。かつて，教会の建設地の選定の際

にはそのような鑑定が行われていた。そのため，教会がジオパソジェニックゾーンの

上に建てられたことは決してなく，教会の周囲のゾーンは人々に対して常にポジティ

ブな作用を及ぼしている。 

  ジオパソジェニックゾーンの影響の回避に関する最良の推奨事項は，就寝場所や作

業場所がそれらのゾーンの中に入らないようにするため，建物のスペース内で家具類

を配置換えすることである。しかし，住戸内で家具類の配置を換えるのは必ずしも可

能ではない。大部分の人々の住戸は小さく，そこで配置を再編成するのは無理である

からである。それゆえ，人々は，たとえ彼らを襲った病気の原因を理解しないとして

も，ジオパソジェニックゾーンに起因する不愉快な事象に遭遇することになる。道路

を移動させることもまず可能とは思われない。ジオパソジェニックゾーンは多数存在

するのだから，それはなおさらである。もっとも，実は幸いにも，道路交通の安全性

に対して実際に影響を及ぼす能力を持つ強力なジオパソジェニックゾーンは比較的少

ない。悲しむべきは，現在ジオパソジェニックゾーンの問題に取り組んでいるのが個々

の人々，つまりアマチュアのみであるということである。 

  建物内で家具を配置換えしたり，道路を移動させたりことは困難だとしても，ジオ

パソジェニックゾーンのエーテル流を破壊する（散乱させる）方法でそのゾーンを解

消することが可能である。ジオパソジェニックゾーンの破壊はエーテル動力学的受動

型中和器を用いて行うことができる。 

  エーテル動力学的受動型中和器は，長さ 100 m，直径 0.1~0.2 mm の細い変圧器用

エナメル絶縁ワイヤーを無秩序に巻き，扁平に丸めて作った直径およそ 100 mm の厚

い円盤である（図 6.7(3)）。ワイヤー製円盤は，次に任意の絶縁材料に圧着されるか，

あるいはボール紙や普通の封筒の中に封入される。中和器の内部の空隙を石膏，コン

クリート，発泡ポリウレタン，すなわち任意の非導電性バルクで充填してもよい。 

  この中和器の作動原理は，それを通過するエーテル渦流が破壊されることにもとづ

いている。エーテル流がワイヤーの表面に引っ掛かることにより，エーテル流の全体

的な渦構造が破壊され，ジオパソジェニックゾーンの放射自体は，そのようなものと

しては存在しなくなる。 

  ジオパソジェニックゾーンのエーテル流の破壊は，そのゾーン上に中和器を配置し

た直後から始まる。そのようなものとしてのゾーンが消滅するには，数秒間あれば十

エーテル風 

図 6.8.レーザービームを用いたエーテル風の速度測定のスキーム： 1－レーザー； 

2－検出器； 3－フォトレジスター； 4－曇りガラス； 5－不透明な仕切り板； 6－ビーム

の水平偏向の信号増幅器； 7－ビームの垂直偏向の信号増幅器 



150    第 6 章  重力と地球の膨張 

 

 

分である。しかし，中和器を撤去すると，そのゾーンのエーテル流は弱まった形では

あるが復活する。ただし，中和器をそのゾーン上に 1 時間以上継続して置いた後の場

合には，ゾーンの復活は数日が経過した後にのみ生じる。これは，エーテルの粘性率

が小さいという理由によって説明される。 

  中和器は，ジオパソジェニックゾーンが検出された場所の床の上に設置することが

適切である。しかし，中和器の設置場所として最も良いのは地階である。こうすれば

建物の全階においてゾーンが除去される。 

  中和器自体はワイヤーを巻いた受動的なものにすぎないので，それがジオパソジェ

ニックゾーンの中と外のいずれに存在するかにかかわらず，いかなる有害な影響も与

えることはない。中和器の使用に対する特別の許可を誰かに求める必要は一切ない。

なぜなら，我々は部屋を清掃したり，あるいは風を通すために通風口を開ける許可を

誰かに求めたりはしないからだ。そもそも，新しい方法で人々の病気を治すべきか否

かを決めるために，頭を振り絞るようなことは誰もしない。ここで論じられているの

は，建物の健全化，自然の，しかし人間にとっては有害な放射から人間を解放すると

いうことなのである。 

  上記と同じことを道路上でも行うことが可能である。道路の両側の路肩に沿って，

最良なのはさらに道路の中央に沿って，上記と同様の一連の中和器を互いに約 2~4 m

の間隔を置いてアスファルトの下に設置する必要がある。ジオパソジェニックゾーン

は破壊され，霧や人間に対する悪影響はもはや生じなくなる。 

  筆者は，この問題は，人々が大衆的な規模で取り組み始めるだけの重要性を持って

いることを疑わない。ここで論じられているのは，究極的には，人々の健康の問題，

きわめて低コストな方法で我々の建物を健全化し，道路交通の安全性を向上させる可

能性に関する問題である。ところで，以後，それは全部疑似科学だなどという，いわ

ゆる「真面目な科学者」たちの意見に耳を傾ける価値はあるだろうか？ ちなみに，彼

らは病気になったり事故に遭ったりするのが気に入っているというのなら，それは彼

らの個人的事情だ。 
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7.1. 宇宙論および宇宙進化論とは何か？ 

  宇宙論――不可分の統一体としての無限の宇宙に関する，あるいは観測によって捉

えられている宇宙の一部としての世界の一領域に関する学説――は，常に天文学の重

要な部分をなしてきた［『ソビエト大百科事典』，第 3 版，第 13 巻］。この数十年間，

宇宙論は物理学と結びついた独立した科学領域となりつつある。 

  現代宇宙論の天文学的および物理学的基礎をなしているのは，第 1 に，物質構造に

関するデータによって補完されている，宇宙の我々に知られている部分の構造と性質

に関する観測データであり，第 2 に，物質*の相互作用と運動の物理法則に関する知識

である。一般化された形における宇宙論は本質的に哲学によって方向づけられており，

それゆえ，正しい認識論を含み，物質*とその運動の一般的法則性を解明している哲学

的基礎なしには，首尾一貫した科学的な宇宙論となることはできない。 

  様々な時代の宇宙論的理論は，いかなる物理学的な原理と法則が普遍的なものとし

て採用されるかに応じて，著しく異なったものになっている。それらの理論から導き

出される結論は，観測結果によって裏づけられなければならず，あるいは少なくとも

観測結果と矛盾してはならず，また，新たな現象を予言することができなければなら

ない。現在，この要件を最良の形で満たしているとみなされているのは，アインシュ

タインの一般相対性理論にもとづいて作り出された非定常的熱的宇宙の一様等方モデ

ルである。 

  宇宙進化論とは，天体とその系――恒星と恒星系，銀河，星雲，太陽系およびそれ

らに含まれるすべての物体（太陽，惑星（地球を含む），それらの衛星，小惑星，彗星，

隕石）――の起源と発達について研究する科学領域である［前掲書］。 

17 世紀～19 世紀初頭の宇宙進化論的仮説は主に太陽系の起源に関するものであっ

た。20 世紀に入ってようやく，観測天体物理学と理論天体物理学の発展によって恒星

の起源と発達に関する本格的な研究を始めることが可能になり，1960 年代には銀河

の起源と発達の研究が開始された。 

  自然科学の歴史全体を通じて宇宙論と宇宙進化論は互いに結びついていた。そして

それらは，唯物論的構想と観念論的構想の間における熾烈な，しばしばドラマチック

な闘争の舞台となっていた。この闘争は今もやんでおらず，現代理論物理学の全般的

危機との関連でさらに先鋭化さえしている。 

  唯物論的イデオロギーが観測と実

験に立脚していたのに対し，観念論的

イデオロギーは支配的な学派の「一般

に認められた」理論から導き出される

主張に立脚していた。これが特に強く

現れていたのは，あらゆる問題がそれ

に該当する聖書のテキストからの引

用文を示すやり方で解決されていた

中世の時代であった。しかし現在で

も，多数の問題がそれとまったく同様

のやり方で，ただし聖書ではなく，ア

インシュタインの相対性理論を援用
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するやり方で解決されている。この理論の教義に反することは禁止されており，それ

に関する決定すら存在している［訳注］。 

  不可分の統一体としての宇宙に関する現代科学である宇宙論，そして天体の起源と

発達に関する科学である宇宙進化論の全体の上に，A.アインシュタインの一般相対性

理論が影を落としている。 

  アインシュタインの相対性理論は，宇宙の現象も含め，それが検討している現象が

持つあらゆる物理的意味を無視した，純然たる数学理論である。相対性理論の第 2 の

部分である一般相対性理論は重力理論とみなされ，宇宙のあらゆる基本問題に答えを

出しているとされているが，この理論は物理的過程を検討せず，すべてを時空の曲が

りに帰着させているため，実際にはいかなる問題にも答えていない。この「理論」に

おいては，空間は曲がり，時間は遅れる。これによって物理的過程を解明するあらゆ

る可能性が排除される。空間は何に対して「曲がる」のかと尋ねたくなる。何しろ，

「曲がり」とは，曲がっていない何らかの引数の関数であるからである。現代科学は

宇宙における現実の過程を解明する代わりに，数学の公式を自分の都合のいいように

あやつり，宇宙の構造と現象の原因には関心を示すことなく，すべてを現象論，すな

わち外面的記述に帰着させている。それは袋小路である。 

  科学における唯物論的方法論の復活を求める闘争は今もやんでいない。もちろん，

その闘争自体は中世における闘争とは異なった形態を取っているものの，それに敵対

する学派の冷酷さは弱まっていない。少なくとも，今日，物理学とそれに隣接する科

学領域，何よりもまず宇宙論と宇宙進化論においては，天体の相互作用は空虚な空間

を通じて行われており，エーテル――宇宙全体を満たしている，あらゆる種類の物質

と相互作用の場の構築材料である物理的媒質――は自然界に存在しないと主張する観

念論的方法論が支配的な地位を占めている。その媒質が存在しないと主張する理由は，

それが存在するか否かではなく，それが理論の構築にとって必要がないということに

ある。しかし，この物質*的媒質を導入することなしには，既知の現象を説明すること

も，宇宙研究の新たな方向性を決定することもできない。 

  宇宙の構造と現象に関する唯物論的科学は，他ならぬそれらの構造があれこれの形

態を持ち，ある形態から別の形態に変容していることの理由，また，宇宙の現象がま

さに現実にそれらが持っている形態を持っていることの理由を決定しなければならな

いという点に注意を促す必要がある。 

 

7.2.宇宙の大規模構造 

  現在では，星々の質量の主要部分は銀河中に集中しており，銀河自体は多数の星団

であり，各銀河には星が何千億個も存在していることが知られている。銀河自体は銀

河団の中に集中しており，銀河団は超銀河団を形成していることが突きとめられてい

る。では，その先には何があるのか？ 

  宇宙全体の仕組みという問題は 1920 年代に K.E.ツィオルコフスキーによって提起

された。彼は「エーテルの島」と題する論文において，宇宙の大規模構造に関する自

分の理解について述べている。彼の意見によれば，宇宙空間中には複数の球状の「エ

ーテルの島々」が存在し，そのそれぞれの島の中には何千億個もの銀河と各銀河の

 
［訳注］ 1998 年にロシア科学アカデミー幹部会に設置された研究調整機関「疑似科学・科学研究捏造対

策委員会」は，相対性理論に対する批判論を「疑似科学」とする旨の決定を下した。この決定は現在も

取り消されていない。 
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星々が存在している。 

  ツィオルコフスキーは，宇宙においては何千億個もの星を含んでいる何百万個もの

らせん状の星雲が生じており，それらのすべての星雲はエーテルの中に浸かっている

ことに注意を向け，次のように述べている。「しかし，エーテル自体は何億光年かの範

囲までしか広がっていない。その先，エーテルは，我々の大気の最上層が希薄化して

いくのと同様に，極度に希薄化していく。エーテルの境界の向こう側では，エーテル

より極度に希薄な何らかの別の物質*が始まっている。それゆえ，私は既知の銀河団を

「エーテルの島」と名付けた。おそらく，エーテルの島の向こう側には別の同様の島々

が存在しているのであろう。しかし，我々はそれらに関していかなる情報も得ること

ができない。なぜなら，光はそれらの島々の間のエーテルのない空間を通過すること

ができないからである」。 

  ここから，ツィオルコフスキーは，エーテルに関しては十分な知識を持っていたが，

その「別の」物質*に関してはまだ知識を持っていなかったという結論が導き出される。

実は，言うまでもなく，当時はあれこれの知識がまだ存在していなかった。それにも

かかわらず，ツィオルコフスキーの観点は注目に値する。 

  その中に密度勾配が存在する空間中においては，あらゆる物質*的形成物は境界を

持たなければならない。この点に関して，世界空間を満たしているエーテルも例外で

はない。それゆえ，ツィオルコフスキーが書いているエーテルの島々は完全にあり得

る。しかし，球は，その体積に対する表面積の比が最小である立体図形である。そし

てそれは，分子同士の結合を持っている液体のみの性質である。それに対し，エーテ

ルは気体である。気体には，その分子同士のいかなる結合も存在しない。気体にとっ

て安定的な図形となるのは，渦トロイドのみである。なぜなら，渦トロイドは，境界

層によって表面全体を覆われた，それ自体で閉じた渦であり，その境界層中において

は，トロイド内部のより大きい密度からより小さい密度への，外部空間に向かう移行

が生じているからである。それゆえ，最も蓋然性の高い宇宙の構造は，球形ではなく，

トロイダル形のエーテルの島々によって空間が充填されている構造である。超銀河団

およびその内部の銀河団もそれと同じ形状を持っていなければならない。 

  超銀河団と銀河団がトロイダル形を持っていることは，銀河団中の銀河のおよそ

60%がコンパクトに集まっており，残りの 40%はその周りの相対的に大きな面積上に

分散していることによって裏づけられる。それと同じことが銀河自体にも生じている。

すなわち，星団のおよそ 60%が相対的にコンパクトな状態にあり，残りの 40%はその

周りの相対的に大きな距離の所に存在している。 

  エーテルの島々の間の「未知の」物質*について言えば，エーテルが天体間の空虚を

満たしているのと同様に，「エーテルの島々」の間には，エーテル 2――エーテル 1，

つまり単なるエーテルの分子であるアーメルの構築材料――が存在していなければ

ならない。物質*のさらなる深奥の解明の論理は同一である。それゆえ，エーテル 2 も

気体であると予想することが可能であるが，しかし現段階においては，エーテル 2 の

パラメーターを決定することはまだできない。ただし，アーメルの密度が陽子や中性

子の密度より何桁も大きいのと同様に，アーメル 2（エーテル 2 の分子）の密度はエ

ーテル 1 のアーメルの密度より何桁も大きいこと，さらにまた，アーメル 2 の熱運動

速度はアーメル 1 より何桁も大きいこと，エーテル 2 中における全体的圧力および内

部熱含量はエーテル 1，つまり単なるエーテル中におけるより何桁も大きいことを予

想する根拠が存在する。しかし，これらすべては論理にもとづいた予想にすぎない。 

  おそらく，「エーテルの島々」は，エーテルの有限なトロイダル状バルクと，その中

に浮かぶ超銀河団および銀河団から構成されており，我々の天の川銀河はそれらの銀

河団の間に存在しているのであろう。渦巻星雲は何百万個も存在する。それらの大き
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さは我々の銀河の大きさと類似している。銀河同士の間の距離は何百万光年の単位で

測られる。それゆえ，銀河と銀河を隔てる深淵は銀河の大きさの何十倍も大きい。エ

ーテルの島全体は，あらゆる年齢の十億の何百万倍個もの太陽と十億の何十億倍個も

の惑星を含んでいる。 

  しかし，エーテルの島も未知の宇宙の小さい粒子であり，無限に小さい粒子とさえ

言える。大洋と比べると水滴が小さいのと同様に，地球や太陽と比べると原子が無に

等しいのと同様に，エーテルの島も無限の宇宙と比べれば取るに足らぬほど小さい。

我々の宇宙に関する知識，エーテルの島に関する知識，そして自然全体に関する知識

についてもそれと同じことが言える。コジマ・プルトコフ［Kozma Prutkov（19 世紀ロシア

の 4 人の詩人が共同で使っていた筆名）］がこう宣言したとき，彼は真に正しかった。「さら

に大きな物が大きさの点で上回ることができないほど大きな物は，存在しない」。 

 

7.3.宇宙論と自然界におけるエーテルの循環 

  あらゆる過程は，その具体的な形態においては始まりと終わりを持っていなければ

ならない。全体としての宇宙のみが不変であり続ける。そして，それは平均して不変

であるということにすぎない。宇宙においては，絶えず星が生まれ，消滅し，絶えず

物質原子が生まれ，消滅している。すべては連続的な永遠の循環のうちにある。エー

テルから生まれたすべてのものは，結局，他ならぬエーテル中に溶解し，エーテルに

戻る。近年ゴビ砂漠で発見された石板に刻まれた古代の銘文は，まさにこのことを語

っている。 

     かつて在りしものは，常に在り続けるであろう。魂は不死であるからである。 

     今在るものは，いつの日か，時がエーテルに帰せしめるであろう。 

  今日，我々は既に，エーテルの循環過程をその具体的な形態において追跡する可能

性を持っている。それを試みてみよう。そのためには，最近まで互いに無関係と思わ

れていた銀河中におけるいくつかの過程を，統一的に関連づけて捉える必要がある。 

  銀河について，銀河間空間中には何が存在するかについて，今日，我々はいったい

何を知っているのだろうか？ 

  我々は，渦巻銀河が存在し，それらが銀河全体の半分以上を占めていること，しか

しさらに球状および楕円形の銀河，雲を思わせる不規則銀河，星々からなる「ブリッ

ジ」によって互いに結びついた二重銀河が存在することを知っている（図 7.1~7.3）。 

  それ以外にも，望遠鏡では見えない電波源，いわゆるクエーサー（強力な点状電波

源），さほど大きくないがきわめて活動的なセイファート銀河，さほど大きくないが良

く見え，活発に電磁放射を放出している電波銀河が存在する。 

  これらすべての銀河は集まって銀河団を形成し，銀河団は集まって超銀河団を形成

しており，それらのいずれもその中に何百万個，何十億個もの若い構造的単位を含ん

でいる。それらの形成物中においては，銀河団中の銀河，また超銀河団中の銀河団は，

球状構造というより，むしろトロイダル構造に似た形で不均一に分布している。 

  宇宙空間中には，さらに大量のガス，残存放射，等々，等々が存在している。宇宙

には，何と沢山のものが存在していることか！ しかし宇宙に存在しない唯一のもの

――それは，すべてがそうなっている理由についての理解である。 
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(a) (b) 

(c) (d) 

図 7.1.各種の銀河： (a)球状星団； (b)典型的な渦巻銀河（平面図）； (c) 渦巻銀河（斜

視図）； (d)渦巻銀河（側面図） 

図 7.2.銀河の相互作用： (a)銀河の相互作用図； (b)二重銀河の写真 

「尾」 

ブリッジ 

G2 G1 

(a) 

(b) 
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図 7.3.不規則銀河――星団の存在の最終段階 

 

  現在行われている銀河の分類法について若干述べなければならない。 

  周知のように，現在，銀河のいかなる機能分類も存在しない。なぜなら，銀河の内

部メカニズム，いわんや銀河の発達と相互作用のメカニズムに関するいかなる理解も

存在しないからである。既存のすべての分類は形態学的分類，すなわち外見的，形式

的特徴にもとづいた分類である。1922 年，そのような最初の分類を提唱したのはアメ

リカの天文学者 E.ハッブルであった（図 7.4）。 

  この分類によれば，すべての銀河は次のように区分される。 

  ・渦巻銀河：SB（全銀河の約 60%） 

  ・楕円銀河：E（13%） 

  ・レンズ状銀河：SO（22%） 

  ・不規則銀河：I（4%） 

  これらの内部には下位分類にもとづいた細分化が存在する。 

  これより後の時代の各種の分類はあれこれの細部を精緻化しているが，全体的に見

図 7.4.ハッブルによる銀河の形態分類： この図では，様々なタイプの銀河が，それら

に含まれるガスと若い星の相対的量が図の左から右に向かって減少していくように配置さ

れている。 

渦巻銀河 

楕円銀河 

不規則銀河 

棒楕円銀河 
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ると，それらは依然として形態学的な分類であり，しかもいくつかの種類の銀河，例

えば二重銀河やセイファート銀河（これはさほど大きくない核と強力なガス放出を持

っている）を考慮していない。 

  物質の本性に関する理解が欠如していたため，これまでは，せめて原理的にであれ，

銀河の進化全体を検討することができていなかった。 

  しかし今では，そのような可能性が現れている。 

  様々な銀河の中で最も安定的なのは渦巻銀河であり，このことはそれらが過半数を

占め，相対的に安定的であることから導き出される以上，何よりもまず，渦巻銀河の

中で進行している諸過程を検討するべきである。 

  それらの過程は次のようなものである。 

  第 1 に，銀河系の渦状腕中では強度およそ

10 μG の磁場が検出されている。それは，いか

なる磁場源も持たない奇妙な磁場である。こ

の磁場は銀河系中に一つしか存在せず，その

磁力線はそれ自体で閉じていない。この意味

において，きわめてユニークな磁場なのであ

る。なぜなら，それ以外のあらゆる磁場は，そ

れ自体で閉じた磁力線を持っているからであ

る。ところが渦状腕の磁場は閉じていない。 

  第 2 に，銀河系の中央領域の核からは，あら

ゆる方向に向かってガスが流れ出ている。当

初は，その銀河核中には何らかの特に質量の大きい天体が存在しており，それが崩壊

しながら，陽子と水素原子からなるそのガスを放出していると推測されていた。とこ

ろが詳しく調べてみると，銀河核の中にはまったく何も存在せず，そこは 1 個の空虚

でしかないことが判明した。しかもその空虚は少なからぬ量のガスを放出しており，

その 1 年間の質量は太陽質量の 1.5 倍に達する。 

  第 3 に，我々の渦巻銀河の形状そのものが，様々な考えを引き起こす。その形状は，

その中に漏斗状の凹みが形成される，水渦にきわめて良く似ている。しかし，漏斗状

の凹みが形成されるためには，その中に何かが流れ込む必要がある。そうでないとす

ると，それはどのようにして形成され得るのだろうか？ 

  第 4 に，銀河系の中心領域には 1 個の球状星団が存在し，渦状腕においては，星々

は，それらの渦状腕の周縁に沿って，まるで管の中におけるように，渦状腕の壁の中

に配置されている。 

  第 5 に，2 本の渦状腕は同じ平面内に横たわっている。 

  第 6 に，銀河系の核は，老いた星からなる球状星団によって取り囲まれている。 

  第 7 に，銀河系の 2 本の腕の表側に沿って，1 本の暗い帯［dark lane］が存在する。 

  第 8 に，……等々。 

  これらすべての事実を，どう結びつけるか？ 

  エーテル動力学の観点から見ると，すべてはきわめて単純に見えてくる。 

  渦巻銀河のエーテル動力学的構造を図 7.5 に示す。そこには 1 個の核と，核に向か

って細くなっていく 2 本の渦状腕が存在し，星々は腕の「壁」に沿って配置されてい

る。渦状腕の中では，銀河の周縁部から核に向かってエーテルが流れており，星々自

体は銀河核から周縁部に向かって運動している。渦状腕の中に入っていない星々はそ

れとは別の方向に向かって運動し，銀河核の周りで球状星団を形成している。それら

は老いた星である。すべては既知の諸事実と一致している。 

  



158    第 7 章  宇宙論，宇宙進化論と自然界におけるエーテルの循環 

 

  らせん状の「水渦」を形成しながら銀河核に流れ込むことができるものとは何か？ 

もちろん，それはエーテルである。だから，それは水渦ではなくて「エーテル渦」な

のだ！ エーテルは 2 本の渦状腕に沿って銀河核に流れ込みながら，いったいどこに

消え失せるのか？ エーテル細流同士が衝突し合い，高速度で無秩序に混合する結果，

エーテルのトロイダルらせん渦が形成される。それらの渦は，その渦体がある臨界密

度に達するまでの間，自己高密度化し，分裂してゆく。その臨界密度に達すると，最

初にらせん渦トロイド――陽子――が形成され，次に陽子それ自体がその周囲のエー

テルから電子殻を形成し，こうして水素原子が得られる。形成された陽子-水素ガスは

膨張し，銀河核から高速度で遠ざかっていく。これは実際に観測されている。ビュラ

カン天文台のデータによれば，そのガスの流出速度は 50 km/s に達する。 

  では，渦状腕の中では何が起きているか？ エーテルがその中を銀河核の方向に流

れている。しかし，「水渦」中においてそうならなければならないのと同様，エーテル

はそこへ向かって単純に並進的に流れて行くことはできない。エーテルは渦を巻きな

がら徐々に銀河核に向かって移動し，1 回りするごとにそのピッチを増大させていく

（図 7.6）。 

  計算が示すところによれば，太陽系のレベルにおいては，エーテルは渦状腕の中を

腕の軸に対して垂直方向に 300~600 km/s の速度で運動しているが，銀河核の方向に

は毎秒僅か 1 μm の速度でしか移動していない。ところが銀河核の近傍では渦状腕の

断面積が減少し，ピッチも変化し，エーテルは毎秒数万 km の速度で銀河核の領域に

恒星の運動 

銀河核 

星形成領域 

𝐻 = 10 μG 

物質の分散・ 

消滅領域 

磁気流，エー 

テルの運動 

(a) 

銀河核の周りの 

恒星の球状領域 

ダストの 

集結領域 

図 7.5.渦巻銀河のエーテル動力学的構造： (a)平面図； (b)側面図 

(b) 
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突入していく。そこでは，あるエーテル細流は別の渦状腕からそこに流入した別のエ

ーテル細流と出会い，エーテル細流同士の衝突，混合，渦形成，巨視的気体の形成が

生じる。その他のことについては既に書いた。 

  以上に述べたことを念頭に置けば，「開いた」磁場が存在する理由が理解できるよう

になる。磁場とは渦を巻いたエーテルの流れであるのだから，我々は，［渦を巻いたエー

テルの流れである］銀河系の渦状腕において，まさに「開いた」磁場を観測しているとい

うことになる。 

  銀河系の核から離れ出た巨視的気体をめぐっては，その先，いったい何が生じるの

だろうか？ 生じるのは次のことである。 

  周知のように，あらゆる気体渦の表面は渦を取り囲む媒質よりも低温である。この

事実は，気体のあらゆる勾配流に伴って気体の冷却が生じることによって裏づけられ

る。 

  ガスタービンの入口の空気取り入れ口の壁は冷却され，竜巻が通り過ぎた後には，

地面に霜が降りる。このことは，渦の中では分子エネルギーの再配分が進行している

という理由によって説明される。すなわち，エネルギーの一部は細流の秩序だった流

れと無秩序な流れ，すなわち熱の流れのために消費されるため，エネルギーはより少

ないままとなる，つまり，温度が低下するという理由である。率直に言えば，この説

明はちょっと弱い。しかし，事実は事実であり，実際，渦の温度は周囲媒質より低い

のである。それゆえ，媒質中において温度勾配が形成され，それに対応して圧力勾配

が形成され，力が作用し始める。その力を我々は重力と呼んでいる。 

  すなわち，巨視的気体が出現するや否や，重力が作用し始め，その結果，ガスは集

まって塊となり，次第に恒星を形成してゆく。そのガスは膨張し，銀河核から高速度

で離れ出たものであるので，そのガスから形成された恒星は銀河系の周縁部に向かっ

て高速度で進んで行くことになる。恒星の周りにおいて惑星系がどのようにして形成

されるかについては，この先で別途述べる。ここでは，恒星のその後の運命について

検討する必要がある。 

  銀河系の渦状腕の中に入り込まなかった恒星は，初速度およそ 50~100 km/s で相

対的にゆっくりと銀河系の中心部から遠ざかっていく。エーテル渦――陽子――は空

間中のエーテルとの摩擦の結果，次第にその安定性を失っていく。エーテルの粘性率

は小さいとは言え，ゼロではないからである。陽子においては，喫煙者が口から吐き

出した煙環と同じことが生じる。すなわち，煙環は次第にそのエネルギーを失い，回

転速度が減少し，圧力勾配が減少し，渦の直径が増大する。次に，渦はその形状を失

い，自由気体となる。空気の渦環は単なる空気となり，エーテルらせんトロイド――

陽子――は単なる自由エーテルとなる。このとき，物質*はどこにも消失しない。陽子

(a) (b) 

図 7.6.不等ピッチのらせんに沿った運動： (a)銀河系の渦状腕に沿ったエーテルの運動； 

(b)穴から排出されるときの水の運動 
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および陽子に束縛されている渦――電子殻――は消失し，エーテル中に溶解するので

ある。それゆえ，銀河核の周りの球状星団は相対的に明確な境界を持っている。すな

わち，同時に形成されたすべての陽子は，ほぼ同時に崩壊し始め，世界空間のエーテ

ル中に溶解する。銀河系の中心部の球状星団は老いた星々から構成されていることが，

このことを物語っている。 

  では，銀河系の渦状腕の中に入り込んだ恒星には，何が生じるのだろうか？ 

  最初に，それらの星はそれらの渦状腕の境界層に向かって移動する。なぜなら，そ

れらの腕中における圧力分布は，恒星が腕の外側領域から境界層中へ，また恒星が腕

の表面に近い所に存在する場合は腕の内側領域から境界層中へ変位することになる

ような分布になっているからである。しかし，それらの境界層中においても，それら

の星は銀河系の核から周縁部に向かって運動することになる。しかし，それらの星は，

球状星団に入り込んだ星と同じ速度で運動しているにもかかわらず，それらの内部の

陽子の安定性はより大きいものとなる。それらの陽子はエーテル流中を運動するため，

エーテル流がそれらの陽子の周りを流れ過ぎ，各渦の境界上においてより高い速度勾

配を創出する。速度勾配がより高いほど，その層の中の気体の粘性率はより小さいの

で，渦が周囲媒質に与えるエネルギーはより小さくなる。すなわち，銀河系の渦状腕

に入り込んだ星の内部の陽子はより長い間存在し続け，それらの星が進行する経路は

より大きくなる。様々な銀河の渦状腕の写真からは，このことが非常に明瞭に見て取

れる。すなわち，渦状腕の長さは，銀河の中心部の周りの球状星団の半径［ママ］より

2~3 倍大きい。 

  渦状腕中の星が十分大きい経路を進行すると，百億年（あるいは数百億年）単位で

数えられる著しく長い時間が経過する。その間に陽子はその回転エネルギーの著しい

部分を空間中のエーテルに与え，安定性を失って崩壊し，エーテル中に溶解する。渦

状態から自由状態へのエーテルの移行は，その移行が生じた場所における圧力の増大

を意味する。なぜなら，あらゆる渦はそれまで高密度であったので，同じ量のエーテ

ルはより小さい体積を占めていたからである。それとは逆に，銀河核中における渦形

成は圧力を低下させる。なぜなら，渦は形成の過程でそのエネルギーを減少させるか

らである。したがって，銀河系の渦状腕の中には圧力差が存在し，銀河核ではより小

さく，周縁部ではより大きい。この圧力差がエーテルを再び周縁部から銀河核へ追い

やる。 

  このように，渦状銀河中においてはエーテルの循環が進行している。エーテルは周

縁部から中心部に向かってエーテル細流の形で流れ，銀河核から周縁部に向かって恒

星の組成に含まれた形で移動している。その循環は無限にではないとしても，いずれ

にせよ，かなり長い間続く。それは，その銀河のエーテルが何らかの別の銀河，ある

いは新たな渦形成中心によって吸い込まれるまでの間，何千億年間も続く。 

  このこととの関連において，いわゆる二重銀河（図 7.2）を想起したい。そのような

二重銀河は天文学者の B.A.ヴォロンツォフ=ヴェリヤミノフ［B.A. Vorontsov-Velyaminov］に

よって多数発見されている。相互作用する 2 つの銀河の特徴は，それらの銀河をつな

いでいる，星々から構成されている中間ブリッジである。しかも，星々からなるブリ

ッジは一方の銀河を貫き通し，さらにその先も著しい距離まで続いている。次に，そ

の星の小道は，貫き通したその銀河の方へ逆戻りするように曲がり，その銀河にたど

り着かないうちに，どこかで途切れている。ここでは何が起きているのだろうか？ 

  次のようなことが起きていると思われる。1 番目の銀河のエーテルが，2 番目のよ

り若い銀河によって吸い込まれつつあるのである。 

  1 番目の銀河の中のエーテルは，その周縁部から中心部へ送られる代わりに，新た

な渦形成中心――2 番目の銀河の核――へ向かって送られている。そのエーテルの流
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れは，１番目の銀河からエーテルを奪っているだけでなく，その途上において 1 番目

の銀河から星々も捕獲している。それらの星がやはり 2 番目の銀河に向かって高速度

で移動しながら，ブリッジを形成している。しかし，エーテル流は 2 番目の銀河の核

によって吸収され，それより先へは進まないのに対し，星々の小川は慣性によって流

れ続け，2 番目の銀河を貫き通す。そして恒星の寿命は著しく長いので，星々はその

まま慣性によって運動し続け，2 番目の銀河からも離れ去る。ある時間が経過したと

き，星を構成する物質は崩壊し，自由エーテルになる。自由エーテルは星々の小川の

終端から 2 番目の銀河の核に向かって高速度で進んで行く。その途上において自由エ

ーテルはまだ解体していない星々を捕獲する。これが星々の小道の鉤形に曲がった尾

の形で見えているのである。このように，エーテルを交換し合っている 2 つの銀河の

うち，1 番目の銀河は死滅しつつある銀河であり，2 番目の銀河は生まれ育ちつつあ

る銀河なのである。 

  1 番目の安定的な銀河の範囲外で突然渦形成が始まったのは，いかなる原因による

のだろうか？ 今のところ，それはまだ知られていない。ただし，若干の予想を述べる

ことができる。そのような渦形成の開始のきっかけは，1 番目の銀河の核の中におい

て，例えば彗星の衝突の結果として与えられる可能性がある。彗星の内部におけるエ

ーテル細流の速度は巨大であるので，それらのエーテル細流の混合は渦形成の開始の

きっかけを与えることができる。銀河の内部で形成されたその渦形成中心が，次に銀

河の範囲外に飛び出し，新たな銀河の形成開始のきっかけを与えるのである。 

  以上に述べたすべてのことから出発して，それらすべてのエーテル動力学的過程を

考慮に入れた銀河の機能分類の作成を試みることができる。 

  この分類の出発点をなしているのは，既に存在している銀河中における彗星の衝突

の結果，渦形成と陽子創出の新たな中心が形成されるという理解である。陽子とは高

密度化したエーテルであるから，その中心の空間中におけるエーテルの圧力は低下し，

そこへ周囲空間からエーテル流が高速度で流入してくる。陽子は自分の周りにエーテ

ル束縛渦――電子殻――を創出し，水素原子になる。 

  陽子-水素ガスは，質量が増大するにつれて膨張し，渦形成中心から離れ去り，それ

と同時に集まって恒星になる。渦形成中心は見えるようになるが，しかし恒星の数は，

渦形成中心によって生成される電磁放射を遮蔽するためにはまだ不十分である。これ

がセイファート銀河である。 

  数が増加しつつある恒星はますます渦形成中心を遮蔽するようになるが，しかしま

だ完全には渦形成中心を覆ってはいない。これが電波銀河である。 

  それ以降における恒星の数の増加は渦形成中心を遮蔽する。これが球状銀河である。 

  球状銀河の恒星の陽子は，銀河の中心部から遠ざかるにつれて次第にそのエネルギ

ーを失い，空間中のエーテルの中に溶解する。銀河の周縁部におけるエーテルの圧力

は上昇し，エーテルは中心部に戻り始める。最初に楕円銀河が形成され，腕が形作ら

れる。銀河は次第に渦巻銀河の形を取るようになる。 

  銀河の中心部における渦形成過程が，周縁部からエーテルが流入し始めるより前に

終わった場合には，形成された恒星は中心部から離れ去り，次第にエーテル中に溶解

する。これが不規則銀河，すなわち銀河の存在の最終段階である。 

  十分に強力な渦形成中心が老いた銀河の 1 つの近傍に存在している場合には，渦形

成中心はその銀河からエーテルを吸引し始める。そのとき，エーテル細流の後を追っ

て星々も渦形成中心の方へ急速に移動し，星々のブリッジを形成する。エーテルが新

たな渦形成中心によって吸収されるのに対し，星々はその中心を通り抜ける。2 番目

の銀河から星々の「尾」が突き出るようになる。その「尾」の終端において星々はエ

ーテル中に溶解し，そのエーテルは 2 番目の銀河の中心部に戻って行く。 
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  これにもとづき，銀河の機能分類を今すぐに提示することができる（図 7.7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.7.銀河のエーテル動力学的機能分類 

 

  エーテル構造の安定的形成物はトロイダル構造であることを考慮すると，銀河団の

構造も超銀河団の構造も理解可能となる。すなわち，それは，階層的に組織化された，

宇宙におけるエーテル流のトロイダル構造なのである。銀河団中における銀河および

超銀河団中における銀河団の分布の静力学は，このことと完全に一致している。 

  最後に，星々の中の物質の質量に対する宇宙空間のエーテルの質量の比は，およそ

108，つまり 1 億であることを指摘しなければならない。それゆえ，宇宙空間のエーテ

ル中で進行している諸過程は，宇宙におけるすべての事柄に対して本質的な仕方で影

響を及ぼしていると確信することができる。 

 

7.4.太陽に関する現代的理解 

  現代科学によって明らかにされているように，太陽は白熱したプラズマの球である。

太陽の質量は1.99 ∙ 1030 kgであり，太陽系全体の質量の 99.866%を占めている。残り

の 0.134%は主に惑星の質量である。太陽表面における重力加速度は273.98 m ∙ s−2あ

るいは 28 ɡ，すなわち地球上における重力加速度の 28 倍である。 

  恒星としての太陽は典型的な黄色矮星であり，ヘルツシュプルング・ラッセル図の

恒星の主系列の中央部分に位置している。太陽は我々の銀河系の渦状腕のうちの 1 つ

の内部に位置し，銀河系の中心から約 10 kpc の距離にある。銀河系の中心の周りにお

ける太陽の公転周期は約 2 億年，太陽の年齢は約 50 億年である。 

  太陽中の元素の質量含有率は水素が約 70%，ヘリウムが約 27%，その他すべての元

素が約 2.5%と推定されている。これらの推定値にもとづき，太陽の中心における温度

は 1000 万~1500 万 K，密度は約 15 万kg/m3，すなわち水の密度の 150 倍，圧力は

3 ∙ 1011気圧と計算されている。 

  太陽コロナは太陽大気の最も外側の部分であり，太陽の半径の数個分まで広がって

いる。太陽大気を形成している外層は観測することができる。太陽の放射のほとんど

セイファー
ト銀河と電

波銀河 

クエーサー 
彗星の 

衝突 

点状 

電波源 
球状星団 渦巻銀河 

環状銀河 楕円銀河 

不規則銀河 

自由エーテル 
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すべては，光球と呼ばれている太陽大気の内側部分から発している。光球の厚さは約

300 km，平均密度は3 ∙ 10−4 kg ∙ m−3である。光球中の温度は外層へ移行するにつれて

低下し，その平均値はおよそ 6000 K である。光球の境界上における温度は約 4200 K

である。光球より下のゾーン［subphotospheric zone］における対流の存在は，光球の輝度

の非一様性，また光球上の粒状斑，いわゆる粒状構造のうちに発現している。 

  太陽の内層からのエネルギー輸送は，主

に，下方から到来する電磁放射の吸収とそ

れに続く再放射によって行われている。上

層においては，高熱の物質の内層から外層

へ，そして冷却された物質の内部への運動

（対流）によるエネルギー輸送が重要な役

割を果たしている。対流は太陽の半径の 0.2

の深さにおいて始まり，約 1 万 km の厚さ

を持っている。それよりさらに高い層――

太陽大気――においては，エネルギー輸送

は再び放射によって行われる。最後に，太陽

コロナの上部においては，太陽から出て行

く物質の流れがエネルギーの大部分を輸送

している。これがいわゆる太陽風である。各層内の温度は，エネルギー収支が自動的

に保たれるレベルの温度となる。すなわち，内側から運ばれて来るエネルギー量は，

その層のすべてのエネルギー損失の合計と等しい。 

放射による損失を補い，太陽の高い温度を維持しているエネルギー源は，太陽内部

で生じている，水素がヘリウムに変換する核反応であるとみなされている。太陽では

2 つの熱核反応群，すなわち陽子-陽子（水素）サイクルと炭素サイクル（ベーテサイ

クル）が生じる可能性がある。しかし，太陽においては陽子-陽子サイクルが支配的で

ある公算が最も大きい。陽子-陽子サイクルは 3 段階の反応からなっている。第 1 段

階では水素原子核から重水素の重陽子――二重水素の原子核――が形成され，このと

き，核子 1 個当たり 1.135 MeV のエネルギーが放出される。第 2 段階では二重水素と

水素の原子核からヘリウム 3 の原子が形成され，さらに核子 1 個当たり 1.82 MeV が

放出される。第 3 段階では原子質量 4 のヘリウムの安定同位体の原子核が形成され，

さらに核子 1 個当たり 4.14 MeV が放出される。 

  周知のように，太陽は光だけでなく，物質（針状噴流［＝スピキュール］），またプロミ

ネンスも周囲空間に放出している。 

  銀河系の渦状腕の境界層に入り込んだあらゆる恒星と同様，太陽は 2 つのエーテル

流の作用の下にある。1 番目の流れは銀河系の周縁部から核に向かっている。この流

太陽コロナ 

太陽の写真： 表面全体にわたって放射と物質の噴流の放出が見える。 
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れは重力の結果であり，第 2 宇宙速度𝑣IIC = 6.18 ∙ 105 m/sで太陽の中に流入している。

2 番目の流れは銀河起源を持っている（エーテル風）。その速度はまだ知られていない

が，50 ないし 400 km/s と評価されている。 

  恒星の発達の初期段階において恒星を形成する希薄な巨視的気体の中において，銀

河核の領域の空間中を毎秒数千 km の速度で移動しているエーテル風はあらゆる陽子

に圧力を及ぼし，陽子を減速させる。 

  しかし，恒星の形成にはその圧縮が伴い，このことが陽子同士の相互遮断をもたら

す。このことは，エーテル風は表層の事実上すぐ下において急速に速度を落とすこと

を意味している。このように，エーテル風の作用は主に恒星の表層に対してのみ影響

を及ぼす。エーテル風が恒星の並進運動の減少に及ぼす影響は小さいことが判明して

いる（計算が示すところによれば，その速度の 1 年間の相対的減少は 100 億分の 1 に

すぎない）。表層は重力によって恒星につなぎ止められており，対向方向からのエーテ

ル風が表層に及ぼす減速作用にもかかわらず，表層が恒星から引きちぎられるという

ことはあり得ない。しかし，エーテル風の流れは速度勾配を持っているので，恒星の

向かい合う 2 つの側においては，恒星に吹き付ける細流の速度は相異なったものにな

り，力の作用も相異なったものになる。それゆえ，恒星本体の全体と弱く結合してい

る恒星の表層は回転し始める（図 7.8）。 

図 7.8.エーテルの勾配流中における物体： (a)気体細流の速度勾配が最も大きい領域内に

おける物体の移動； (b)気体の勾配細流中における物体の回転運動の創出 

 

  得られた角運動量は次第に恒星のバルク全体に分配されていくが，主要な回転は表

層のものであり続ける。それはまさにそのとおりなのである。計算が示したところに

よると，銀河系の核に向かって行くエーテル風の勾配は，太陽の表面を回転させるの

に十分以上の大きさを持っている。太陽がそれに続いて圧縮されるということ，また

発達の早期段階における太陽の質量が現在の質量の 0.01 以下であったという事情を

考慮すると，それはなおさらのことである。 

  現実には，その過程はより複雑な形で進行した。太陽のバルクが圧縮され，密度が

増大するにつれて，エーテル風から陽子に作用する力は，陽子同士の遮蔽の結果とし

て減少していった。太陽は銀河核から周縁部に移動しつつあり，渦状腕が広がってい

る領域に移行しつつあった。そこでは，エーテル風の速度も勾配も減少している。そ

して最も重要なことは，太陽が周囲エーテルの吸収によって時とともに質量を蓄積し

ていった結果，太陽の周速度が減少してゆき，蓄積されていた初期の角運動量も次第

に太陽のバルク全体に再配分されていったことである。太陽の形成の第 2 段階におけ

るその質量と半径の増大により，太陽の自転速度は何分の 1 にも減少しなければなら

なくなり，現在の値に近づいていった。 

  このように，太陽の形成の初期段階においては，半径と質量が相対的に小さかった

ため，その自転速度は大きかった。仮に太陽が，現在それが持っているトルク全体を

(a) (b) 
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その時期に蓄積することができていたとすれば，その赤道領域の運動速度は 1000 

km/s 以上に達していたはずである。そして諸パラメーターの間の関係がそのような

ものであったとすると，太陽の遠心力は，その表面における引力の 100 倍になってい

たはずだ！ 

  このことは，G.H.ダーウィンが月の形成に関して述べた，月は地球から引きちぎら

れた一部分であるという仮説を惑星系全体に適用することが可能であることを意味

している。すなわち，その発達の初期段階において太陽が圧縮されたとき，その表面

上の赤道に沿って 1 個の潮汐波が生じた可能性がある。そして，遠心力が引力に打ち

勝った結果，その潮汐波が太陽から引きちぎられ，潮汐波中には内部回転が存在する

ため，さらにいくつかの部分に分裂した。なぜなら，その部分が，その中に自分の速

度勾配が存在していた表層から離脱したからである。それらの部分から惑星が形成さ

れた。惑星においても同じことが生じ，惑星に潮汐が形成され，その先，上記と同じ

スキームに従って衛星が形成された。衛星の形成は，惑星の形成の直後であった可能

性もある。当然，これらすべての変容は同一の平面中において生じるため，これらす

べての主要天体の回転は順行となる。 

  逆方向に回転している衛星（木星の 13 個［現在は 79 個発見されている］の衛星のうち 4

個，土星の 10 個［現在は少なくとも 82 個］の衛星のうち 1 個，海王星の 2 個［現在は 13

個］の衛星のうち 1 個）は，惑星によって外部から捕獲された可能性がある。海王星

のきわめて大きな衛星であり，軌道上を反対方向（逆方向）に回転しているトリトン

は，かつては太陽系の最も遠い独立した惑星であったが，海王星によって捕獲されて

衛星になった可能性が排除されない。そうだとすれば，トリトンの逆方向の軌道回転

は自然である。 

  上記の諸事実を説明する際の主な困難となったのは，太陽がそうであるようなガス

天体は，速度循環一定の法則，すなわちより深部になるほどより回転速度が大きくな

るという法則に従って回転しなければならず，このことが惑星の剥離時に逆方向の回

転をもたらしたはずであるという予想であった。しかし，この予想は正しくない。速

度循環一定の法則は常に妥当するわけではけっしてない。この法則が現実に満たされ

るのは，バルク全体に共通する，物体が回転し始める原因が存在する場合である。こ

の場合には，そのようなものは何もない。太陽の回転の始まりはその表面に沿って生

じていた。それゆえ，その表層は内層よりも高速度で運動しなければならなかったの

であって，ここにはいかなる矛盾も生じない。 

  惑星が持つ軌道角運動量は太陽自体のトルクを著しく上回っていることについて

言えば，ここでもやはりいかなる困難も生じない。太陽の発達の第 1 段階に惑星が太

陽から剥離した後，形成された惑星は太陽からますます遠くへ遠ざかりつつあった。

その結果，エーテル風の同一の大きさの速度勾配の下においても，太陽からの惑星の

距離が増大するにつれて，すべての惑星の軌道の両端における力の差はますます広が

り，増大していく。エーテル風は，惑星を中心天体からますます遠ざけさせながら，

惑星をそれらの軌道上でますます大きく回転させるようになり，このことが惑星によ

る軌道角運動量の蓄積をもたらした。一方，太陽は第 1 段階においては重力の作用の

下で逆にその半径を減少させることになり，このことが太陽に対するエーテル風の作

用を減少させる。 

 

7.5.太陽と星のエネルギー 

  星と太陽のエネルギーは水素のヘリウムへの合成という熱核反応によって供給さ
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れているとみなされている。しかし，その核反応が，もし太陽において生じていると

みなされているようなものであるとすると，太陽ははるか昔にその水素の蓄えを使い

果たし，消滅していたはずであることが，既にだいぶ以前に計算されている。その蓄

えでは 1 億年以下の分しかないはずだが，太陽は 50 億年以上存在しており，この時

間が経過した今も消滅する気配はない。 

  しかし，そのようなすべての計算に際し，太陽を含むあらゆる天体は周囲空間から

絶えずエーテルを吸収しており，しかも太陽の周囲のエーテルの熱エネルギーは陽子

中のエーテルの熱エネルギーよりも高いので，エーテルのバルクによってだけでなく，

その外部エネルギーによっても陽子に対する絶えざるエネルギーの補給が進行して

いることを考慮した者は，これまで誰もいなかった。このことが意味しているのは，

第 1 に，任意の恒星の場合と同様，太陽の存在時間全体を通じたその総放射エネルギ

ーは，恒星の現状から出発して計算された熱核融合エネルギーの値より著しく大きい

可能性があるということである。その検討においては，核子自体の内部エネルギーに

関する問題が完全に見落とされている。実際，恒星の内部エネルギーの主要部分を構

成しているのは他ならぬ核子なのである。なぜなら，核子は著しく高密度であり，ま

た，核子本体の中におけるエーテル細流――その速度は光速度を何倍も上回っている

――の運動エネルギーが，核子間空間中におけるエーテル細流のエネルギーを絶えず

補給しているからである。このことは，恒星の存在時間もまた，放射のために費やさ

れるエネルギー消費量から出発して計算された時間より大きいことが判明する可能

性があるということを意味している。そしてさらに，宇宙空間から到来するエーテル

のエネルギーによる恒星，特に太陽のエネルギーの補給という問題も見落とされてい

る。 

太陽のエネルギー過程が持つ可能性についての評価が我々の関心を引く。 

  陽子が銀河核内で形成された後，陽子間に重力相互作用が生じ，それらは集まって

恒星になり始める。恒星中における陽子間の相互作用は，陽子同士の粘着，陽子から

の中性子，さらに α 粒子の形成をもたらす。各 α 粒子の形成時には 28.3 MeV のエネ

ルギーが放出され，そのエネルギーは核子の爆縮［implosion］，および核子間空間から

のエーテル流の放出の形で現実化される。 

  核子の爆縮は，その表面上における波の出現，そしてその結果として，高周波電磁

放射をもたらす。エーテル細流の放出は，その流れに入り込んだ陽子の加速化，乱流

の形成，きわめて多様な電磁放射をもたらす。若い恒星の高い温度はその陽子の加速

化から生まれる。 

  それ以降のエネルギー過程は，おそらく，α 粒子への核子の結合作用の下で，また

陽子自体のエネルギー過程――核子中におけるエーテル流の運動――との関連におい

て進行するものと思われる。 

  原理的には，恒星の放射エネルギーを説明するためには，α 粒子への陽子の融合の

エネルギー過程を明らかにすれば，それで十分である。それを太陽を例に取って追究

してみよう。 

  周知のように，α 粒子の結合エネルギーは 28.3 MeV，すなわち4 ∙ 10−12 Jであり，こ

れは各核子当たりでは10−12 Jとなる。太陽の質量を1.99 ∙ 1030 kgとすると，そこには

1.2 ∙ 1057個の核子が含まれており，それらの結合エネルギーは1.2 ∙ 1045 Jとなる。太陽

の全放射強度は3.83 ∙ 1026 Wとなる。したがって，太陽の総エネルギーは放射のために

1000 億年間で消費され尽くす。放射強度が時間とともに指数関数的に低下すること

を考慮した場合には，1000 億年は放射期間ではなくて時定数ということになり，総期

間はそれより何倍か大きくなる。この時間の間に，太陽は放射のためにその質量のう

ちの6 ∙ 10−12の部分を失う。このように，原理的には，α 粒子への陽子の融合過程は恒
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星の放射のエネルギー過程の本性を説明している。 

  しかし実際には，恒星のエネルギー過程が持つ潜在的可能性はそれよりもはるかに

大きい。上記において検討した過程においては，α 粒子の合成エネルギーよりも何桁

も大きい陽子の固有エネルギーが考慮されていない。ところが，陽子の安定性は陽子

による固有エネルギーの損失に対して本質的な仕方で依存している。そのエネルギー

は陽子を取り囲んでいるエーテルの粘性によって失われる，それゆえ，陽子の存在時

間が 100 億~200 億年であるとすると，このことは，空間中に放射されるエネルギー

のうち観測者から隠されている部分は，観測者によって記録される電磁放射エネルギ

ーを著しく上回っているということを意味している。 

  計算から次の結果が得られる。エーテルの吸収による太陽の質量の 1 秒当たりの増

加分は，太陽が放射，太陽風，プロミネンスの形で放出するエーテル質量の 1 秒当た

りの損失分の 7.9 倍である。増加分と損失分の間の差は，損失分を補充するだけでな

く，太陽内部で新たな物質を形成し，また彗星を形成するのに十分でなければならな

い。しかし，エーテルの吸収による太陽のエネルギーの 1 秒当たりの増加分は，放射

の形でのエネルギーの 1 秒当たりの損失分の𝟏𝟎𝟑𝟐倍である。 

  したがって，太陽の全放射エネルギーは，太陽が外部から得るエネルギーに対して

まったく微々たる比率しか持っていない。そのエネルギーはいったい何のために消費

されているのだろうか？ 

  最も公算が大きいのは，太陽がエーテルの吸収によって得るエネルギーの余剰分は，

外部から太陽内部に入って来るエーテルからの新たな物質の形成のために消費され

ているということである。しかし，これらすべてのことは追加的な研究としかるべき

計算を要求している。 

 

7.6.太陽系の成立 

  太陽系の生成の問題を解明し，その構造の特徴を説明するため，数多くの研究者た

ちが努力を傾けてきた。それは，R.デカルト，I.カント，G.-L.ビュフォン，P.-S.ラプラ

ス，G.H.ダーウィン，F.ホイル［Fred Hoyle］，G.P.カイパー［Gerard Peter Kuiper］，W.マクリ

ー［William Hunter McCrea］などである。現在，最も広く受け入れられているのはソ連科

学アカデミー会員 O.Yu.シュミット［Otto Yulyevich Schmidt］の構想である。その構想によ

れば，惑星系は，かつて太陽を取り囲んでいたガス・ダストの巨大な扁平状原始惑星

雲から形成された（原始惑星雲自体の起源に関する問題は検討されていない）。地球お

よび水星から火星までの地球と類縁関係にある惑星は，固体と粒子が集積して形成さ

れた。それに対し，巨大惑星，少なくとも主に水素を含有している木星と土星の集積

には，固体とガスが関与していた。これ以外の様々な仮説も存在する。 

  1943 年，C.F.ワイツゼッカーは太陽系の形成問題に関する乱流の物理理論を提唱し

た。それによれば，惑星は強く扁平化したガス雲から生じた。1943~1960 年，V.G.フ

ェセンコフ［Vasiliy Grigorievich Fesenkov］は，原子惑星雲中における物質の対流が 1 次渦

惑星の形成において果たす可能性のある役割に注意を向けた。 

  イギリスの天体物理学者 F.ホイルは 1944 年に高温恒星ガスからの惑星の形成に関

する仮説を提唱し，さらに 1960 年には低温星間物質からの惑星の形成に関する仮説

を提唱した。宇宙論の領域においては，ホイルは太陽から惑星への電磁的経路による

角運動量移行の可能性に関する着想の提唱者として有名である。 

  アメリカの天文学者 G.P.カイパーは，太陽は非常に高密度の雲の中で形成されたが，

そのとき，雲が半径数十天文単位の円盤の形状で残り，それが太陽の周りを回転し，
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その後，そこから惑星が形成されたという説を提唱した。イギリスの天体物理学者 W.

マクリーは，大きさが 2 光年にも及ぶ恒星周辺の雲の重力凝集過程について検討し，

非一様な密度下における雲のあり得る進化について分析を行った。彼はこの着想を太

陽系の起源の説明に用いた。 

  ……等々といった説が述べられている。 

  しかし，これらすべての仮説は太陽系の構造の特徴と関係した様々な疑問の総体に

対して答えを与えていない。その疑問とは： 

  1. そもそも，太陽系はどのようにして生成されたのか？ 

  2. 太陽系の質量の圧倒的大部分（99.87%）が太陽に含まれているのはなぜか？ 

  3. 質量が小さいにもかかわらず，惑星系が軌道角運動量の主要部分（98%）を占め

ているのはなぜか？ 

  4. すべての惑星とすべての主要な衛星の軌道面が太陽の赤道面とほぼ一致してい

るのはなぜか？ 

  5. すべての惑星と太陽自体が同一の（順行）方向に公転しているのはなぜか？ 

  6. 惑星自体も同一の順行方向に自転しているのはなぜか？ 

  7. 大部分の衛星がその惑星の周りをやはり順行方向に公転しているのはなぜか？ 

  これら以外の疑問もあるが，上に列挙したものが主な疑問である。 

  それぞれの仮説は，上に列挙した疑問の一部分には答えているものの，それ以外の

疑問に対する答えを見出していない。デカルトの仮説を除き，事実上どの仮説も，太

陽系が形成された材料の起源について説明を与えていない。しかし，我々の意見によ

れば，それらの仮説の重要な欠点は，太陽系の起源と形成の問題を銀河の諸過程から

切り離して論じていることである。なぜなら，太陽系は銀河系の 1 要素であり，銀河

系にはそのような太陽が何十億個もあるのだから，太陽系と似た諸系の起源に関する

問題は共通の基礎の上で解決されなければならない。そのようなすべての問題は，宇

宙の現象の内部メカニズムを解明するという課題を設定することによってのみ究明

することができる。そしてこれは，検討対象のうちに共通の宇宙的媒質――エーテル，

すなわちあらゆる種類の物質と天体の構築材料であり，その運動が宇宙のすべての現

象を含め，すべての物理現象を決定づけているもの――を導入することによって初め

てなし遂げることができる。 

  ある時間が経過したとき，太陽とその惑星系全体は銀河系の渦状腕の今とは別の領

域に移動しているであろう。その領域においては，エーテル風の速度は今より小さく，

勾配もより小さくなっており，太陽系の形成に対するエーテル風の本質的影響はもは

図 7.9.惑星系の生成とエーテル風の勾配の作用による惑星の軌道角運動量の増大 

太陽 
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や存在しなくなる。太陽の自転面と黄道面の姿勢は基本的には今のまま維持されてい

るが，しかしエーテル風の方向は，太陽が銀河核の近傍領域に存在していたときと比

べると変化している。今や，エーテル風は太陽と太陽系全体に，黄道面に対してほぼ

垂直の方向に吹き付けている。黄道面の方向上においては，エーテル風の方向のその

変化はいかなる影響も及ぼすことができなかったが，しかし太陽にとっては追加的な

モーメントが創出され，このことが少なくとも表層を歳差運動させ，また，内層に対

する外層の回転面の角度を若干変化させた。 

  太陽自体はエーテルの遠心ポンプである。太陽黒点が，太陽の両極から 20°の緯線

から，赤道から両側へ 20°の緯線までの間の領域内において発生することも，このこ

とによって説明することができる。両極自体の上と赤道自体の上では黒点は出現しな

い。 

  ここで重要なのは，太陽の両半球のそれぞれまさに 20°から 70°までの間の範囲内

においては，エーテル流はほぼ 90°の角度で流れ，それらの領域内においてより高い

速度勾配を創出し，それによって太陽自体の中でエーテル渦の形成を促進していると

いうことである。まさにこのことが，エーテルの渦形成物である太陽黒点の形成を促

進している（図 7.10(a)）。黒点自体は，実は，太陽物質を捕獲したエーテルトロイダ

ル渦の一部なのである。太陽本体の中の物質密度は太陽を取り囲む空間中における密

度より大きいこととの関連から，外から見えているのは，それらのトロイダル渦のう

ち，太陽の表面上に直接出て来る部分である。 

  この図から分かるように，太陽表面上におけるエーテルトロイドの配置には 2 つの

方法があり得る。第 1 の場合には，トロイドの軸は太陽表面に対して垂直であり，こ

のときは中心部分のみが見える。これは単極性黒点に対応している（図 7.10(b)）。第

2 の場合には，トロイドの軸は太陽表面と平行であり，これは 2 つの黒点――1 番目

の「北側」の黒点と 2 番目の「南側」の黒点――に対応している（これは磁石に類似

している）（図 7.10(c)）。 

  太陽は外部エーテルに対して遠心ポンプとして振る舞い，周縁部に沿ってエーテル

を放出し，両極に沿ってエーテルを引き入れるので，その結果，太陽の周りに一連の

束縛渦が形成される。流体中において振動円柱によって生成される，それと類似した

流れの構造を図 7.11 に示す。 

  渦の中心には低圧力領域が存在し，すべての惑星はその中に配置されている。有名

なティティウス-ボーデの関係式――諸惑星の太陽からの距離の増加の幾何数列――

は，まさにこのことによって説明される（図 7.12）。 

  以上に述べたことから，太陽系の区域内におけるエーテル風は 1 つの成分ではなく，

2 つのシステマティックな成分――銀河成分と太陽成分――を持っているという結論

が導き出される（図 7.13）。太陽成分は，遠心ポンプとして働いている太陽に起源を持

っている。 

  その結果，太陽系のすべての惑星は，その惑星にとっての 1 年間のうちの異なる時

期に異なる領域に入ることになるが，それらの領域内においてエーテル風の方向はそ

の符号を変える。惑星にとっては，1 年間の間にエーテル風の方向の変化が生じるこ

とになる。なぜなら，地球の軌道の一方の側においては 2 つの成分が足し算されるの

に対し，他方の側においては 2 つの成分の間で引き算がなされるからである。 

  このことは惑星の変位を，また全体としては，太陽赤道に対するおよそ 7°の軌道面

の傾きをもたらす。 

  このように，太陽系の形成と発達の諸過程をエーテル動力学的理解にもとづいて銀

河系中において進行している諸過程の結果として検討することは，太陽系の構造の主

な特徴を自然な形で説明することを可能にする。  
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(a) 

(b) (c) 

図 7.10.太陽上における黒点の形成： (a)エーテルを移送する遠心ポンプとしての太陽； 

(b)単極性黒点の領域におけるエーテル流； (c)双極性黒点の領域におけるエーテル流。1－

エーテルの吸い込み方向； 2－太陽赤道に沿ったエーテルの吹き出し； 3－エーテル流の

最大勾配領域と太陽黒点の発生領域； 4－太陽表面； 5－観測される太陽黒点の領域 

図 7.11.振動円柱によって生成される 2 次渦： 円柱周りの流れは，遠心ポンプとしての

太陽の周りの流れと似ている。 
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ティティウス-ボーデの関係式 

図 7.12.太陽によって創出されるエーテルトロイダル渦と，ティティウス-ボーデの

関係式に対応するエーテルの低圧力ゾーン 

エーテル風 

エーテル風 

太陽系 
太陽系 

(a) 

太陽が吹き出
すエーテル風 

北側の流れと南
側の流れの差 

北側の流れの和 

黄道面 

(b) 

太陽 地球 

図 7.13.地球軌道に対するエーテル風の方向： (a)太陽系の形成初期および現在； (b)太陽

が創出するエーテル風に対する地球の年間移動 
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7.7.エーテル風と地球の形状 

事物の本性に対する見方は，新たな事実を   

認識し，科学的に総括することによって絶   

えず改善されなければならない。 

アウグスト・ケクレ 

  我々の銀河系の渦状腕内を流れるエーテル流は太陽系を，したがってまた地球を過

ぎて流れている。太陽系の領域内の空間はまったく等方的ではないことに，数多くの

研究者が注意を払ってきた。例えば A.A.シュピタリナヤ［Alexandra Alfredovna Shpitalnaya］

は，太陽の活動の際立った非対称性，すなわち太陽の北側におけるフレアの発生頻度

が南側の 1.5 倍であることを指摘している。しし座の方向には残存放射の異方性が存

在するという言明が知られている。 

空間の異方性は地球のレベルにおいても観察される。 

地球の北半球における火山活動は南半球よ

りも著しく激しい。北半球には大陸の主要部分

が集中している。地球には北半球と南半球の気

候のグローバルな差が存在する。南半球には

「吠える 40 度」が存在する。また，北極の領

域には大洋が存在するのに対し，南極の領域に

は氷の大陸が存在する。南極の気温が北極より

低いということは，地球のグローバル過程の空

間的異方性を物語っている。 

エーテル風，すなわち，銀河系の周縁部から

銀河核に向かう全体的方向に沿って銀河系の

渦状腕内を流れており，その中に我々の太陽系

が存在している，あのエーテル流が地球に吹き

付けていることを考慮すれば，上に列挙した現象の多くが単純な説明を得る。 

エーテル風が存在する事実は，ミラーとそのグループによる 1905~1907 年，さら

に 1921~1925 年の研究，またそれより後の 1929 年のマイケルソン，ピーズおよびピ

アソンによる研究によって実験的に裏づけられている。これに関してはこれらのグル

ープの当該の報告書が存在する。文献『エーテル風』（翻訳論文集，監修：工学博士 V.A.

アツュコフスキー，モスクワ，Energoatomizdat，1993）には，これらのグループによ

って行われた実験結果が記載されている論文が掲載されている。またそこでは，いか

なる結果も得ることができず，自らの誤りを分析する代わりに，エーテル風は存在せ

ず，そのようなものとしてのエーテル自体も存在しないと宣言した他のグループ（ケ

ネディー，イリングワース, ピカール，スタエル］，タウンズ，セダーホルム）が犯し

た方法と機器に関するきわめてお粗末な原理的誤謬が示されている。現在，エーテル

風の研究は Yu.M.ガラエフのグループ（ハリコフ）によって行われている。 

  マイケルソンとモーリーから受け継いだ干渉計を用いて一連の実験を行ったアメリ

カの科学者 D.C.ミラーによる綿密な研究の結果，エーテル風の速度には高度に対する

明確な依存性が存在することが明らかになった。エーテル風の相対速度は，1881 年と

1887 年にマイケルソンとモーリーによって示されたとおり，地球表面では小さく，海

抜高度 250 m ではおよそ 3 km/s，高度 1860 m では 8 km/s ないし 10 km/s であった。

このように，エーテル風の相対速度は高度とともに増大している。自由空間中におけ

るエーテル風の速度は 50~60 km/s であると考えることができる。 
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  ミラーは，データ処理を行ったところ， エーテル風の方向は，仮に地球が静止エー

テル中を運動しているとした場合，地球がりゅう座の星（赤緯+65°，赤経 262°）の方

向に向かって移動することになるような方向であることを見出した。ミラーの実験に

おける確率誤差は 2°を超えていなかった。それらの座標は黄道極とほぼ一致している。 

  ミラーが得た結果は，球の周りの気体流に関する理論と完全に一致している。球の

周りの気体流に関する方程式系の解を図化したものを図 7.14 に示す。 

  球の周りを流れるとき，気体は境界層を形成する。そのとき，球の表面に最も近い

層は球と一緒に運動し，表面から離れている層はある中間的な速度を持っている。そ

して，ある値以降においては，気体の速度は自由空間中におけるその速度と一致する

ようになる。言い換えると，境界層は，気体と球の両方のパラメーターに依存する，

ある一定の厚さを持っているのである。 

  境界層は，気体流の中心軸に対して𝜑sep = 109.6°の座標を持つ地点において剥離す

る。その座標以降においては，気体は，球から，剥離して球からある距離の所を通過

しつつある境界層までの様々な距離において，球に対して静止していなければならな

い。 

  球に気体流が吹き付けると，球のその流れの側の表面上の圧力は異なったものにな

る。流れの衝撃の直接的作用の下にある前面部分では，気体の圧力が上昇する。地球

上では，それは北氷洋に相当する。その領域においてはエーテルの高い圧力が大陸を

押しのけるため，大陸はそこへ進入することができない。さらに，エーテル流は球の

周りを流れて行く。境界層中に速度勾配が形成され，したがって低い圧力が形成され

る。地球上では，このことは，大陸が南半球の圧力がより高い領域から北半球の圧力

がより低い領域へ徐々に移動して行き，北半球が南半球よりも若干引き伸ばされた形

になるという結果をもたらす。その結果，地球はセイヨウナシのある種の相似物の形

状を取らなければならず，まさにこのことが実際に生じている。すなわち，北半球は

南半球より 400 m だけ引き伸ばされているのである。地球のそのような形状はジオイ

ドという呼ばれている。 

(a) (b) 

図 7.14.球の周りの気体流の流れ： (a)気体流の方向； (b)球の表面からの距離の増大に

伴う気体流の相対速度の変化図 
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  このように，地球がジオイド（北極の方へ引き伸ばされたセイヨウナシの相似物）

の形状を持っているのは，北側から地球に吹き付けるエーテルのせいなのである（図

7.15）。 

  「ジオイド」の概念自体は 1873 年にドイツの物理学者で数学者のヨハン・リステ

ィングによって導入された「地球の形」（ギリシア語）を意味するこの概念の下では，

世界の大洋およびそれに接続する海が，潮汐，海流，気圧差などによる擾乱を受けて

いない，ある平均水準にあるとしたときに形成するはずの図形が意味されている。ジ

オイド面は重力の等ポテンシャル面の 1 つである。基準面はジオイドからカウントさ

れる。海抜高度がある高度であると言った場合，その高度とは，地球の他ならぬその

地点には海が存在しておらず，海はその地点から何千 km も離れた所にあるとしても，

その地点におけるジオイド面からの高さなのである。 

  ジオイドの概念は再三精緻化された。ソ連の地球物理学者で重力測定と測地学の専

門家であり，天文学者でもある M.S.モロデンスキー［Mikhail Sergeevich Molodenskii］は，地

球表面で行われた測定にもとづいて地球の形状と重力場の決定に関する理論を創出し

た。この目的のため，彼はソ連で最初のバネ式重力計――重力測定用の装置――を開

発した。彼は，地表面における重力ポテンシャル値にもとづいて決定される「擬ジオ

イド［quasigeoid］」（ほぼジオイド）を利用することを提案した。擬ジオイドのジオイド

からの逸脱は小さく，3 m 以下である。しかし測地学は精密科学であるので，そのよ

うな逸脱は測地学にとって本質的な意味を持っている。 

  さらに F.N.クラソフスキー［Feodosy Nikolaevich Krasovsky］の楕円体もある。これはジオ

イドを回転楕円体で近似化するもので，現在，測地作業や地図作成作業において，以

前これらの用途で利用されていたが，その寸法が誤りであることが判明したベッセル

図 7.15.地球の周りのエーテル流の流れ： 1－高圧エーテルゾーン； 2－低圧エーテル

ゾーン； 3－大洋からの水分捕獲ゾーン； 4－冬期に大気の空気を捕獲するエーテルトロイ

ダル束縛渦 
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楕円体の代わりに利用されている。 

  地球の周りのエーテル流の流れは，南極圏においてトロイダル形の束縛渦の発生を

もたらす。そのトロイドの軸は定常的な銀河方向を持つことになり，渦のエーテル流

自体は南極圏の大気の空気塊を自分の運動に引き込むことになる。トロイダル束縛渦

の形成はモデル化によって裏づけられている（図 7.16）。 

  エーテルトロイダル束縛渦ゾーンに入り込んだ空気塊は，大洋上で循環し，大洋上

を進みながら，そこで水分を集めた後，成層圏に上昇して冷却され，そこに空気を圧

送し，圧力を上昇させ，既にそれ自体が凍結状態になっている大陸の上に水分を雪の

形で降下させる。ただし，これが生じるのは冬期のみである。このことの説明となり

得るのは，冬期には大気低層の空気はより冷たく，したがって密度がより高いという

事情である。 

  同じ圧力のとき，空気密度は温度が低いほど高くなる。1 気圧において，夏期に温

度が 0℃のとき，空気密度は 1.2928 kg/m3であるが，冬期に温度が−60℃になると，

空気密度は 1.656 kg/m3，すなわち 1.28 倍になる。単位体積当たりの空気分子数が増

加するため，その体積中を透過するエーテル流から空気に作用する力の合計量はそれ

に比例して増大する。空気はエーテル束縛渦によって捕獲され始め，空気のトロイダ

ル渦が発達する。しかも，この過程は雪崩的に増大する。これは現実と合致している。

なぜなら，南極大陸においては常に安定した高気圧の状態が続いており，冬期には事

実上常に雪が降り続き，氷塊を成長させているからである。氷塊は次第に海に滑り落

ちて割れ，氷山を形成する。 

  エーテル束縛渦が海面に最も近く接触している場所では乱流が発生し，このことが

その海域内の水塊の波動を引き起こす。その海域では安定した西風が吹いている。そ

の理由は，エーテルの相対的移動と地球の自転によって引き起こされるコリオリの力

の発現によって説明される。その海域こそが「吠える 40 度」に他ならない。「吠える

40 度」が盛んにその真価を発揮するのは冬期の間であり，夏期にはすべては平穏とな

る。このことは，夏になって気温が上昇し，したがって空気密度が減少すると，空気

(a) (b) 

(c) 

図 7.16.回転体の周りの気体流の流れ：  (a)𝑅𝑒 = 26のときの円柱の周りの流れ； 

(b) 𝑅𝑒 = 118のときの球の周りの流れ； (c) 𝑅𝑒 = 500のときの球の周りの流れ 
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塊はもはや安定した渦を形成する力を持ったエーテル流によって捕獲されなくなると

いうことを物語っている。 

  この種の現象は，大気圧が低い惑星，例えば火星には存在しないが，しかし温度が

低く，大気密度が大きい惑星では生じている可能性がある。 

地球によるエーテルの吸収が地球の膨張，質量の増大，自転の減速，大陸同士の間

隔の拡大［spreading］，リフティング［rifting］による海嶺の形成，海洋底の拡大および大

陸プレートの下への沈み込み（滑り込み）を引き起こすことを考え合わせれば，地球

構造の原因に関する全体的描像はより明瞭になる。 

  筆者は，内部擾乱の結果として太陽が放出したトロイダル構造物と光子状構造物を，

それらが地球表面に到達した時点にレーザー光振動計を用いて記録した。それらの放

出は，地球表面におけるエーテル流の大きさと方向の振動を引き起こす。これこそが

いわゆる磁気嵐と磁気擾乱の原因に他ならない（図 7.17）。 

  以上に述べたことから，応用的な性格を持つ次の帰結が導き出される。 

  1. 現在，惑星および地球の人工衛星の位置の光学的測定と高精度電波測位が，互い

に相容れない結果を与えていることが明らかになっている。それらの測定結果におけ

る食い違いは，2 つの方法の最大許容誤差の和から導き出される値よりも著しく大き

な値を与えている。その原因は，電波測位法によって得られる距離の値を歪める，エ

ーテル風の影響を考慮していないことにあると思われる。 

  2. 太陽が地球の諸過程に及ぼすあらゆる影響は中間媒質――エーテル――を介し

て生じている。あらゆる過程は慣性を持っていることを考慮すると，地球上における

あらゆる過程もまた，太陽における諸過程によって，あるいはその他の天体のそれ以

外の作用によって引き起こされる，地球近傍空間におけるエーテルのパラメーターの

変化に対してタイムラグを持つことになる。予備データによれば，そのような場合に

おける時間的余裕は数カ月間である可能性があり，あるいはそれ以上かもしれない。

このことは，エーテル風およびエーテルのパラメーターに関する研究とそれらの定期

的観測結果を，地球上における宇宙の影響が引き起こす可能性のあるネガティブな過

程を予防するための，あるいはせめて最小化するための予知活動の要素として利用す

ることができるということを意味している。もし 2002 年 8 月のヨーロッパにおける

周期：約 7 分間 
周期：約 20 分間 

周期：約 2 時間 

図 7.17.レーザー装置による測定時に検出されたエーテル風の変動 
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洪水の予測がなされていたならば，各国の指導者たちは，この事象がまったく予想さ

れていなかったために彼らが被った損害を回避するための必要な措置を取ることがで

きたはずであると，確信をもって主張することができる。このように，地球近傍空間

におけるエーテル流とエーテル風の状態，その速度と方向を研究する必要性は，戦略

的な意義を持っている。 

  また，地球近傍のエーテル中における長期間続く激しい擾乱が，特異な気象現象に

深刻な影響を与える可能性がきわめて高いと考えることができる。それは例えば，暴

風と豪雨がヨーロッパを襲う一方で，例年のモンスーンの豪雨が予想されていたイン

ドが干ばつに見舞われた 2002 年に既に観測されている。さらに，一連の地域におい

て地質学者たちによって検出されている岩石層の磁化反転は地球全体の磁化反転の結

果ではなく，エーテル流のまさにそのような擾乱に関係した局所的変化の結果である

と予想することができる。 

 

7.8.彗星の故郷――惑星そして…太陽 

  彗星（comet の語源はギリシア語の kometes（「尻尾の付いている星」，字義どおり

には「長い髪」））は，太陽系の最も謎めいた住人である（図 7.18）。惑星は数千年間に

わたって人々の想像をかき立て，天空へのその出現はパニックを引き起こした。しか

も，天空に現れるそのような前兆の後に続いて，皇帝，王朝，そして諸民族全体の運

命を変えるような大規模な災厄が起こるかもしれないのだとしたら，どうすれば動揺

せずにいられようか。 

  中世には，彗星の出現はペストや天然痘の流行，いっさいを破壊し尽くす戦争や敵

の来襲の予言と結びつけられていた。19 世紀以降になると彗星はより単純な受け止め

られ方をするようになったが，それでもやはり不安を伴っていた。1812 年に現れた有

名な彗星はナポレオンとロシアの戦争の先触れであったことが判明し，1910 年の彗

星は第 1 次世界大戦を予言していた。 

  フランスの詩人ピエール＝ジャン・ド・ベランジェは 19 世紀中頃に次のように書い

ている。 

神は我らに恐るべき彗星を差し向けるであろう。 

我らは己の運命から逃げることができない。 

私は感じている，この世に終わりが近づきつつあるのを。 

すべての羅針盤はそれとともに消滅するであろう。 

しかし，公平を期するために，次の点を指摘しなければならない。これまで，災厄

は彗星がなくても起こってきたし，頻度はその方がはるかに高かった。なぜなら，彗

星は，飢饉や疫病，戦争が起こるより，はるかに低い頻度でしか天空に現れなかった

からである。もっとも，彗星が現れたとしても，彗星から何かいいことを期待するこ

とができる巡り合わせにはならなかったのだが。 

今日，我々は彗星について何を知っているのか？ 

  彗星はぼんやりした物体の姿をした太陽系の天体であり，普通，明るい塊――中心

部の核――と尾を持っている。太陽系内の彗星の数はきわめて大きく，数千億個に達

する。ただし，観測することができるのは木星の軌道の内側に入ってくる小数の彗星

に限られる。彗星は，その核――氷からなる小さな物体――が太陽に 4~5 天文単位の

距離まで，すなわちおよそ 6 億~7 億 5000 万 km の距離まで近づいたときに観測され

る。そのとき，核は太陽光線によって高温になり，その内部からガスとダストが放出

される。 
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  惑星とは異なり，彗星は長く伸びた軌道に沿って運動している。その軌道は地球そ

の他の惑星に近い所に来ているが，多くの彗星において，その軌道の遠い部分――遠

日点――は太陽系の範囲を超えた遠い所まで伸びている。そして，一部の彗星は太陽

系にまったく戻ってこない。 

  1971 年頃，約 1000 個の彗星要素系に関する計算が行われ，その計算結果がカタロ

グとしてまとめられた。彗星には，公転周期が 200 年未満の短周期彗星と，周期がそ

れより大きい長周期彗星がある。双曲線軌道を持つ彗星は太陽から遠ざかると，以後

永久に太陽系から離れ去り，星間空間に消えてゆく。 

(a) 

(b) 

(c) (d) (e) 

図 7.18.彗星の写真： (a)百武彗星，1996 年。トロイダル構造が明確に見える。(b)池谷-

関彗星，1965 年。後方に紡錘状の「尾」を持っている。(c)池谷彗星，1963 年。後方の「尾」

が幅広くなり，縦に裂けている。(d) アラン-ローラン彗星, 1957 年。前方に鋭い「尾」が現

われている。(e) ムルコス彗星，1957 年。物質が拡散しつつある。この惑星は消滅に近づ

いている。 
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  彗星はしばしば流星群や流星雨さえをも伴い，そのときには「落ちてくる星」の大

群が地球に降りかかってくる。実は，地球に到達する流星は少ししかなく，それらは

火球と呼ばれている。「落ちてくる星」の大部分は実際には小さな粒子であり，大気上

層で燃え尽きる。 

  彗星とは，いったい何なのか？ 

  現代の科学者たちは彗星を高密度の「頭部」と希薄なガスの尾という形で理解して

いる。大部分の彗星において，頭部の中央部に星形状あるいは不明瞭な形の輝度の高

い核が観測される。それは，彗星の真の核の周りのガスの中心の，最も密度が高い領

域の発光である。 

  現在の理解によれば，彗星の核は水のガスおよびその他のガス（CO2，NH3 その他）

の「氷」と岩石質の物質の混合物からなっている。ダストは，氷が蒸発するときには

その一部が核から放出される。その後，蒸気が凝縮するときには，核の周辺でダスト

の一部が形成される。ガスとダストは核の周りに星雲状のエンベロープ――彗星の大

気で，ときにはコマと呼ばれる――を形成し，これが核とともに彗星の頭部をなして

いる。彗星の頭部と尾部は明確な輪郭を持っていない。彗星の大気は絶えず空間中に

拡散しているため，その大気は核からのガスとダストの放出が生じているときにのみ

存在する。ガスとダストは光圧と太陽風――太陽が放出する粒子の流れ――の作用の

下で核から押し流され，彗星の尾を形成する。 

  彗星のガスの尾は，彗星が太陽に近づいているときに出現すると考えられている。

天文学者たちは，ガス自体は太陽光の作用による彗星本体の蒸発の結果であるとみな

している。彗星が放出するガスと粒子を太陽光が押しやり，それによって「尾［単数］」

が形成されるというわけである。実は，2 本の「尾」を持つ彗星も存在する。そのう

ちの 1 本は太陽と反対の方向を向いており，もう 1 本は太陽の方，より正確に言えば

彗星の運動方向に沿った前方を向いている。さらに，それ以上の本数の「尾」を持つ

彗星も存在し，それらの尾は扇状に分かれている。ここでは，太陽はまったく無関係

であるかのようである。 

  観測結果が示すところによれば，彗星は急速に物質を喪失するため，それらの中で

最も耐久性のある彗星のみが生き延びて，太陽の周りを何千回か公転することができ

るにすぎない。その時間は宇宙論的な観点から見るときわめて短い。しかし，太陽系

内には彗星は何十億個も存在しているのである。天文学者がその存在について一般人

に対して発表する彗星は，それらのうち，肉眼で観測することが可能な一部の彗星に

すぎない。したがって次の疑問が生じてくる。それらすべての何十億個もの彗星はど

こから現れたのか？ 現在，何がそれらを生み出しているのか？ 地球の住人にとって，

彗星はいかなる危険性を秘めているのか？ 

  現代科学は 1 番目の疑問に対して不明瞭な答えしか与えていない。ソ連の天文学者

S.K.フセフスヴャツキー［S.K. Vsekhsvyatsky］の仮説によれば，彗星は大惑星およびその

衛星における強力な火山噴火の結果である。オランダの天文学者 J.H.オールト［J.H. Oort］

の仮説によれば，彗星は太陽系を取り囲んでいる，巨大な距離――約 15 万天文単位

――まで広がっている巨大な彗星雲［＝オールトの雲］からやって来る。その彗星雲はす

べての惑星と同時に形成された。実は，もしそうだとすると，太陽系内部の木星の軌

道の範囲内で公転している短周期彗星の存在が理解できなくなる。しかし，それは惑

星の擾乱作用のせいにされている。第 1 の仮説は統計的研究によって裏づけられてお

らず，第 2 の仮説は天体観測によって裏づけられていない。それゆえ，彗星の起源に

関する問題は未解決のまま残っている。 
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  ところで，2 番目の答えはまったく明確である。地球にとっても，彗星にとっても，

彗星と地球の衝突から何かいいことを期待することはできない。しかし，それが生じ

ることは稀である。それは例えば，1947 年 2 月 12 日に落下した有名なシホテアリニ

隕石（重さ 70 t）である。また，もっと有名な 1908 年のツングースカ隕石もおそらく

そのような衝突であろう。そしてそもそも，地球の表面上には宇宙の風来坊たちとの

遭遇を証言している場所が少なからず存在する（図 7.19）。 

図 7.19.地球上における探査済みの大規模アストロブレムの配置 

 

  実は，それらの場所の多くは何か奇妙に見える。それらは，少し高くなった土塁で

取り囲まれた環状溝のような環形を持っており，その中央部には脆い物質からなる小

丘が隆起している。もし衝撃が外部から来たとすると，その小丘は残らないはずであ

る。 

  そのような場所の 1 つはロシアプレート［東ヨーロッパ台地の中央部］の中央部である。

その地域でプチェジ-カツンキ・アストロブレム［訳注］と呼ばれるクレーターが発見さ

れた。その環状溝の直径は 80 km，深さは数百 m であり，環状溝の縁部に沿って，環

状隆起のような段丘が存在する。中心部には，基部の直径 14 km，高さ 1.9 km の円錐

丘が隆起している。基部における斜面の傾斜角度は 35~40°である（図 7.20）。 

  我々に見えている側の月面上にもそのような場所が多数あることに注目する必要が

ある。そこには直径が 200 km に達するそれと同様の構造を持った「火口状地形」が

存在し，そのそれぞれは環状の山によって取り囲まれ，そのそれぞれの中心部にはや

はり小丘が隆起している。その小丘も，外部衝撃による場合には，けっして残ること

ができなかったはずである。しかも，それは火山ではない。なぜなら，もし火山だと

すると，では，「火山」から何十 km もの距離を運ばれて来た，周囲の環状溝や環状山

は，どこから出現したのか？ 同様の形成物が火星でも発見されている。それらの直径

は 100~200 km，環状溝の深さは数 km，土塁の高さも数 km であり，中心部にはやは

り小丘が存在する。そのような形成物はカルデラと呼ばれている。科学者たちは，そ

れらは爆発あるいは火山に起源を持っているとみなしている。しかし，何しろ科学者

たちは彗星との衝突の可能性を予想していたのだから，ひょっとすると，それは彗星

の痕跡ではないか？ 

 

 

 
［訳注］ プチェジ-カツンキ（Puchezh-Katunki）はロシアのニジニノヴゴロド州とイヴァノヴォ州のいく

つかの地区にまたがる領域。アストロブレム（astrobleme）は小天体の地球への衝突によってできた構

造（普通は直径数 km 以上の衝突クレーター）。 
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  このように，彗星に関する次の一連の疑問が生じてくる。 

  ・それでもやはり，彗星の起源とはいかなるものなのか？ 

  ・彗星が惑星の軌道とは明確に異なる，長く伸びた軌道を持っているのはなぜか？ 

  ・彗星はそれが存在している間に，何らかの進化の段階を通過しているのだろう

か？ 

  それ以外にも多数の問いを与えることができる。 

  エーテル動力学の観点から，彗星の起源，運動および進化について，以上紹介した

ものとは異なる仮説を述べることができる。 

(a) 

(b) 

(c) 

図 7.20.プチェジ-カツンキ・インパクト構造の真の底面の起伏： (a)アストロブレー

ム全体； (b)中央隆起； (c)0.5 kmの等高線以上の中央隆起のドーム。鉛直方向と水平方向

の縮尺の比は 1:3。［図中の км は km］ 
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  1991 年 4 月 12 日（この日は「国際宇宙飛行の日」だ）の午前 1 時 34 分，リャザ

ン州サーソヴォ地区において未知の現象が多数の住宅の窓やドアを叩き壊し，それ以

外にも様々な破壊を引き起こした。驚いた住人たちが夜が明けてから石油基地の前の

野原で発見したのは，直径約 30 m，深さ約 4 m の大きなすり鉢状の孔だった。その孔

の特徴は，まるで，トロイドの軸に対して垂直に真っ二つに切り分けられたトロイド

の片方のような形状を持っていたことであった。すり鉢状の孔の周りには環状の土塁

が形成されていた。孔から 100 m 以上離れた所に立っている複数の電柱が孔の方に向

かって傾いていた。そして，孔の中から吹き飛ばされた土砂（1800 t）の著しい部分

が文字通り消え失せていた（図 7.21）。 

図 7.21.サーソヴォのすり鉢状の孔の構造［図中の м は m］ 

 

  この爆発については，意図的なデマや臆測（穴から遠くない所で硝酸塩の残留物が

検出された，等々）を含め，様々な推測が述べられた。それらすべての推測は結局否

定された。問題は未解決のまま残った。それより後になって，地球上にはそのような

事例が多数存在することが判明した。 

  強力な爆発にしか原因を帰することができないような歴然たる破壊が生じたにもか

かわらず，爆発音を聞いた者がいなかったことは興味深い。それだけでなく，爆発の

波はすり鉢状の孔からではなく，その孔に向かって進んでいたような印象が生じてい

た。この件全体についてのより詳しい話は A.F.チェルニャエフ［A.F. Chernyaev］の著書

『石が空に落下する』（モスクワ, 1992；同，1995）で読むことができる。 

  この現象とそれに付随して生じた諸事象に対して A.F.チェルニャエフが与えた説明

の紹介は省略することにして，ここでは，この現象やこれに類似したそれ以外の多数

の現象に対するエーテル動力学の観点からの独自の説明を述べてみたい。 

  すべての天体はその周囲の空間からエーテルを吸収している。エーテルは第 2 宇宙

速度（地球の場合は 11.18 km/s）で天体の中に入って来る。すべての天体はエーテル

の吸収によってその質量を増大させ，膨張してゆく。このことは筆者の著書『一般エ

ーテル動力学』，モスクワ，Energoatomizdat, 1990; 第 2 版，2003）で述べられている。

この本では太陽系のすべての天体の質量増加分の計算が与えられている。 

  エーテルの吸収は天体の表面全体において不均一に分布していることに注目するべ

きである。なぜなら，地表の相異なる領域には相異なる種類の岩石が存在するため，

それらの領域は相異なるエーテル動力学的抵抗を持ち，それゆえ，天体の深部におけ

るエーテルの蓄積は不均一に進行するからである。蓄積されたエーテルは部分的に物

質に転換される。そのような転換のメカニズムは明らかではないが，それが生じてい

ることは疑いない。なぜなら，形成された物質が，すべての大洋の中央部に位置する

総延長約 6 万 km の世界のリフト海嶺系の形で地下から出て来ているからである。し

かし，すべてのエーテルが物質に転換されているわけではなく，その一部は深層内に

蓄積され，いくつかの場所において余剰圧力を創出する。その圧力は，高いエーテル
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動力学的抵抗を持つ岩石によって保持される。任意の導電性岩石がそのような岩石と

なる。 

  エーテルの圧力の蓄積は無限に続くことはできない。エーテルは外部に滲出し始め

たり，あるいはまた，エーテルの蓄積が滲出よりも急速に進行する場合には，エーテ

ルを保持している岩石を破裂させたりする。後者の場合には，エーテル細流は，高い

誘電率を持ち，それゆえエーテル導体（すなわち，エーテル動力学的抵抗が小さい，

エーテルの流路）としての性質を持つ岩石を通って外部に出てゆく。任意の絶縁体が

そのような岩石となる。 

  エーテル細流はその絶縁体から外部に噴出した後，空虚な空間に突き当たる。その

空間中においては誘電率は 1 であり，したがってエーテル細流にとってのエーテル動

力学的抵抗が急速に増大する。エーテル細流がまず膨張し，次に収縮してトロイドに

なるためには，それだけで十分である。トロイドの縁部が，その領域の岩石が自由空

間より高い誘電率を持っている地表と接触すると，このことがエーテルトロイド形成

の完結を促進する。今や既に，エーテルトロイドの組成には地表岩石が含まれている

（図 7.22）。 

  エーテルトロイドは安定的でエネルギー量の大きい系である。トロイド内部のエー

テル流の勾配は，地表から物質をもぎ取り，それをトロイド内部に引き留めるのに十

分な力を創出する。エーテルトロイド自体は，あらゆる気体トロイド渦と同様，その

外側表面によって周囲媒質から離反しながら，トロイドの中心においてエーテル流が

運動している方向，すなわち，そのトロイドを形成した細流の中でエーテルが移動し

ていたのと同じ方向に向かって空間中を移動する。 

このように，惑星の内部から噴出したエーテル細流は惑星の表面上においてトロイ

ダル渦を形成する。トロイダル渦は，そこに存在する岩石を自分の体内に捕獲し，そ

の岩石の一部をトロイドの上部を通じて運び出して環状の土塁の形にまき散らし，ま

た少量の一部をトロイドの中心に小山の形に集めて堆積させ，別の一部を自分と一緒

(d) (e) (f) 
(g) 

(a) (b) (c) 

図 7.22.彗星の形成： (a)初期段階； (b)形成； (c)彗星の宇宙への出発； (d)後方の「尾」

の形成； (e)前方の「尾」の形成； (f)物質のまき散らし； (g)彗星の後に残った流星群 
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に運び去る。 

  その先において生じるすべてのことは，初期エーテル細流が持っていた力と強度が

いかなるものであったかに依存することになる。 

  強度が相対的に小さかった場合には，形成後のトロイドは急速に安定性を失う。こ

の場合には，爆発が生じ，集められた物質とエーテル細流はまき散らされる。エーテ

ル流の勾配が力を創出し，その力が破壊を引き起こす。そのとき，エーテル細流の軸

に沿っては，力はエーテルの移動方向を向いており，エーテル細流の周囲においては，

力はエーテル細流の方を向いている。その力は岩石，建物，森林を破壊するのに十分

なほど，きわめて大きいものとなる可能性がある。 

  初期エーテル細流の強度が大きかった場合には，トロイドは物質とともに宇宙空間

に高速で飛び去り，こうして宇宙に新たな彗星が出現する。あらゆる気体渦と同様に

自己運動を持っているエーテルトロイダル渦は，周囲エーテルから離反しながら，次

第に速度と軌道角運動量を増大させ，そのエネルギーが使い果たされない限り，ます

ますより長く伸びた軌道に移行してゆく。 

  それと同時に，トロイダル渦は，それ自体で閉じた管のタイプの形成物の形を取る

ようになる。トロイダル渦によって集められた物質はその管の壁の内部に集中するよ

うになる。管表面のエーテル境界層が，エーテルおよび物質がまき散らされることを

阻止する。ただしそれは，エーテル渦が拡散によって，また回転エネルギーの並進運

動エネルギーへの変換によってそのエネルギーを失い始めるまでの間に限られる。 

  彗星のそれ以降における進化は，エーテルの粘性およびエーテルのトロイダル運動

エネルギーの並進運動エネルギーへの変換によるエーテル渦のエネルギー損失，そし

て彗星によって捕獲された物質の昇華，その他一連の要因と関係している。それらの

要因を完全に考慮するためには，個別の研究が必要とされる。しかし，ここでもいく

つかの予想を述べることができる。 

トロイダル渦によって捕獲された物質は渦の内部で破砕力を受ける。渦の内部には

エーテルの勾配流が存在し，物質を破壊する大きな力が生じるからである。その力は

きわめて大きい可能性があり，そのため，物質の破壊は分子あるいは原子レベルだけ

でなく，原子核レベルでも生じる可能性がある。それゆえ，エーテルトロイドの内部

では物質と元素の転換が生じている可能性がある。多分，大量の鉄を含有している隕

石の元素組成はこれによって説明される。 

  おそらく，隕石における鉄の高い含有率は，周期表上で鉄より左側と右側に位置す

る他の元素の原子核と比べ，鉄の原子核中における核子の結合エネルギーが最も高い

値を持っているという理由によって説明することが可能である。その他の元素――ア

ルミニウム，カルシウム，酸素，ケイ素，マグネシウム，ニッケルおよびイオウ――

の存在もまた，鉄と比べて若干低いとは言え，偶数質量数の原子核中の核子の比結合

エネルギーが相対的に高いという理由によって説明される。 

  しかし，渦が回転エネルギーの一部を既に失うと，渦表面の境界層も弱化し，境界

層は蓄積されている物質を通過させ始める。そのとき，粉砕されたダスト状の物質は

渦となって後方に放出され，こうして彗星に「尾」が形成される。「尾」は彗星が太陽

に近づいたときに見えるようになる。エネルギーの損失がさらに増大した場合には，

トロイドの境界層と中心部は浸食され，物質を引き留めることをやめる。そのとき，

粉砕された物質の一部が前方に大速度で噴出し，こうして後方の「尾」に加えて，さ

らに前方の「尾」が彗星に形成される。そしてエネルギーの損失がさらに大きくなる

と，物質は四方八方に放出され始める。このことは，その彗星が消滅に近づいている

ことを意味している。 

  渦がエネルギーを失うとその回転速度が減少するため，渦の内側部分によって捕獲
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された物質は，ちょうどカップに茶を注いだ後のティーポットの中で茶葉が集まって

いるように，集まって一緒になる。エーテル渦が完全に消散し終わると，彗星がいた

場所には隕石群のみが残る。隕石群は軌道角運動量をそれ以上増大させず，いかなる

転換も行わず，ただ単に慣性によって同じ軌道に沿って飛び続ける。彗星は消滅した。 

  上に示した説はどれだけの尤度を持っているのか？ この説は完全に存在権を持っ

ていると思われる。1996 年 3 月 14~21 日，ロシア科学アカデミー中央天文台におい

て研究員 I.S.グセワと N.A.ソコロフによって得られた百武彗星の写真（新聞『異常事

象』，第 11(119)号，1996 を参照）においては，彗星のトロイダル構造を明確に見て

取ることができる。この写真上のトロイド中の「環」の様々な色は，一連の要因――

各層の密度，温度，回転速度などの違い――によって説明することができる。このよ

うに，上述した仮説はいくつかの裏づけさえ持っている。 

  しかし，観測天文学は彗星のトロイダル構造をまったく裏づけていない。逆に，彗

星はある種の大きな岩塊として理解され，そこには山々やれっきとした山脈，谷，さ

らにはアストロブレム（これは 1 個の彗星につき 1 個のみ）さえ存在しているとされ

ている。これらすべての理解は，彗星とはエーテルトロイドであるとするエーテル動

力学的理解と，どうすれば両立するのだろうか？ 任意の気体トロイドの内部におい

ては，気体および気体のトロイダル軸の移動速度はゼロまで減少しているのに対し，

速度勾配は，トロイドの壁におけるよりは小さいとはいえ，依然として著しく大きい

ままであるという点を考慮すれば，それら 2 つの理解は両立することが判明する。し

たがって，トロイドの内部のまさに中心円軸に沿って，物質およびあらゆる種類の岩

石の形成のための条件が創出されることになる。それらのものはエーテルトロイドの

透明な壁を通して見て取るができる。そしてそれらの壁が，外部からやって来るあら

ゆる物体のトロイド本体中への侵入を妨げることになる。原理的には，将来，この原

理にもとづいて隕石からの宇宙船の保護策を講じることが可能になるかもしれない。 

  エーテル渦トロイドは地球上において頻繁に形成されているのだろうか？ おそら

く，かなり頻繁に生み出されている。ただし，それは陸地よりも海洋においてより高

い頻度で生じている。その理由は，第 1 に，海洋の面積は陸地の面積の 2 倍であるか

らである。第 2 に，海洋底は大陸プレートよりも薄く，水の誘電率は高く，それゆえ，

エーテル細流が通過するためにも，渦トロイドが形成されるためにも，海洋の方が条

件が良いからである。円盤形をした UFO のようなものが水中から噴出し，上方に飛び

去ったという船員たちの証言が多数存在する。それは将来の彗星ではないのか？ ま

た，地球が出会う大部分の彗星の核が氷からなっているのは，そのためではないのか？ 

  しかし，水中の深部において大きな閉じた渦状形成物を見たという，それとは別の

種類の証言も存在する。もしかしたら，それもトロイドであり，しかし，そのトロイ

ドはそれ以上移動するためにはエネルギーが不足しており，そのため水中に滞留して

いたのではないか？ 

  海洋におけるエーテルトロイドの目撃事例について今述べたことから，かなり重要

な実践上の結論が導き出される。それを目撃した者に対しては，もし生き残りたいの

なら，直ちにそれらの物体からより遠くへ去ることが推奨される。潜水艇にも同じこ

とが当てはまる。潜水艇は，せめて水中発光を検出するための受光器を装備するべき

である。そのような現象に随伴するエーテル動力学的場はあらゆる生物体を殺す可能

性がある。それゆえ，そのような現象に遭遇した船は，その先，まるで「フライング・

ダッチマン」のように，乗組員なしに海を漂い始める。大海原ではそのような船と出

会うことがあると言われている。その際，船自体がエーテル動力学的チャージを受け，

生物体にとって危険な場を船体の周りに創出した可能性がある。正統派科学は自然界

におけるエーテルの存在という事実そのものを認めていないため，エーテル動力学的
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場を記録するための測定装置は今のところ創出されていない。しかし，エーテルトロ

イドは，船体全体を簡単に宇宙へ運び去るほど強力なものになることがあり得るのだ。 

  そのような事例は陸上でも生じている。その証拠は，前述した直径 80 km のプチェ

ジ-カツンキ・アストロブレムである。この場所で噴出したエーテル流は，もしそれが

そのような直径のトロイドを形成したのだとすると，いったいどれだけの量の岩石を

宇宙へ運び去ったのだろうか？ ロシア北部には河川が注ぎ込んでいない円形の湖が

多数存在する。それはサーソヴォタイプの過程の痕跡ではないか？ そのような湖の

湖底の地形はどうなっているのか？ 

  では，直径何十，何百 km もの「アストロブレム」がその表面に何百個も存在する

月（図 7.23）については，何を語ることができるだろうか？ 

図 7.23.上弦の月の表面（チェコの天文学者 J.クレペシュタ［Josef Klepešta］のスケッチに

よる。） 

 

  蒸気の海の南部にある直径 25 km のさほど大きくないトリスネッカー・クレーター

は高い中央丘を持っている。若いクレーターであるマニリウス（直径 40 km），ボスコ

ヴィッチ（44 km）およびアグリッパ（40 km）には明確な形状を持った中央丘がある。

多数の大型クレーターが点在している広大な陸領域の南側上部においては，2 つの壮

大な環状の山――アルバテグニウス・クレーターとヒッパルコス・クレーター――が

ひときわ目立っている。前者（直径 120 km）には複雑な環状の盛り上がりがある。ヒ

ッパルコス（190 km）にも環状の盛り上がりがあるが，前者より若干低い。これら 2

つのクレーターには寄生クレーターが点在している。その中には，ハレー（直径 29 

km），ギルデン（37 km），きわめて若いホロックス（30 km）といった大きなクレータ
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ーも含まれている。 

  神酒の海の沿岸には，3 つのクレーター――テオフィルス（99 km），キリルス（85 

km），カタリナ（102 km）――からなる連鎖が存在する。月の北部では，氷の海の南

岸に位置する 2 つのクレーター――アリストテレス（85 km）とエウドクソス（64 km）

が注意を引く。 

  月には直径数 km の多数の微小クレーターが存在する一方，ロンゴモンタヌス（137 

km）やマギヌス（200 km）といった巨大なクレーターも存在する。直径 82 km，深さ

3700 m，盛り上がりの高さ 2400 m のティコのようなクレーターもある。 

  月に存在するすべてのクレーター，アストロブレムとカルデラを列挙することは可

能とは思われない。それらは月の見える側には数百個存在し，見えない側にもそれよ

り少ないとはいえ多数存在する。見えない側には膨大な数の小型クレーターがあるが，

直径 800 km の東の海のような形成物も存在する。東の海の「沿岸」に沿っては 3 つ

の集中的な盛り上がりが存在する。おそらく，月の見える側と見えない側のクレータ

ーの数の差は，月の表面における重力の差によって説明される。すなわち，地球に近

い側では月の重力から地球の重力が差し引かれるので，そこでの重力はより小さくな

るのに対し，反対側では月の重力に地球の重力が足し合わされ，そこでの重力はより

大きくなることによる差である。 

  1958 年 11 月，有名な天文学者 N.A.コズイレフ［N.A. Kozyrev］は月の表面におけるあ

る現象を初めて観測した。彼はその現象を確信をもって火山噴火によるものと考えた。

11 月 2~3 日の夜，アルフォンスス・クレーター内で噴火が始まった。コズイレフは

クリミア天体物理天文台の 50 インチ反射望遠鏡の

ファインダーを覗いているとき，アルフォンススの

中央丘が何かぼやけて不鮮明になり，異常な赤みが

かった色合いを帯び始めていることに気がついた。

休憩後の 3 時 30 分，コズイレフは中央丘が異常な輝

度を持ち，目もくらむような白色になっていること

に驚愕した。それから数分後，そのまばゆい輝きは

きわめて急速に消え失せ，中央丘は普通の姿を取り

戻した。研究者たちは，すべての写真を処理した結

果，火山の噴火が生じたという結論に達した。しか

し，彼らが噴火と解釈したものは，エーテル渦の 2

次噴出であった可能性が十分にある。当時は誰一人，

その可能性について思ってもみなかった。 

  もし月が噴出したエーテル流のエネルギーが，直径 10 km，高さ数 km もの中央「丘」

や，何百億 t もの岩石から形成されている環状構造を形成し，また少なからぬ土砂を

自分のうちに取り込んで空間に放出した彗星エーテルトロイドを形成するのに十分な

エネルギーだったとすれば，月はその存在期間全体を通じて，いったいどれだけの数

の彗星を生み出し，その噴出はいかなる強度でなければならなかったのだろうか？ さ

らに，れっきとした彗星ベルトを生み出した木星，またその表面や彗星ベルトの解明

がこれまで十分になされていないその他の惑星に関しては，何を語ることができるの

だろうか？ 

  このように，地球の住人にとっては，彗星の危険性の脅威は宇宙からだけでなく，

いや，宇宙からというより，むしろ地球自体の地下からやって来るのである。今後，

人類がそのような現象を予測し，迫り来る危険を適時に回避する方法を時とともに習

得していくことは間違いない。しかしそのためには，正統派科学が，まず手始めに，

自然界におけるエーテルの存在に関する自らの観点の見直しを行わなければならない。 
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  上述した説は，原理的には，彗星のほとんどすべての性質，その起源と発達を説明

している。ただし，次の点は説明していない。太陽系内では彗星が 2~3 秒おきに誕生

しており，それゆえに太陽系にはこれほど多数の彗星が存在していることを計算は示

している。では，太陽系への彗星の主要な供給者は誰なのか？ それはオールトの雲で

はない！ 

  地球の陸地の表面全体に存在する大型アストロブレムはわずか約 150 個にすぎない

ことを考慮し，それらすべてはプチェジ-カツンキ・アストロブレムより小さい年齢を

持っていると仮定すると，それぞれの大型アストロブレムは 100 万年に 1 個以下の頻

度で出現していることになる。ただし，サーソヴォタイプの微小アストロブレムはそ

れより著しく高い頻度で出現している。しかしこのことは，太陽系を満たしている膨

大な数（100 億個のオーダー）の彗星がどこから現れたのかを説明していない。 

  太陽系における新たな彗星の出現頻度を計算してみよう。その計算のために次の平

均的な数値を取ろう。周回軌道上にある彗星の公転周期は 100 年とする（ハレー彗星

の公転周期は 75~76 年である）。彗星のライフサイクル（軌道に沿った公転周期の回

数）は 100 回とする。ここから彗星の寿命は 1 万年となる。太陽系内の彗星の総数は

1010個，すなわち 100 億個とする。 

  毎年，1010/104 = 106個（100 万個！）の彗星が誕生している，すなわち，30 秒お

きに新たな彗星が出現しているという結果が得られる。しかし，これは概算値にすぎ

ない。実際には，その値はこれより 1 桁大きいか，または 1 桁小さい可能性がある。 

  19 世紀から 20 世紀にかけて活躍したイタリアの天文学者ジョヴァンニ・ヴィルジ

ニオ・スキアパレッリは太陽系内における彗星の運動を研究し，彗星の巣［swarm of comets］

が恒星間を運動している太陽に随行していることを初めて示した。彼は，彗星と我々

の惑星系は同年齢である，すなわち彗星は太陽系と同時に，しかもこれがきわめて重

要な点であるが，同一の物質から形成されたという予想を提唱した。太陽系に属する

この彗星の巣は「スキアパレッリの太陽巣［仮訳］」と名付けられた。 

  彗星と我々の惑星系は同年齢である，すなわち彗星は太陽系と同時に形成されたと

いうスキアパレッリの予想についての細かい検討は省略して，ここでは，彗星の巣全

体が恒星間を運動している太陽に随行しているという彼が突きとめた事実にのみ注

意を払うことにしよう。これは，すべての彗星が太陽と密接に結びついていることを

直接的に物語っている。 

  太陽による彗星の「出産」のあり得るメカニズムとは，どのようなものだろうか？ 

最も蓋然性が高いのは，惑星の場合と同一のエーテル動力学的メカニズムである。そ

れは，既に述べたように，太陽の表面下の何らかの領域におけるエーテルの蓄積が圧

力の上昇をもたらし，それに続いて宇宙空間へのエーテル細流の噴出，さらにエーテ

ルトロイドの形成，初期段階における自己加速などをもたらすというメカニズムであ

る。彗星の出産においては太陽黒点が特別の役割を果たしていると予想することがで

きる。ただし，双極性黒点においては，2 つの黒点のうち，エーテル流が太陽の内部

から外部に向かって運動している方の黒点のみが彗星を生成するのに対し，単極性黒

点においては，その全部が彗星を生成する。 

  さらにもう 1 つの疑問が生じてくる。太陽系内にはそれほどまでに大量の彗星が存

在するにもかかわらず，彗星と地球のいかなる直接的衝突も事実上記録されたことが

ないのはなぜか？ 

  天文学によって明らかにされているように，太陽黒点――太陽表面における渦状形

成物――は，太陽表面のいたるところではなく，両極から 20°の緯線から，赤道から

20°の緯線までの間の範囲内においてのみ形成されている。このことは，エーテル動力

学的遠心ポンプとして働いている太陽に侵入するエーテル流が，まさにこの範囲内に
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おいて最大の速度勾配を持ち，乱流化する傾向を持っているという理由によって説明

することができる。両極から 20°の緯線までの間の領域内，および赤道から 20°の緯線

までの間の領域内においては，いかなる勾配も事実上存在しない。黄道面は太陽赤道

面から 7°しか傾いておらず，したがってデッドゾーンに入っている。彗星はこのゾー

ンには事実上飛び込んで行かない。 

 

7.9.宇宙論のパラドックスの解決 

  宇宙論のそれぞれの発展段階においては，宇宙論においてはすべての基礎的問題は

基本的に解決済みであり，残る仕事はいくつかの細部を精緻化することのみであると

考える科学者が存在していた。しかし，それ以後の研究はさらに新たな事実を発見し，

新たな問題が出現した。天文学者たちの空間と時間に関する単純なニュートン的理解

に基礎をおいている古典宇宙進化論においても，何かそれと類似したことが生じた。 

輝度測定のパラドックス 

  平穏無事な状態にあったその宇宙進化論に最初の大打撃が与えられたのは，既に 18

世紀のことであった。1744 年，「尾が 5 本」の彗星の発見で有名なスイスの天文学者

J.シェゾー［J.P.L. de Cheseaux］は宇宙の空間的無限性について疑問を述べた。 

  シェゾーは，もし無限の宇宙に無数の星が存在し，それらが空間中に一様に分布し

ているとすれば，地球の観測者の視線はあらゆる方向において必ずいずれかの星にぶ

つかるはずであると推論した。星が全面にわたって隙間なく撒き散らされている天空

は，太陽でさえそれを背景としたときには黒い斑点に見えるような表面輝度を持つこ

とになるはずであるということは，容易に推測することができる。1826 年，ドイツの

天文学者 H.オルバースはシェゾーとは独立に同じ結論に達した。このパラドキシカル

な主張は，天文学では輝度測定のパラドックスと呼ばれるようになった。 

  このシェゾー-オルバースのパラドックスを回避するための様々な試みがなされた。

例えば，星は空間中に非一様に分布していると仮定することができる。しかしそうだ

とすると，星空のある方向では，見える星の数は少なくなるはずであり，もし星の数

が無限であるとすると，別の方向では，それらの星の総輝度が無限大の輝度を持った

斑点を作り出すはずであるが，周知のように，そのようなものは存在しない。星間空

間が空虚ではなく，ガスとダストの雲によって満たされていることが発見されたとき，

一部の科学者は，光を吸収するそのような雲が我々を輝度測定のパラドックスから解

放してくれると考え始めた。しかし 1938 年，ソ連科学アカデミー会員 V.G.フェセンコ

フ［V.G. Fesenkov］が，ガスとダストの雲は星の光を吸収した後，それが吸収したエネル

ギーを再放射することを証明したため，その雲は我々を輝度測定のパラドックスから

解放しないことが明らかになった。このように，この問題は長い間未解決のまま残さ

れた。 

重力のパラドックス 

  19 世紀末，ドイツの天文学者 H.フォン・ゼーリガー［H. von Seeliger］は，宇宙は無限

であるという理解から必然的に導き出されるもう一つ別のパラドックスに注意を払っ

た。ニュートンの万有引力の法則に依拠した場合，その中に天体が一様に分布してい

る無限の宇宙においては，宇宙のすべての天体から当該の天体に働く引力エネルギー

（重力ポテンシャル）は無限大になり，そのとき，惑星を引き付けることはまったく

不可能になることを推測するのは困難ではない。天体同士の引き付け合いは存在して

いるのだから，これはパラドックスである。このパラドックスは今日に至るまで解決
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されていない。 

熱力学のパラドックス 

  19 世紀中頃，偉大な自然法則が発見された。エネルギー保存の法則である。それに

よれば，エネルギーはある形態から別の形態にどのように変換する場合にも，消滅す

ることも無から生じることもない。エネルギーの総量は一定不変である。実験や実践

によって幾度も検証されたこの法則は，今では自然の基本法則とみなされている。 

  熱力学には第 2 法則が存在している。それは，あらゆる変換に際し，各種の形態の

エネルギーは拡散し，究極的には熱に移行し，熱は，より高温の物体からより低温の

物体へのみ移動することができる。このことから，すべての温度が均一になったとき，

すべての過程は停止し，「熱的死」が訪れる。しかし宇宙は存在しているのだから，こ

れはパラドックスである。このパラドックスは 1850 年にドイツの物理学者ルドルフ・

クラウジウスによって定式化された。 

  熱力学第 2 法則が科学者たちに与えたショッキングな印象は，特に，我々を取り囲

んでいる自分の周りの自然界のうちに，その印象を覆すような事実を科学者たちが見

出せなかったことによってますます強まった。逆に，すべてはクラウジウスの陰鬱な

予想を裏づけているように見えた。 

二者択一問題が生じた――熱力学の 2 つの原理のうちいずれか一方を放棄するか，

それとも何らかの形でパラドックスの可能性を承認するか。科学者たちは熱力学の 2

つの原理を放棄しようとはしなかった。それらの原理は，物質*的世界において進行す

る過程を支配している法則であるからである。遠い未来と関係のあるパラドックスの

解決は，不特定の将来へ先送りすることができた。 

  しかし我々の時代には，普通の冷蔵庫の問題が既に幅広く議論されている。冷蔵庫

は，エネルギーを配電網からだけでなく，冷凍室内で凍っている鶏肉からも取ってお

り，このことにより，熱力学第 2 法則は常に正しいわけではないことを裏づけている

のである。 

  しかも今日では，そこではエネルギーが拡散せず，逆に集中している自然過程が見

出されている。そのような過程であることが判明したのは，エーテル渦の形成を含め

た，気体渦の形成過程である。気体渦においては，渦を取り囲む気体媒質のポテンシ

ャルエネルギーは，渦の回転運動エネルギーの形態に自発的に移行し，ある時間が経

過すると，周囲媒質のエネルギーの熱的形態にやはり自発的に逆戻りすることができ

るのである。まさにこのことにより，COP［coefficient of performance，成績係数］が 1 を超

える装置を創出することが可能であることが原理的に裏づけられた。 

  実際には，エネルギー（物質*の運動）は，創出することも消滅させることもできな

い。エネルギーは，ある種類のエネルギーから別の種類のエネルギーへ移行させる，

あるいは巨視的世界のレベルのエネルギー（明示的な形の運動）から微視的世界のレ

ベルのエネルギー（隠れた形の運動――熱）へ移行させることしかできない。エーテ

ル渦（気体渦）が行なっているのは，まさにこのことである。エーテル渦は，自分の

形成時にはエーテルの熱エネルギーを運動エネルギーに移行させ，その後時が経てば，

運動エネルギーを逆に熱エネルギーに移行させる。 

  現在，全世界では COP が 1 より大きい多数の装置が創出されている。それらすべて

は熱ポンプの原理に従って働いている。それらの装置は，追加的エネルギーを創出す

ることはできず，どこかから取ることしかできないことを「覚えている」ので，周囲

のエーテルからあれこれの仕方でエネルギーを取っているのである。それと何か似た

ことが，まずエーテル渦――物質の素粒子――の形成時に，そしてその後におけるそ

の崩壊時に生じている。全宇宙における運動量，したがってまたエネルギー量の一定
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不変性はこれによって保障されている。すなわち，周囲のエーテルのエネルギーの一

部が，渦の形成時には渦の回転運動エネルギーに移行し，渦の崩壊時には元の自由エ

ーテル中に戻る。巨視的世界のあらゆる過程におけるのと同様，ここでは，ある階層

的物質*組織化レベルから別のレベルへの移行，次に逆方向に戻る移行が生じている。

巨視的世界の大多数の過程と微視的世界との違いは，そこにおいては，巨視的世界―

―巨視的物体の運動――から移行したエネルギーは微視的レベルのエネルギー――分

子の熱運動――に転換し，逆方向には戻らないという点にある。空気渦の形成時には，

媒質の熱エネルギー――大気圧のポテンシャルエネルギー――の渦の回転運動エネル

ギーへの転換が生じ，次に渦（竜巻，サイクロン）の崩壊後には，渦の回転運動エネ

ルギーの大気の熱エネルギーへの逆戻りが生じる。 

  このように，自然界には，宇宙論のパラドックスも含め，いかなるパラドックスも

存在しない。存在しているのは，自分の鼻より遠い所を見たがらないサラリーマン研

究者たちの知識の不完全さと因循姑息さだけだ。 
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8.1.球雷とエネルギー供給の見通し 

一昨日，我々は電気について何も知らなかった。昨日，我々は原

子核に含まれている巨大なエネルギー供給源について何も知ら

なかった。今日，我々は何について知らないでいるのだろうか？ 

ルイ・ド・ブロイ 

  人類はその必要を満たすために膨大な量のエネルギーを消費しており，現在，その

量は年間1020 Jに達している。エネルギー需要は今のところ 25 年ごとに倍増している。

20 世紀の 100 年間でエネルギー消費量は 15 倍以上に増加した。それに対応して，エ

ネルギー資源――石炭，石油，天然ガス，水力発電エネルギー――の採取量も増加し

た。原子力エネルギーが現れたが，全体のエネルギー収支における主要な地位は依然

として石油，天然ガスおよび石炭が占めており，これらがほぼ等しい割合を占めてい

る。水力発電はそれら 3 つのうちのそれぞれの 20~25%に相当するエネルギーしか与

えていない。今日，原子力発電の寄与は水力発電の寄与をやや上回っている。これら

すべての種類のエネルギーは環境に対してクリーンではなく，しかもその可能性は限

られている。 

  1970 年代末~1980 年代初頭に生じたエネルギー危機は，有用鉱物のエネルギー埋蔵

量はもうそれほど多くはなく，この問題の緊急性は今は低下しているものの，将来の

エネルギーについて真剣に考えなければならなくなっていることを示した。まあ，我々

はあと 50 年，あるいは 100 年は生きていけるだろう。でも，その先はどうする？ 

  しかし，さらに緊急を要するのはエネルギーのエコロジーに関する問題である。既

に今日，先進資本主義国を含め，多数の国々が低カロリー燃料――褐炭，シェール，

泥炭――で満足することを余儀なくされている。これらの種類の燃料は高比率の廃棄

物を出す。褐炭は多量の硫黄を含有している。亜硫酸ガスや灰分の大気中への放出は

環境を恐ろしいほど汚染している。 

  水力発電はダムによって魚資源の絶滅をもたらし，水収支を壊した。川と森林は死

につつある。輸送用機器の有毒な排気ガス，そして工場や火力発電所，熱併給発電所

の煙突からの大気中への放出物は空気を有害化している。もし事態がこのまま進んで

いけば，間もなく，吸い込める空気は文字どおりなくなってしまうだろう。 

  つい最近まで，原子力エネルギーに大きな期待がかけられていた。しかし，チェル

ノブイリおよび我が国内外のいくつかの原子力発電所における事象は，原子力エネル

ギーがいかなる価値を持っているかを示した。もちろん，より安全で信頼性のある，

しかも廃棄物ゼロの原子力エネルギーの取得方法が見出されることを期待することは

できる。しかし，その期待は過大評価されていないか？ 

  では，それ以外に何かなすべきことはあるのか？ 熱核融合技術の開発の試みが何

十年間も行われてきた。1950 年代初頭以来，この方向における集中的な作業が行われ

ており，膨大な資金が投下され，委員会が設立され，数えきれないほどの国際レベル

の会合や会議が開催され，学位請求論文が書かれ，計画が策定され，それらの計画を

実現するための専用工場が創設された。「安定な」プラズマさえ得られた。そのプラズ

マはかつてあるとき 0.01 秒間「もの間」維持された。しかし，熱核融合炉，すなわち，

きわめて大量に存在する海水中の重水素から安価なエネルギーを取得するための熱核

融合の方法だけは存在しない！ そして，熱核融合炉がいつ存在するようになるのか，
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そもそも存在するようになるのか否かは，誰も知らない。 

  現在，以前は注目されていなかった代替的なエネルギー取得方法の開発が大急ぎで

進められている。風力エネルギー。海洋の波力エネルギーと潮汐エネルギー。太陽エ

ネルギー。地球と各種熱源の熱エネルギー。黒海の水に溶解している硫化水素を燃料

として利用するという提案さえある。もちろん，これらのエネルギー源は最も大きな

注目を集めるに値している。それらの多くは環境に対してクリーンである。しかし，

将来については言うまでもなく，既に今日必要とされている量という点で，それらは

石油，天然ガスおよび石炭の代替となることはまずないだろう。それだけでなく，そ

れらには困った点がある。それらを自動車や航空機で利用するのは困難なのである。 

  エネルギー分野において行われていることすべての有益性を否定するものではない

が，筆者はエーテル動力学が与える可能性に注意を向けてみたい。しかし，それらの

可能性を理解するためには，まず最初に，地球上では時おり，サイクロン――制御不

能な巨大なエネルギーを持った自然の気体渦形成物――が風や暴風，さらには竜巻さ

えをも伴いながら駆け抜けていることを思い起こす必要がある。それらの気体渦形成

物がどこからそのエネルギーを取っているのか，またそのエネルギーを何らかの方法

で人類の利益のために利用することはできないかを知りたいものだ。 

  竜巻は最も謎めいた自然現象の 1 つである。竜巻の形成原因も，すべてを破壊し尽

くすその巨大なエネルギーも，これまでいかなる満足すべき説明も見出していない。 

  しかし，竜巻よりさらに大きな比エネルギー，すなわち単位質量当たりのエネルギ

ーを持った，さらに驚くべき謎めいた現象が存在する。それは球雷である。 

  球雷とはいったい何なのか？ 球雷はどのような本性を持っているのか？ 

  球雷とは，大気中において観測される，鮮やかな光を放つ，相対的に安定的な単一

の小塊である。球雷は空気中を浮遊し，また空気流とともに移動し，その本体中に大

きなエネルギーを持ち，静かに，または爆発タイプの大きな騒音とともに消滅し，そ

の消滅後は，それが引き起こした破壊以外にはいかなる物的痕跡も残さない。普通，

球雷の発生は雷雨現象や自然の叉状電光と関連づけられている。しかし，それは必ず

しもそうとは限らない。 

  球雷が突然，普通のコンセントから，あるいは旋盤に取り付けられた磁気始動器か

ら飛び出してきたという事例が知られている。また，飛行中の飛行機の翼の上に突然

球雷が出現し，翼の先端から胴体まで翼に沿って安定的に移動したという事例も知ら

れている。普通，そのような出現は何か良いことの前触れにはならない。飛行機の操

縦室あるいは客室への球雷の侵入には，様々なトラ

ブルが伴うからである。計器が故障したり，操縦室

の一部が壊れたりして犠牲者が出る可能性もある。 

  穏やかな晴天の真っ昼間，高い山の上で球雷が出

現した痛ましい事例が知られている。どこからとも

なく球雷が現われ，テントの中で休んでいた人々に

襲いかかり，彼らに「噛みつき」始め，ひどい火傷

を負わせた。球雷は毛布を持ち上げ，毛布に沿って

青みがかった火のように流れ回った後，例のごと

く，何の痕跡も残さずに消え失せた。 

  球雷の本性と構造に関するきわめて多数の仮説

が立てられている。それは，球雷とは外部から補給

される空気イオンの発光雲であるとする仮説； プ

ラズマ理論および化学理論； クラスター仮説（球雷

はイオンハイドレート殻のクラスターから構成さ
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れている）； さらには，球雷は反物質から構成されており，地球外文明によって制御

されている，といった憶測である。球雷に関するこのようなすべての理論，仮説，モ

デルに共通する欠点は，球雷が持つすべての性質を総体的に説明していないことであ

る。 

  球雷の挙動の観察から得られたその性質を列挙してみよう。 

  1）安定的な球雷の大きさは数 cm ないし数十 cm である。 

  2）形状は球形またはセイヨウナシ形であるが，隣接する物体の形状に従った不明確

な形状の場合もある。 

  3）昼間でも見える，まぶしいほどの光度。 

  4）103~107 Jという高いエネルギー含量を持っている（あるとき，水の入った樽に

入り込んだ球雷が 70 kg の水を蒸発させたという事例がある）。 

  5）球雷の比質量は，その出現区域における空気の比質量と事実上一致している（球

雷は空気中を任意の高さで自由に浮遊する）。 

  6）金属物体に粘着する能力。 

  7）誘電体，特にガラスを透過する能力。 

  8）鍵穴タイプの小さな穴や壁を通って，また電線などを伝わって部屋の中に変形し

て侵入する能力。 

  9）物体と接触すると自発的に爆発する能力。 

 10）各種の物体を持ち上げ，移動させる能力。 

  以上の性質以外の，より重要性の低いその他いくつかの性質。 

  気体力学の観点から見ると，竜巻，サイクロンおよび球雷は気体渦である。そのう

ち竜巻とサイクロンが空気渦であるのに対し，球雷はエーテル渦である。 

  気体渦は，その表面上に境界層が存在するため，崩壊してばらばらにならない。な

ぜなら，境界層中においては，速度の低下が大きく，それゆえ粘性と温度が相対的に

低く，気体密度は相対的に高くなっているからである。 

  渦の表面上では次の 3 つの力が均衡している。 

  ・内圧の力と，内側から外側に作用する遠心力。 

  ・外側から内側に作用する外圧。 

  これらの力は，安定化した運動状態においては互いに厳密に相殺し合う。ただし，

渦の形成時にはそのような均衡は存在しない。 

  渦壁は高密度であるため，渦の回転法則は固体の回転法則に近い。このことは，渦

の半径が増大するにつれて遠心力が増大することを意味している。しかしそれでもや

はり，渦壁は液体でも固体でもなく，高密度化した気体である。気体中には分子同士

の結合力は事実上存在しない。したがって，渦の表面上に存在している気体要素にと

って，遠心力を含めた内力の和が外圧の力を超えるやいなや，その気体要素は渦本体

から放出されることになる。それゆえ，渦中においては常に，内力は外力より小さい

か，または外力と等しい。 

  渦が形成されつつあるときには，外圧の力は 2 つの内力を上回っているので，渦本

体は内圧によって圧縮され始める。このことは，航空機のジェットエンジンの前で発

生する渦の写真からはっきり見て取ることができる。吸気口の面積がおよそ1 m2のと

き，吸気口の前に発生する渦の面積は40~60 cm2となる。 

  渦本体を圧縮するとき，外部媒質は仕事をし，渦自体はその回転を加速させる。そ

のとき，周知の運動量保存則 

𝐿 = 𝑚𝑣𝑅 = const  または  𝑣 = 𝐿/𝑚𝑅  

が具現化される。 
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  竜巻の直径が 10 分の 1 に減少すると，その渦壁の速度は 10 倍になり，エネルギー

は 100 倍（！）に増大する。何しろ，面積は半径の 2 乗に比例するのだから，渦壁の

密度もおよそ 100 倍に増大する。このことは，渦壁の中に入り込んだ静止物体に対し

てそのときに作用する力は，渦の形成時にその物体に作用したはずの力の 1 万倍にな

るということを意味する。それゆえ，渦形成の開始時点におけるその力が例えばわず

か 1 g であったとしても，渦の形成後における力は既に 10 kg となる。その物体の面

積を1 cm2とすると，開始時点におけるその力を創出するためには，風によって引き起

こされるわずか 0.001 atm の圧力変化しか必要とされない。ところが形成後の渦中に

おいては，それと同じ物体に対し，10 atm の圧力が作用するはずである。面積1 m2当

たりに換算すると，100 t の力という勘定になる。そんな風圧には，どんな構造物も耐

えることができないのは当然だ！ 

  上に述べたことから，大気渦――竜巻とサイクロン――は，大気のポテンシャルエ

ネルギーを渦の運動エネルギーに変換する天然の機械であるという結論が導き出され

る。そのときには各大気渦を創出するために惑星の大気全体が働く。その結果，散乱

エネルギーの局所エネルギーへの自発的なエネルギー凝縮［energy concentration］，いわゆ

るエネルギー反転［energy inversion］が生じる。それと同じことが球雷にも生じているの

である。ただし，その材料は空気ではなく，エーテルである。 

  気体渦は，熱力学第 2 法則が現実のすべての場合に対して一様に適用されるわけで

はないことを一目瞭然たる形で示している。気体渦の形成過程は，いたるところにお

いて，エントロピー増加の符号ではなく，明らかにエントロピー減少の符号の下で進

行している。 

  エーテル動力学の観点から見ると，球雷とは，エーテル境界層によって周囲のエー

テルから分離された，圧縮度の低いエーテルのトロイダルらせん渦である。球雷のエ

ネルギーとは，球雷本体の中におけるエーテル流のエネルギーである。 

  数値的評価が示すところによれば，エーテル球の初期直径が 60 m（これは普通の雷

が発生する時点における磁場の境界である），球雷の最終的直径が 6 cm，エネルギー

含量が 1000 万 J，球雷のトロイドの壁の厚さが 1 cm の場合，その総エネルギーは，

周囲のエーテルによる球雷の圧縮により，最終的直径に対する初期直径の比の 2 乗に

比例して，すなわち 100 万倍に増大する。このことは，1000 万 J のエネルギーを持つ

球雷のエネルギー含量を確保するためには，エーテル流中におけるエネルギーの初期

含量がわずか 10 J であれば十分であることを意味している。それと同時に，圧縮によ

って球雷本体の密度も 100 万倍に増加し，10−5 kg/m3となる。このとき，球雷の総質

量はわずか 1 μg であるのに対し，気圧が 760 mmHg のときにおけるその体積中の空気

の質量は 100 mg，すなわち球雷の質量の 10 万倍となる。まさにそれゆえに，球雷本

体のエーテル流と空気分子のエーテル流が結合することにより，球雷は空気中の任意

の高さに浮いていることができる。球雷の高いエネルギー含量は，球雷本体の中のエ

ーテル流のそれに対応した速度によって確保されている。上記のエネルギー含量の場

合，その速度は1.4 ∙ 107 m/sでなければならない。これは光速度より著しく小さい。 

  球雷に伴う空気の発光は，エーテル流による空気分子の励起から生じる非本質的な

結果であり，エネルギー的には取るに足らない随伴的な現象である。 

  このように，球雷のすべてのエーテル動力学的パラーメーターは，きわめて控えめ

なものとなっている。球雷自体は，もちろんここにはある程度のこじつけも含まれて

いるが，空間中で局所化された圧縮度の高い磁場と解釈することができる。 

  容易に理解できるように，ここに提案されているモデルは，球雷のすべての基本的

性質――大きさ，形状，光度，高いエネルギー含量，比質量――，また人間の腕から

のブレスレットの蒸発（これは実際にあった事例である）を含め，球雷と関係する諸
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現象を説明することを可能にしている。球雷が持っている金属に粘着する能力は，金

属の近傍におけるエーテル流中には速度勾配が存在しており，そのため球雷本体と金

属の間におけるエーテルの圧力が低下するということによって説明される。球雷が物

体を持ち上げる能力を持っていることもこれによって説明される。球雷が翼にくっつ

いたという，飛行中の飛行機の事例もこれによって説明される。エーテル流が気体分

子を励起して発光させるので，気体分子は球雷本体から離れると，直ちに発光を止め

る。 

  磁場と同様，エーテル流は絶縁体を自由に透過する。空気の発光は随伴的な現象で

あるので，［球雷が絶縁体を透過するとき，絶縁体を透過することができない］空気は，球雷本体

から外に出ると，当然，発光しなくなる。そして絶縁体，例えば窓ガラスの中に入っ

た球雷が窓ガラスの他方の側に出た後には，球雷本体の中に入り込んだ新たな空気部

分が発光し始めるので，他ならぬ発光自体がガラスを通り抜けたという印象を生み出

す。 

  自立的に存在している球雷の爆発は，そのエーテル境界層の安定性の喪失によって

容易に説明される。その喪失は，球雷と何らかの物体の接触によって加速される可能

性がある。爆発後は，生じた破壊を除いて，球雷の痕跡はいっさい残らない。 

  このように，球雷のエーテル動力学的モデルは，球雷が持つ事実上すべての基本的

性質を総体的に説明している。 

  筆者の意見によれば，球雷本体の中で生じている諸過程は，エネルギー問題の解決

の鍵となっている。 

  球雷本体がエーテルによって圧縮されるとき，エーテルのポテンシャルエネルギー

（アーメルの無秩序運動）から運動エネルギー（アーメルの秩序運動）への自発的移

行が生じているのだから，球雷はエーテルからの天然のエネルギー取得メカニズムで

ある。エーテルはいたるところに分布しているのだから，人工球雷は，環境に対して

クリーンなエネルギーを当該の場所で当該の時間に必要な量だけ原料なしで得るとい

う問題を完全に解決することを可能にするはずである。 

  球雷はどうすれば得ることができるか？ 現在，それを知っている人間は事実上誰

もいない。ただし，若干の予想を述べることはできる。 

  導体に電流を通し，次の電流を急激に遮断すると，導体を取り囲んでいる磁場は収

縮し，自発的に圧縮され，局所化し，球雷本体を形成するはずである。しかしそのよ

うな収縮が生じるのは，磁場の表面上においてエーテルの勾配流が形成されるための

条件が創出され，磁場の形状が球形に近いものとなり，かつ磁場が導体中に戻ってそ

こに隠れる間が生じないほど，導体中の電流がきわめて急激に遮断される場合に限ら

れる。これらすべてのことはきわめて短いパルス面を要求する。そのパルス面の長さ

は，導体中の電流の値が数万 A のとき，1 ナノ秒の数十分の 1 を超えてはならない。

電子スイッチはこれらすべての要件を満たさなければならず，しかもそのような大電

流を遮断するだけでなく，さらに数十 kW，数百 kW もの自己誘導起電力に耐えられ

なければならない。その電子スイッチの自己容量は数 pF を超えてはならない。その

ようなパラメーターを持った電子スイッチは今のところ創出されておらず，そもそも

それを創出することが可能かどうかは知られていない。当然，そのようなスイッチと

してガス放電器あるいは真空放電器を利用するという考えが頭に浮かんでくる。しか

し，そのようなパラメーターを持った放電器もやはり存在しない。 

  しかし自然はうまくやりくりして，電子スイッチも，放電器も，雷さえもなしに球

雷を生み出している。自然はどうやってそうすることができているのか？ それは，環

境に対してクリーンで安価なエネルギーを空間の任意の地点で，任意の時間に，任意

の量だけ人類に供給することを真に欲するなら，科学が解決しなければならない謎の
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1 つである。 

  最近，エネルギー問題に対する関心の高まりとの関連で，1943 年に死んだ傑出した

セルビア人電気技師，ニコラ・テスラのことを多くの人々が思い出している。 

  ニコラ・テスラは 1882 年までブダペストの電信会社，1882~84 年にパリのコンチネ

ンタル・エジソン・カンパニーで技師として働いた後，1884 年にアメリカに移住し，

エジソンの工場とウェスティングハウスの工場で働いた。 

  テスラは，多数の発明，特に高周波電流と高圧電流の領域における発明の発明者と

して知られている。彼は長距離ワイヤレスエネルギー伝送の問題にも取り組んでいた。

これは 1920 年代における電波工学の発展に対して本質的な作用を与えた。当時のア

メリカの事実上すべての無線局はテスラの高圧変圧器を用いて中波帯で稼働していた。 

  ある時，テスラはナイアガラの滝のエネルギーをパリとロンドンに伝送することを

約束した。彼の予備実験はあまりにもうまくいったため，ツングースカ隕石の現象さ

えもが彼のせいにされた。つまり，テスラは実験を行った際，伝送方向を誤った，あ

るいはもしかしたら，ただ単に，ほとんど人が住んでいないシベリアを実験のために

選んだのだと。実際にはその証拠はない。また，テスラはまったく燃料が補給されて

いない自動車で何マイルも走ったとも語られていた。 

  しかし，その後間もなく，テスラの研究所に資金を提供していた石油王モルガン自

身が事態に介入した。彼がテスラに対する支援を打ち切ったため，テスラは間もなく

自分の研究を中断することを余儀なくされた。 

  現在，テスラの主な特許はインターネット上で公開されているので，あらゆる希望

者はインターネットを通じてそれらを閲覧することができる。そこには構造図や回路

図が示され，明細書が与えられており，すべてを再現することが可能である。しかし，

そこでは，それらの装置はいかなる原理にもとづいて，いかにして動作するのかとい

う点だけは述べられていない。原理を理解することなしに，それらすべての装置を，

テスラ自身が動作させていたように動作させることはできない。なぜなら，テスラの

電気力学は今日の観点から見ると不正確な別の電気力学であり，テスラのエネルギー

学も不正確な別のエネルギー学であるからである。それにそもそも，彼のすべての装

置は動作するはずがなかった。ところが，それらは動作していたのだ！ 

  とまあ，こういったわけなのですよ，尊敬する電気学・エネルギー学領域の科学者

の皆様！ 

 

8.2.星までどうやって飛んで行くか？ 

自由な光に乗って飛んで行こう 

風も僕らにゃ追いつけない 

一番遠い惑星まで飛んで行こう 

友らよ，それはそんなに遠くない！ 

ポピュラーソングより 

 

  UFO（未確認飛行物体）に関する報道の波がメディアに襲いかかった。目撃者たち

は，自分たちが見た UFO は明らかに技術によって生み出されたものだと主張してい

る。彼らは異星文明の宇宙船を見たことを疑わない。しかし，我々の意識はそれを受

け入れることを拒絶する。地球を除く太陽系の惑星の場合，そこに文明が存在する可

能性はほぼ排除されている。なぜなら，少なくとも，それらの表面上には生命が存在

するための条件が存在しないからだ。もしかしたら，表面下には？ おそらくないだろ
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う。とは言え……。 

  しかし，他の恒星系の惑星には生命が存在する可能性がある。ただし，それらはき

わめて遠い。最も近い 28 の恒星は 4 光年（プロキシマ・ケンタウリ）から 13 光年（カ

プタイン星）までの範囲内に位置している。シリウス A とシリウス B，プロキオン A

とプロキオン B，くじら座τ星といった恒星はこの範囲内に存在する。近くはない！ 宇

宙船が光速度でそこまで飛んで行って戻って来るとすると，往復するのに 8 ないし 26 年

かかる。しかもこれは，最も近い恒星にすぎないのだ。加速時間と減速時間は計算に含ま

れていない。光より速く飛ぶ必要があるという設定は，適切な設定とはまず考えられな

い。 

  まあ，それでも，そのような速度まで加速（および減速）するのにどれだけの時間がか

かるか，ざっと計算してみよう。一目で分かるようにするため，その計算結果を表に示す。

この表から，あれこれの加速度（減速度）のとき，あれこれの速度に達するのに必要とさ

れる時間を即座に知ることができる。片道の旅行時間を 1 か月間とした場合，光速度の

何十倍ものオーダーの速度で飛行し，地球の重力加速度の何百倍もの加速度で加速（およ

び減速）する必要があるという結果が得られる。 

 

旅行時間は加速度と速度に対してこのように依存する。 

𝑎, m/s2 
𝑣, m/s 

0.1c 1c 10c 100c 1000𝑐 

1 = 0.1𝑔  10 か月間 8 年間 80 年間 800 年間 8000 年間 

10 = 1𝑔  1 か月間 10 か月間 8 年間 80 年間 800 年間 

100 = 10𝑔  3 日間 1 か月間 10 か月間 8 年間 80 年間 

1000 = 100𝑔  8 時間 3 日間 1 か月間 10 か月間 8 年間 

104 = 103𝑔  50 分間 8 時間 3 日間 1 か月間 10 か月間 

105 = 104𝑔  8 分間 50 分間 8 時間 3 日間 1 か月間 

 

ふうむ！ そもそも恒星間飛行なんて実行可能なのか？と思わず考え込んでしまう。も

し可能だとすると，では UFO はいったいどこから我々の所へやって来るのか？ しかも，

UFO は挑発的な振る舞いをする。突然消えたり，進路を直角に変えたり，何かを放射し

たり……。 

  UFO のそのような挙動を説明するためには，次の 3 つの問いに答えを与えるだけでい

い。 

  1. 原理的に，光速度を超える速度で飛行することは可能か？（学校では不可能と教わ

った。） 

  2. 生体を破壊せずに急激に加速することは可能か？（現在の理解によれば，既に 10 倍

の負荷が許容限度である。） 

  3. 加速と減速のためのエネルギーを採取することは可能か？（いかなる熱核エネルギ

ーもそのためには不十分であることを計算は示している。） 

  上の括弧の中に示した事柄にもかかわらず，エーテル動力学は 3 つの問いのすべてに

対して肯定的な答えを与える。 

  光速度を超える速度で飛行することはできないという命題の根拠は，A.アインシュタイ

ンの相対性理論が課した禁止にしかない。しかし彼の相対性理論は，いったいいかなる根

拠にもとづいて絶対的真理の地位に祭り上げられたのか？ この理論に対する我々の態

度については既に述べた。相対性理論はこのような問題において真理の基準となること

はけっしてできない。そして，その禁止を根拠づける他のいかなる理論も存在しない。一
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方，エーテル動力学的理解によれば，光速度とはエーテル中における第 2 音速，すなわ

ち横方向運動の伝播速度である。そして光速度は，光速度より 15 桁大きい速度を持つ縦

方向運動の伝播速度ではけっしてない。おそらく，光速度の障壁の克服は少なからぬ困難

を伴うことになろうが，それは技術の問題であって原理の問題ではない。その禁止と永久

に縁を切るべき時が来た。自然界にはそんな禁止は存在しないのだ！ 

  2 番目の問いに取りかかろう。宇宙飛行士はどのように加速するかについて検討しよ

う。ロケットの燃焼ガスは燃焼室の壁に圧力を加え，燃焼室の壁はロケットに，ロケット

は座席の背もたれに，座席の背もたれは宇宙飛行士に圧力を加える。宇宙飛行士の体，そ

の全質量は慣性によって静止状態にとどまろうとするため変形し，強い作用が加わった

ときには破壊される可能性がある。しかし，その宇宙飛行士が何らかの星の重力場に落ち

て行く場合には，彼はより著しく急速に加速されるにもかかわらず，まったくいかなる変

形も受けない。なぜなら，彼の体のすべての要素が同時かつ一様に加速されるからであ

る。宇宙飛行士にエーテルを吹きつけたときも，それと同じようになる。この場合には，

エーテル――粘性を持った実在気体――が宇宙飛行士の体のすべての陽子と体全体を，

体を変形させることなく加速させる。しかも，エーテル流が一様でありさえすれば，加速

度は任意の値を持つことができる。それゆえ，ここでもやはり可能性がある。 

  重力場の勾配が 1 m 当たり 1%の場合，許容加速度は50~100 𝑔，1 m 当たり 0.1%の場

合，許容加速度は500~1000 𝑔となるはずだから，ここにはいかなる原理的な制限も存在

しない。 

  先行する 2 つの問いに対する肯定的な答えは，加速のためのエネルギー，さらに最終

段階においては宇宙機の減速および星間媒質の抵抗の克服のためのエネルギーの取得に

関する問題について考えることを余儀なくさせる。現在の宇宙機加速方法は反作用運動

にもとづいている。宇宙機は，宇宙機が事実上それに対して突っ張ることによって前進す

る，何らかの慣性質量を加速させ，そしてそれを捨てなければならない。そのためには，

宇宙機はその慣性質量全体を自分の中に持っていなければならない。K.E.ツィオルコフス

キーの 2 段式および 3 段式ロケットに関するアイデアは，まさにここから生まれた。そ

のアイデアによれば，最初の方の各段は，燃料タンクであり，燃料・酸化剤の形を取った

その質量自体の運搬手段である。切り離されるそれらの段自体は，原理的には，燃料の貯

蔵のためにのみ必要とされる。それゆえ，それらの段の質量，および当該時点ではまだ空

間中に捨てられていない燃料の質量は，宇宙機の加速を妨げる寄生質量である。もし宇宙

機が持っている推力を用いて宇宙機自体のみを加速させることが可能になれば，現在よ

りはるかに大きな加速を得ることが可能になるはずである。なぜなら，現在と同じ推力で

あっても，加速される質量ははるかに小さくなるからである。しかし，それよりさらに効

率的なのは，そもそも燃料を自分と一緒に運ばずに，宇宙が宇宙機に提供してくれるもの

を利用することである。そして周知のように，そのような提案が存在している。 

  慣性質量として，また核燃料として星間水素を利用するという提案が知られている。恒

星の放射を圧力場として利用するという提案もある。残存放射エネルギー，星間磁場およ

び星間電磁場を利用する，等々といったアイデアもある。 

  残念ながら，計算は上記の種類のエネルギーの適用の有望性を裏づけていないことを

指摘しなければならない。ただし，宇宙エネルギーの蓄えを利用するというアイデア自体

はきわめて魅力的である。しかし，恒星間宇宙船の加速と減速に適用するのに適した種類

の宇宙エネルギーは現在まで挙げられていないとは言え，ここにも原理的な制限は存在

しないと考えるべきである。 

  エーテル動力学はこの問題においても独自の解決法を提案している。宇宙機が両凸レ

ンズの形状を持つようになったとすると，その宇宙機の場合について，エーテルがその運

動に与える抵抗を決定するのは難しいことではない。2 つの球面によって形成されたその
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ような形状の物体に関する計算（Schlichting H.『境界層の理論』，モスクワ，Nauka，1974）

によれば，直径 50 m，厚さ 5 m のとき，圧力抵抗と摩擦抵抗を考慮に入れた前面抵抗係

数は 0.005 となる。エーテルの抵抗は，光速度と等しい速度に対してはおよそ 50 t，光速

度の 10 倍の速度に対してはおよそ 5000 t となる。宇宙機自体の重さが 100 t，加速度が

100 𝑔の場合，慣性抵抗は 1 万 t となる。このように，宇宙機を100 𝑔の加速度と減速度

での運動状態まで持ってゆき，その後光速度のおよそ10倍の速度で運動させるためには，

エンジンの推力は 1 万~2 万 t あれば十分である。 

  比較のために挙げると，An-124（「ルスラン」）タイプの現在の大型飛行機の 4 基の

エンジンの推力は 100 t であり，いくつかの種類の液体燃料ジェットエンジンの推力は

1000 t に達しつつある。これは数値の桁数の点で，求められる桁数に既に近づいている。

実を言えば，これらのエンジンが創出しているのは体積加速度ではなくて表面加速度で

あり，しかもこれらのエンジンは相対的に短時間しか稼働することができない。しかしそ

れでもやはり，推力の数値の桁数は達成可能であることが分かる。 

  物体の体積加速度を創出するためには，物体を貫いてエーテル流を吹き抜けさせる必

要がある。所要の加速度を創出ためには，吹き抜け速度は必ずしも超光速度である必要は

ない。計算が示すところによれば，光速度より 1 桁小さい吹き抜け速度であれば十分で

ある。このことは当惑を引き起こさないはずである。なぜなら，すべてはエーテル流の組

織化原理に従っているからである。 

  こうして，宇宙機を加速させ，宇宙のすべての体積要素に対して作用するエーテル流を

創出する方法を探求する必要性が生じてくる。 

 

 

 

 

 

 

 

  宇宙機を吹き抜ける所要のエーテル流を創出するためには，エーテル渦の対消滅法を

利用することができる。そのためには，宇宙機の頭部においてエーテルの渦形成のための

条件を創出し，また，高い誘電率を持つ誘電体で作られた渦移送管を宇宙機の両側に沿っ

て敷設する必要がある。 

  宇宙機の前部において同じらせん運動符号を持つ 2 つのエーテル渦を創出し，次にそ

れらの渦を宇宙機の後部に移送し，後部において回転運動が互いに消滅させられるよう

にそれらの渦を重ね合わせると，宇宙機の尾部のある体積内において，周囲エーテルと同

じ温度を持ち，何ものによっても抑制されない，高密度のエーテルが出現する。そのエー

テルのバルクは，何ものもその膨張を妨げないので，爆発する。膨張するエーテルの一部

は放出され，これがジェット流として発現し，別の一部は前方に進み，宇宙機および宇宙

時  刻  表 

フライト

ナンバー 
目的地 

出発 

時刻 
経路 

01 カプタイン星   

02 シリウス A・B   

03 くじら座τ星   

04 プロキオン A   

発券窓口 
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機内に存在するすべてのものを前方に引きずる。こうして，宇宙船は普通のユークリッド

空間と普通の時間の中で光を追い越しながら飛行する……。 

  では，双子のパラドックスや質量の増加，長さの収縮についてはどう考えるべきか？ 

何も考えてはならない。それらは公準である。公準とは好き勝手な虚構，自由な空想の産

物である。それゆえそれらは，それらを生んだ「理論」と一緒に掃き捨てられなければな

らない。なぜなら，人類にとって応用上の諸課題を解決すべき時が来たからには，いかな

る空疎な権威も，そしてどこからともなく現れたそのいかなる思弁的遮断機も，人類の歩

みを停止させてはならないからである。 

 

8.3.金を作り出すことは可能か？ 

錬金術は化学に他ならない。16~17 世紀に行われて

いた化学的手段によって金を得ようとする試みを錬

金術と混同することは，きわめて重大な誤りである。 

ユストゥス・フォン・リービッヒ 

 

  錬金術――物質と元素の変換全般，特に卑金属の貴金属（金・銀）への変換に関する科

学であり，現代化学の始祖――は太古の昔に生まれた。 

  様々な文献はこの学説の起源について相異なる解釈をしている。しかし，大部分の文献

は，錬金術［alchemy］の祖国は当時「Khem」という名で知られていた古代エジプトであり，

古代エジプトがその名によってこの科学に「al khem」［al はアラビア語の定冠詞］という名称

を与えたという点では一致している。 

  錬金術の歴史の研究者たちは，錬金術は，魔術，すなわち自然の秘密と法則に関する知

識にもとづいて奇跡的な現象を引き起こす，メディアの祭司階級マギ（「卓越した能力を

持つ者たち」）［29 頁参照］の術と密接な関係を持っていることを認めている。それらの

研究者には，フランスの有名な化学者マルセラン・ピエール・ウジェーヌ・ベルテロ

も含まれている。彼が著した 30 冊の本のうち 3 冊が錬金術，その歴史および基本命題

の研究をテーマとしていた。彼は 1885 年に労作『錬金術の起源』を書き，1887~1893

年には古代ギリシア，西ヨーロッパ，シリアおよびアラビアの錬金術に関する手稿集

を出版した。 

  錬金術の始まりは伝説上の人物であるヘルメス・トリスメギストス（「三倍偉大なヘ

ルメス」）と結びつけられており，そのため，金を作り出す術は「ヘルメスの術」と呼

ばれていた。ローマ支配時代のエジプトでは，ヘルメスを讃えて，錬金術の処方箋が

含まれているヒエログリフが刻まれた円柱が建てられていた。エジプトでは，ファラ

オや神官の息子のみが錬金術の秘法を知ることができた。エジプトはその富をかなり

の程度まで錬金術のおかげで手に入れているという見方が強まるにつれて，この術の

意義はますます増大した。 

  錬金術はエジプト以外にも，古代バビロニア人とカルデア人の間で盛んに行われた。

バビロニア人の間において，古代に知られていた各種の金属と惑星の間には関係があ

るという最初の理解が芽生え，金属は天体の符号で表されるようになった（金－太陽，

銀－月，銅－金星，鉄－火星，スズ－水星，鉛－土星）。錬金術はこれらの民族からペ

ルシア人，さらにインド人と中国人に伝わった。 

  紀元前 326~323 年，マケドニアのアレクサンドロス大王が古代世界全体を征服し，こ

のことがギリシア文明の伝播を促進した。そしてエジプト文化と出会ったギリシア文化

は，ユダヤ人哲学者たちからの何がしかの影響を受け，単一の整然たる統一体に合流し
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た。この時代にユダヤ人が錬金術に与えた影響は大

きかった。 

  M.ベルテロは，ユダヤ人錬金術師たちが用いてい

た装置に関するしばしば引用される記述，またモー

セの処方箋を挙げている。その処方箋に従って卑金

属を金に変換することによって金の重さを 2 倍にす

ることが行なわれていた。大プリニウスやグノーシ

ス主義者たち（1 世紀）の著作からは，ローマでは，

銅や銅鉱を銀に，そして金に変換することが可能で

あるとみなされていたという結論が導き出される。 

  魔術と同様，錬金術は門外漢にとっては理解でき

ないものであり，しかもそれと同時に，実は「世界

霊魂」との合一による富裕化，永遠の若さ，完全な

幸福を約束していたため，当然，それを悪魔の介入

として説明する以外には，どうしても説明のしよう

がなかった。それゆえ，マギたちも，錬金術師たちも，ついでにそれ以外の科学者たちも

ありとあらゆる手段を使って迫害され，何世紀もの間，錬金術に携わること自体が厳しく

罰せられた。 

  例えば，ローマ法によれば，錬金術や魔術を研究するだけでなく，単にそれらについて

の知識を得ることですら，流刑や死刑によって罰せられるべき犯罪とみなされていた。そ

もそも，自然と精密科学の研究に関係を持つすべてのものが迫害され，それらすべてが魔

術の概念の範疇に入れられていた。 

  歴史は科学者たちが受ける羽目になった重罰の少なからぬ実例を伝えている。例え

ばティベリウス・ユリウス・カエサルの時代（紀元後 14~37 年）には，特別な勅令に

よってマギと数学者たちがイタリアから追放され，マギの 1 人（ピタニウス［Pitanius］）

は死刑に処せられた。当然，そのような法令の結果，錬金術の研究は秘密裡に行われ

るようになり，このことが錬金術をますます神秘性の後光で包み込んだ。 

  ギリシアの錬金術は，主にアレクサンドリアにおいて，この都市の人口の過半数を

マケドニア系ギリシア人が占めていた紀元後 3~4 世紀に隆盛期を迎えた。錬金術は既

にプトレマイオス 1 世によって創立され，ムセイオンと呼ばれていたアレクサンドリ

ア大学で教えられた。化学の研究は医学と自然科学の主要なセンターであったセラピ

ス神殿で行われていた。そこにはありとあらゆる実験室が存在していた。しかし，こ

れらの施設が存在した期間は長くはなかった。東ローマ帝国皇帝テオドシウス 1 世

（347~395 年）の命令によってセラピス神殿は破壊された。391 年には有名なアレク

サンドリア図書館がキリスト教狂信者たちによって破壊され，消滅した。ただし，ム

セイオンの活動はさらにしばらくの間続き，図書館が部分的に再建され，講義はムセ

イオンが最終的に破壊された 415 年まで行われた。この年，アレクサンドリア総主教

キュリロスにそそのかされたキリスト教徒の暴徒がムセイオンを破壊し，その講義と

美貌を讃えられていた哲学者・数学者ヒュパテイア（370 年頃~415 年）を虐殺した。 

  4 世紀に広く名を知られていた錬金術師はゾシモス，シネジウス，オリンピオドロ

スである。ゾシモスは錬金術に関する書物を 28 冊書いたが，残されているのはごく

一部の断片にすぎない。錬金術が辿った運命は，人類は知識を蓄積しているだけでは

ないということをまたも示している。知識の蓄積と並行して，それとは反対の知識の

浪費の過程，苦労して獲得された，しかし十分に消化されなかった知識の忘却と歪曲

の過程が進行しているのである。 

  中世に入ると錬金術の知識はエジプト語の文献やアラブ人を通じてローマとビザン
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ティンに伝えられた。この時代には，その知識が含まれていた「神聖なる」手稿や書

物の度重なる体系的駆除により，錬金術の知識に欠落が生じ始めた。 

  中世の錬金術師の中で特に有名なのはロジャー・ベーコン（1214~1294 年）である。

各種の物質の統一性と物質の変換（元素の相互転換）の可能性に関する彼が公然と唱

道した着想，そしてこれを目的とした実験授業が，真のアデプト［adept, 導師］，すなわ

ち「賢者の石」の秘法を会得し，それを用いて物質変換を行う能力を持った人間とい

う名声を彼に与えた。現代の研究者たちは，ベーコンの人生と創造活動のうちにある

矛盾を見ている。それは，厳密に考え抜かれた実験的研究の支持者であり，実験的研

究の父として広く認められているベーコンが，賢者の石の力を確固として信じ，賢者

の石は非金属を貴金属に変えるだけでなく，人間の寿命を延ばすこともできるという

見解を持っていたという矛盾である。修道士たちがベーコンを監獄に幽閉したのは，

金属変換と寿命延長の秘法をベーコンが発見したことを彼らが確信し，その秘法を利

用することを望んだためである可能性がある。中世には，皆が知りたがっている秘密

を聞き出すため，錬金術師を逮捕して拷問にかけるということが一般に行われていた。

ベーコンは監獄の中で，ローマ法王の要求に従っていくつかの著作を書いた。それら

の中できわめて重要なのは，今日まで残っている著作の中で最も理路整然とした著作

である『錬金術の鏡』と『自然と技術の秘密の作用と魔術の無価値さ』［仮訳］である。

『錬金術の鏡』の影響は，それ以後のあらゆる錬金術関連の著作において認められる。

これは，金を作り出そうとする錬金術師たちの苦難に満ちた，何の成果も生まない試

みの基礎に置かれた詳細な書物の 1 つとなった。 

  ところで，その試みは何の成果も生まなかったのだろうか？ ある学説が時ととも

に完全に具体的な成果によって裏づけられなかったとしたら，その学説は長い間存在

し続けることができるのだろうか？ 

  周知のように，錬金術師たちは金を得るためには「賢者の石」を必要としていた。

そもそも，それは石ではまったくなくて，粉末あるいは液体であった。ロジャー・ベ

ーコンによれば，1000 kg の安価な金属を金に変えるためには 1 g の賢者の石があれば

十分であるとされた（その他の錬金術師たちはその数百倍の規模での変換の枠内にと

どまっていた）。賢者の石には 2 の等級があった。主要な等級の賢者の石――「赤いラ

イオン」，「赤い知恵の石」，「偉大なエリクサー［霊薬］」，「赤いチンキ剤」，「マギステ

リウム」，「パナケア［万能薬］」，「生命のエリクサー」――は，金の製造と関係を持つ反

応における触媒の役割を果たした。2 等級の賢者の石――「白いライオン」，「白いチ

ンキ剤」，「小さいマギステリウム」――は，卑金属の銀への変換のみを用途としてい

た。変換の際の元の金属は，金を得る場合は水銀と銅，銀を得る場合は鉛であった。

硫黄とヒ素も幅広く用いられていた。 

  賢者の石は万能薬としても用いられていた。その溶液，いわゆる「金の飲み薬」は

万病を癒し，老体を若返らせ，人生をより長くするとされていた。アデプトはこの飲

み薬を服用することで 400 歳以上まで生きられると言われていた。当然，賢者の石が

持つそのような奇跡的な性質は万人の注目を集めたはずであり，したがってもし沢山

の人々が賢者の石を手に入れれば，それはその価値の下落をもたらしたはずである。

それゆえ，賢者の石の製造方法の秘密は部外者に知られないよう厳重に守られていた。

この理由により，錬金術師になろうと固く決心した者は，幾重もの厳しい関門を通り

抜けなければならなかった。 

  錬金術に入門した新米は，真の知識のせめてひとかけらにでもたどり着くためには，

何よりもまず，すべてのシンボルを暗記し，奇妙な判じ物の意味を解かなければなら

なかった。錬金術師たちの衣服や実験室の調度類でさえ，独特の秘密めいた形状を持

っていた。錬金術のあまりの難解さに絶望してしまう者，また錬金術の研究のために
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人生の半分を費やした挙げ句，ペテン師に転身してしまう者，あるいはまるで狂人の

ように錬金術を全部まるごと信じ込んでしまう者があったのは驚くべきことではない。 

  それでもやはり，おそらく賢者の石は存在していたのだろう。少なくとも，それに

関する歴史的証拠は存在する。しかも，純粋な虚構の上に構築された科学が 2000 年以

上も存在し続けることができるとはまず考えられない。もちろん，あらゆる科学には，

いつの時代にも，その者にとって科学界に属することが収入源となるような人間たち

が存在していた。そのような人間たちはあからさまな嘘をつくこともいとわない。し

かし，その嘘によって選ばれた研究方向の正当性を自らの研究結果によって証明する

別の人々が現れなかった場合には，そのような嘘は長くは存在し続けることができな

い。 

  ロジャー・ベーコンより後のヨーロッパでは沢山の人々が錬金術に携わった。その

最盛期は 13 世紀とみなされている。多分野にわたる研究を行った科学者アルベルト

ゥス・マグヌス，アルナルドゥス・デ・ビラ・ノバ，ラモン・リュイ――これらの有

名な科学者たちの一群は，彼らより前の科学者たちの知識，特に 10 世紀のアラブ人科

学者ジャファル（ゲルベル）の研究に依拠し，トマス・アクィナスのような権威者に

よって是認されたある問題にその全力を傾注した。哲学者，作家，300 点の著作の著

者であり，最初の論理機械の開発者であるラモン・リュイは，既に生前，錬金術を用

いてそれが与え得るあらゆることを達成した錬金術の達人という名声を博していた。

彼はキリスト教の宣教に情熱を注ぎ，80 歳余りのとき，伝道の途上で北アフリカにお

いて死去した。リュイは，賢者の石を用いれば任意の量の水銀を金に変換することが

可能であると主張していた。リュイは次のように書いている。 

  「この高価な医薬の豆粒ほどの大きさの粒 1 個を取れ。それを 1000 オンスの水銀

に投入せよ。水銀は赤い粉末に変化するであろう。その粉末 1 オンスを 1000 オンスの

水銀に加えよ。すると，これもまた赤い粉末に変化するであろう。その粉末から 1 オ

ンスを取り，1000 オンスの水銀に投入すれば，全部が医薬に変化する。その医薬 1 オ

ンスを新たな 1000 オンスの水銀に投入せよ。すると，それは鉱山で採れるものより良

質な金に変化する」。 

  「よくよく覚えておくがよい。賢者の石の材料は安価である。それは至る所に見出

される」。 

  この時代，錬金術師たちは，常に金を極度に必要としていた王や有力者たちの間で

幅広い支持を得ていた。15~17 世紀には，王位にある多数の人々が自ら錬金術に携わ

っていた。それは例えばイギリスの諸代国王，その中でも特にジョージ 1 世であった。

彼の治世には多数の金製造者たちの努力のおかげで，この国では金と贋金が溢れかえ

っていた。この場合に金としての役割を演じていた金属は，おそらく銅アマルガムで

あろう。この時代には，フランスのシャルル 7 世も有名なジャック・クールとともに

それと同様の行動を取っていた。 

  例えばバルバラ・ツェリスカ（神聖ローマ帝国皇帝ジギスムントの未亡人）のよう

な女性たちもアデプトのリストに載っている。神聖ローマ帝国皇帝ルドルフ 2 世

（1576~1612 年）は放浪の錬金術師たちのパトロンであり，彼の邸宅は当時の錬金術

研究の中心拠点となっていた。皇帝のお気に入りの錬金術師たちは彼をドイツのヘル

メス・トリスメギストスと呼んでいた。彼のお手本は隣国ザクセンの宮廷で模倣され

た。ザクセン選帝侯アウグストとその妻アンナ（デンマーク・ノルウェー王クリスチ

ャン 3 世の娘）は自ら錬金術の実験を行っていた――アウグストはドレスデンの自分

の「黄金宮殿」で，妻はアンナブルクにある自分の別荘の素晴らしい設備を備えた実

験室で。ドレスデンは長い間，錬金術を後押ししている諸国の首都となっていた。特

に，ポーランド国王の地位をめぐる競争が膨大な額の金銭の消費を要求していた時期
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には，錬金術は熱心な研究の対象となっていた。 

  スコットランドの貴族アレクサンダー・セトンの経歴は興味深い。1602 年，彼はオ

ランダで一連の変換実演を成功裡に行った。これが彼に名声をもたらした。数年後，

彼はシュトラスブルクにおもむき，有名な金細工師グステンホーファーのもとを訪ね，

彼に少量の賢者の石を与えた。オーストリア・ハプスブルク帝国皇帝ルドルフ 2 世が

グステンホーファーをプラハに呼び寄せた。しかし，彼はセトンが与えた賢者の石を

すぐに使い切っていた。そのため，「失敗した変換者」，つまり金を作り出すことがで

きなかったグステンホーファーは牢獄で死ぬはめに陥った。一方，運命はセトン本人

をザクセンに連れて来た。ザクセン選帝侯クリスティアン 2 世は彼を投獄した。セト

ンは，彼を死の寸前まで追いやった信じられないほどの拷問にもかかわらず，頑とし

てその秘密を守り抜いた。ポーランド人のセンディヴォギウスがセトンを脱獄させる

ことに成功し，彼をクラクフに連れて行った。セトンはここで，拷問で負った怪我が

もとで死んだ。彼は死の直前に自分の賢者の石をセンディヴォギウスに与えたが，そ

の製法の秘密は明かさなかった。センディヴォギウスはその賢者の石を使い，クラク

フのポーランド王ジグムント 3 世の宮廷で様々な金属を金に変換した（これについて

は疑いようのない歴史的証拠が存在する）。彼はさらにプラハに招かれた。皇帝ルドル

フ 2 世はプラハでセンディヴォギウスから少量の粉末を受け取り，自ら奇跡的な変換

を成し遂げた。 

  ヴュルテンベルクではフリードリヒ公爵がセンディヴォギウスを高い敬意をもって

迎え入れた。しかし，センディヴォギウスをねたんだ錬金術師ムレンフェルスが秘密

裡に彼を捕え，賢者の石を奪い，牢獄に入れた。このことが露見したため，ムレンフ

ェルスは絞首刑に処せられた。しかし，センディヴォギウスは賢者の石を返してもら

えなかった。彼は自分でそれを作る能力がなかったので，ただの山師に戻った。 

  錬金術は，1790 年にウェストファリアで創立された錬金術師たちの最後の「ヘルメ

ス協会」が瓦解した 1819 年まで存在していた。ただし，それより後の 1837 年にも，

テューリンゲンのある錬金術師が，金属を変換する能力を持つと称するチンキ剤をワ

イマール産業協会に提示している。 

  錬金術の哲学とは，いったいいかなるものだったのだろうか？ 

  錬金術師たちの基本的な考え方は，単一の一次物質*が存在し，万物はその一次物質

*から成り立っているというものである。このことが物質と元素の普遍的変換のため

の基礎を創出している。ロジャー・ベーコンはこれに追加して，定性的に相異なる元

素が存在し，それらの組み合わせが具体的な物を形成しているという見方を提唱した。 

  錬金術師たちは，ある元素から別の元素への移行は，それ自体は反応に加わらない

が，反応の進行を促進する，ある一定の触媒の存在下においてのみ生じるということ

を完全に理解していた。「賢者の石」こそがその触媒であった。 

  賢者の石の消費は，反応時にそれを保存することが純粋に力学的に困難であること

と関係していた。その際，錬金術師たちは，現在我々が「化学」反応と呼んでいるも

のと「核」反応と呼んでいるものの間の原理的な区別をしていなかった。後世の錬金

術研究者たちは，単純な元素と複雑な元素を混同し，あらゆる金属はそれ以外の複数

の金属の合金であるとみなしていた錬金術師たちの基本的な誤りは，まさにここにあ

ると考えている。しかし，そうみなしていたのは 15 世紀以降の錬金術師たちであっ

て，この科学の創始者たちではない。 

  錬金術師たちが賢者の石を得た際の反応，またそれを用いて貴金属を得た際の反応

は，多様な物質（塩，酸，ミョウバン，硫酸塩，ホウ砂，きわめて濃厚な酢），つまり，

概して普通の化学物質を用いて行われたという特徴を持っていた。しかし，それらの

反応は，原則として，それらの物質を事前に明るい光の下で何日間も熟成させた後に，
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高い温度で，しかも必ず密閉容器の中で行われた。「密閉した［hermetic］」という用語そ

のものが，錬金術を創始したヘルメス［Hermes］の名に由来していることに注目しよう。 

  準備反応においても何も特異なことはなかった。 

  焼成，昇華，デカンテーション，溶解，蒸留，結晶化，固定化（凝固）といった技

法が用いられていた。しかし，準備反応の進行には数時間から数週間という長い時間

がかかった。それとは別の主反応と思われる反応が行われるときには，「すべてのもの

を圧倒する，2 つのものの戦闘が生じる。その有様は想像するしかない」。反応が終わ

ると，「（略）2 つのもののうち一方の勝利から平和が蘇る」。何とかという生成物の中

に，実際には「まったく塩分を含んでいない」何とかという塩を入れる必要があり，

それを入れると，「戦闘は前より 100 倍も激烈に行われる」。 

  思想的な面で錬金術を終わらせたのは，化学反応によってある元素を別の元素に変

換するのは不可能であることを示した A.ラボアジェであった。単純な物体と元素とい

う概念が明確されたことにより，賢者の石を用いた金属の変換可能性という問題は最

終的に古文書保管所に引き渡された。 

  最終的にか？ 

  上に述べたように，錬金術師たちによって行われていた反応は，触媒としての役割

を果たす「賢者の石」の存在を必ず必要としていた。それから何世紀も経った今，我々

は触媒の作用についていったい何を知っているのだろうか？ 触媒は反応を加速して

くれる。触媒なしには，現代化学は存在することができなかっただろう。 

  ソ連科学アカデミー会員 N.N.セミョーノフ［Nikolai Nikolaevich Semyonov］は 1933 年に

次のような認識について述べ，その後，1977 年にその認識が変わっていない旨を述べ

ている。 

  「触媒作用が発見された時から 100 年が経った。しかし 100 年前と同様，科学者た

ちは今もなお，そもそも触媒反応が進行する理由を少ししか理解していない。我々は

現象の本質自体を理解していないので，当然，触媒の合理的選択についていかなる指

示も与えることができずにいる。それゆえ，技術的に残された解決策は，何千種類も

の物質を化学実験室の棚に並んでいる順に試してみて，所要の触媒を見つけ出すとい

う方法以外にはない（雑誌『自然』，1978, 第 2 号）。 

  工業において知られているすべての化学反応のおよそ 70%，また新たに発見された

化学反応の 90%以上は触媒を用いて行われている。触媒反応に関する論文は何千点も

書かれているが，その本質を解明した触媒理論は今なお存在しない。 

  個別の物質と反応のための触媒は存在しており，例えば白金のように幅広い適用範

囲を持つ触媒も存在している。特に興味を引くのは，並外れて高い効率を特徴とする

酵素触媒反応である。酵素触媒は反応速度を数十億倍以上に増大させ，しかも触媒の

作用は高い選択性と調節可能性を特徴としている。酵素触媒は複雑な分子の反応に用

いられる。それに対し，白金のような非生体触媒は，より単純な物質が関与する反応，

さらにはエレメンタリーな物質や原子が反応する反応において用いられる。 

  もしかしたら，核反応を著しく変化させるような触媒反応があり得るのではない

か？ 周期律表の前半の元素の原子核の融合はエネルギー放出を伴って進行するのだ

から，これはなおさらあり得ることだ。そのような反応は，原理的に自己持続する能

力を持っている（もちろんこれは，そのための措置が講じられ，しかるべき条件が創

出された場合のことである）。しかし，そのような予想を立てるためには，各種の元素

は同一の「レンガ」からなっていることを確かめる必要がある。ただし，このことに

対しては，原子核は陽子と中性子から構成されているという既存の理論が，もう既に

ある一定の根拠を与えているのであるが。 

  周知のように，錬金術師たちの主導的な着想をなしていたのは，物質*はその組織化
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のすべてのレベルにおいて単一であるという理解であった。これは反論の余地のある

着想であるとはまず考えられない。この着想は，自然界には世界媒質――「アペイロ

ン」，それより後の時代の呼び方では「エーテル」――が存在するという理解と密接に

結びついている。今日，エーテル動力学の出現は原子核，原子および分子のモデルを

新たな仕方で構築することを可能にしており，このことが，錬金術師たちが何に取り

組んでいたかを新たな観点から眺める，いくつかの可能性を与えている。 

  原子とは，その中において原子核によって電子殻が生成されている単一の構造物で

あるから，陽子の中性子への置き換えおよび中性子の陽子への置き換えによる原子核

の構造の変化は，直ちに電子殻の構造に影響を及ぼす。その逆の影響――電子殻が原

子核の構造に及ぼす影響――はそれより著しく小さいが，しかしそのような影響の存

在は十分に考えられる。電子殻に対するその作用は，ある原子核の他の原子核中への

侵入，電子殻中におけるチャネルの形成，またその形成による，そのような侵入に抵

抗するポテンシャルの低下を促進するような諸条件の創出をもたらす。その際，温度，

すなわち，反応する原子の空間中における無秩序な移動の速度が大きく，かつ圧力，

すなわち単位体積中の原子数が大きい場合，またそれとは逆に，温度が最小値まで低

下している，すなわち，反応する原子の空間中における易動度が最小値となり，かつ

圧力が最大値となっている場合には，このことにより，その諸条件が創出されること

になる。原子が相対的に適度のエネルギーの下で衝突し，そのような侵入に抵抗する

ポテンシャルが低下した場合には，電子殻の再編成，原子核の融合および新たな元素

の形成が生じる可能性が十分にある。ここにはいかなる原理的禁止も存在しない。 

  上記において検討した陽子と中性子のモデルから，それらの間には原理的な違いは

存在しないという結論が導き出される。中性子とは，陽子の周りに安定的なエーテル

境界層が形成されている，同じ陽子なのである。したがって，中性子におけるその境

界層の崩壊は，中性子が陽子に転換するという結果をもたらす。自由中性子に生じて

いるのは，このことに他ならない。中性子はおよそ 12 分間の半減期で陽子と電子に崩

壊する（β 崩壊）。実際，原子核の構成中における中性子は安定的に振る舞っているが，

しかし，それはあらゆる状況下においてだろうか？ 例えば，陽子を通じて中性子に影

響を及ぼし，さらに電子殻を通じて陽子に影響を及ぼすことはできないのだろうか？ 

  物理化学の創始者であるペテルブルク科学アカデミー会員 N.N.ベケトフ［Nikolay 

Nikolayevich Beketov］は 1902 年に次のように書いている。 

  「言わば，元素はいかなる化学過程においても破壊されないことが完全に証明され

ているにもかかわらず，現代の科学者たちの頭の中では，我々は普通の化学過程，す

なわち，塩類似化合物中における普通の二重置換反応や複雑な物体の分子中における

ある元素の別の元素による普通の置換反応といった過程よりもさらに先へ進むことは

できないのか，また，その条件下では化学元素が消滅したり（言うまでもなく，それ

らの元素の原子がよりエレメンタリーな，我々には捉えることのできない物質に解離

するという意味で），あるいは変換されることになるような，何らかの条件を考え出す

ことはできないのかという疑問が，たえず浮かんでいるのである。 

  （略）原子自体の変化の可能性に関する今後の研究は，物質*に関する一般的学説に

属することになるだろう。もし元素自体が何らかの一次物質*，例えばエーテルから形

成されたのだとすれば，その際に巨大なエネルギー損失が生じたはずであり，それゆ

え，現在元素が持っている化学エネルギーは，その一次物質*が持っている活力［vis viva］

の蓄えのかすかな残存物にすぎないということになる」。 

  N.N.ベケトフは，低温かつ極度の高圧という条件下で原子量を倍化する方法による

元素変換実験を提案した。ベケトフの意見によれば，固体酸素または固体窒素を鋼製

の弾丸の先端部に封入し，軟鉄製の板に向かって，弾丸がその中で停留するような仕
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方で弾丸を発射すれば，酸素を硫黄に，窒素をケイ素に変換することができるはずで

ある。そのとき，気密室が形成され，その内部で所要の変換が生じる。 

  軽元素の倍化反応はエネルギー放出を伴って進行するはずである。そのような反応

の例は，重水素原子核 2 個のヘリウム原子核（α 粒子）への融合であり，その融合に

伴って重水素の各原子核対当たり 23.7 MeV のエネルギーが放出される。それ以外の

多数の倍化反応もエネルギー放出を伴って進行する。例えば炭素のマグネシウムへの

変換は 14 MeV，窒素のケイ素への変換は 27 MeV，ナトリウムのチタンへの変換は 25 

MeV，ケイ素の鉄への変換は 19 MeV のエネルギーの放出を伴うはずである，等々と

いったように。 

  その結果金と銀を得ることができるはずである反応もまた，エネルギー放出を伴っ

て進行することは興味深い。すなわち，そのような反応は，原理的にではあるが，自

己持続することが可能であるはずである。そのような反応であり得るのは，特に，次

の反応である。 

 Hg80 + S16 → Au79 + Cl17 + 2n + (4.74 − 9.46) MeV  

 Hg80 + As33 → Au79 + Se34 + 2n + (4.27 − 26.25) MeV  

 Pb + Cu2982 → Au79 + Ge + 14.38 MeV32   

 Pb + 2 C682 → 2 Ag + 12n + (23.3 − 42.1) MeV47   

 Pb82 + Si14 → 2 Ag47 + He2 + 14n + 21.1 MeV  

  上に挙げた反応では，錬金術師たちにとって伝統的な出発材料――水銀，硫黄，鉛，

ヒ素――が用いられている。これらの反応の大部分においては自由中性子の放出が生

じており，それらの自由中性子が反応の進行と副生成物である新たな元素の出現を促

進している可能性がある。 

  元素相互の変換の原理的可能性は，もう 1 つ別の問いを立てることを余儀なくさせ

る。自然界における各種元素は，いったいいかにして形成されたのか？ 我々にとって

必要な各種元素には，それらの元素にとって付き物の，しかもそれらの元素にとって

のみ付き物の，実は我々にとっては不必要な「不毛岩石［＝有用元素を含有していない岩石］」

である，他の種類の元素が随伴しているのはなぜなのか？ その「不毛岩石」は，我々

にとって必要な元素の出発材料なのではないか？ あるいは逆に，その「不毛岩石」は，

以前に進行し終わった核反応の結果，もしくは残存物なのではないか？ そしてそれ

らの反応は，今，我々の時代にも進行しつつあるのではないか？ 

  通常，自然金が石英，硫化鉄または硫砒鉄鉱中において見出され，これら以外の元

素と組み合わされた状態では事実上見出されないのはなぜなのか？ 金がその中に点

在している，金を石英から区分している層に特別の注意を払うべきではないか？ そ

のきわめて薄い層の中には，触媒が存在しているのではないか？ その層を研究した

者はいるのだろうか？ それ以外の自然元素についてもこれと同じことが言える。「不

毛岩石」との境界上において，答えを探す必要があるのではないか？ 

  さて，触媒反応のメカニズムの問題に話を戻そう。 

  触媒の加速作用は，主に，その化学反応全体の過程において触媒が何らかの中間反

応に入り，次に反応から出ることに基礎を置いているとみなされている。触媒作用の

そのような解釈を否定するものではけっしてないが，1960 年代にモスクワ国立大学教

授 A.A.バランジン［Aleksei Aleksandrovich Balandin］が注意を払ったもう 1 つの可能性を挙
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げてみたい。彼の意見によれば，反応物分子と触媒分子は，何か雌型と雄型のような

ものである。触媒分子のある領域の表面と反応物分子の表面が相似していて，かつ反

対の場合には，すなわち両者のうちの一方の上の凸部が他方の上の凹部と一致してい

れば，分子間作用の力（ファンデルワールス力）がそれらを互いに引き付け合わせる。

そのとき，反応物分子は反応にとって最適な状態となる。反応の結果，反応物分子の

側の表面形状が変化し，反応物分子は触媒分子から離脱する。その後，触媒分子は次

の反応物分子対を受け入れられる状態となる。 

  ここから分かるように，バランジンによる触媒反応のメカニズムの解釈は一般的な

解釈とは若干異なっている。 

  しかし，触媒反応のそのような解釈には，ある些細な一点が不足している。それは

分子間相互作用の力の本性についての理解である。実際，その相互作用は電気的本性

を持っており，引力――配向力，誘起力，分散力――と斥力によって決定されること

が知られている。ところが，それらの力を量子力学にもとづいて計算することは事実

上できないことも知られている。なぜなら，「公式に含まれる諸量は実験的に決定され

る」からである。 

  エーテル動力学がここで何かしら手助けすることはできないだろうか？ 

  エーテル動力学の命題によれば，あらゆる分子の配位は原子核の構造によって厳密

に決定されており，原子核の構造は，すべての同位体の場合について既に事実上構築

されている。α 粒子モデルでは，それを構築するのは難しいことではないからである。

気体力学の道具立てを利用すると，原子核に束縛されている渦――電子殻――の構造，

したがってまた分子の表面形状をも構築する可能性が現れる。 

  ここには，量子力学がどうしても考慮することができなかったある特殊性が存在す

る。それは何かと言えば，量子力学によれば，分子の表面とは単に表面であるにすぎ

ないのに対して，エーテル動力学によれば，分子の表面とは，完全に確定された速度

と空間中における方向を持ったエーテル流であるということである。空間中における

エーテルの速度勾配こそが分子間相互作用の本性と力を決定することになる。すなわ

ち，速度勾配が存在すれば，それに対応した力が存在し，速度勾配が存在しなければ，

力も存在しないのである。より正確には，斥力が存在することになる。なぜなら，速

度勾配，したがってまた圧力減少が分子の反対側に存在するからである。 

  そのとき，現代のコンピューター技術を用いて次のことを行うという，魅力的な可

能性が開かれる。 

  a）分子の配位および分子を取り囲むすべてのポテンシャルを計算する。 

  b）既によく知られている反応を例に取って，分子のあり得る相互作用を検討する。 

  c）触媒が関与する既知の化学反応の最も単純な例を検討する。 

  d）以上の結果全体を触媒反応のメカニズムに関する今後の探求に何らかの形で応

用することができないかを考える。 

  ひょっとしたら，何かが得られるのではないか？ 

  では次に，原子核の構成を変化させるために，電子殻を通じて原子核に作用を加え

ることはできないのかどうか，ちょっと考えてみよう。 

  1900 年，ロンドンに一人の紳士が現われ，自動車輸送その他あらゆる目的でガソリ

ンと一緒に普通の水を利用することを可能にするアイデアを自分から買わないかと海

軍に提案した。彼は海軍の担当者たちと一緒に自動車を乗り回し，自分の発明をデモ

ンストレーションした。彼は，彼らの目の前で自動車の燃料タンクにガソリンの代わ

りに水を注入し，彼が薬局で買った何か緑色の液体をその水に加えた。排気ガスが完

全にクリーンだったことを除き，車の運転にはいかなる特異な点も見られなかった。

エンジンは容易に始動した。 
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  紳士のその後の運命は知られていない。彼はある日，金を受け取ることに成功する

前に，自分の車とともに忽然と姿を消した。その後，彼に関して何かそれ以上のこと

を聞いた者は誰もいない。彼のアイデアの馬鹿馬鹿しさは誰にとっても明らかだった

だけに，そのアイデアはすぐに忘れ去られた。多分，一種の狂人だったのだろう。ロ

ンドンでは，多忙な人々を煩わせるそんな連中がいっぱいうろついているのだ！ 

  ところで，そのアイデアは即座に理解できるというわけではないが，悪くはない。

ここで何が問題なのかと言えば，それは，普通の水の中には少量の，ほんの一滴の重

水が含まれているということだ。しかし，もし重水の分子が互いに反応し合えば，酸

素とヘリウムが放出され，そのついでに，重水素 2 個を α 粒子 1 個に結合している結

合エネルギーも放出されるはずである。そのエネルギーは，成績係数（COP）があま

り大きくないことを考慮しても，水が熱量の点でガソリンより優れたものになるのに

十分である。しかも，燃料である水自体はいくらでもある。それゆえ，前進だ，あと

はペダルを踏むだけだ。しかし，ここではあるものが不足している。それは他でもな

い，重水分子 2 個を，重水素同士が可能な限り近づき合うような仕方で自分の表面上

に置く性質を持った触媒である。その先においては，火花が飛び，励起が生じて，重

水分子 2 個はひっつき合う。かくして事は成し遂げられた。でも，その触媒はどこで

手に入れるのか？ 発明家の紳士が薬局で買った何か緑色のものとは，何だったのか？ 

  いやいや，それは全部馬鹿げた話だ，気にかけるに値しない。……もしかしたら，

値するのではないか？ 

  人工的条件下における元素変換を不可能とみなす根拠はない。古代の錬金術師たち

が，今は失われた技術を持っていた可能性は排除されない。将来，錬金術師たちの技

術よりも現代的な，それに類似した，あるいは若干異なった技術が実験室条件下や工

場条件下で元素変換を行うことを可能にし，万物から万物を作り出すという錬金術師

たちの夢が実現されるかもしれない。 

 

8.4.生体場とは何かを理解することは可能か？ 

この世にはいかなる生体場も存在しません。それは，我々

がよく知っている，電磁場と熱場にすぎないのです。 

テレビ番組「明瞭なこと――あり得ないこと」における科

学アカデミー会員 A.B.ミグダル［A.B. Migdal］の発言より 

 

  一方では，この世に生体場は存在しないと言いながら，他方では，それはよく知ら

れているという理論物理学者たちの論理は，物理的真空（空虚ではない空虚）という

論理，あるいは特殊相対性理論においてはエーテルは絶対に存在しないと主張してい

ながら，一般相対性理論においてはエーテルは絶対に存在すると主張する論理と同一

である。どうしたらいいんだ，それは同一の学派なのだ！ 

  しかし，力場と情報場の存在は確定的な事実とみなすことができる。それらの場の

本性は，おなじみの 4 つの基本相互作用――強い核相互作用，弱い核相互作用，電磁

相互作用および重力相互作用――の枠内には収まらない。いわゆる生体場もまた，特

にそのような場に分類する必要がある。生体場とは，生体によって生成され，今なお

物理学的説明を与えられていない，様々な効果を生み出す場である。 

  生体場の様々な種類の発現事例がかなり多数蓄積されている。ここには，テレパシ

ー――離れた所にいる人間または動物の間における通信――，テレキネシス――物体

に接触することなく，手の動作によって，さらには単なる眼差しだけで，あるいは思
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念の傾注によって物体を移動させること――，そ

の他多数のものが含まれる。 

  バイオロケーション――特別の訓練を受けた人

が持つ，二股に分かれた木の細枝あるいは金属製

フレームを用いて地下埋蔵物（水，鉱石，石油，

空隙，石積み，ケーブル，等々）を発見する能力

――も生体場の発現に分類されている。そこでは

人間や動物が不快感を覚え，発病さえするジオパ

ソジェニックゾーン，あるいは生体場タイプの地

球放射という理解が生まれている。 

  患者の体に手に当てることにより，あるいは体

に直接接触することなく診断を下し，病気を治す能力を持った超能力者が出現してい

る。 

  今のところ，これらすべては現代物理学によってはどうしても説明することができ

ない。 

  上に列挙した効果と現象のすべてに共通しているのは，それらは生体――人間，動

物，昆虫，微生物，植物――と関係しており，これらがエネルギー場を創出し，また

は感受しているということである。生体場という名称はまさにここから生まれた。 

  未知の本性を持った上記の諸現象に関して，科学者たちの意見は分かれている。い

わゆる「真面目な科学者」の大部分は，それらすべてを注意を払うに値しないたわご

ととみなしている。しかし，正統派科学のそのような態度によって，それらすべての

現象や効果が消えてなくなったわけではない。それらがドアを叩き，注意を払うよう

要求している。 

  普通の装置（生体場を電磁場あるいは熱場とみなした場合の装置）によって生体場

を測定する試みは，事実上何も与えなかった。実は，まさにその電場や熱場の形での

副次的効果は存在しているが，それらは微弱であり，物体を移動させることも，思念

をテレパシーで伝えることもけっしてできない。もっとも，特殊な努力を払えば，何

かしらのことを行うことはできる。かつて，モスクワ国立大学の研究者たちが，筆者

に，重さ 1 kg の鋼製円筒をプレキシグラス上で転がすことがどうすれば可能であるか

を特別に実演して見せてくれたことがあった。彼らはその円筒を事前に絹の布切れで

こすっておいた。彼らは円筒に手を触れることなく，それを転がした。彼らはそれに

よって，生体場の存在を主張する者たち，とりわけ筆者に対する自分たちの懐疑的態

度が正しいことをデモンストレーションしようと努力を払ったのだ。しかし，それに

もかかわらず，そんな手品は何も証明していない。静電気のことは静電気学によって，

生体場のことは生体場によって……。 

  客観的証拠は，上に列挙した現象やその他多くの現象が現実に起こっていることを

物語っている。そしてこのことは，生体が非生体とは何らかの点で根本的に異なって

いることを意味している。 

  今述べたことは，いわゆるキルリアン夫妻の効果によってきわめて明白に裏づけら

れる。その効果の本質は次のことにある。 

  何らかの生体，例えば木からもぎ取ったばかりの葉をコンデンサーのプレートの間

に置き，プレートに周波数数百 kHz の高電圧を印加すると，その生体の表面が発光し

始める。その発光は，多様な色彩を持ち，絶えず様々な色彩に変化しながら流れ移る，

揺らめく噴泉のような形をしている。発光は時間が経つにつれて弱くなってゆき，既

に数十分後には消滅する。葉は死んだ。葉の外観は少しも変化していないにもかかわ

らず，葉の中の生命が停止し，それゆえ発光が消滅したのである。これをどう説明す
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ることができるだろうか？ 

  エーテル動力学の観点に立った場合には，この過程は次のように理解することがで

きる。周知のように，生きた組織中における生命過程の本質は物質代謝に帰着する。

では，物質代謝はどのようにして進行するのか？ ある物質の別の物質への置換とい

う方法によって進行するわけだが，しかしそれは力学的方法ではなく，化学的方法，

すなわちある分子の分解と別の分子の形成という方法によって進行する。そのとき，

生体中には，生体の構築材料とエネルギーが取り込まれる。つまり，エネルギー過程

に注意を払う必要があるのであって，構築に関する事柄はキルリアン効果とは無関係

である。そしてそのためには，分子がいかにして形成されるか，分子中で何が生じて

いるかをエネルギー学の観点から検討する必要がある。 

  周知のように，化学結合にはイオン結合と共有結合の 2 種類がある。 

  2 つの原子のイオン結合の場合には，分子の表面上におけるエーテル流が速度勾配

を形成し，その速度勾配中では圧力が低下することにより，それらの原子の束縛渦―

―電子殻――はくっつき合ったようになる。外部のエーテルの圧力がそれらの原子を

互いに押し付け合わせる。それに対し，共有結合の場合には，2 つの原子の束縛渦は，

両方の原子を包み込む共通の 1 つのエーテル流が形成されるように再編成される。生

体場全般，特にキルリアン発光の解明という観点から見て最も興味を引くのは，まさ

にこの共有結合の場合である。 

  それぞれの気体渦は，それを取り囲んでいる気体より大きい密度を持っている。こ

れと同じことがエーテル渦にも当てはまる。そのため，分子が形成されるとき，2 つ

の原子の周りを流れるエーテル細流の合計長さは，個別の原子中におけるそれらと同

じ 2 つのエーテル流の合計長さより小さくなる。このことは，共有結合の場合には，

2 つの原子が結合して分子になるとき，2 つの束縛渦――電子殻――の中に含まれて

いたエーテルの一部が分子にとって余計な，不要なものになるということを意味して

いる。その部分は，化学共有反応時に分子から周囲空間中へ放出されることになる。 

  逆に，分子の原子 2 個への分離反応時には，分子中の 2 つの原子の周りを流れる共

通のエーテル細流に含まれていたエーテルのみでは，分離された 2 つの原子中におけ

る電子殻の渦を形成するためには不十分となる。そこで，周囲空間からエーテルを借

りなければならなくなる。 

  生体の細胞中では，化学結合反応が絶え間なく進行している一方，他方では分解反

応が進行している。すなわち，生体の細胞中には，不要になったエーテルの多数の源

と，周囲空間からのエーテルの多数の吸収点が存在している。このことは，流体力学

的に表現すれば，エーテルの多数の湧き出しと吸い込みが存在しているということを

意味している。まさにその結果，噴泉が形成される。その噴泉は普通は見えないが，

それを高周波場で照らすと見えるようになる。 

  キルリアン発光とは，暗闇の中で発光する，揺らめく噴泉の塊りなのである。その

ような発光は「オーラ」と呼ばれている。オーラは人間も含め，あらゆる生体を取り

囲んでいる。オーラは頭部およびいくつかの器官の領域において強く，様々な形状と

発光の仕方を持っている。オーラはその時々によって異なったものになる。オーラの

強度は，その時点における器官の働きの強度と関係している。オーラを見ることがで

きる人間が存在しているが，そのような者は少ない。その代わり，高周波エネルギー

が導入されたことにより，オーラを暗闇の中で容易に識別できるようになっただけで

なく，その発光を写真撮影することも可能になり，その撮影はこれまで幾度も行われ

ている。 

  化学反応時におけるエーテル放射の最大の強度が生じるのは，分子中における原子

の結合エネルギーがより大きくなるときであることは明らかである。この意味におい



213    第 8 章  エーテル動力学的仮説 

 

て最も大きな興味を引くのは，高エネルギー化合物と高エネルギー反応，すなわち，

その結果，共有結合エネルギーが最大となるような反応である。そのような物質とし

て何よりもまず挙げられるのは各種のリン化合物，特にアデノシン三リン酸（ATP）で

ある。既知のすべての高エネルギー化合物はホスホリル基またはアシル基，すなわち 

(−PO3
2−)   または  R −

|
C
|

−  

を含んでおり，化学式X − Yで書かれる。ここで X は N, O, S または C 原子であり，Y は

P または C 原子である。 

  周知のように，生物進化の過程において，他ならぬリン化合物があらゆる生体シス

テムにおける遺伝情報の普遍的な保存物質およびエネルギーの担体となった。ここで

は，生体にとってのリン化合物のすべての意義を列挙する必要性はないし，そうする

可能性もない。ここでは，もしリン化合物および炭素化合物（第 2 類の高エネルギー

化合物）が存在しなかったならば，そもそも生命は存在し得なかったかもしれないと

いうことを述べることしかできない。リンは髄の中に高い濃度で含まれている。まさ

にリンこそはエーテル放射を生成する高い能力を持っている。このことは頭部のオー

ラの例において見て取ることができる。頭部のオーラは 1 m 以上（人によっては数十

m）の距離まで広がることができる。言うまでもなく，これは偶然ではない。 

  エーテル放射が，生体組織内における諸過程に関する情報をその内部に担っている

ことは疑いない。最も単純な場合においては，キルリアン効果において見られるよう

に，エーテル放射の強度は生体組織と器官の生命活動過程の強度を物語っている。そ

れゆえ，既にこれだけのことにもとづいて，当該器官の状態，健康度あるいは病理に

関して結論を下すことができる。しかしもちろん，エーテル放射の精細な構造はその

内にきわめて豊富な情報を担っているに違いない。そしてここで，気体流（この場合

はエーテル流），細流および渦はいかなる種類のモジュレーションを持っているのか，

また，いかにすればそれらの種類のモジュレーションをエーテル放射に含まれている

情報と関係づけることができるのかを，我々はまったく理解していないことが明らか

になる。 

  原理的には，それぞれのエーテル細流は相異なるらせん因子を持つことができる。

その際，エーテル細流は，自分の軸に沿った 1 方向の並進運動を持つこともできるし，

また，電場の管［力管］の中で生じるように，軸に沿って湧き出しから遠ざかる方向と，

周縁部に沿って湧き出しに向かって行く方向との 2 方向の運動を持つこともできる。

いずれの種類の運動においても，エーテル細流は，軸に対して右らせんの運動も，左

らせんの運動も持つことができる。エーテル細流は，閉じてトロイダルループになる

か，またはそれ以外の配置の閉じたループになって，その細流を生み出した原子や分

子の構造に劣らず複雑な図形を形成することができる。そのような構造同士は，電波

同士が相互作用せずに，また互いに影響を及ぼし合うことなく互いの中を通り抜ける

のと同様に，相手の構造を損なったり相手を邪魔したりすることなしに，相対的に自

由に互いの内部に包含され，また互いの中を通り抜けることができる。 

  上記の様々なエーテル細流のうち，湧き出しと吸い込みを持つ流れのような構造を

持っている部分は，その流れから離れない。それに対して，他の構造との結びつきが

弱いトロイダル構造のような構造を持っている別の部分，つまり不可分の構造群は，

空間中を移動して行くことができる。なぜなら，湧き出しとの結びつきが弱い煙環タ

イプの気体トロイダル渦が湧き出しから離れ，空間中を移動して行くのと同様に，そ

れらの構造群中においては，周囲のエーテルからの斥力が発生しなければならないか

らである。以上に述べたすべてのことは，それに関する研究者たちの出現を待ってい
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る。それらの研究者たちのために，エーテル動力学は広大な活動領域を既に準備し終

えた。 

  エーテル流がらせん渦トロイドに作用すると，らせん渦トロイドは，それらの母線

方向の速度勾配が最大となるように方向転換しようとする。それが最大となった場合，

らせん渦トロイドの表面に加わる圧力は最小となり，トロイドは流れに対する耐性を

持ったものとなる。 

  渦が他の渦との間の追加的な結びつきによって束縛されている場合には，そのよう

な渦は，流れが要求するとおりに方向転換することができない。すると，分子中にお

いて追加的な応力が発生し，その応力が分子を変形させ，その性質を変化させる。そ

れに加えて，エーテル流が経時的にモジュレートされている場合には，その分子に対

して周期的な力が作用するようになる。そして分子の各要素は Q 値の高い発振素子で

ある（質量と弾性結合を持っている）から，流れの脈動の周波数と分子中における個

別要素の周波数が一致したときには共鳴が発生し，その共鳴が分子に対するエーテル

振動の作用を増幅する可能性がある。エーテル流が複雑な配置を持っている場合には，

そのような作用が原子群を捉えたとき，その作用は十分強力なものとなる可能性があ

る。そしてエーテル流がそのような分子によって励起されると，同じ構造を持った分

子の間におけるエーテルを通じた結びつきが歴然たるものとなる。テレパシー，また

エーテルを通じた生体同士の相互調節のメカニズムについては，このような視点で語

ることができる。 

  V.E.ジヴィルブリス［Vyacheslav Evgenievich Zhvirblis］の論文「非対称性対無秩序，または

生体場とは何か」（『化学と生活』，1980, 第 12 号）においては，左回りと右回りに偏

極した，しかし同一の場および物質構造の相互作用は，まるでその相互作用が絶対零

度において雑音なしに進行しているかのように，最高度の感受性と雑音耐性を伴って

進行することが示されている。そのような偏極運動に対しては無秩序運動は作用せず，

そのとき，物質は到来する流れに対する最大の選択性を特徴とするようになる。 

  このように，テレパシーの過程には完全に物理学的な基礎が存在している。かつて

筆者はテレパシーが存在するか否かを確かめるために，いわゆるゼナー・カード――

5 種類の図形（円，3 本の波線，5 角形の星，3 角形および 4 角形）が描かれている小

型のカード――を用いた実験を行ったことがある。テレパシーによって情報を伝達し

たときの一致数が，その効果が存在することを筆者に納得させた。 

  おそらく，単純な生体における自己調節もまた，エーテルを通じた情報交換を用い

て行われているものと思われる。ヒトにおける種の統一性が，相異なる家族に属する

男女の個体の多人数間の関係によって維持されているのに対し，単細胞生物にはその

ような関係は存在しない。同一のクローンの個体は，それらの個体を互いに対して安

定化させるためのいかなる調節メカニズムも存在しない場合には，必然的に，突然変

異を起こし，それによって本質的な差異を蓄積しなければならなくなるはずである。 

  この問題においては， 1923 年にいわゆる有糸分裂誘発放射［mitogenetic radiation］に

ついて書いた A.G.グルヴィッチ［Alexander Gavrilovich Gurwitsch (also Gurvich, Gurvitch)］によ

り，そのような作用が既に検出されていたことを想起することが有益である。別の研

究者たち――科学アカデミー会員 V.P. カズナチェエフ［Vlail Petrovich Kaznacheev］とその

グループ――は，育成される組織培養物の一部が石英板の反対側に配置された増殖中

の組織培養物からの影響を受け，他の一部がその影響を受けないように設定した実験

を行った。その影響を受けた部分は，その影響を受けなかった部分とは性質が著しく

異なっていた。それらの研究者たちは，組織同士の間における光情報の影響が存在す

ると予想した。しかし，光情報の作用の可能性を完全に排除することはできないもの

の，主要な役割を演じているのはその作用ではなく，空間的・時間的にモジュレート
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されたエーテル流であると予想することができる。他の多数の問題と同様，この問題

がさらに研究されるべきである。 

  テレキネシスのエーテル動力学的説明の可能性について検討しよう。 

  生きた組織が放射する生体場とは，エーテル渦細流のある組み合わせである。細流

が物体に吹き付けると，前面抵抗の存在により，物体は，吹き付ける気体の密度，速

度の 2 乗および物体の断面積（それが金属の場合）または体積（それが絶縁体の場合）

に比例する力を受ける。細流が物体に側面から吹き付けると，物体に対してマグヌス

の接線力が作用し，その側面の側では気体の圧力が弱化し，細流が存在しない反対側

では圧力の弱化が生じないため，物体は細流の方へ引き寄せられる。 

  この場合の作用力は気体の粘性率，速度勾配および物体の側面面積に比例する。 

  しかし，細流がらせん流の場合には，その細流が物体に対して真っ直ぐに作用する

場合でも，斥力だけでなく，湧き出しへ向かう引力も生じる可能性がある。なぜなら，

細流の横断面に沿った気体の回転により，勾配を持った引力の力が生じる可能性があ

り，その力が前面抵抗の力を上回る可能性があるからである。 

  エーテルの湧き出しと吸込みが同時に作用するダブレットの場合には，興味深い効

果が生じる可能性がある。この場合には，ダブレットの対称軸に沿って，前面抵抗は

存在しないが，勾配を持った作用は最大となる。この場合には，湧き出しへ向かう引

力と側面変位が生じることになる。円運動が細流の中心に沿ったエーテルの湧き出し

および周縁に沿った吸込みと組み合わされているダブレットらせん細流が物体に吹き

付ける場合にも，湧き出しへ向かう引力が生じなければならない。 

  このように，エーテル動力学はテレキネシスの可能性のための若干の土台を据えて

いる。 

  1988 年 11 月 13 日付の新聞『イズベスチヤ』には興味深い事例が書かれている。 

  アゼルバイジャン西部のギョイギョル湖に向かう道路上のキュシキュ村の手前の地

点で，エンジン停止状態の複数の自動車が山の上の方へぐいぐいと引っ張り上げられ

て行った。そのときの力は，エンジンをかけてバックさせなければ車を引き留めるこ

とができないほどだった。行われた現場実験は，その現象が存在していることを一義

的に示した。地元の内務省道路交通安全局と管財局の長が参加して急遽設置された委

員会もその現象の存在を確認した。こうして，アゼルバイジャン科学アカデミーにと

って頭痛の種が生じた。このように，テレキネシスタイプの現象が自然界にも存在す

る可能性が十分にある。 

  その現象が起きている場所が自分の居住地から遠く離れているため，その現象を見

たことがないにもかかわらず，その現象を疑い，次のような臆測を述べている人々が

いる。――その奇妙な現象が見られる道路の終点にある食堂は，経営が悪化し始めて

いる。だから，その現象は，それを見たがる観光客を大量に呼び込むのに，この上な

く好都合なのだ，と。この異常現象の原因がこのことに潜んでいるということは，あ

り得るのか？ 

  生体によって引き起こされるテレキネシスはエネルギー学的基礎を持っているに違

いない。ここでも再び，高エネルギーリン化合物を思い出す必要がある。リンが主に

髄――脳髄と脊髄――の中に集中している哺乳類とは異なり，魚類においてはリンは

筋肉中に大量に存在している。なぜ魚類にとってリンが必要なのか？という疑問が生

じてくる。 

  ところで，研究文献においては，カワカマスは（漁師たちが言うところによればイ

トウも），獲物を追うとき，体のいかなる部分も動かさず，水を押しのけずに突進する

能力を持っているという情報が見逃されている。そのとき，カワカマスはそのような

突進を 1 回しかすることができない。カワカマスはそれを 1 回行った後は，ある時間
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だけ休息しなければならず，休息した後にのみ，再び突進することができるようにな

る。それはエーテルの斥力を用いたジェット推進の原理なのではないか？ 魚類学者

たちがこの話を裏づけるか，または否定してくれればいいのだが……。 

  化学反応が行われるときに力学的作用が創出される可能性を検証するため，筆者は

次の実験を行った。小さな穴 1 個が開けられている蓋で閉ざされたプラスチック製ビ

ーカー内で，まったく普通の化学反応が行われた（アルカリ錠剤上にピペットで酸を

滴下した）。その反応は，ビーカーから数 cm 離れた所に置かれた，1 枚の金属羽根の

付いた完全に遮蔽されたねじり秤と，いかなる関係を持つことができたか？ 

  いかなる関係も持っていないはずだ。ところが，持っていたのだ！ 

  反応が終わったとき，金属羽根はビーカーに近づき始めた。それから数分が経過す

ると，羽根はビーカーからある最大限の距離まで離れて行った。それから 1 時間半ほ

ど経ってようやく，羽根はゆっくりと元の位置に戻って行った。この実験は繰り返し

行われ，その都度，これとまったく同じことが繰り返された。実験では，外部からの

影響を排除するためのあらゆる措置が講じられた。計器の示度は自動的に記録された。

各回の実験で得られた曲線は，良い繰り返し性をもって互いに一定の範囲内に収まっ

ていた。 

  しかし，これで終わりではない。上記と同じ反応を木製または発泡プラスチック製

の立方体の台の上で行い，ビーカーを台の上に約 1 分間保持した後，ビーカーを取り

除いた台をねじり秤の方へ移動させた。すると，ねじり秤は，台の上にビーカーがあ

ったそれ以前と正確に同じように振る舞った。まさにこうなったのだ！ 

  ここでは，エーテル動力学の観点からの説明は比較的に容易である。反応時に，反

応する分子の各対は旋回エーテル細流を放出し，その流れは即座に渦巻いてらせん渦

トロイドになる。そのようなトロイドは，反応する分子対の数だけ創出される。計算

が示すところによれば，そのようなトロイドの直径はおよそ 0.01 mm という完全に巨

視的な大きさである。国際エネルギー情報科学アカデミー会員 A.F.オハトリン［Anatoly 

Fedorovich Okhatrin］はそのような渦を「マイクロレプトン」と名付けた。しかし，彼が

その実験で得たのは「レプトンガス」であった。ここでは，それは明らかに「レプト

ン泡」である。 

  まず最初に「レプトン泡」が蓄積され，その体積が膨張する。「レプトン泡」がねじ

り秤の金属羽根に接触すると，羽根に対するエーテルの圧力が減少する。なぜなら，

渦中のエーテル流は羽根に対する接線に沿った方向を向いており，したがって流れの

速度勾配が存在するからである。しかし，ある時間が経過すると表面渦は安定性を失

い始め，破裂する。エーテルの圧力が増大し，ねじり秤の羽根は離れて行く。そして

泡全体が消滅したとき，ねじり秤は元の位置に戻って行く。 

  この実験はいくつかの点で興味深い。それは，化学反応とエーテルの原理的関係を

示している。それは，テレキネシスが化学的本性を持っている可能性を裏づけている。

それは，生体場の人工的モデル化の可能性を示している。それは，エーテル動力学的

エンジンの構築の可能性を立証している。率直に言えば，そのエンジンの出力は今は

まだ大きくないが，この先，事がどのように進んで行くか，誰が知っていようか？ 

  鍼治療の経穴もエーテル動力学的観点から検討することができる。経穴とは人体上

の特異なポイント（約 700 箇所ある）であり，それに対する力学的，電気的または熱

的作用が人体の各種器官の活動を調節することを可能にする。 

  経穴の際立った特徴は，一方では，解剖学的には例えば神経系あるいは血管系のよ

うな明確な表れ方をしていないのに対し，他方では，明確な電気的特性――隣接領域

の皮膚と比べ，電気抵抗が急激に低下しており，また誘電率が急激に上昇している―

―を持っていることである。それぞれの経穴はまったく別の場所に位置している特定
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の器官と結びついている。耳介のような人体要素は数十の経穴によって人体の多数の

器官と結びついている。 

  すべての経穴は経絡系によって他の経穴との間で統合されている。経絡系は 12 あ

るとされている。自然がそのようなポイントを創出したのはなぜか，それらを器官と

結びつけたのはなぜか？という疑問が生じてくる。 

  エーテル動力学の観点から見ると，そのようなポイントの存在は，実は，生体にと

ってきわめて有益なのである。それぞれの器官は独自の具体的機能を果たしているた

め，各器官中においては完全に特定化された化学反応が進行しており，したがって各

器官の生体場は他の器官の生体場の構造とは異なる，独自の具体的構造を持っている。 

  器官中で進行する化学反応には，エーテルの放射と外部からのエーテルの吸収が絶

えず伴っている。すなわち，各器官は，外部からのエーテル流によって自由体積が必

要となる。しかし，生体中においては，隣接器官を損なうことなしにエーテルの放出

を行うことはできない。なぜなら，隣接器官にとっては，そのような生体場は他器官

の構造と化学反応を反映しているため，有害であるからである。病気の場合には，隣

接器官にとってよそ者であるその生体場は，さらに有害な作用を及ぼす。すなわち，

有害な影響に対する生体全体の耐性が低下することになる。エーテル流を体の表面に

導き出す「エーテル導管」の存在が，生体にとって不要な，エーテルを通じた器官同

士の相互作用を弱める。 

  経穴が，それに沿ってエーテル流が容易に流れて行くことのできるチャネルの出口

であるということに，筆者はいささかの疑いも抱いていない。その電気特性という点

において，経穴はあまりにもうまくその目的に適応しているからである。鍼治療医た

ちが鍼を用いてその出口を刺激するとき，彼らはいったい何を行っているのだろう

か？ 

  鍼治療医は，特殊な鍼によって経穴の中に入り込み，あるいは経穴を刺激すること

により，表面付近の皮下領域内に存在するエーテル導管のフラップ弁を調節し，それ

によってエーテル経路の電気抵抗を調節しているのである。そしてこのことが，当該

器官と周囲媒質の間のエネルギー交換に対して好ましい影響を及ぼし，それによって

治癒を助ける。中医学は数千年間にわたって経穴を用いた治療法を開発してきた。一

部の中医師の意見によれば，「経絡」――それに沿って生命エネルギーが流れる，生体

中の目に見えない流路――の流れが再び整えられたとき，病気は後退する。「気」――

生命エネルギー――を用いてそれらの流路を浄化すれば，病気は後退する。 

  あらゆる物事におけるのと同様，ここでも過度の努力を払わないようにする必要が

ある。さもないと過程を過度に調節してしまう恐れがある。その結果がどうなるかは

明確ではないが，おそらくネガティブなものであろう。それゆえ，経穴に対する各回

の作用量は厳密に定められている。素人がこれに口出しすることは奨められない。 

  さて今度は，「超能力者」と呼ばれている人々について検討しよう。一般的には，そ

れは，他人の生体場に対する高い感受性と自分自身の生体場の高いエネルギーを持ち，

自分の願望に従って自分と他人の生体場に対して様々な作用を生じさせることができ

る人々のことを言う。原理的には，超能力者は自分の能力を良いことのために，例え

ば病人の治療のために用いることができる。その場合，それは治療師や偽医者という

ことになる。しかし，悪い目的で用いることもできる。そのような人々は「悪い魔法

使い」という呼び名以外には，学術上の呼び名すら与えられていない。それゆえ，自

分の超能力を正しく利用するためには，医学教育を受け，高い道徳心を持たなければ

ならない。 

  病人を何にたとえることができるだろうか？ 例えばゼンマイ式時計。ゼンマイ式

時計はゼンマイが巻かれていない状態になることがある。そのとき，時計は止まる。
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振り子をそっとつついても，時計はやっぱり止まる。蓄えられたエネルギーがないか

らだ。病人もそれと同じである。エネルギーが尽きているのだ。病人のゼンマイを巻

く必要がある。時計においてはゼンマイを巻くわけだが，超能力者は病人に自分のエ

ネルギーを与える。それは超能力者にとって少なからぬ労力を必要とする。自分の肉

体的・精神的エネルギーを何かに投入したあらゆる人間と同様，彼は疲労する。 

  超能力者は患部の上で手を動かし，自分の生体場を用いて自分のエネルギーの一部

を伝え，それによって病人の生体内における諸過程を刺激する。ちなみに，ゼンマイ

が巻かれた時計を動き出させるためには，振り子をちょっと揺らしてやる必要がある。

もしかしたら，臨床死に際し，超能力者は人を生の側に戻す手助けをすることも可能

であり，ただしそのとき，単にその人にエネルギーを伝えるだけでなく，何らかの仕

方でそっとつついてやる必要があるのではないか？ 既に完全に神に魂を返したラザ

ロをイエス・キリストが復活させたという『福音書』に書かれている話は，そのよう

な事例ではないか？ 

  このことに照らし合わせて考えてみると，あら

ゆる種類の「疫病神」に対しては，一般的な見方と

はちょっと違った見方を取らなければならなくな

る。気に入らない人間に対し，その者にとって好ま

しくない生体場を飛ばして，その者の命を奪うと

いう話は，何とまあ，まったく現実のことなのであ

る。幸い，誰もがそれをすることができるわけでは

ない。もしそうでなかったら，そもそも誰も生きて

いられなくなる。しかし，ここにおいてもまた，「疫

病神を取り憑かせる」ことができる人間だけでな

く，それを追い払うことができる人間も存在して

いることが判明する。それゆえ，この場合における

善と悪の闘いは，いわば，目に見えない戦線へ移動

する。そしてもちろん，善が悪に勝利するであろう

――善が眠らなければ。 

  生体場はいわゆるバイオロケーション効果――木の細枝あるいは金属製フレームを

用いた地下の非均質性の検出――において重要な役割を演じている。 

  まず最初に，この効果の存在を疑っているすべての人々のご参考までに一言。この

効果は，その確実性に対する疑いの段階からとうの昔に抜け出て，産業上の意義を獲

得している。ヨーロッパのすべての主要鉱床はかつてダウザー［dowser］たちによって

発見されたものである。ダウザーはそのための特別の訓練を受けた人々であり，手に

持った木の細枝――木（大部分はハシバミ）から切り取った二股に分かれた小枝――

の挙動にもとづいて鉱石が存在する場所を判定していた。井戸を掘る場所の探索は常

に細枝を用いて行われていた。レニングラードのある組織は，モンゴルとの間で結ば

れたダウジングに関する契約にもとづき，長年にわたって地下水が存在する場所を成

功裡に判定していた。その際，位置の判定誤差は 1 m 以下であった。ただし，産業に

適した地下水が発見されたケースは全体のおよそ 80%であった。その後，それらの場

所には国営農場が設立された。 

  我が国には，産業上・科学上の重要性を持つ多数の応用的課題の解決をもたらすこ

とのできる，特別の訓練を受けた数十人のオペレーター［＝ダウザー］が存在している。

我が国では，バイオロケーション効果は大昔から知られていたにもかかわらず，その

効果の利用は発展し始めたばかりである。あらゆる建設用地，いわんや原子力発電所

のようなタイプの特に重要な施設の建設用地は，建設開始前にバイオロケーションオ
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ペレーターによって調査されなければならない。そして彼らがその場所における建設

が許容され得るか否かに関するしかるべき結論を下さなければならない。このことが

チェルノブイリの悲劇のような多数の大惨事を回避することを可能にするはずである。

チェルノブイリ原発事故に対しては地下過程が直接的な関係を持っていたと推測する

ことができるからである。 

  しかし今のところ，その効果の物理学的基礎についてはほとんど何も知られていな

い。この事情が，しかるべき測定機器の創出を直接的に妨げ，測定プロセスを自動化

することを不可能にしている。その結果，この最も重要な分野の技術全体は中世のレ

ベルにとどまっている。 

  バイオロケーション効果が発現している場所においては，地球の未知の場が細枝を

持っている人間，特にその脳下垂体に対して作用を及ぼし，その結果，オペレーター

は無意識の不随意運動を行い，このことが水平に持ったフレームの方向転換をもたら

すという推測が述べられている。実際，フレームが水平面内にある場合には，フレー

ムが望ましい方向へ偏向するためには，フレームをほんの少しだけ傾ければ十分であ

る。 

  しかしそうだとすると，人間に対するそれらの未知の場の影響はいったいどのよう

にして及ぼされるのか，またそもそも，問題設定における何が変化したのか？という

当然の疑問が生じてくる。我々は理解できないものを未知のものに帰着させているの

ではないか？ さらに，オペレーターが細枝の端を水平に持っているときにおける，細

枝の垂直面内における運動をどう説明するのか？ 何しろ，その力は，たとえオペレー

ターが細枝を最初の姿勢に引き留めようと試みているのだとしても，細枝の先端が上

昇し，そのとき，細枝に追加的に取り付けられている 0.5 kg の重りを支え，かつ細枝

を上方に湾曲させるほどの力なのだ！ 

  細枝やフレームを用いることにより，野原の草の中に隠れている金のリングを探し

出すことができる。そのような精度はいかなる本性を持っているのか？ Γ形フレー

ムの先端に何らかの岩石を取り付けると，フレームは選択性を持つようになり，他な

らぬその岩石に対して最も良く反応するようになる。それはなぜか？ オペレーター

は，感度を向上させるため，他ならぬその岩石の探索に合わせて自分を「チューニン

グ」しなければならない。そのとき，何が生じているのか？ その過程の物理はいかな

るものなのか？ 

  フレームがそれに対して反応する，何らかの追加的な場が存在するのか，またその

場の源は何かという問題を解明するため，筆者は単純な実験を行った。2 人のオペレ

ータがそれぞれ 2 つの同じフレームを手に取り，それらのフレームを接近させ始める。

筆者の考えによれば，それらのフレームは互いに斥け合うはずであった。これは裏づ

けられた。2 人のオペレーターがフレームを接近させると，2 つのフレームは開いてい

き，フレームが互いに近づけば近づくほど，フレームの開き角は大きくなった［148 頁

の図 6.7(1)c 参照］。このことから何が導き出されるか？ 

  このことから導き出されるのは，2 人のオペレーターは，その結果として彼らが不

随意運動を行うことになる状況の単なる受信者や受動的な観測者ではなく，能動的な

場源であるということである。さらに，それらの場は，オペレーターたちの手から出

た後，それらの場にとってガイドとなる，フレームのワイヤーを伝わってその先へ伝

播していくということも導き出される。ここから，地中から出るそのような場が客観

的に存在するという結論が導き出される。オペレーターが地面をゆっくり歩き回り，

そのフレームが偏向するとき，彼はそのことにより，ただ単に懐疑論者たちが主張す

るように「不随意運動を行っている」のではなく，その場所の地中から出る場を記録

しているのである。そしてこのことは，それらの場が客観的に存在していることを意
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味している。このことは，計器の開発者たちに対し，それらの場の計器による記録方

法の探求という課題を与えている。そのような場を記録する計器の開発作業を行う必

要がある。――上述したことから導き出されるのはまさにこのことなのであって，懐

疑することではない！ 記録方法を探求せよ！ 

  多分，そのような方法を見出すことができるはずだ。ここではキルリアン効果が何

らかの助けにならないか？ 何しろ，これもやはり生体場の記録方法なのだから。それ

とも液晶は？ 何しろ，液晶は選択性を持っているのだから。それともさらに他の何

か？ 他の諸領域におけるのと同様，ここでも探求する必要がある。そしておそらく，

多数の探求方向が袋小路であることが判明するだろう。しかし，最終的に見出される

方法が，そのために費やされたものすべてを償ってくれる。我々は，我々の目先にあ

るものだけでなく，我々の足の下に存在しているすべてのものについて知るようにな

るだろう。 

 

8.5.騒がしい霊 

事実を知ることは，少なくとも，害にはならない。 

C.V.ボーイズ［Charles Vernon Boys］ 

  ポルターガイスト（騒がしい霊）現象は古くから，おそらく何世紀も前から知られ

ている。この現象の要点は，家の中で，目に見えるいかなる原因もなしに物体が飛び

回り始めたり，びんのキャップがひとりでに回って外れたり，重い家具が放り投げら

れたりするということだ。石壁から直接，突然，火が噴き出ることもある。まったく

思いもよらない物体――クッション，寝具，各種の家庭用品，機器類――が自然発火

するという事例もある。飛ぶ物体が描く軌跡は想像もつかないほど常軌を逸している。

通常，物体の運動の開始は誰にも見えない。しかし，物体は飛び始めたと思うと，不

意にあるいは横へ，あるいは下へ直角に方向転換する。つまり，その運動はあらゆる

物理法則に反している。ときには脆い物体が飛行の途中で窓ガラスを突き破ることが

ある。そのとき窓ガラスに開けられた穴の縁は溶融している。ところが，物体自体は

無傷のまま残る。そのような効果を創出するためには，それらの物体はきわめて大き

い速度で運動しなければならない。しかしその場合には，物体は粉々に砕けるはずで

ある。しかしそれらの脆い物体――コップ，ティーカップ，花びん――は窓ガラスを

突き抜けた途端，まったく無傷のまま地面に向かって垂直方向に滑らかに落ちて行く。 

  水がどこからともなく出現する場合もある。水は天井から流れて来たり，床の上に

現れたりする。ポルターガイストの発生時にはその他多数の奇跡が行われる。誰かの

不明瞭な話声が聞こえたり，ノック音が響いたりする。へとへとになった住人は警察

に相談するが，それは少しも役に立たない。聖職者への相談も少しも助けにならない。

ところがしばらく経つと，すべてが止まる。 

  ポルターガイスト現象はときには子供，よりしばしば少年のいる所で発現すること

が指摘されている。このことが，その種の現象には子供が関与しているという推測の

根拠を与えていた。その根拠とは，子供に言い聞かせたり罰を与えたりしても何の効

き目もなかったのに，子供が別の場所に引っ越したら現象が完全に止まった，あるい

はまた，別の場所，つまり子供の引っ越し先で現象が起こったが，その場所でもある

時間が経つとポルターガイストはひとりでにおさまったということである。 

  ポルターガイストからは何も良いことは期待できず，一方，それがもたらす物理的・

精神的な損害はきわめて顕著なので，それは誰かの魔法だという考えが思わず浮かん
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できたとしよう。実は，それは何も説明していないが，

いくらかの慰めにはなる。なぜなら，その良からぬ魔

法使いを見つけ出し，いたずらをしないようにするた

め，そいつと取り決めを結ぶか，またはそいつをぶち

のめしてやるという希望が現れたからだ。実際には，

魔法使いはそれらすべての有害な作用をいったいど

んな方法で生じさせることができるのか？という問

題は未解決のまま残されている。しかし，この問題に

関心を持つ者は少ない。重要なのは，それらすべての

不埒な行為を止めさせる必要があるということだっ

たからだ。 

  実に面白い，理解不可能な様々な現象が起こってい

る。例えば，ドアが閉まった冷蔵庫から，そこにしまってある卵が飛び出してきたと

いう現象である。その現象の被害者であり，同時に目撃者でもある男は冷静沈着で分

析癖のある人間だった。彼はすべての卵に消えない鉛筆で印をつけ，それらを冷蔵庫

に入れ，次にそれらの飛行を観察した。ただし，観察できたのは飛行の初期段階では

なく，最終段階だけだった。初期段階はあたかも存在しないかのようだった。彼は床

にぶつかって割れた卵の殻の印にもとづき，それは間違いなくそれらの卵であると判

断した。しかしそのとき，冷蔵庫は閉まったままで，部屋には他に誰もいなかった。

それゆえ，この現象全体がどうやって起きたのかは理解できなかった。 

  科学への相談は，警察や聖職者への相談とまったく同じ効果しか持っていなかった。

科学は困惑して肩をすくめたが，神に相談しようとはしなかった。もっとも，科学が

神に相談しなかったのは，自尊心がそれを許さなかったからにすぎない。科学はいか

なる有益な説明も提案することができなかった。それゆえ科学者たちは，この謎めい

た出来事とは関わり合いにならず，いかなる仮説も述べず，いかなる説明も与えない

よう努めている。 

  さあ，エーテル動力学に試みさせてみたらどうだ！ エーテル動力学はあらゆるポ

ルターガイスト現象に対して余すところのない説明を与える能力を持っていると言っ

たとしたら，それらの現象は多数存在し，しかも多種多様なのだから，それは大きな

誇張になるだろう。しかし，何かしらのことを試みることはできる。 

  エーテル中においては，あらゆる気体中におけるのと同様，流れが発生し，渦も発

生することができるという話から始めよう。エーテルの流れや渦は目に見えない。そ

れは，磁場や電場が見えないのと同じである。それにもかかわらず，磁場や電場の存

在に異議を唱える者はいない。 

  しかし，電場や磁場は，日常的な状況においては，目に見える応力をどこからとも

なく創出するということはない。エーテル流はそのような応力を創出することができ

ないのだろうか？ できることが判明する。 

  安定的な空気渦――竜巻（トルネード）――は大きな力を創出するだけでなく，大

きな破壊を引き起こす能力を持っている。竜巻のエネルギーの基礎には空気分子の熱

エネルギーが横たわっているにもかかわらず，そのエネルギーはわずか105 J/m3にす

ぎない。それに対し，エーテルのエネルギーはそれよりちょっと大きく，1037 J/m3で

ある。それゆえ，エーテル中において何らかの原因によって渦が発生し始めた場合に

は，それらの渦は，目に見えないにもかかわらず，それが発生した家の住人にとって

面白いことをいっぱいしでかすことができる。 

  これこそが物体の移動と破壊のメカニズムなのである。 

  渦の周囲には境界層が発生する。境界層中の流速は場所によって異なり，渦中心に
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向かって増大してゆく。その渦が何らかの物体に接触すると，その物体は渦に引き寄

せられ，移動する。小物体が渦本体の中に引っ張り込まれた場合には，竜巻中におけ

るのと同様，その小物体は力のパルスを受ける。ただしそこには，空気の竜巻が引っ

張り込まれる物体の表面に作用するのに対して，エーテル渦は物体のすべての要素，

そのすべての分子と原子に同時に作用するという唯一の違いがある。 

  エーテルの竜巻は巨大な応力を創出するにもかかわらず，物体中においていかなる

変形も創出しない。なぜなら，それらの応力は物体の全要素に対して同時かつ一様に

印加されるからである。物体は加速されるが，変形は受けないのだ！ 

  エーテル渦は，絶縁体が導電性の夾雑物を含んでいない場合には，その絶縁体を自

由に通り抜けることができる。夾雑物を含んでいる場合には，その場所で局所的な加

熱が生じ，縁が溶融した穴が形成される。エーテル渦が絶縁体を通って何らかの物体

を引きずっていく場合にも，導体中に穴が形成され，その穴の縁が溶融することがあ

り得る。すなわち，物体が通過する瞬間，大きな速度勾配が生じ，したがって瞬間的

な大きな力が生じることにより，絶縁体は破壊され，穴の縁が溶融する。運ばれてい

く物体自体には何も生じない。 

  ティーカップに茶葉と湯を入れてかき混ぜると茶葉がカップの底の中心に集まるの

と同様に，室内で発生したエーテル渦は室内の空気中に溶解している水分全体を自分

の中心に集める能力を持っている。通常，空気中には1 m3当たり10~15 gの水が含まれ

ている。部屋の面積を 20 m2, 天井の高さを 3 m とすると，空気中には0.5~0.8 Lの水

が含まれることになる。その水が完全に乾いている天井（！）から，突然住人の上に

降って来た場合，それが彼らに強い印象を与えることは言うまでもない。 

  では，物体が他の物体を通過するということをどう考えるのか？ はたしてそんな

ことが可能なのか？ わかった，ちょっと考えてみよう。 

  既に述べたように，各原子は原子核とそれに束縛されているエーテル渦――電子殻

――からなっている。陽子と中性子からなっている原子核はきわめて高い密度を持っ

ており，それゆえ，陽子は陽子を通過することができない。しかし，原子に占める原

子核の相対断面積は取るに足らぬほど小さく，原子の面積全体のわずか10−10にすぎな

い。それに対し，電子殻――それとまったく同じエーテルの束縛渦――は高い密度を

持っていない。 

  もちろん，その密度は自由エーテルの密度よりは高いが，それでもやはり小さく，

空気の密度とほぼ等しい。このことは，しかるべきエーテル渦の流路が創出されれば，

物体が物体を通過することが可能であることを意味している。電波がそうするのと同

様に，原子核は互いに迂回し，電子殻は互いを通り抜ける。それ以降における物体の

飛行軌道は歪められる渦本体の形状によって決定され，きわめて多様な軌道になり得

る。 

  渦自体の形成を促しているものはいったい何か？ 残念ながら，現在，それに関する

理解はきわめて近似的である。科学は今に至るまで，飛行機エンジン近傍における渦

形成を明確に理解することができていない。例えば，エアインテーク（空気取り入れ

口）の入口で形成される渦が，航空機エンジンの破損事例の原因の実に 75%を占めて

いる。なぜなら，それらの渦が駐機場のコンクリート舗装面とつながり，その舗装面

上に散らばっているすべてのものをタービン中に引きずり込むからである。我々は，

大気中における空気渦――竜巻やサイクロン――がいかにして形成されるかについて

も十分に理解していない。多分，それについては時とともに理解できるようになるで

あろう。言うまでもなく，エーテル中における渦形成を理解することはそれよりさら

に難しい。ただし，望みがないわけではない。 

  その渦形成には，断層，地下水の境界上で発生するエーテル流，電線や電気機器に
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よって創出される電磁場が関与している可能性がある。そして最後に，神経質な少年

が関与している可能性もある。すなわち，そのような少年の活発な神経活動によって

強い生体場――これもエーテル渦流である――が形成され，そのエーテル渦流がエー

テル流中において局所的な不安定性を創出し，それによってポルターガイストのエー

テル渦と諸現象の発現を促進するのである。 

 

8.6.石油はどこから現れたのか？ 

石油はきわめて貴重な化学原料であるから，大切に利用する

必要がある。ボイラーは紙幣を燃やして焚くこともできる。 

D.I.メンデレーエフ 

  20 世紀末，原子力エネルギーが急速に増大し始めたにもかかわらず，すべての国の

エネルギーバランスにおいては石油が依然として最も重要な地位を占めている。しか

し，それ以外にどんなやり方があったか？ 何しろ，自動車や飛行機に原子力発電所を

搭載することはできないのだ！ もちろん，原子力船は存在するが，その数は少ない。

それ以外のすべてのことはどうするのか？ それに，人間はエネルギーだけで生きて

いるわけではない。人間はアスファルト道路を歩く。それは石油だ。ガソリン，灯油，

重油，油脂，ゴム，樹脂，ポリエチレン，さらには鉱物質肥料でさえ，それは全部石

油だ！ 地球上に石油がなかったとしたら，我々にとってまずいことになっていたは

ずだ。しかし，地球上には石油が沢山ある。石油の採取は既に紀元前 6 世紀に始まり，

現在，年間生産量は数十億 t に達している。 

  石油は多額の収入をもたらす。一連の国々は自国の

石油を売って繁栄し，隣国をうらやましがらせている。

産油国以外の国々は自然洞窟や人工洞窟に石油を注入

し，万が一に備えて戦略備蓄を創出している。石油王，

石油独占体，石油パイプライン，製油所，石油資産の再

分割，石油戦争，石油契約，石油の闇取引，等々，等々

――人類の歴史において，石油から何と沢山の事象が

生じたことだろう！ もしこの世に石油が存在しなく

なったら，人間にとって人生は退屈なものになるかも

しれない。 

  しかし石油は存在し，その埋蔵量は千億 t のオーダー

で数えられる。石油は陸と海のいたる所に分布してい

るが，km のオーダーで数えられる大きな深度に存在している。すなわち，地表近くに

存在していた石油は既に利用され，現在，石油は 2~4 km の深さから採掘されている。

しかし，石油はそれより深い所にさらに多く存在している。今のところ，そこから採

掘するのは採算が合わないというだけだ。 

  しかし，奇妙なことがある。石油は大量に存在し，広く利用されているにもかかわ

らず，そもそも石油がどこから地球上に現れたのか，今なお誰も知らないのだ。この

謎に対する多数の答えや仮説が存在する。それらのうちあるものは中世まで続いた科

学以前の時代の仮説であり，またあるものは学者たちによって科学の時代と呼ばれて

いる時代の科学的な仮説である。 

  1546 年，G.アグリコラ［Georg Agricola］は石油と石炭は無機的起源を持っていると書

いた。1763 年，M.V.ロモノーソフは石油は石炭と同様の有機物から生じたと述べてい

石油 
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る。第 3 の時代，すなわち石油産業の発展期には，石油の有機起源と無機起源に関す

る一連の推測が述べられた。ここではそれらを単に列挙することすら不可能なので，

いくつかの説を紹介するにとどめる。 

  1866 年，フランスの化学者 M.ベルテロ： 石油は炭酸がアルカリ金属に作用したと

きに形成される。 

  1871 年，フランスの化学者 G.ビアソン［G. Biasson］： 石油は水，炭酸ガスおよび硫

化水素と赤熱した鉄の相互作用によって形成された。 

  1877 年，D.I.メンデレーエフ： 石油は地球の深部に水が浸透し，その水が炭化物と

相互作用した結果形成された。 

  1889 年，V.D.ソロヴィヨフ［V.D. Solovyov］： 地球がまだ星［原文のママ。「灼熱の星」か？］

だった頃，地球の大気圏には炭化水素が含まれていた。その後，その炭化水素が溶融

したマグマによって吸収され，石油が形成された。 

  その後，一連の石油無機起源仮説が発表されたが，それらは世界石油会議によって

支持されず，支持されたのは一連の石油有機起源仮説の方だった。 

  石油の主な出発物質はプランクトンであるとみなされている。そのようなタイプの

有機物質を含んでいる堆積物から形成された岩石は潜在的に石油根源岩である。根源

岩は長期間加熱された後に石油を形成する。このテーマに関しては少なからぬ学説が

生み出されたが，実は，ある難問はどうしても説明することができていない。それは，

それだけの量のプランクトン（あるいはマンモス。どっちでも同じことだ）が，地球

全体にわたってそれだけの深部にどうすれば潜り込み，しかも，たとえそれが多孔質

岩だとしても，砂岩の中にどうすれば入り込むことができたのかという問題である。

また，石油鉱床が石油だけでなく，硫化水素あるいはタールの形で常に硫黄も含有し

ている理由はまだ明らかではない。さらに，石油採掘に伴って発生する随伴水の中に，

プランクトンに含まれているとはまず考えられない，ほとんどすべての化学元素一式

が存在している理由も明らかではない。しかし，石油の起源の謎の科学的解明に取り

組んでいる研究者たちは，そんな些末な問題には特別の注意を向けないよう努めてい

る。 

  しかし，国際石油会議によって承認されない公算が最も大きい，もう一つの可能性

に注意を向けてみたい。 

  問題は，石油が含まれている砂岩とは，主に二酸化ケイ素（SiO2）であるというこ

とだ。したがって，原子量 28 のケイ素のある原子核から原子量 4 の α 粒子 1 個を取

り，それを別のケイ素原子核に付加すれば，原子量 32 の硫黄原子核が得られること

になる。そして最初の原子から残った原子量 24 のマグネシウム同位体は，一部はマ

グネシウムのまま残って随伴水の中に含まれることになり，別の一部は分裂し，原子

量 12 の炭素分子 2 個［ママ］を与え，こうして，石油と石炭の形成のためのある基礎

を創出する。しかし，もしそうだとすると，それらすべてをなし遂げることができる

ような 1 つのメカニズムに関する問題，あるいは 2 つのメカニズムに関する問題さえ

生じてくる。なぜなら，石油と石炭は一緒には賦存していないからである。 

  ここでは次の事情に注意を向けてみたい。 

  問題は，SiO2分子の分子量が 60 であるということだ。それは5 × 12である。すなわ

ち，SiO2分子 1 個は原子量という点で炭素分子 5 個［ママ］と正確に等しい。別の面か

ら見ると，上述したように，原子量という点で，SiO2分子 2 個は，分裂すると，硫黄

およびその酸素との化合物，また追加的に形成されたきわめて多様な分子や原子と組

み合わされた炭素分子 2 個［ママ］になることができる。しかしこの場合，それは 2 つ

の相異なる核反応であり，しかもそれら 2 つの核反応は数百万度の高温下ではなく，

かなり普通の条件下で進行しなければならない。 
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  エーテル動力学の観点から見ると，そのようなメカニズムは存在する。他のあらゆ

る天体におけるのと同様，地球の中には宇宙からエーテル流が流れ込んでいる。エー

テル流の侵入速度は第 2 宇宙速度と等しく，地球の場合，それは 11.18 km/s である。

エーテル流は地球の内部の任意の深度まで侵入し，その途上で岩石を通過して乱流に

なる。エーテル流の乱流化の結果，エーテル渦が形成される。エーテル渦は外部のエ

ーテルの圧力によって圧縮され，その結果，渦中の流速および速度勾配は何倍も増大

する。すなわち，大きな圧力勾配が出現し，その圧力勾配が分子，原子および原子核

を破壊し，物質を再構築する。これに伴い，長い年月の間に普通の無機質の岩石から

任意の炭化水素，また総じて任意の元素が，しかも任意の深度において創出されるこ

とができた。 

  それと同様の過程が任意の惑星の地下で進行している可能性が十分にある。このこ

とは，石油，石炭，その他の鉱物や元素が太陽系のすべての惑星に存在している可能

性があり，しかもそれは太陽系の惑星に限らないということを意味している。このこ

とは，それらの惑星にかつて生命が存在していたことをまったく意味しない。それは，

石炭の中のトンボや植物の葉の痕跡が，石炭がそれらのトンボや葉っぱから形成され

たことをけっして証明しないのと同じことだ。過ぎ去った数百万年，数千万年の彼方

のどこかへ飛んで行けた人間などいるもんか！ 

  今述べたことから，石油危機は，地球上の石油埋蔵量の不足ではなく，深部地層か

らのその採掘コストの高さと関連づけることができるという結論が導き出される。 

  それゆえ，D.I.メンデレーエフは，石油は貴重な原料だから大切に利用する必要があ

ると主張した点で正しかっただけではない。もし石油が大量に存在するとしても，そ

の主張は正しい。つまり，彼が正しかったもう一つの理由は，将来のある時点から石

油の採掘コストが増大してゆき，その結果，ボイラーを紙幣を燃やして焚いたほうが

安上がりになるということにある。 

 

8.7.植物はどこから炭素を得ているのか？ 

  住民の食料確保の問題が何世紀にもわたって人類の前に立ちはだかっている。多数

の国々において飢餓が普通の現象となっている。これまで飢餓の原因となってきたの

は，気象条件と天候に対する収穫の依存性，財産指標と社会的地位の点での住民の階

層分化，飢饉の年に食料の約 30%も輸出するという犯罪的な政策（革命前のロシア）

であった。 

  ロシアにおいては，18 世紀の間に凶作と飢饉が 8 年ごとに周期的に繰り返され，合

計 34 回の飢饉が発生した。19 世紀には，前半に 34 回，後半にさらに 35 回の飢饉が

発生した。飢饉が特に激しかったのは 1873 年，1880 年，1883 年，1891~93 年であっ

た。20 世紀初頭の 1901 年，1905~8 年，1911~12 年には数百万人の住民が死亡した。

ソビエト時代には，1921~23 年に約 4000 万人の住民（内戦の後遺症），1932~33 年（集

団化の時期）および 1947 年（戦後期）にも多数の住民が飢餓に苦しんだ。 

  しかし，それに類することが全世界において見られる。このこととの関連から，西

側世界において，飢餓の原因とその克服策に関する意見が述べられている一連の理論

が現れた。特に注目されたのは，18 世紀末にイギリスの学者トマス・マルサスが創出

した人口論である。当時，地球の人口は 8 億人（1788 年）であった。 

  後にマルサス主義と呼ばれるようになったマルサスの理論によれば，人口増加は食

料生産の増加を著しく上回り，その結果，制御されない人口増加は不可避的に飢餓を

もたらす。マルサス主義は，それがコンドルセ，ゴドウィンおよびオウエンといった
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社会改革者たちの楽観的理論と矛盾しているため，直ちに注目を集めた。今日，マル

サスの理論はいわゆる古典派経済学理論の重要な構成部分とみなされている。 

  当時のマルサス主義，そして現代のマルサス主義は肉体的絶滅――戦争，地球規模

の感染症（パンデミック），またその他の人為的方法（この目的で科学が導入される）

――によって地球の人口を削減することを提唱している。 

  実際，地球の人口は増加している。地球の総人口は 1810 年 10 億人，1930 年 20 億

人，1960 年 30 億人，2011 年 70 億人であった。2014 年 6 月現在の地球の人口は 72 億 

1700 万人であり，増加し続けている。 

  しかし，1960 年代以降，人口増加の相対的テンポはますます低下し始め，双曲型の

世界人口増加に代わり，それとは反対のタイプの増加の時代が到来した。1989 年から

は世界人口増加の絶対的テンポも減少し始めた。2100 年までの間に， 10 年間当たり

の人口増加は 500 万人未満の値まで低下する可能性がある。フランスの医学者ジャン・

ノエル・ビラバン［Jean-Noël Biraben］のモデルによれば，人口増加の限界は 100 億~120

億人となる。それ以外のモデルの大部分もこれにかなり近い世界人口安定化レベルを

予想している。地球の人口はその最大値に達した後，低下するというシナリオもかな

り尤度が高いように思われる。 

19~20 世紀における地球の人口増加 

 

  多少なりとも確かな根拠が与えられていない予想ではあるが，それ以外の一部の予

想によれば，人口増加は最適値をはるかに上回る人口増加をもたらす可能性があり，

そのため，危機の到来の可能性が排除されず，その危機が急激な人口減少をもたらす。

しかし，その危機は最適値の達成をもたらさず，人口減少はある臨界値に達するまで

続く。   

  ここで思い出さなければならないのは，第2次世界大戦は1億人の死亡をもたらし，

これによってマルサスの勧告の正しさが裏づけられたかのように思われたが，しかし

地球の人口はその後 2.5 年間で回復したということである。中世には感染症が都市や

地域をまるごと無人化したが，人口はその後 30~35 年間で回復した。このように，戦

争も感染症も人口削減の手段にはならない。 

  では，何をなすべきか？ 地球の人口をいかにして止めるか？ そもそも，それを行

う必要があるのか？ 

  所得の増加が出生率の急激な低下をもたらすこと，すべての先進国においてその国

で生まれた者の人口が減少しつつあること，人口が増加しているのは半飢餓国のみで

人
口

，
百

万
人

 

世界の人口 
都市人口 

年 

［世界の人口に占める都市人口の比率，%］ 
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あることが人口学者たちによって突きとめられている。ここから，次の結論が自ずと

出てくる。地球の人口を削減するためには，その住民を肉体的に絶滅する必要はない。

それは無益だ。必要なのは，人類に十分な食料を供給し，その文化水準を向上させる

ことだ。そうすれば人口減少が自然に生じる。しかし，人類に十分な食料を供給する

ためには，それを行うことができる技術を創出する必要がある。 

  現在， 1 ha の農地がロシアでは 1 人分，ウクライナでは 3 人分の食料を生産してい

る。しかし，それは外的要因――温度，水分の有無，土壌状態，等々――に依存して

いる。植物は冬期にはまったく成長せず，夜間にはその成長速度は遅くなる。それゆ

え，大都市近郊に水耕栽培技術を利用した大規模な温室農業施設を創出することが適

切な方策となるだろう。そこでは生産性が外的条件に依存せず，しかも自動化を図る

ことができる。ロシアにもそのような温室は原理的には存在しているが，水と熱だけ

でなく，大量の電力も必要とするため，その数は相対的に少ない。もし電力消費量を

大幅に削減することができれば，そのような農業施設は収益性を高めることが可能に

なり，その数は著しく増加することだろう。 

  ところがここで，この問題は，植物中の炭素の起源に関する理論が存在しないとい

う事実に行き当たる。 

  世界中の植物学者たちは，植物は空気中からの炭酸ガス吸収によってその乾燥重量

を蓄積しているとみなしている。植物学の専門家たちからこの件に関する説明を得よ

うとした筆者の試みは，常に彼らの憤激をもって終わった。なぜなら，植物が空気中

に含まれている炭酸ガスから炭素を得ていることは，他ならぬあのクリメント・アル

カジエヴィッチ・チミリャーゼフ［Kliment Arkadievich Timiryazev］によって確実に立証され

た事実であるからである。彼の権威は揺らぎない。だから，この自明の問題に疑念を

表明するのは無礼千万この上ないことなのだ！ 

  しかし，植物が最も良く成長するのは，風がなく，その代わり水と光があり余るほ

どある春であることが長年の実践によって立証されている。そもそも，植物は水と光

がなければ成長しない。筆者は若い頃，妻からの厳しい要求に従い，バケツ 1 杯の大

粒のジャガイモを日のまったく当たらない木陰に植え，バケツ 4 分の 1 杯に満たない

ちっぽけなジャガイモを収穫したことがある。これにより，筆者は今述べた主張の正

しさを身をもって確信したのであった。それゆえ，水と光については，筆者にはいか

なる異論もない。しかし，植物体のそれ以外の質量は炭酸ガスによって蓄積されると

いう点については疑念が生じてくる。 

  あらゆる樹種の乾燥した木材は，その 49.5%が炭素，44.2%が酸素，6.3%が水素から

なっている。空気は窒素（78.1%），酸素（20.95%），アルゴン（0.9%）および炭酸ガス

（0.03%）からなっている。それゆえ，酸素（16）と炭素（12）の原子量を考慮すると，

空気中における炭素の含有量は 0.01%以下である。植物は主に春，天候が穏やかで風

の少ない時期に成長するので，植物中において必要量の炭素が形成されるためには，

空気からの炭素吸収量は植物にとって明らかに不足している。 

  しかし，空気のそのような組成比の下で植物中における炭素含有量が確保されるた

めには，暴風が吹かなければならない。それは観測されていない。逆に，植物の急速

な成長は，春，温室中の場合も含め，完全な無風状態で生じる。これは既存理論と完

全に矛盾している。ましてや，植物による空気中からの炭素取得を裏づける事実はそ

もそも存在しない。それは推測にすぎない。エーテル動力学は植物による炭素取得問

題のそれとは異なった解決を提案する。 

  周知のように，炭素原子核は 3 つの α 粒子，酸素原子核は 4 つの α 粒子から構成さ

れている。酸素原子核から何らかの方法で α 粒子 1 個を取り出せば，炭素原子核 1 個

とヘリウム原子核 1 個が得られる。この意味において，分子組成中に酸素原子 1 個を
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含んでいる水は，植物にとって理想的な炭素供給源である。 

  酸素原子核のエーテル動力学的モデルによれば，その構成に含まれている 3 つの α

粒子は 3 角形を形成しており，4 番目の α 粒子はその 3 角形の上に横たわっている。

このとき，その 4 番目の α 粒子と残りの 3 つの α 粒子の間の相互の結合エネルギー

は，残りの 3 つの α 粒子同士の結合エネルギーの数十分の 1，あるいは数百分の 1 で

ある。 

  その 4 番目の α 粒子をその平衡位置から遠ざけようとすると，4 番目の α 粒子は抵

抗力を受け，平衡位置に戻ろうとする。4 番目の α 粒子を他の α 粒子に近づけようと

すると，4 番目の粒子はやはり抵抗力を受け，平衡位置に戻ろうとする。 

α 粒子間の距離が変化したときの核相互作用力の符号の変化 

このように，これは固有の共振周波数を持ったばね振り子である。そのような「振

り子」の固有周波数はおよそ1030 Hzであることを計算は示している。 

  そのような「振り子」を揺り動かすと，振動の振幅が増大してゆき，ある限界に達

する。そのとき，斥力を及ぼす電気力が斥力を及ぼす磁気力を上回り，4 番目の α 粒

子が原子核から飛び出す。その後に残った 3 つの α 粒子は炭素原子核に他ならない。

それだけでなく，その炭素原子は直ちに水素原子 2 個と結合した状態になる。なぜな

ら，酸素原子はこの反応の連鎖 

H2O = H-O-H → H-C-H+α  

に既に含まれていたからである。 

  このような変換がいったいいかにして可能なのか，何がそのメカニズムなのか？と

いう疑問が生じてくる。これに答えるためには，光の構造，その要素である光子の構

造を検討する必要がある。 

  現在，理論物理学は光子の構造について何も知らない。光子の挙動に関するあらゆ

る既存データを一般化すると，光子は，互いに対してチェス盤状に配置された数百万

個の渦からなるカルマン渦列タイプの構造を持っていることが判明する。カルマン渦

列は，チェス盤状に配置された線状渦の 2 本の列から構成されており，水上を高速度

で進む船の後ろに形成される（船の船尾が丸い場合）。光子の構造については本書第 5

［4 番目の α 粒子］ 

［3 つの α 粒子］ 
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章で既に検討した。 

カルマン渦列 

  光子の寸法は2𝜆 × 2𝜆 × (1~2)mであることが明らかになっている。それぞれの光子

がクロロフィルの108個の原子に当たる。ここで，次の疑問が生じる。圧倒的多数の植

物の葉が緑色をしているのはなぜなのか？ 葉が緑色であるということは，葉が太陽

スペクトルの赤色成分を吸収していることを意味しているが，しかし，何しろ赤色光

は𝜆 = 0.76 μm の波長を持っている。これは，太陽スペクトルの中で最もエネルギーが

小さい部分である。葉は，𝜆 = 0.4 μm の波長を持ち，エネルギーがより大きい青色成

分を吸収しなければならないはずなのに，そうなっていない！ それゆえ，問題は光と

原子核の共鳴にある公算が最も大きい。しかし，酸素原子核の構成に含まれる α 粒子

と光子は相異なる周波数を持っている。光子が1014 Hzであるのに対し，α 粒子は

1030 Hzだ！ ここにはいかなる共鳴も生じる可能性はない。ところが，それは可能で

あることが判明する！ 問題は，共鳴には 1 つではなく，3 つの種類が存在するという

ことである。 

  第 1 の種類の共鳴は電波工学で幅広く利用されている。すなわち，回路によって受

信される周波数のスペクトル全体のうち，その周波数が回路の固有周波数と一致する

信号のみが増幅され，それ以外の周波数は抑制される。これは誰でも知っている。し

かし，共鳴にはさらに第 2 と第 3 の種類がある。 

  第 2 の種類の共鳴はブランコに乗っている幼児を揺らすママたちによって利用され

ている。ママはブランコを前方と後方の双方向へは揺らさず，ブランコの吊席が自分

の方へ近づいて来たとき，ブランコを一方向へ軽く押しやることしかしない。 

  第 3 の種類の共鳴は第 2 の種類と同じであるが，しかし押しやりは各回の揺れごと

には行われず，何回かの揺れにつき 1 回しか行われ，その頻度は，減衰が小さければ

小さいほど，すなわち系の Q 値が高ければ高いほど小さくなる。ところで，微視的世

界における Q 値はきわめて高い！ 周知のように，原子の線形寸法が10−10 mのオーダ

ーであるのに対し，原子核の線形寸法は10−15 mである。すなわち，原子の線形寸法は

原子核の線形寸法の 10 万倍である。 

原子の図式的構造： 1－束縛渦（電子殻）； 2－原子核 

 

  表面積はなんと1010倍となる。そしてこのことは，赤色光子の半波が酸素の電子殻

に対して作用する時間が3.5 ∙ 10−15 sであるのに対し，その原子核に対して作用する時

間はわずか3.5 ∙ 10−25  s にすぎないということを意味している。この時間は約3 ∙

1024 Hzに相当する。ところが，4 番目の α 粒子との間における共鳴を生じさせるため

には1030 Hzの周波数が必要とされる。しかし，我々はすべてを考慮に入れたか？ 何

しろ，束縛渦の密度は，その様々な領域において相異なっており，温度も相異なって

いるのだ。それゆえ，これらの要因を考慮してより正確な計算を行えば，不足してい
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る 6 桁が見出される可能性がある。これを行うことは今は困難だが，将来的には，こ

の課題は完全に解決可能である。 

  水中における炭酸ガスの存在は植物の寿命を若干延ばす。しかし，そこには植物に

とって好ましくない条件が存在することは明らかである。行われた実験からは，炭酸

ガスは植物にとって必要ではあるが，しかしそれは，人間にとって塩化ナトリウムが

必要であり，それなしには人間は死んでしまうが，人間は岩塩を常食とすることはで

きないのとおそらく同様の，今はまだ知られていない，何らかの目的のために必要と

されているという結論が導き出される。 

  以上に述べたことから，次のことが導き出される。 

  1. 植物は空気中に含まれている炭酸ガスから炭素を得ていると主張している現代

理論は誤っている。 

  2. 植物に含まれている炭素の主要部分は水分子の酸素の炭素への変換の結果であ

る。 

  3. 少量の炭酸ガスは植物にとって不可欠である。 

  4. 太陽光にスペクトルの主要（非赤色）部分は植物によって吸収されない。 

  5. 温室中における植物の照明は白色光ではなく，強い赤色を用いて行う必要がある。

これは最新技術を用いれば，赤色 LED を適用する方法で容易に実現することができ

る。これは電力消費量を著しく削減し，生産コストを減少させ，それと同時に収穫量

を向上させることを可能にする。 

  上記の命題は A.V.シェストパロフ［A.V. Shestopalov］（モスクワ）と I.N.ガルキン［I.N. 

Galkin］（ベルゴロド州アレクセエフカ）が行なった研究によって裏づけられた。この

2 人の科学者は，密閉したガラス容器中において，ただし水と光が豊富に与えられる

という条件の下で室内植物を栽培する実験を行った。 

  I.N.ガルキンの実験は次の植物を用いて行われた： ゼラニウム（Pelargonium）； ア

ロエ（Aloe）； カランコエ（Kalanchoe）； カブトマル（Astrophytum asterias）［サボ

テンの一種］；  ヒメトウガラシ；  矮性チェリートマト；  セイヨウヒルガオ

（Convolvulus）； ［一語意味不明］； 普通のトマトとキュウリ。 

  A.V.シェストパロフの実験 No.3 においては，鉢の中の洗浄した川砂に播種された植

物（ホウレンソウとギシギシ）には水が与えられ，鉢が収められた密閉容器にはバブ

ラーによって炭酸ガスが除去された空気が通風された。すべての植物は 3 週間の間順

調に成長した。 

  実験 No.5 は実験 No.3 と同じ条件下で行われたが，炭酸ガス除去用バブラーの構造

特性が，実験中に試薬を追加したり，試料を採取したりすることが可能なものになっ

たという違いがあった。 

  容器はデュワー瓶から送られて来る窒素ガスや不活性ガスを含め，各種のガスで満

たされていた。その結果，植物の成長は植物の周囲のガスの組成には依存していない

ことが明らかになった。実験開始から 2 週間経過後，植物の成長が遅くなり始め，植

物はしおれ始めた。しかし，少量の炭酸ガスを添加すると，植物は真っ直ぐになり，

成長し続けた。それゆえ，人間が塩から成り立っているわけではないにもかかわらず，

塩を必要としているのと同様に，少量の炭酸ガス添加物は植物にとって不可欠である

という予想が彼らによって述べられた。 

これらの実験の詳細は，V.A.アツュコフスキー『エーテル動力学的自然科学の始動』

（全 6 巻）の第 5 巻（モスクワ，Petit, 2010）に収録されている I.N.ガルキンと A.V.シ

ェストパロフの論文に述べられている。 

  このように，水の中に炭素は純粋な形では含まれていないにもかかわらず，植物は

水から炭素を得ていることが実験的に裏づけられた。水から放出されるヘリウムの存
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在についての研究はまだ不十分であるので，研究の継続が求められる。 

  したがって，木や葉の質量は，地球大気中にはほとんど存在していない炭酸ガスか

ら形成されているとみなすことに根拠はない。 

結論： 核共鳴にもとづいて水分子の酸素を炭素に変換することが可能である。この

ことにもとづき，水耕栽培と LED 照明を利用し，24 時間体制で通年稼働する大面積

の多階建て自動温室を創出することができる。 

  実験作業を無償で行うことに賛同する熱意ある人々に，この研究に参加することを

お勧めしたい。 

  

A.V.シェストパロフ（モスクワ）：実験 No.3 の全体像 

A.V.シェストパロフ（モスクワ）：実験 No.5 の全体像 

A.V.シェストパロフ（モスクワ）：炭酸ガスを除去した空気の通気開始から 3 週間後に

植物はしおれ始めた。 
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  これらすべてのことは実践的意義を持っているのか？ 持っている。これにもとづ

き，栽培される植物を赤色 LED で照明する，エネルギー面で経済的な温室を建設する

ことが可能になる。温室栽培と現代技術を利用したそのような大規模な多階建て自動

温室では年に数回の収穫を得ることができ，それによって我が国の食料の自然条件に

対する依存性を低減することができる。 

  しかし，ここで検討されている問題は，さらに科学的側面も持っている。 

  高速と大エネルギーなしではいかなる元素転換も生じ得ないことが，現代正統派科

学によって「確固として確立」されている。この「真面目な」科学は，いわゆる「常

温核融合」，あるいはより一般的に言えば，悪名高い粒子加速器，コライダーやトカマ

クで得られる高温と高速なしでの元素転換に取り組もうとするすべての者を蔑視して

いる。いくつかの国々がこの低効率な設備のために巨額の資金を費やしているが，事

実上いかなる成果も得られていない。エーテル動力学はそれとは異なる進路を指示し

ている。A.V.シェストパロフと I.N.ガルキンの研究は，この方向が持つ可能性を裏づけ

た。この方向――「常温」元素転換の方向――での研究の発展が大いに求められてい

る。 

  分子質量が 16 のメタンCH4，すなわち水分子の組成に含まれる酸素と同じ質量を持

っているメタンが炭鉱の坑内で形成されるのはなぜか？ メタンはいかなる条件下で

形成されるのか？ 坑内の大深度におけるメタンの出現は，利用されている技術が不

完全であることの結果なのではないか？ 

  このような問題が多数存在する。しかし，すべては既にかくも明らかになっている

のだから，そんなことを詮索する必要はない！という「確立した」見解が問題の解決

を妨げている。 

 

8.8.匂いは何の匂いがするのか？ 

脱穀場に積まれた麦わらの山は，焼き

立てのパンの美味しい匂いがする……。 

  周知のように，人間には全部で 5 種類の感覚――視覚，聴覚，触覚，味覚および嗅

覚――が存在する。それらに対応した感覚器も存在する。視覚のためには光受容体が

存在する。それは目である。聴覚のためには耳が存在する。触覚は皮膚全体および一

I.N.ガルキン（ベルゴロド州アレクセエフカ）：窒素中における植物栽培用装置 

圧力計 

栄養溶液を含む無機質土
の入った鉢の中の植物 

窒素（大気中へ） 

ポリエチレンシリンダー用の
ワイヤー製「ケーシング」 

透明ポリエチレンフィル
ム製のシリンダー（直径
100 mm，高さ 1200 mm） 

水+無機質液体肥料 

窒素（ボンベから） 
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般的には体全体で受容される。味を感じ取るためには，いわゆる味覚受容体――口の

中と舌の上に配置されている「ぶつぶつ」――が用いられる。嗅覚のためには鼻が存

在する。鼻の中には存在しているのは……神経終末だ。 

  視覚と聴覚は人間が受け取る情報の主要部分を担っている。これらの感覚はかなり

よく解明されており，そのために光学と音響学が開拓されている。 

  それと比べると触覚が担っている情報はかなり小さいが，ここでも特別の問題は生

じていない。いずれにせよ，触覚が生じるとき，皮膚や体の何らかの応力と変形が生

じていることは明らかである。味覚をめぐる状況はそれより複雑だが，ここでもまた，

味覚受容メカニズムは物質の化学的相互作用に基礎を置いていると推測することがで

きる。化学の発展はなかなか素晴らしく，その結果，物質の組成分析用の多数の測定

装置，いわば味測定装置と言うべきものを創出することが可能になった。ただし，味

覚の受容メカニズムは完全に明らかになっているわけではないと言う必要がある。な

ぜなら，味覚の「ぶつぶつ」自体はいかなる反応も起こしていないにもかかわらず，

それでも何らかの方法で酸味と甘味，苦味と塩味を

識別しているからである。それに対して，嗅覚をめぐ

る状況はきわめて悪い。いかなる嗅覚理論も存在せ

ず，いかなる匂い測定用装置も事実上存在しない。ガ

ス分析計はそのような装置には含まれない。なぜな

ら，ガス分析計においては，何らかの特定のガス種に

合わせてチューニングが行われるからである。とこ

ろが，匂いは数百万あるいは数十億種類もあり，それ

が何種類あるのかは誰も知らない。 

  嗅覚は人間にとってまったく重要でない役割を演じているのに対し，魚，動物ある

いは昆虫に関してはそうは言えないことに注意する必要がある。例えばサメは何十 km

も先の獲物の血を感じ取る。それに関する信号は何分の 1 秒間かのうちにサメに届く。

実は，流れた血から出た分子がいかにしてそれほど短時間のうちにそれほど大きい距

離を進むことができるのか，またどれだけの数の分子がサメに到達するのかは不明で

ある。それにもかかわらず，それは厳然たる事実である。すなわち，サメは円を描く

ように泳ぐことによって獲物の方向を判断し終えると，獲物に向かって突進して行く。

イヌは古来その優れた嗅覚をほめたたえられてきた。良犬の鼻は常に濡れていて冷た

い。このこともまた，イヌは実験室を持ち歩いているのだから，匂いは化学的本性を

持っているという考えを起こさせる。なお，以下における嗅覚の本性に関するすべて

の推論と疑問は味覚に対しても当てはまる。 

  ある種のチョウは何 km も向こうの匂いを感じ取る。そこで科学者たちは，チョウ

が匂いを感知するためには，匂い物質のわずか 1 分子があれば十分だと計算した。実

際，チョウはその 1 個の分子にもとづいて匂い源の方向を判断する能力を持っている。

こうなるともう，ただただ驚くほかない。 

  エーテル動力学の観点から見た場合，味と匂いの本性のメカニズムはいかなるもの

であり得るのか？ 今のところ完全な答えはないが，それでもいくつかの考えが浮か

んでくる。 

  匂い物質の各分子は，その分子の電子殻のエーテル渦に束縛されたエーテル渦から

なるオーラを自分の周囲に創出している。 

  そのオーラ（第 1 種オーラ）は，それを形成している分子の構造を反映した構造を

持っている。例えば電波のようなあらゆる非高密度エーテル流と同様，オーラの束縛

エーテル渦は，もちろん様々な程度においてではあるが，任意の材料中に侵入するこ

とができる。オーラの勾配流は，感覚受容体――神経終末――の分子中において，オ
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ーラのエーテル流と受容体の物質のエーテル流の相互作用によって機械的応力を創出

する。受容体の物質中において発生した機械的応力は，電位をそれに対応した電位に

変化させ，次に，その電位が脳によって処理される。味覚のエーテル動力学的メカニ

ズムはこのようなものであり得る。このメカニズムの唯一の特徴は，ここではすべて

がより大雑把であるということである。なぜなら，ここでは，個別分子の味を感じ取

ることが要求されていないからである。 

  このように，匂い物質あるいは味物質と受容体の相互作用のメカニズムは，その物

質の分子のオーラと受容体の物質の分子のオーラまたは電子殻の直接的な相互作用に

基礎を置いている。しかし，物質の分子と，その物質から遠く離れた所に存在する動

物の受容体の相互作用はいったいどのようにして生じているのだろうか？ 

  空気中の匂いについて言えば，その多くの点が風向，すなわち匂い物質が動物の鼻

に入って来たか否かに依存していることが知られている。特定の物質の探索のための

訓練を受けたイヌは，おそらく，その物質の存在を，物質自体の存在にもとづいてで

はなく，物質のエーテルオーラにもとづいて判断している可能性がある。物質のエー

テルオーラを遮蔽することは，それほど容易ではない。例えば筆者は，そもそもそれ

を遮断することが可能なのか否かを知らない。実験が示したところによれば，鋼製シ

ールドはそのような流れを遮蔽しないだけでなく，逆にそれを増強している。 

  ただし，もしかしたら，ある匂いを別の匂いによって覆い隠したり，抑制したりす

ることもどうやら可能らしい。 

  ところが，水中における匂いの伝播の場合には，ここでは，オーラ同士の相互作用

に関する推論だけでは不十分であることが判明する。さらに，オーラはいかにして水

中を伝播することが可能なのかを理解しなければならない。それが可能であることが

判明する。1 滴のインクによって形成されたトロイダル渦の分裂［第 2.6 節参照］を一種

のアナロジーとして用いることができる。 

  万年筆を手に取り，2~3 cm の小さい高さから水の入った広口容器にインクを 1 滴，

できればより小さい滴を落としてみよう。すると，その滴が即座にトロイダル環を形

成し，次にその環からいくつかの小竜巻が放出され，そのそれぞれの末端上により小

さいトロイダル環が形成され，そのそれぞれから新たな小竜巻が放出され，それらの

末端上に再び新たなトロイダル環が形成され，等々，最終的に過程全体が停止するま

で，5~6 段階の分裂が繰り返される様子が見られる。ただし，今述べたのは，水と同

様に圧縮されることのない，インクの場合の話である。 

  エーテル渦について検討する場合には，エーテルは気体であること，そしてエーテ

ルによって形成されたあらゆる渦は，エーテル自体と同様に圧縮されることもできる

ということを思い出す必要がある。気体渦が外部圧力によって圧縮されると，気体渦

は自分の大きさを減少させるだけでなく，さらに，エーテルの圧力のポテンシャルエ

ネルギーが渦の回転の運動エネルギーに変換されることにより，自分のエネルギーを

増大させる。ところで，周知のように，水中においては，その誘電率は空気中におけ

る誘電率の 80 倍であり，エーテルの密度はそれに対応してより大きくなる。それゆ

え，すべての渦は空気中におけるより強く圧縮され，渦のエネルギーと安定性がより

高くなる。したがって，水中においてエーテル渦が分裂する能力は，水中においてイ

ンクが分裂する能力よりも何倍も高くなる。 

  このように，水中に入った物質のオーラは，複雑な渦構造を持っており，自分の周

囲にそれと同様の構造物，ただし今度は純粋にエーテルの構造物を生み出し始めると

予想することができる。そしてそれらの構造物が周囲空間中を伝播し始め，それらの

構造物を生み出した分子に関する情報を運んで行く。そのオーラの伝播速度は，水中

における光の伝播速度と等しい可能性があるが，何らかの時間が他ならぬ渦形成のた
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めに費やされるため，それより小さい可能性もある。上述したすべてのことはさらな

る研究を求めている。 

  昆虫同士の遠隔通信もそれと同じ原理にもとづいていると予想することができる。

周知のように，すべての昆虫は触角を持っている。特に，ゴキブリの触角はある詩人

によって褒めたたえられてさえいる。昆虫の触角がアンテナであることは誰もが知っ

ている。しかし，そのアンテナがいかにして通信を行っているかは誰も知らない。そ

の通信が電波を用いて行われていることは，まずあり得ないと判断することができる。

なぜなら，かくもちっぽけな生き物がかくも完璧な電波工学を身につけているとは，

まず考えられないからである。ところが何しろ，彼らは何らかの方法で通信し合って

いるのだ！ 

  しかし，もし触角がある昆虫の神経終末のオーラを空間中に伝播させ，別の昆虫が

その触角を用いてそのオーラを感受し，その神経終末に伝送しているのだとすると，

1 番目の昆虫の受容体中の応力がオーラを変化させ，その変化が 2 番目の昆虫の受容

体によって感受されるのだと予想することができる。その際に生じるものは，機械的

応力である可能性もあるし，電気パルスあるいは化学的パルスである可能性もある。

これは今のところ不明である。いずれにせよ，これにもとづいて物質間における通信

の組織化を試みることができる。実は，遠隔的な相互作用を行う能力を持つ物質対の

選定はそう簡単な仕事とは思われない。 

  でももしかしたら，ここでも熱意ある人々が見つかるのではないか？ ただし，触覚

のことだけは忘れないでいただきたい。 

  さて最後に，ホメオパシー（きわめて低濃度の薬による治療法）のことを思い出さ

ないわけにはいかない。 

  ホメオパシー（homeopathy。ギリシア語の homoios（同種の）と pathos（病気）よ

り）は 19 世紀初頭にドイツの医師 S.ハーネマンによって開拓された治療法である。

ホメオパシーの基礎には「同種のものが同種のものを治す」（similia similibus curantur）

という原理が据えられている。ホメオパシーは，健全な生体において病気と同じ症状

を生じさせるような薬を用いようと試みる。ところが，病的な生体に投与された薬は

それを治す。しかも，治すためには，その薬の投与量はきわめて少量である必要があ

る。 

  ハーネマンは，薬の作用力は投与量が減少するほど増大すると考え，そのため，元

の薬を水で何回も（30 回まで）希釈し，その際，各回ごとに薬の含有量を 100 分の 1

まで減少させていた。 

  ホメオパシーを実践している現代の医師たちはせいぜい 3 回か 6 回しか希釈を行っ

ていないが，それでもやはり，これは通常医療をショック状態に陥れる。なぜなら，

そのような希釈を行えば，薬自体はきわめて少量となり，薬はいかなる作用も及ぼし

得なくなるからである。それゆえ，他の分野の医師たちはホメオパシーの効果を暗示

や自己暗示によって説明している。医学百科事典や医学便覧では，ホメオパシーはあ

けすけにアナクロニズムと呼ばれている。それにもかかわらず，ホメオパシーは存在

し続けている。ホメオパシー医たちは，医学界の大立者たちのホメオパシーに対する

否定的態度を無視し，概して昔とまったく同じ方法とまったく同じ種類の薬を用いて

いる。 

  ホメオパシーを全滅から救い出しているのは，現代医学は精神療法に大きな意義を

与えているという事情，また，同じ精神療法を用いた場合でさえ，通常医療では好結

果が得られないような症例において，どういうわけか，ホメオパシーがうまいこと好

結果を得ている（もちろん，それはもっぱら精神療法のおかげだ！）という事情であ

る。 
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  ホメオパシーは経験的にはたしかに明確な成果を上げているものの，それでもやは

り，それほどまでに少量の薬が病的な生体に作用する，あり得るメカニズムに関する

問題が生じてくる。 

  エーテル動力学的観点からこの問題にアプローチした場合には，高い誘電率を持ち，

この理由によってエーテル渦を強く圧縮し，それによってエーテル渦に高いエネルギ

ーと安定性を与える能力を持っている水によって薬の希釈が行われている事実が注意

を引く。このことは，水に入った薬のオーラがエネルギーを補給され，自分の境界上

において同じオーラを創出し，その先，水のバルク全体にわたって増殖していくこと

を意味している。そして元の薬がその水から取り除かれた場合でさえ，その薬によっ

て創出されたオーラは水中においてある時間維持され，薬自体と同じ作用を及ぼし続

ける。このように，通常の治療における薬の化学的作用とは異なり，ホメオパシーは

薬自体によってではなく，薬のオーラによって病気を治しているのである。一連の場

合には，これが効果的となる可能性があり，そこにはいかなる神秘も存在しない。実

際，薬自体が存在しない状態において薬の構造情報が病的な生体に伝達されるため，

おそらく，このことが化学物質による生体の中毒に起因する何らかの副作用を回避す

ることを可能にしているものと思われる。 

  以上に述べたことをまとめると，これまで，オーラの物理の問題には注意が払われ

ず，しかるべき意義が与えられてこなかったことを指摘することができる。その原因

は，おそらく，今に至るまで，オーラ過程の物理はいかなる合理的説明も与えられて

こなかったことにある。しかし今や，オーラの物理が細心の注意を払うに値すること

に疑いの余地はない。物理学，化学，生物学および医学におけるこの新たな方向は大

きな未来を持っている。この問題に真剣に取り組むべき時が来た。 

 

8.9.オーラ，勾配と世界認識 

良い理論より実践的なものは

この世に存在しない。 

科学的真理 

  なぜ固体はバラバラに四散しないのか？ 液体が表面張力を持っているのはなぜな

のか？ 何しろ，固体も液体も電気的に中性な分子からなっており，それらの分子中で

はすべての電荷が平衡しているのだから，分子が結合して 1 個の物理的物体になる理

由は存在しないのだ。いや，それは違う。分子間力，つまり既に 1873 年に初めてこ

の問題を設定して解決したオランダの物理学者，ファンデルワールスの力が存在して

いるではないか。 

  しかし，それらの力を数学的に記述する方法でこの問題はたしかに解決されたにも

かかわらず，それ以来，それらの力の本性に関する理解は少ししか前進していない。

より正確に言えば，その理解はまったくどこへも前進しなかった。 

  我々は，分子間力，つまり分子間における相互作用の力は「分子間の距離に依存し

ており，一般的には，その相互作用のポテンシャルエネルギーによって記述される。

なぜなら，その相互作用の平均ポテンシャルエネルギーこそが物質の状態と多数の性

質を決定しているからである」（『ソビエト大百科事典』，第 3 版，第 15 巻）というこ

と，それらの力の中には，配向力，誘起力および斥力があるということ，そしてそれ

らすべての力は，おそらく分子の分極，電子殻の斥力等によって引き起こされている

ということ，等々といったことを知っている。しかし，それらすべての力はどんな仕
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組みになっているのか，それらすべてのポテンシャルはどこから現れるのかについて

は，物理学は何も教えてくれない。でも何しろ，それらの力が何らかの仕組みを持っ

ていることは間違いないのだ！ 

  しかし，分子の相互作用のメカニズムをエーテル動力学的観点から眺めて見ると，

多少のことが明らかになり始める。陽子に束縛されているエーテル渦――電子殻――

はその起源を陽子の表面上におけるエーテルの運動に持っているのだとすると，その

電子殻の表面上においてもエーテルが運動しているのだから，そのエーテルは自分の

運動によって隣接する自由エーテルの層を捕獲し，それによって第 2 の束縛渦を創出

する。さらに，その第 2 の束縛渦においてもエーテルの表面層が運動し，その表面層

が第 3 の束縛渦を創出する…等々が繰り返されることになる。その結果，複数のエー

テル渦の統一的系が各陽子に束縛され，その陽子から周囲空間全体に向かって広がっ

ている状態が得られる。 

  上記の一連の束縛渦において，後に続く各束縛渦の寸法はその前の束縛渦より大き

く，それらの渦の寸法の比は，原子核の寸法に対する電子殻の寸法の比とほぼ同じ，

すなわち 4~5 桁のオーダーとなることに注目するべきである。後に続く各束縛渦の表

面上におけるエーテルの運動速度は，寸法比の 2 乗ないし 3 乗に従って，すなわち

8~15 桁ずつ減少していく。ただし，これは，単独原子が検討されている場合に限られ

る。 

  原子と分子の総体を検討する場合には，隣り合う束縛渦は互いに邪魔し合っている

こと，そしてそれらすべての束縛渦は物質が存在しない隣接領域に向かって引っ張ら

れていることを考慮しなければならなくなる。すると，物体の表面上におけるエーテ

ル流の速度は，電子殻の表面上における速度と同じ大きさになり，単独原子の場合と

はまったく異なる比に従い，もはや μm 単位で計算される距離内においてしか減少し

なくなる。束縛渦中におけるエーテル流の速度勾配は空間中において圧力勾配を創出

し，その圧力勾配が電気的に中性な分子を互いに押し付け合わせる。これが分子間力

に他ならない。 

  このように，それぞれの物理的物体の周囲には，第 2，第 3…等々の束縛渦によって

創出されるエーテル流の相対的に高い速度の場が存在している。その場の空間的モジ

ュレーションは物質の構造や各分子の構造を反映しており，空間中をきわめて大きい

距離まで伝播する。それゆえ，空間の各地点は，地球上で，あるいはもしかしたら太

陽系内で生じているすべてに関する情報を担っている。 

  物理的物体の周囲におけるそれらすべてのエーテル流こそが，それらの物体のオー

ラなのである。ただし，それは，物質の静的構造を反映する第 1 種オーラのみである。 

  他ならぬ第 1 種オーラこそが，物体の統一性と物質の集合状態の要因としての役割

を果たしている。もし電子殻に束縛されたエーテル渦の形でのオーラが存在しなけれ

ば，電気的に中性な分子は互いに結合して固体になることがけっしてできないはずで

ある。物体の加熱は物体の分子の振動を引き起こし，物体の相互の斥け合いを引き起

こす。温度が上昇してゆき，その斥力が電子殻の周囲における勾配を持ったエーテル

流中の引力を上回ったとき，物質は固体状態から液体状態に移行する。分子表面の振

動振幅が最も近い束縛渦の寸法を上回ったとき，物質は蒸気に転化する。 

  電子殻の構造が原子核の構造によって完全に決定されているのと同様に，第 1 種オ

ーラの構造も物体の電子殻の構造によって完全に決定されていることに注目するべき

である。それゆえ，原子核の構造に関する知識にもとづいて任意の分子の構造のモデ

ル化を行う原理的可能性が存在するのと同様に，物体を形成している各種物質の電子

殻の構造，物体の配置および物体中における各種物質の分布に関する知識にもとづい

て第 1 種オーラの構造のモデル化を行う，まったく同じ可能性が存在する。ここから，
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触媒作用に関する課題を解決する原理的可能性が現れる。なぜなら，触媒作用の基礎

をなしているのは，分子を結合させるために高温が必要とされず，しかも化学反応が

何百万倍も加速されるようにそれらの分子を空間中で互いに配位させる，エーテル中

の圧力勾配であるからである。この課題はきわめて困難であることが判明する可能性

はあるものの，それでも原理的にはこの課題は解決可能である。 

  複数の物体をめぐって何らかの変化が生じ，それらの物体が互いに対して運動した

り，あるいはそれらの物体の内部に機械的応力その他の応力が生じたりすると，それ

に対応してそれらの物体のオーラも変化する。地質断層上の機械的応力が高い地点の

岩石のオーラは，応力が加わっていない岩石のオーラとは異なったものになる。そし

てその違いは，その場所における将来の好ましくない事象――将来生じる可能性のあ

る岩石のせん断，地震の発生――，あるいは単にいわゆるジオパソジェニックゾーン

の存在を物語っている可能性がある。 

  それゆえ，正統派の「科学者」たちがオーラの存在を認める時を待つことなく，こ

れらすべての問題に真剣に取り組む必要がある。さもないと，チェルノブイリ原子力

発電所事故のような大惨事の発生は将来も避けられないだろう。 

  以上に述べたことは，ダウジング――地下における鉱石の蓄積，水，断層，ケーブ

ル，配管およびこれらに類する不均質体の検出――の物理的本質の理解のための若干

の基礎を与える。それらの物体により，それに対応する構造を持ったオーラが創出さ

れており，そのオーラがダウザーによって検出される。その際，相異なる物体の複数

のオーラは，電波において生じているのと同様に，互いに相互作用せず，また邪魔し

合うことなく，共通の空間地点において共存することができる。このことから，ダウ

ジングと同じ役割を果たす，機器を用いた客観的な検出方法を創出することが可能で

あるという結論が導き出される。まさにこのことにより，あれこれの鉱物，結晶，金

属あるいは樹種が生体に及ぼす有益な作用，あるいは逆に有害な作用を原理的に説明

することができる。なぜなら，それらの物体のオーラは相異なる構造とエネルギーを

持ち，その構造とエネルギーが，生体中で進行する諸過程に対して相異なる仕方で影

響を及ぼしているからである。 

  しかし，自然界にはさらに第 2 種オーラも存在する。第 2 種オーラはあらゆる生体

に存在し，物質代謝時，すなわち化学反応時に生じる諸過程と関係している。これに

ついては既に述べた。そしてさらに第 3 種オーラが存在する。第 3 種オーラは当該の

生体にとって異質のオーラであり，他の生き物によって随意または不随意にその生体

に対して「人為的」に向けられ，移植されたものである。それゆえ，筆者は迷信，ま

してや虚構を徹底的に嫌っている者ではあるが，「疫病神」，「呪いによる罹病」，また

これらに類する反科学的な事象が存在する可能性を認めざるを得ない。正統派医学は

そのような事象を忌避し，そのようなものとは関わろうとはしない。しかし，正統派

医学はどうしたわけか多数の病気を治す能力を持っていない――超能力者，まじない

治療師，シャーマン，「魔法使い」，あるいは単なる田舎の女祈祷師なら，それらの病

気をちゃんと治せるにもかかわらず。 

  それに加えて，さらに第 4 種オーラが存在する可能性がある。それは，生体の死後，

その動的オーラがある時間の間存在し続けるときのオーラである。それらのオーラは

その後どうなり，いつ周囲のエーテル中に溶解するのか？ また，それらのオーラは何

らかの仕方で相互作用し，空間中に何らかの共通の場を創出しないのか？ きっと創

出するに違いない。 

  今のところ，我々は何も知らない。古い知識は失われてしまった。一方，現代物理

「科学」の完全に異常なうぬぼれのせいで，新たな知識は得られていない。しかし我々

には，構造，過程および現象の内的本質の理解という問題を設定しているエーテル動
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力学を用いることにより，今なお未解決のあらゆる問題に答えを与え，我々が生きて

いる世界をついに理解するチャンスが現れつつある。 
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科学の入口には，地獄の入口と同じように，

次の要求が掲げられなければならない。 

「ここでいっさいの疑惧を投げ捨てなけ

ればならない。いっさいの怯懦をここで消

滅させなければならない。」 

K.マルクス（ダンテからの引用）［訳注］ 

  19 世紀末~20 世紀初頭は，それまでの自然についての理解を揺るがした，一連の発

見によって特徴づけられる。それらの発見は当時の物理学の理解と一致していなかっ

たため，危機として受け止められた。しかし，それまで分割不可能な粒子と考えられ

ていた原子が分割可能であることを物理学者たちが理解した後，その危機は首尾よく

解決された。物質「素粒子」という理解が現われ，科学は長足の進歩を遂げた。 

  残念ながら，まさにこの時期，それと同じ波に乗っていくつかの新「理論」が出現

した。それらの諸「理論」は，物質の構築材料という概念を追放し，力場は物質*の「特

殊な状態」であると宣言し，物理現象の本質を時空の曲がりに帰着させ始め，物理学

より数学を優先し，遂には「物理的真空」なる概念を導入したが，それはまったく真

空ではなく，何かわけの分からないものにすぎない。 

  物質「素粒子」への移行はきわめて有益であることが判明し，原子力や半導体の出

現をもたらした。しかし，新たな流行理論――相対性理論と量子力学――への移行は，

結局のところ物理学を袋小路に導き入れた。物理学は今なおその袋小路の中にとどま

り続けている。 

  20 世紀中頃以降，発見の数が急激に落ち込んでいる。数学的こじつけは，もはや何

も新たなものを付け加えることができない。それらの流行理論を基礎として構築され

た多数の領域に関する超大型プロジェクト――物質の本性の研究，熱核融合，磁気流

体力学，超伝導，等々――は，巨額の資金を無駄遣いしたこと以外には，事実上何の

結果も与えなかった。そしてこれは偶然ではない。なぜなら，それは，諸現象の内的

本質と内部メカニズム，あらゆる現象の基礎をなしている物質*の隠れた運動につい

ての深い洞察の試みを放棄したことからの直接的な帰結であるからである。20 世紀初

頭の様々な着想は，その可能性を既に完全に使い果たし，もはやこれ以上，物理学と

自然科学のさらなる発展の土台であり続けることはできない。 

  今日の物理理論は袋小路に陥っており，その基礎の抜本的見直しを必要としている。

その見直しは，物質*の組織化の次のより深いレベルへの移行にもとづいてのみ行う

ことができる。既に開拓されたレベルの分析にもとづいたそのような移行の論理は，

エーテル――世界空間全体を満たし，あらゆる種類の物質のための構築材料となって

おり，その運動が諸相互作用の力場として感受される媒質――に関する理解を復活さ

せる必要があるという結論に一義的に導く。 

  エーテル動力学は最初の数歩を歩み始めたばかりである。しかし，これまで歩んで

きたその途上において，既に，今日の科学が解決することのできないあらゆる種類の

パラドックスや不一致を解決する可能性が現れている。原理的に新たな初めての技術

が現れている。エネルギー分野の新たな展望が開けつつある。力学，電気力学，化学

などのような，既に開拓され尽くしたかのように見えるかもしれない領域においてさ

 
［訳注］

これは K.マルクス『経済学批判』の「序言」の末尾の一節であり，鉤括弧内はダンテ『神曲』地

獄篇からの引用である。 
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え，新たな可能性が開けつつある。 

  エーテル動力学はエリートたちが支配する領地になってはならない。自然科学のす

べての領域は共通の基礎にもとづいた抜本的再構築を必要としている。それゆえ，自

然科学のすべての領域において，開かれつつある可能性を利用することが有益である。

本書に述べられていることは，自然科学の具体的領域の研究者たちに対する，それら

の諸領域におけるエーテル動力学的理解にもとづく新たな研究への招待状にすぎない。 

  1934 年，ジョリオ=キュリー夫妻によって人工放射能現象が発見された。そのとき

得られたのはたった 2 種類の原子にすぎなかった。ところがそれから 11 年後，日本の

上で原子爆弾が炸裂し，今や人類は，核の世紀における自らの生存確保のための方策

を講じることを余儀なくされている。 

  自然界にはエーテルが存在するという理解への移行は，自然科学がこれまで知って

いたレベルよりさらに深部の次なる物質*組織化レベルへの移行を意味している。こ

の移行は，自然科学における次なる物理学革命，すなわち第 6 次物理学革命を意味す

る。前回の革命は 20 世紀初頭に起きた。さらにその前の革命は 18 世紀末~19 世紀初

頭に起きた。これまでの革命と同様，次なる物理学革命は，人類による自然の秘密の

解明と諸能力の獲得において質的に新たな可能性を開く。 

  それらの可能性は，どこへ方向づけられることになるのだろうか？ 

  おそらく，自分個人の，あるいは狭い範囲の人間集団の利己的な目的のためにそれ

らの可能性を利用しようとする者たちが現れることだろう。これまでの物理学革命に

おいては，常にそうだった。しかし，既に核兵器の保有は，一方的優位を獲得する試

みは無意味であることを示した。しかも核兵器の蓄積量は，地球上の全生物をとっく

に何回も絶滅させることができたかもしれないほどの量に達している。 

  人類の前には生存の問題が立ちはだかっており，現在，これが最も重要な地球的問

題となっている。核戦争の結果による滅亡ではないとしても，滅亡の危機が人類を脅

かしている。生じ得る滅亡の危機の根源となっているのは，最大限の金銭的利益の獲

得という要求に起因する略奪的な性格を持つ，あるフランス国王が言った「大洪水よ，

わが亡きあとに来たれ！」［訳注］というイデオロギーに立脚した，不合理な技術である。 

  エーテル動力学は技術の問題をそれとは異なった仕方で設定している。すなわち，

エーテルの性質の利用に立脚した技術は廃棄物ゼロでなければならない。その技術は

無限の可能性を持っている。なぜなら，自然界におけるエーテルの総量は限りなく大

きく，その単位体積当たりのエネルギーは膨大であるからである。しかし，そのエネ

ルギーも思慮深く利用する必要がある。なぜなら，ここでも不注意によってネガティ

ブな結果が生じる可能性があるからである。それは例えば，かつて，惑星ファエトン

のきわめて有能な，しかし無思慮な住人たちがそうしたように，地球という惑星を過

熱させ，あるいはこの惑星全体を破壊し尽くし，小惑星帯に変えてしまうという結果

である……。 

  エーテル動力学は沢山のことを可能にする――環境に対してクリーンなエネルギー

を任意の場所で任意の量だけ得ること； 任意の材料を生産すること； これまで存在

しなかった種類の輸送手段と通信手段を創出すること； あり余るほどの食料を生産

すること； 人類の平穏無事な暮らしを幾世紀にもわたって保障し，この惑星上におけ

 
［訳注］ この言葉の由来と解釈については諸説ある。この言葉は K.マルクスが書いた次の一節によって広

く知られている。「“大洪水よ、わが亡きあとに来たれ!”これがすべての資本家およびすべての資本家国

民のスローガンである。それゆえ、資本は、社会によって強制されるのでなければ、労働者の健康と寿命

にたいし、なんらの顧慮も払わない」（『資本論』第 1 部「資本の生産過程」第 3 篇「絶対的剰余価値の

生産」第 8 章「労働日」第 5 節）。この言葉は原子力発電をはじめとする現代科学技術を論じる際にもし

ばしば引用されている。 
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る生活を原理的レベルにおいてより良い方向に変化させること。 

  あるいは，人類にとっての地獄を創出すること。 

  「もしかしたら，あなたはそのうち，地球だけでなく，太陽系全体さえ破壊するこ

とができるようになるかもしれない！ エーテル動力学の領域の研究を推進するので

はなく，それに関するあらゆる研究に対してモラトリアムを宣言した方が正しいので

はないか？」――あるセミナーで私の講演を聞いた一人の参加者が私にこう言った。 

  いや，それは正しくない。何よりもまず，それは無益である。実に様々な知識領域

において，諸現象の内部構造を解明する必要性が生じている。それを解明しなければ，

科学，文化そして生産が袋小路と完全な衰退に陥ることは避けられない。そして，エ

ーテル――世界空間全体を満たし，あらゆる物質的形成物のための構築材料となって

おり，その運動が相互作用の力場の形で発現している媒質――に関する理解を導入し

なければ，その解明を行うことはできない。現在，多種多様な多数のエーテル理論が

現れ始めているのには，このような確かな理由がある。本書で述べられているエーテ

ル理論は，既に存在している唯一の理論というわけではけっしてない。 

  エーテル流とモジュレーションにもとづく，きわめて高効率で環境に対してクリー

ンな技術が既に創出されている。ピラミッド構造その他の構造が物質，薬，そして単

なる水に対してさえ及ぼす不思議な作用に関する報道がメディアに現れている。その

作用により，普通の物質の性質が変化するのである。 

  その作用により，これまでいかなる方法でもそれに対して影響を及ぼすことができ

なかったセラミックスやコランダムといった物質でさえ，その性質を変えるようにな

る。一部の研究者たちは，エーテル旋回流を発生させるトーション発生器［torsion generator］

の開発について報告している。エーテル旋回流の中で溶融金属を冷却すると，金属の

内部構造が完全に変化し，金属は他と異なる質――弾性，耐食性，高い強度――を獲

得する。 

  エーテル動力学は，ここでなければ別の所で，このような形でなければ別の形で，

いずれかの研究者によって必然的に創出される。既に必要性が生じている以上，エー

テル動力学は実現される。ここでは，いかなる禁止もその実現を阻む助けにはならな

い。それだけでなく，環境問題がドアを叩き，すみやかな解決を要求している。 

  新技術の導入の途上には，全世界において，そして今や我が国においても広まって

いる，明らかに異常発達した商品－貨幣関係の形での障害物が存在している。迅速な

利益獲得と最大利潤の獲得に対する希求，そして需要の飽和に対する危惧が，耐久性

と信頼性の高い材料，効果的な治療方法と医薬品に関する研究と創出を妨げている。

他ならぬこの商品－貨幣関係が，今日，進歩の主要な敵となっている。この関係こそ

が，新技術の導入だけでなく，我が国も含め，全世界において既に開発済みの多数の

普通の既存技術の導入をも妨げている。 

  科学は必要ではなくなった。なぜなら，科学の運命を，そして全人類の運命を左右

する立場にあるにもかかわらず，科学と人類についてはまったく何も考えず，自分の

利己的な利害のことだけを心配している人々が存在しているからである。彼らは，自

分の特権を維持するためなら，科学も人類も破滅に追いやることができるだけの十分

な能力を持っている。 

  しかし，落胆する必要はない。人類はいくたびも苛酷な試練をくぐり抜けてきた。

人類が今回も苦境を脱出することは疑いない。そして，科学は社会進歩におけるその

名誉ある地位を再び占めるようになるだろう。 

  では，何をなすべきか？ 

  残る唯一の脱出策は，研究の方向を，新兵器の開発や誰かによる一方的優位の達成

を目指す道ではなく，環境問題と社会問題の解決，全人類の生活の改善を目指す道に
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向けることである。世界の強国はこのことについて合意しなければならない。さもな

ければ，原子力の軍事利用（また，平和利用だが無責任な利用）の場合と同様に，大

惨事が我々を待ち受けることになる。これには選択肢はない。 
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付録 1. 地球近傍空間におけるエーテルの諸パラメーター 

パラメーター 値 測定単位 

エーテル全体 

密度 𝜌et = 8.85 ∙ 10−12 kg ∙ m−3 

圧力 𝑃 > 1.3 ∙ 1036 N ∙ m−2 

比エネルギー含量 𝑤 > 1.3 ∙ 1036 J ∙ m−3 

温度 𝑇 < 10−44 K 

第 1 音速 𝑣1 > 4.3 ∙ 1023 m ∙ s−1 

第 2 音速 𝑣2 = 𝑐 = 3 ∙ 108 m ∙ s−1 

温度伝導率 𝑎 ≈ 4 ∙ 109 m2 ∙ s−1 

熱伝導率 𝑘𝑇 ≈ 1.2 ∙ 1089 kg ∙ m ∙ s−3 ∙ K−1 

動粘性率 χ ≈ 4 ∙ 109 m2 ∙ s 

絶対粘性率 𝜂 = 3.5 ∙ 10−2  kg ∙ m−1 ∙ s−1 

断熱指数 1~1.4 - 

定圧熱容量 𝑐𝑃 > 1.4 ∙ 1091 m2 ∙ s−2 ∙ K−1 

定積熱容量 𝑐𝑉 > 1091 m2 ∙ s−2 ∙ K−1 

アーメル（エーテルの要素） 

質量 𝑚am < 1.5 ∙ 10−114 kg 

直径 𝑑am < 4.6 ∙ 10−45 m 

単位体積当たりの個数 𝑛am > 5.8 ∙ 10102 m−3 

平均自由行程 𝜆am < 7.4 ∙ 10−15 m 

平均熱運動速度 𝑢am ≈ 5.4 ∙ 1023 m ∙ s−1 
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付録 2. MKS 単位系における電気量と磁気量の単位 

物理量 単位の名称 
単位 

記号 

MKSA 単位系 

での測定単位* 

MKS 単位系 

での測定単位 

仕事，エネルギー ジュール J m2 ∙ kg ∙ s−2 kg ∙ m2 ∙ s−2 

仕事率，電力 ワット W m2 ∙ kg ∙ s−3 kg ∙ m2 ∙ s−3 

電気量（電荷） クーロン C A ∙ s kg ∙ s−1 

電流の強さ アンペア A A kg ∙ s−2 

電気変位（電束密

度）の流れ 

クーロン C A ∙ s kg ∙ s−1 

電気変位（電束密

度） 

クーロン毎平

方メートル 

C ∙ m−2 A ∙ s ∙ m−2 kg ∙ m2 ∙ s−2 

電圧，電位差，起電

力 

ボルト V m2 ∙ kg ∙ A−1 ∙ s−3 m2 ∙ s−1 

電気容量 ファラド F A2 ∙ s4 ∙ m−2 ∙ kg−1 kg ∙ m−2 

電気モーメント － C ∙ m A ∙ s ∙ m kg ∙ m ∙ s−1 

分極ベクトル（分極

強度） 

－ C ∙ m−2 A ∙ s ∙ m−2 kg ∙ m−2 ∙ s−1 

誘電率 ファラド毎メ

ートル 

F ∙ m−1 A2 ∙ s4 ∙ m−3 ∙ kg−1 kg ∙ m−3 

電場強度 ボルト毎メー

トル 

V ∙ m−1 m ∙ kg ∙ A−1 ∙ s−3 m ∙ s−1 

電気抵抗 オーム Ω m2 ∙ kg ∙ A−2 ∙ s−3 kg−1 ∙ m2 ∙ s 

比電気抵抗 － Ω ∙ m m3 ∙ kg ∙ A−2 ∙ s−3 kg ∙ m3 ∙ s−2 

比電気伝導率 － Ω−1 ∙ m−1 A2 ∙ s3 ∙ m−3 ∙ kg−1 kg−1 ∙ m−3 ∙ s2 

イオン移動度 － m2 ∙ 𝑉−1 ∙ s−1 A ∙ s2 ∙ kg−1 － 

磁束 ウェーバー Wb m3 ∙ kg ∙ A−1 ∙ s−2 m2 

磁束密度 テスラ T kg ∙ A−1 ∙ s−2 m𝑩 ∙ m𝒄
−1 

磁気モーメント － A ∙ m2 A ∙ m2 kg ∙ m2 ∙ s−2 

磁化強度ベクトル

（磁化） 

－ A ∙ m−1 A ∙ m−1 kg ∙ m−1 ∙ s−2 

インダクタンス，相

互インダクタンス 

ヘンリー H m2 ∙ kg ∙ A−2 ∙ s−2 kg−1 ∙ m2 ∙ s2 

透磁率 ヘンリー毎メ

ートル 

H ∙ m−1 m ∙ kg ∙ A−2 ∙ s−2 kg−1 ∙ m ∙ s2 

磁場強度 アンペア毎メ

ートル 

A ∙ m−1 A ∙ m−1 kg ∙ m−1 ∙ s−2 

起磁力 アンペアまた

はアンペア回

数 

A または AT A kg ∙ s−2 

磁気抵抗 － A ∙ Wb−1また

はAT ∙ Wb−1 

A2 ∙ s2 ∙ m−2 ∙ kg−1 kg ∙ m−2 ∙ s−2 

*『技術者と大学生のための物理学便覧』（モスクワ，Nauka, 1971）のデータによる。 
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  MKSA 単位系の物理量の MKS 単位系への変換は，電流の強さの単位アンペア[A]を

次元[kg ∙ s−2]に代える方法によって行われる。 

  出発点となる物理不変量は運動の成分――物質*，空間および時間――であり，力学

においては MKS 単位系（メートル，キログラム，秒）がそれに対応していることとの

関連から，電気力学において採用されている MKSA 単位系（メートル，キログラム，

秒，アンペア）は余計であり，電磁気過程の物理的本質の理解を困難にしている。開

発された電磁気モデルにもとづき，MKSA 単位系が MKS 単位系に変換された。MKS

単位系は純粋に力学的な性格を持っているため，これにもとづき，エーテルの運動の

あれこれの形態の形での電磁気量の理解を創出する可能性が現われ，このことが電磁

気量の物理的意味をある程度まで解明することを可能にした。 

  MKS 単位系においては，磁束密度ベクトルが磁束密度の伝播速度に対して垂直であ

ることを考慮しない場合には，磁束密度は無次元となる。それを考慮した場合には，

磁束密度とは，磁束密度ベクトル B に対して垂直で，かつ磁場の伝播方向に対して垂

直なエーテルの運動速度であり，そのエーテルの運動速度は，ベクトル B に対して垂

直な光速度𝒄と等しい，磁束密度の伝播速度によって生じたものであることが判明す

る。しかし，それら 2 つの速度には，秒単位で表された時間が存在している。3 次元

空間とは異なり，時間は 1 次元であるから，時間は削減することができ，したがって

磁束密度については次の次元が残る。 

[B] = m𝑩/m𝒄  

  そこでは一目瞭然なモデルを構築することが困難な既存の MKSA 単位系とは異なり，

MKS 単位系においては，すべての電気量と磁気量について，それらの物理的意味を理

解する上で十分に一目瞭然な力学的モデルを構築する可能性が現われる。 
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  他の欧米諸語と同様，ロシア語には「物質」を意味する複数の単語がある。物理学

で主に使われている用語は「материя [materia]」と「вещество [veshchestvo]」である。

本来，この 2 つの単語の日常的用法における概念は大きく重なっており，両者の違い

を文脈から切り離して定義することは事実上不可能である。しかし，ロシアの物理学

界ではこれらの用語の使い分けについてある程度の合意が成立しているように思われ

る（当然のことながら，両者の概念の具体的な内容は論者の立場によって異なる）。 

  したがって，ロシア語文献からの訳文の理解に混乱を生じさせないためには，両者

を訳し分けなければならない。しかし，訳者の知る限り，これらの用語に対応する日

本語の物理学用語は「物質」の 1 語しか存在しないため，異なる用語によって訳し分

けることはできない。そこで訳者は，多少煩わしさを感じさせるかもしれないが，

「материя」は「物質*」，「вещество」は単に「物質」と表記することで両者の違いが

分かるようにしている。 

  かなり大まかな括り方をすると，「материя（物質*）」は「вещество（物質）」の上

位概念であり，「материя は вещество および場などからなる」と言うことができる。

おそらく，日常的な語感では，日本語の「物質」から思い浮かぶのは「вещество」の

ほうであろう。 

  ロシア語版 Wikipedia の記事「Материя」は次のように説明している（一部のみ抜

粋）。 

  「материя ―― 客観的現実，空間の内容物，科学および哲学の主要カテゴリーの

一つ，物理学の研究対象。 

  物理学は，空間と時間（時空）の中に存在する何ものかとしての материя（ニュー

トンに始まる理解――空間は事物の入れ物，時間は事象の入れ物），または空間と時間

の性質をそれ自体が与える何ものかとしての материя（ライプニッツに始まり，後に

アインシュタインの一般相対性理論において表現された理解）を記述する。時間の中

で様々な形態の материя とともに生じる変化が物理的現象をなす。物理学の主な課題

は，あれこれの種類の материя およびその相互作用の性質を記述することにある。 

  主な種類の материя 

  現時点では 3 つの形態の материя が存在する。 

  ・вещество ―― ハドロン物質，バリオン物質／古典的理解における物質，反物質

／中性子物質／その他の種類の物質／クォークグルーオンプラズマ／仮説上のプレク

ォーク超高密度物質*形成物 

  вещество とは異なり，場の内部に空虚はなく，場は絶対的な稠密性を持っている。 

  ・場（古典的意味での）―― 電磁場，重力場／量子場 

  ・物理的本性が不明な物質*的対象物 ――暗黒物質*，暗黒エネルギー」 

 

 


